
（４）校舎の平面図（横浜・健志台キャンパス） 
 

２．横浜・健志台キャンパス 
百年記念館 1 階～4 階 
2 号館 B2 階～3 階 屋上 
3 号館 B2 階～1 階 屋上 
4 号館 1 階～2 階 
5 号館 1 階～3 階 
7 号館 1 階～2 階 
8 号館 1 階～4 階 
9 号館 1 階～4 階 
図書館 1 階 
米本記念体育館 B2 階～3 階 屋上 
第 1 体育館 1 階～2 階 屋上 
第 3 体育館 1 階 
体操競技館 1 階～3 階 
第 1 屋内練習場 B1 階～2 階 
第 2 屋内練習場 B1 階～1 階 屋上 
第 3 屋内練習場 B1 階～1 階 屋上 
プール棟 B1 階～2 階 
ゴルフ教場 1 階 
ビーチバレーコート 1 階 
旧食堂棟 1 階 
5 号館ポンプ室 1 階 
警備員棟 1 階 

部分は当該申請学部と当該申請外学部等の共有を示す 

部分は当該申請外の学部等の専用及び共有を示す 

 ※当該申請に係る学部が専用で使用する部分なし 
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部分は当該申請学部と当該申請外学部等の共有を示す

部分は当該申請外の学部等の専用及び共有を示す

No. 場所 建物名 街区 階 番号 収容 室名 面積 部門

001 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ０１ 650 記念講堂・レクリエーション体育館 586.88 大学
002 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ０２ 倉庫（記念講堂控室兼用） 20.49 大学
003 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ０３ １Ｂ０３控室 20.85 大学
004 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ０４ １Ｂ０４控室 12.87 大学
005 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ０５ 大学院自習室 16.43 大学
006 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ０６ 健康管理ｾﾝﾀｰ処置室（旧ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ22改修） 13.32 大学
007 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ０７-1 健康管理ｾﾝﾀｰ（旧ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ22,23改修） 66.71 大学
008 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ０７-2 健康管理ｾﾝﾀｰ更衣室（旧ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ24改修） 2.58 大学
009 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ０８-1 健康管理ｾﾝﾀｰ相談室（旧ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ24改修） 8.64 大学
010 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ０８-1 健康管理ｾﾝﾀｰ相談室（旧ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ24改修） 6.54 大学
011 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ０９-1 健康管理ｾﾝﾀｰ休養室（旧ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ25改修） 5.71 大学
012 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ０９-2 健康管理ｾﾝﾀｰ休養室（旧ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ25改修） 5.85 大学
013 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ １０ 書庫 176.43 大学
014 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ １１ 重要書庫 56.91 法人
015 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ １２ 重要書庫（奥） 32.17 法人
016 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ５０ 器具庫 36.32 大学
017 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ５１ 前室 17.46 大学
018 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ５２ ＰＳ 5.31 大学
019 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ５３ 記念講堂前室Ｎ 5.54 大学
020 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ５４ ＥＰＳ 7.71 大学
021 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ５５ 情報ＥＰＳ 4.26 大学
022 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ５６ 記念講堂前室Ｓ 5.41 大学
023 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ５７ 収納庫（記念講堂） 5.86 大学
024 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ５８ ＯＡ 69.27 大学
025 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ５９ ＥＡ 0.90 大学
026 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ６０ ＡＣ室 48.71 大学
027 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ６１ 倉庫（記念講堂） 36.57 大学
028 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ６２ 女子便所 35.95 大学
029 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ６３ ＰＳ 1.68 大学
030 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ６４ ＰＳ 1.22 大学
031 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ６５ ＨＣ便所 5.30 大学
032 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ６６ 男子便所 28.53 大学
033 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ６７ ＳＫ 1.29 大学
034 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ６８ 自動化書架昇降路 6.04 大学
035 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｂ ６９ 機械室 20.98 大学
036 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ Ｂ ０１ スポーツカウンセリングルーム 41.61 大学
037 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ Ｂ ０２ 25 ２Ｂ０２大学院自習室 48.99 大学
038 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ Ｂ ０３ 25 ２Ｂ０３大学院自習室 48.99 大学
039 東京・世田谷 教育研究棟２期改 ２ Ｂ ０４ 25 ２Ｂ０４大学院自習室 33.85 大学
040 東京・世田谷 教育研究棟１期改 ２ Ｂ ０５－１ ＭＲＩ室 33.70 大学
041 東京・世田谷 教育研究棟１期改 ２ Ｂ ０５－２ ＭＲＩ操作室 12.60 大学
042 東京・世田谷 教育研究棟１期改 ２ Ｂ ０５－３ ＭＲＩ機械室 11.98 大学
043 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ０６ 人工気候室 130.37 大学
044 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ Ｂ ０７ ２Ｂ０７大学院実験室（生化学） 142.76 大学
045 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ０８ シャワー室 17.18 大学
046 東京・世田谷 教育研究棟２期 ２ Ｂ ０９ ラウンジ 31.32 大学
047 東京・世田谷 教育研究棟3期Ｒ ２ Ｂ １０ 25 大学院自習室 52.94 大学
048 東京・世田谷 教育研究棟3期Ｒ ２ Ｂ １１ 倉庫Ａ+Ｂ 151.08 大学
049 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ Ｂ １２ 倉庫Ｃ 147.58 大学
050 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ １３ 受水槽・ポンプ室 191.56 大学
051 東京・世田谷 教育研究棟２期 ２ Ｂ １４ Ｎ２ガス消火ボンベ庫 76.52 大学
052 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ Ｂ １５ 清掃員控室 36.66 大学
053 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ Ｂ １６ ２Ｂ１６部室 17.46 大学
054 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ Ｂ １７ ２Ｂ１７部室 17.46 大学
055 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ Ｂ １８ ２Ｂ１８部室 17.46 大学
056 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ Ｂ １９ ２Ｂ１９部室 17.10 大学
057 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ Ｂ ２０ ２Ｂ２０部室 17.10 大学
058 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ Ｂ ２１ ２Ｂ２１部室 17.10 大学
059 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ Ｂ ２２ ２Ｂ２２部室 17.10 大学
060 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ Ｂ ２３ ２Ｂ２３準備室 19.00 大学
061 東京・世田谷 教育研究棟２期 ２ Ｂ ２４ 自動化書庫 481.98 大学
062 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ５０ ＡＣ室 38.28 大学
063 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ５１ 前室 10.73 大学
064 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ５２ 前室 14.08 大学
065 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ５３ ＡＣ室 22.11 大学
066 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ５４ ２Ｂ５４倉庫 15.05 大学
067 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ５５ 細胞培養室 7.67 大学
068 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ５６ 試薬保管秤量室 14.67 大学
069 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ５７ 動物飼育実験室 31.04 大学
070 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ５８ 飼育室後室 24.51 大学
071 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ５９ ＰＳ 5.61 大学
072 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ６０ ＰＳ 3.36 大学
073 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ６１ ＳＫ 1.77 大学
074 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ６２ 実験用シャワー室便所 3.52 大学
075 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ６３ 実験用シャワー室 5.05 大学
076 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ６４ ＤＳ 2.55 大学
077 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ６５ ＥＰＳ 4.15 大学
078 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ６６ 情報ＥＰＳ 4.26 大学
079 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ６７ ＰＳ 1.26 大学
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080 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ６８ ＡＶ 1.61 大学
081 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ６９ ＥＡ 2.25 大学
082 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ７０ ＥＰＳ 9.89 大学
083 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ７１ ＯＡ 5.80 大学
084 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｂ ７２ ＰＳ 1.31 大学
085 東京・世田谷 教育研究棟２期 ２ Ｂ ７３ 倉庫 2.00 大学
086 東京・世田谷 教育研究棟２期 ２ Ｂ ７４ コピーコーナー 2.58 大学
087 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ Ｂ ７５ 飼育室前室 7.06 大学
088 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ３ Ｂ ０１ 60 ３Ｂ０１中央測定室 396.99 大学
089 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ０２ 60 ３Ｂ０２中央測定室 421.03 大学
090 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ３ Ｂ ０３ ３Ｂ０３体育館 309.96 大学
091 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ０４ 除害設備室 158.09 大学
092 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ０５ 清掃員控室 16.13 大学
093 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ０６ 厨房用ゴミ庫 26.42 大学
094 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ０７ 駐車場＜車路スロープ除く＞ 301.70 大学
095 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ０８ 電気室1 178.69 大学
096 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ０９ 排煙機械室 32.85 大学
097 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ １０ 消火ポンプ室 108.43 大学
098 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ １１ 電気室２ 104.09 大学
099 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ １２ 共通実験準備室１ 14.11 大学
100 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ １３ 共通実験準備室２ 12.42 大学
101 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ １４ ラウンジ 31.05 大学
102 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ５０ ３Ｂ５０倉庫 15.05 大学
103 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ５１ ＡＣ室 22.11 大学
104 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ５２ ３Ｂ５２倉庫 14.08 大学
105 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ５３ ３Ｂ５３倉庫 14.08 大学
106 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ５４ ＡＣ室 22.11 大学
107 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ５５ ３Ｂ５５倉庫 14.52 大学
108 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ５６ ＰＳ 5.22 大学
109 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ５７ ＰＳ 4.76 大学
110 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ５８ 男子便所 17.76 大学
111 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ５９ ＨＣ便所 7.03 大学
112 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ６０ 情報ＥＰＳ 4.21 大学
113 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ６１ ３Ｂ６１倉庫 8.92 大学
114 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ６２ ＥＰＳ 6.21 大学
115 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ６３ ＰＳ 5.62 大学
116 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ６４ 女子便所 19.88 大学
117 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ６５ ＰＳ 3.34 大学
118 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ６６ ＳＫ 1.76 大学
119 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ６７ ＥＰＳ 7.51 大学
120 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｂ ６８ ＭＤＦ室 15.16 大学
121 東京・世田谷 教育研究棟 Ｂ 廊下等 1,154.20 大学
122 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ０１ 記念講堂 179.09 大学
123 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ０２ 記念講堂調整室 13.04 大学
124 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ０３ ロッカー管理室 12.48 大学
125 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ０４ トレーナー室 57.25 大学
126 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ０５ １Ｇ０５クラブハウス 110.08 大学
127 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ０６ ｸﾘﾆｯｸ　受付・待合 91.63 大学
128 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ５０ ＡＣ室 33.47 大学
129 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ５１ 前室 12.34 大学
130 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ５２ ＡＣ室 45.44 大学
131 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ５３ ＰＳ 3.01 大学
132 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ５４ ＳＫ 1.59 大学
133 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ５５ 女子便所 15.20 大学
134 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ５６ 男子便所 11.68 大学
135 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ５７ ＰＳ 1.84 大学
136 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ５８ ＰＳ 2.32 大学
137 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ５９ ＥＰＳ 7.71 大学
138 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ６０ 情報ＥＰＳ 4.26 大学
139 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ６１ 記念講堂前室 6.99 大学
140 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ６２ ＰＳ 2.13 大学
141 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ６３ ＰＳ 1.84 大学
142 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ６４ ＰＳ 2.28 大学
143 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ６５ ＯＡ 5.44 大学
144 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ６６ ＥＡ 0.90 大学
145 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ６７ 書庫 17.39 大学
146 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ６８ ＰＳ 1.04 大学
147 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ６９ 男子脱衣室 25.21 大学
148 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ７０ ＰＳ 2.35 大学
149 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ７１ 自動化書庫昇降路 5.03 大学
150 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ７２ 風除室 13.85 大学
151 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ７３ １Ｇ７４製氷機・洗濯機置場 13.01 大学
152 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ７４ 男子シャワールーム 29.33 大学
153 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ７５ １Ｇ７６風除室 11.45 大学
154 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ７６ ｸﾘﾆｯｸ　処置室 18.76 大学
155 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ７７ ｸﾘﾆｯｸ　休養室 18.76 大学
156 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ７８ ｸﾘﾆｯｸ　点滴室 18.76 大学
157 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ７９ ｸﾘﾆｯｸ　多目的室（更衣室） 9.79 大学
158 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ８０ ｸﾘﾆｯｸ　ＳＫ 2.38 大学
159 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ８１ ｸﾘﾆｯｸ　ＨＣ便所 4.91 大学
160 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ８２－１ ｸﾘﾆｯｸ　X線撮影室 15.13 大学
161 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ８２－１ ｸﾘﾆｯｸ　X線撮影室前室 7.29 大学
162 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ８３ ｸﾘﾆｯｸ　生理検査室 26.77 大学
163 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ８４ ｸﾘﾆｯｸ　診察室 25.91 大学
164 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ８５ ｸﾘﾆｯｸ採血室（相談室） 7.41 大学
165 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ８６ ｸﾘﾆｯｸ　倉庫 5.70 大学
166 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ８７ ｸﾘﾆｯｸ　給湯室 8.00 大学
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167 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｇ ８８ ＰＳ・ＡＤ 17.08 大学
168 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ Ｇ ０１ 体育研究所 207.17 大学
169 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ Ｇ ０２ 映像分析ディスカッションルーム 35.20 大学
170 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ Ｇ ０３ ＡＴ実習室 0.00 大学
171 東京・世田谷 教育研究棟３期Ｒ ２ Ｇ ０３ 福祉演習室（介護実習・入浴実習） 211.30 大学
172 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ０４ ２Ｇ０４部室 24.67 大学
173 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ０５ ２Ｇ０５部室 22.68 大学
174 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ０６ ２Ｇ０６部室 22.68 大学
175 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ０７ ２Ｇ０７部室 22.68 大学
176 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ０８ ２Ｇ０８部室 22.68 大学
177 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ０９ ２Ｇ０９部室 24.57 大学
178 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ １０ 男子ロッカールーム 298.68 大学
179 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ Ｇ １１ ２Ｇ１１クラブハウス 67.31 大学
180 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ Ｇ １２ ２Ｇ１２クラブハウス 63.56 大学
181 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ Ｇ １３ ２Ｇ１３クラブハウス 30.89 大学
182 東京・世田谷 教育研究棟２期 ２ Ｇ １４ ラウンジ 31.11 大学
183 東京・世田谷 教育研究棟３期Ｒ ２ Ｇ １５ 演習室（カンファレンスルーム） 35.94 大学
184 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ５０ ＡＣ室 35.40 大学
185 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ５１ 前室 15.25 大学
186 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ５２ 前室 15.25 大学
187 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ５３ ＡＣ室 37.64 大学
188 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ５４ ＰＳ 3.37 大学
189 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ５５ ＳＫ 1.78 大学
190 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ５６ ＰＳ 5.02 大学
191 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ５７ ＡＶ 2.98 大学
192 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ５８ 男子便所 19.38 大学
193 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ５９ ＤＳ 3.59 大学
194 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ６０ ＤＳ 4.35 大学
195 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ６１ ＥＰＳ 4.15 大学
196 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ６２ 情報ＥＰＳ 5.33 大学
197 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ６３ ＰＳ 1.29 大学
198 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ６４ ＡＶ 1.61 大学
199 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ６５ ＥＡ 2.25 大学
200 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ６６ ＯＡ 5.80 大学
201 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ６７ ＰＳ 1.31 大学
202 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ６８ ＥＰＳ 9.34 大学
203 東京・世田谷 教育研究棟２期 ２ Ｇ ６９ ＰＳ 5.25 大学
204 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ７０ 屋外用男子便所 23.66 大学
205 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ７１ ＥＰＳ 2.14 大学
206 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ７２ 風除室 13.13 大学
207 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ７３ ２Ｇ７３製氷機・洗濯機置場 15.00 大学
208 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ Ｇ ７４ 男子脱衣室 54.80 大学
209 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｇ ７５ 男子シャワールーム 66.11 大学
210 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ Ｇ ７６ ＰＳ 2.70 大学
211 東京・世田谷 教育研究棟２期 ２ Ｇ ７７ ２Ｇ７７製氷機・洗濯機置場 15.00 大学
212 東京・世田谷 教育研究棟２期 ２ Ｇ ７８ 風除室 12.72 大学
213 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ０１ 60 ３Ｇ０１実験室 233.50 大学
214 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ０２ 60 ３Ｇ０２実験室＜前室含む＞ 224.53 大学
215 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ３ Ｇ ０３ ３Ｇ０３クラブハウス 73.14 大学
216 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ３ Ｇ ０４ ３Ｇ０４クラブハウス 46.62 大学
217 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ３ Ｇ ０５ ３Ｇ０５クラブハウス 47.46 大学
218 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ０６ 女子ロッカールーム 298.79 大学
219 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ０７ ３Ｇ０７部室 24.48 大学
220 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ０８ ３Ｇ０８部室 22.46 大学
221 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ０９ ３Ｇ０９部室 22.46 大学
222 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ １０ ３Ｇ１０部室 22.46 大学
223 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ １１ ３Ｇ１１部室 22.46 大学
224 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ １２ ３Ｇ１２部室 24.33 大学
225 東京・世田谷 教育研究棟３期Ｒ ３ Ｇ １３ 実習指導室 31.06 大学
226 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ５０ ＡＣ室 37.64 大学
227 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ５１ 前室 15.25 大学
228 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ５２ 前室 15.25 大学
229 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ５３ ＡＣ室 37.42 大学
230 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ５４ ＰＳ 2.11 大学
231 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ５５ ＳＫ 1.51 大学
232 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ５６ ＥＰＳ 3.34 大学
233 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ５７ 準備室 23.05 大学
234 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ５８ ＰＳ 5.02 大学
235 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ５９ 男子便所 6.56 大学
236 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ６０ ＨＣ便所 7.08 大学
237 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ６１ 女子便所 5.70 大学
238 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ６２ 情報ＥＰＳ 4.26 大学
239 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ６３ ＥＰＳ 7.53 大学
240 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ６４ 器具庫 13.74 大学
241 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ６５ ＰＳ 2.04 大学
242 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ６６ ＡＶ 2.98 大学
243 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ６７ 女子便所 23.08 大学
244 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ６８ ＰＳ 3.37 大学
245 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ６９ ＳＫ 1.78 大学
246 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ７０ 地下階諸室ＯＡ 15.21 大学
247 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ７１ 地下階諸室ＥＡ 13.83 大学
248 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ７２ 器具庫 30.62 大学
249 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ７３ 風除室 12.87 大学
250 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ７４ ３Ｇ７４製氷機・洗濯機置場 15.33 大学
251 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ７５ 女子シャワールーム 64.16 大学
252 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ３ Ｇ ７６ 女子脱衣室 47.15 大学
253 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ７７ ３Ｇ７７製氷機・洗濯機置場 15.33 大学
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254 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ７８ 風除室 12.87 大学
255 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ７９ 屋外用女子便所 23.66 大学
256 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ８０ ＥＰＳ 2.14 大学
257 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ Ｇ ８１ ＥＰＳ 2.73 大学
258 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ３ Ｇ ８２ ＰＳ 1.85 大学
259 東京・世田谷 教育研究棟３期 ４ Ｇ ２２ 倉庫 126.08 大学
260 東京・世田谷 教育研究棟 Ｇ 廊下等 1,247.01 大学

261 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ０１ 学生支援センター 127.87 大学
262 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ０２ 教職センター、国際交流センター 158.18 大学
263 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ０３ アドミッションセンター 138.05 大学
264 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ０４ アドミッションセンター 61.88 大学
265 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ０５ エントランスホール・ロビー 272.58 大学
266 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ０６ 守衛室 17.59 大学
267 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ０７ ラウンジ 174.77 大学
268 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ０８ みずほ銀行ＡＴＭ 8.12 大学
269 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ５０ スポーツプロモーションオフィス 45.66 大学
270 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ５１ 書類管理倉庫 20.52 大学
271 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ５２ ＡＣ室 16.16 大学
272 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ５３ 倉庫 14.26 大学
273 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ５４ 給湯室 6.35 大学
274 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ５５ 会議室 36.59 大学
275 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ５６ 学務部部長室 16.12 大学
276 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ５７ 相談室 7.40 大学
277 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ５８ 相談室 7.40 大学
278 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ５９ 給湯室 6.60 大学
279 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ６０ 倉庫 20.66 大学
280 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ６１ ＡＣ室 15.92 大学
281 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ６２ 相談室 18.52 大学
282 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ６３ 更衣室 6.82 大学
283 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ６４ 更衣室 6.82 大学
284 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ６５ ＰＳ 5.77 大学
285 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ６６ ＰＳ 3.65 大学
286 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ６７ ＳＫ 1.57 大学
287 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ６８ 女子便所 14.90 大学
288 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ６９ 男子便所 14.92 大学
289 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ７０ ＥＰＳ 7.64 大学
290 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ７１ ＡＶ 2.72 大学
291 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ７２ 休憩室 8.43 大学
292 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ７３ 相談室 11.38 大学
293 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ７４ 相談室 11.38 大学
294 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ７５ 更衣室 5.46 大学
295 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ７６ 更衣室 5.28 大学
296 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ７７ ＰＳ 47.97 大学
297 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ７８ 給湯室 4.02 大学
298 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ７９ 自動化書庫昇降路 7.13 大学
299 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ８０ 倉庫 8.39 大学
300 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ８１ 風除室 8.57 大学
301 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ８２ ＰＳ・ＡＤ 27.47 大学
302 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ８３ 風除室 32.80 大学
303 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ８４ 倉庫 5.52 大学
304 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ８５ ＰＳ 5.09 大学
305 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ８６ ＯＡ 5.42 大学
306 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ８７ ＥＡ 0.90 大学
307 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ８８ ＡＣ室 12.53 大学
308 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ８９ 情報ＥＰＳ 4.23 大学
309 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ １ ９０ 掲示コーナー 3.67 大学
310 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ０１ 受付事務室 67.66 大学
311 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ０２ メールボックス室 12.00 大学
312 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ０３ 防災センター 59.32 大学
313 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ０４ コンビニエンスストア 109.80 大学
314 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ０５ 売店１ 45.04 大学
315 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ０６ 売店２ 45.40 大学
316 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ０７ 学生ラウンジ 280.92 大学
317 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ０８ 広報課・校友課（同窓会） 170.15 大学
318 東京・世田谷 教育研究棟２期 ２ １ ０９ ラウンジ 31.11 大学
319 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ５０ 物品倉庫 17.28 大学
320 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ５１ ＡＤ 13.28 大学
321 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ５２ 防災センター便所 4.08 大学
322 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ５３ 防災センター給湯室 4.90 大学
323 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ５４ 防災センター休憩室 7.89 大学
324 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ５５ ＡＤ 10.45 大学
325 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ５６ ＰＳ 2.52 大学
326 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ５７ ＳＫ 1.33 大学
327 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ５８ 男子便所 10.43 大学
328 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ５９ ＰＳ 2.18 大学
329 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ６０ 女子便所 12.91 大学
330 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ６１ ＤＳ 3.60 大学
331 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ６２ ＤＳ 4.34 大学
332 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ６３ ＥＰＳ 5.15 大学
333 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ６４ 情報ＥＰＳ 5.33 大学
334 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ６５ ＰＳ 1.30 大学
335 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ６６ ＡＶ 1.61 大学
336 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ６７ ＰＳ 1.50 大学
337 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ６８ ＯＡ 5.64 大学
338 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ６９ ＥＡ 2.25 大学
339 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ７０ 給湯室 9.82 大学
340 東京・世田谷 教育研究棟２期 ２ １ ７１ ＰＳ 4.85 大学
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341 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ７２ ＡＶ 2.33 大学
342 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ７３ ＥＰＳ 6.11 大学
343 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ７４ ＰＳ 7.89 大学
344 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ７５ 風除室 3.91 大学
345 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ７６ 入試倉庫 11.52 大学
346 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ７７ 入試相談室 39.00 大学
347 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ７８ ＰＳ 5.27 大学
348 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ７９ 風除室 3.91 大学
349 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ １ ８０ 風除室 36.74 大学
350 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ０１ Ｓレストラン 253.18 大学
351 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ０２ Ｎレストラン 253.18 大学
352 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ０３ Ｎラウンジ 167.39 大学
353 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ０４ 厨房 100.96 大学
354 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ０５ Ｓラウンジ 169.68 大学
355 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ３ １ ０６ サポートデスク 15.53 大学
356 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ３ １ ０７ ラウンジ 15.53 大学
357 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ５０ ＡＣ室 32.76 大学
358 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ５１ ＡＣ室 32.76 大学
359 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ５２ ＰＳ 4.04 大学
360 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ５３ ＥＰＳ 3.42 大学
361 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ５４ ＰＳ 2.09 大学
362 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ５５ ＡＶ 3.06 大学
363 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ５６ 情報ＥＰＳ 5.16 大学
364 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ５７ ＥＰＳ 7.53 大学
365 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ５８ ＰＳ 2.09 大学
366 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ５９ ＡＶ 3.06 大学
367 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ６０ ＰＳ 3.37 大学
368 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ６１ ＳＫ 1.78 大学
369 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ６２ ＰＳ 2.42 大学
370 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ６３ 洗浄室 58.51 大学
371 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ６４ サーバーリー１ 25.87 大学
372 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ６５ サーバーリー２ 26.15 大学
373 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ６６ 備品庫 4.09 大学
374 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ６７ 前室 5.08 大学
375 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ６８ 下処理室 16.21 大学
376 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ６９ 備品庫 4.12 大学
377 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ７０ 食品庫 12.38 大学
378 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ７１ 冷蔵冷凍庫 14.05 大学
379 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ７２ 厨房便所 4.78 大学
380 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ７３ 厨房女子更衣室 7.75 大学
381 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ７４ 厨房男子更衣室 5.34 大学
382 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ７５ 厨房事務室 9.61 大学
383 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ７６ ＰＳ 2.57 大学
384 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ７７ 風除室 21.06 大学
385 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ７８ ＰＳ 6.74 大学
386 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ７９ ＰＳ 1.25 大学
387 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ８０ 風除室 21.56 大学
388 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ８１ ＰＳ 2.57 大学
389 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ８２ 地下階諸室ＯＡ 17.65 大学
390 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ １ ８３ 地下階諸室ＥＡ 11.06 大学
391 東京・世田谷 教育研究棟 １ 廊下等 1,100.37 大学
392 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ０１ 200 １２０１教室（２００人） 245.61 大学
393 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ０２ 200 １２０２教室（２００人） 247.94 大学
394 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ０３ 図書館（閲覧・開架スペース） 533.97 大学
395 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ５０ ＡＣ室 35.89 大学
396 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ５１ 前室 10.23 大学
397 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ５２ 前室 10.23 大学
398 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ５３ ＡＣ室 35.89 大学
399 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ５４ ＰＳ 3.10 大学
400 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ５５ ＳＫ 1.78 大学
401 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ５６ 女子便所 25.33 大学
402 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ５７ ＰＳ 2.15 大学
403 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ５８ ＡＶ 3.15 大学
404 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ５９ ＥＰＳ 9.25 大学
405 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ６０ 情報ＥＰＳ 4.94 大学
406 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ６１ ＰＳ 1.26 大学
407 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ６２ ＰＳ 2.07 大学
408 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ６３ ＡＶ 3.02 大学
409 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ６４ ＰＳ 1.30 大学
410 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ６５ ＯＡ 5.42 大学
411 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ６６ ＥＡ 0.90 大学
412 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ６７ 作業室 12.02 大学
413 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ６８ 更衣室 11.69 大学
414 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ６９ 事務室 121.52 大学
415 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ７０ ＰＳ 5.26 大学
416 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ７１ 自動化書庫昇降路 6.31 大学
417 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ７２ 掲示コーナー 3.58 大学
418 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ７３ コピー室 11.75 大学
419 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ７４ ＡＣ室 5.76 大学
420 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ７５ 貴重書室 21.08 大学
421 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ７６ サーバー室 8.26 大学
422 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ７７ ＡＣ室 12.20 大学
423 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ７８ 倉庫 12.54 大学
424 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ７９ 女子便所 8.74 大学
425 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ８０ ＳＫ 1.25 大学
426 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ８１ ＰＳ・ＡＤ 11.95 大学
427 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ２ ８２ ブリッジ（避難バルコニー） 8.62 大学
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428 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ ２ ０１ 200 ２２０１教室(２００人) 242.09 大学
429 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ０２ 200 ２２０２教室(２００人) 247.44 大学
430 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ０３ 50 ２２０３教室(５０人) 99.38 大学
431 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ０４ 100 ２２０４教室(１００人) 124.31 大学
432 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ ２ ０５ 50 ２２０５教室（５０人） 99.38 大学
433 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ ２ ０６ 100 ２２０６教室（１００人） 120.55 大学
434 東京・世田谷 教育研究棟２期 ２ ２ ０７ 24 グローバルプラザ１ 31.11 大学
435 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ５０ ＡＣ室 32.33 大学
436 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ５１ 前室 10.02 大学
437 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ５２ 前室 10.02 大学
438 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ５３ ＡＣ室 36.10 大学
439 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ５４ ＰＳ 3.37 大学
440 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ５５ ＳＫ 1.78 大学
441 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ５６ ＰＳ 2.15 大学
442 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ５７ 男子便所 18.95 大学
443 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ５８ ＡＶ 3.15 大学
444 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ５９ ＤＳ 3.60 大学
445 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ６０ ＤＳ 4.34 大学
446 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ６１ ＥＰＳ 5.15 大学
447 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ６２ 情報ＥＰＳ 5.33 大学
448 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ６３ ＰＳ 1.31 大学
449 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ６４ ＡＶ 1.61 大学
450 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ６５ ＰＳ 1.34 大学
451 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ６６ ＯＡ 5.80 大学
452 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ６７ ＥＡ 2.25 大学
453 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ６８ ＡＶ 3.77 大学
454 東京・世田谷 教育研究棟２期 ２ ２ ６９ ＰＳ 4.90 大学
455 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ７０ ＡＶ 2.35 大学
456 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ７１ ＥＰＳ 3.75 大学
457 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ７２ ＡＶ 2.35 大学
458 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ７３ ＡＶ 2.86 大学
459 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ７４ ＰＳ 3.14 大学
460 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ７５ ＰＳ 3.14 大学
461 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ７６ ＡＶ 2.86 大学
462 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ７７ 風除室 4.12 大学
463 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ２ ７８ 風除室 4.12 大学
464 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ０１ 200 ３２０１教室(２００人) 247.44 大学
465 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ０２ 200 ３２０２教室(２００人) 247.89 大学
466 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ３ ２ ０３ 保育演習室 97.09 大学
467 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ０４ 100 ３２０４教室(１００人) 124.31 大学
468 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ０５ 50 ３２０５教室(５０人) 99.36 大学
469 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ０６ 100 ３２０６教室(１００人) 124.31 大学
470 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ３ ２ ０７ 20 グローバルプラザ２ 31.32 大学
471 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ５０ ＡＣ室 36.10 大学
472 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ５１ 前室 10.02 大学
473 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ５２ 前室 10.02 大学
474 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ５３ ＡＣ室 36.10 大学
475 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ５４ ＰＳ 2.48 大学
476 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ５５ ＳＫ 1.41 大学
477 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ５６ 男子便所 6.35 大学
478 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ５７ ＨＣ便所 6.96 大学
479 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ５８ 女子便所 5.10 大学
480 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ５９ ＰＳ 2.15 大学
481 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ６０ ＡＶ 3.15 大学
482 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ６１ 情報ＥＰＳ 5.16 大学
483 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ６２ ＥＰＳ 7.53 大学
484 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ６３ 女子便所 22.40 大学
485 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ６４ ＰＳ 2.15 大学
486 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ６５ ＡＶ 3.15 大学
487 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ６６ ＰＳ 3.37 大学
488 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ６７ ＳＫ 1.78 大学
489 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ６８ ＡＶ 1.64 大学
490 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ６９ ＥＰＳ 2.99 大学
491 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ７０ ＡＶ 2.37 大学
492 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ７１ ＡＶ 2.86 大学
493 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ７２ ＰＳ 3.14 大学
494 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ７３ ＰＳ 3.14 大学
495 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ７４ ＡＶ 2.86 大学
496 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ７５ 風除室 4.12 大学
497 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ２ ７６ 風除室 4.12 大学
498 東京・世田谷 教育研究棟 ２ 廊下等 940.70 大学
499 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ０１ 200 １３０１教室（２００人） 246.73 大学
500 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ０２ 200 １３０２教室（２００人） 247.78 大学
501 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ０３ 図書館（閲覧・開架スペース） 620.93 大学
502 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ５０ ＡＣ室 35.89 大学
503 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ５１ 前室 10.23 大学
504 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ５２ 前室 10.23 大学
505 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ５３ ＡＣ室 35.89 大学
506 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ５４ ＰＳ 3.44 大学
507 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ５５ ＳＫ 1.60 大学
508 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ５６ 男子便所 25.33 大学
509 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ５７ ＰＳ 2.15 大学
510 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ５８ ＡＶ 3.15 大学
511 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ５９ ＥＰＳ 9.25 大学
512 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ６０ 情報ＥＰＳ 5.06 大学
513 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ６１ ＰＳ 2.07 大学
514 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ６２ ＡＶ 3.02 大学
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515 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ６３ ＰＳ 1.30 大学
516 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ６４ ＯＡ 5.42 大学
517 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ６５ ＥＡ 0.90 大学
518 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ６６ ＰＳ 5.28 大学
519 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ６７ 館長室 11.41 大学
520 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ６８ ＡＶ室 37.86 大学
521 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ６９ ＡＣ室 13.40 大学
522 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ７０ 男子便所 8.72 大学
523 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ７１ ＳＫ 1.25 大学
524 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ７２ ＰＳ・ＡＤ 12.00 大学
525 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ７３ グループ閲覧室 37.02 大学
526 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ７４ グループ閲覧室 18.85 大学
527 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ７５ グループ閲覧室 22.16 大学
528 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ３ ７６ ブリッジ（避難バルコニー） 8.62 大学
529 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ０１ 200 ２３０１教室(２００人) 244.28 大学
530 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ０２ 60 ２３０２コンピュータ教室(６０人) 224.17 大学
531 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ １０ 25 ２３１０演習室(２５人) 41.94 大学
532 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ ３ １１ 25 ２３１１演習室(２５人) 39.87 大学
533 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ １２ 25 ２３１２演習室(２５人) 39.99 大学
534 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ０６ 25 ２３０６演習室(２５人) 55.23 大学
535 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ０７ 25 ２３０７演習室(２５人) 51.97 大学
536 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ０８ 25 ２３０８体育科学研究科大学院自習室 55.23 大学
537 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ０９ 25 ２３０９体育科学研究科大学院自習室 51.97 大学
538 東京・世田谷 教育研究棟２期 ２ ３ １３ 16 教育学研究科大学院自習室 31.11 大学
539 東京・世田谷 教育研究棟３期 ２ ３ １４ ２３１４助手研究室 15.36 大学
540 東京・世田谷 教育研究棟３期 ２ ３ １５ ２３１５研究室 13.29 大学
541 東京・世田谷 教育研究棟３期 ２ ３ １６ ２３１６研究室 13.29 大学
542 東京・世田谷 教育研究棟３期 ２ ３ １７ ２３１７研究室 13.29 大学
543 東京・世田谷 教育研究棟３期 ２ ３ １８ ２３１８研究室 13.29 大学
544 東京・世田谷 教育研究棟３期 ２ ３ １９ ２３１９研究室 13.29 大学
545 東京・世田谷 教育研究棟３期 ２ ３ ２０ ２３２０研究室 13.29 大学
546 東京・世田谷 教育研究棟３期 ２ ３ ２１ ２３２１研究室 13.29 大学
547 東京・世田谷 教育研究棟３期 ２ ３ ２２ ２３２２セミナールーム 13.41 大学
548 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ５０ ＡＣ室 36.10 大学
549 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ５１ 前室 10.02 大学
550 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ５２ 前室 10.02 大学
551 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ５３ ＡＣ室 36.10 大学
552 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ５４ ＰＳ 3.36 大学
553 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ５５ ＳＫ 1.79 大学
554 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ５６ 準備室 23.26 大学
555 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ５７ ＰＳ 2.15 大学
556 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ５８ 男子便所 18.98 大学
557 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ５９ ＡＶ 3.15 大学
558 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ６０ ＤＳ 3.60 大学
559 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ６１ ＤＳ 4.34 大学
560 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ６２ ＥＰＳ 5.15 大学
561 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ６３ 情報ＥＰＳ 5.27 大学
562 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ６４ ＰＳ 1.27 大学
563 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ６５ ＡＶ 1.60 大学
564 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ６６ ＰＳ 1.33 大学
565 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ６７ ＯＡ 5.80 大学
566 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ６８ ＥＡ 2.25 大学
567 東京・世田谷 教育研究棟２期 ２ ３ ６９ ＰＳ 5.31 大学
568 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ７０ ＰＳ 5.15 大学
569 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ７１ ＥＰＳ 5.79 大学
570 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ７２ ＰＳ 4.46 大学
571 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ３ ７３ ＰＳ 5.28 大学
572 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ０１ 80 ３３０１音楽室(８０人)＜前室含む＞ 224.13 大学
573 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ０２ 2 ピアノ室(１) 10.33 大学
574 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ０３ 2 ピアノ室(２) 5.16 大学
575 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ０４ 2 ピアノ室(３) 5.16 大学
576 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ０５ 2 ピアノ室(４) 5.16 大学
577 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ０６ 2 ピアノ室(５) 5.16 大学
578 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ０７ 2 ピアノ室(６) 5.16 大学
579 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ０８ 2 ピアノ室(７) 5.16 大学
580 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ０９ 2 ピアノ室(８) 5.16 大学
581 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ １０ 2 ピアノ室(９) 5.16 大学
582 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ １１ 2 ピアノ室(１０) 5.16 大学
583 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ３ ３ １２ 30 調理実習室 60.88 大学
584 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ １３ 50 ３３１３作法室(５０人) 84.90 大学
585 東京・世田谷 教育研究棟２期 ３ ３ １４ ラウンジ 31.06 大学
586 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ５０ ＡＣ室 36.15 大学
587 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ５１ 前室 10.03 大学
588 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ５２ ＥＰＳ 4.87 大学
589 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ５３ 録音室 10.36 大学
590 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ５４ ＰＳ 2.14 大学
591 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ５５ 楽器倉庫 16.09 大学
592 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ５６ 女子便所 22.44 大学
593 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ５７ ＰＳ 3.42 大学
594 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ５８ ＳＫ 1.80 大学
595 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ５９ ＰＳ 2.70 大学
596 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ６０ ＥＰＳ 4.52 大学
597 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ６１ 前室 7.86 大学
598 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ６２ ＰＳ 7.35 大学
599 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ６３ 前室 9.13 大学
600 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ３ ６４ 納戸 5.35 大学
601 東京・世田谷 教育研究棟 ３ 廊下等 783.82 大学
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602 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ０１ １４０１研究室 15.59 大学
603 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ０２ １４０２研究室 13.32 大学
604 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ０３ １４０３研究室 13.32 大学
605 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ０４ １４０４研究室 13.32 大学
606 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ０５ １４０５研究室 13.32 大学
607 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ０６ １４０６研究室 13.32 大学
608 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ０７ １４０７研究室 13.32 大学
609 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ０８ １４０８研究室 13.32 大学
610 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ０９ １４０９研究室 13.44 大学
611 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ １０ １４１０研究室 15.02 大学
612 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ １１ １４１１研究室 13.32 大学
613 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ １２ １４１２研究室 13.32 大学
614 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ １３ １４１３研究室 13.32 大学
615 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ １４ １４１４研究室 13.32 大学
616 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ １５ １４１５セミナールーム 13.32 大学
617 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ １６ １４１６助手研究室 25.63 大学
618 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ １７ １４１７研究室 13.32 大学
619 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ １８ １４１８研究室 13.32 大学
620 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ １９ １４１９研究室 13.32 大学
621 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ２０ １４２０研究室 13.32 大学
622 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ２１ １４２１セミナールーム 13.32 大学
623 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ２２ １４２２助手研究室 25.63 大学
624 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ２３ １４２３研究室 13.77 大学
625 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ２４ １４２４研究室 13.32 大学
626 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ２５ １４２５研究室 13.32 大学
627 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ２６ １４２６研究室 13.32 大学
628 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ２７ １４２７研究室 13.32 大学
629 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ２８ １４２８研究室 13.32 大学
630 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ２９ １４２９研究室 13.32 大学
631 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ３０ １４３０研究室 13.32 大学
632 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ３１ １４３１研究室 13.44 大学
633 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ５０ ＰＳ 12.36 大学
634 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ５１ ＯＡ 5.37 大学
635 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ５２ ＥＡ 0.90 大学
636 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ５３ 倉庫 3.76 大学
637 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ５４ コピーコーナー 6.16 大学
638 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ５５ 情報ＥＰＳ 5.34 大学
639 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ５６ ＥＰＳ 9.86 大学
640 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ５７ 男子便所 22.32 大学
641 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ５８ 給湯室 8.70 大学
642 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ５９ 女子便所 22.26 大学
643 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ６０ ＰＳ 3.93 大学
644 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ６１ ＳＫ 1.56 大学
645 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ６２ ＰＳ 5.15 大学
646 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ６３ ＥＰＳ 3.63 大学
647 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ６４ ＰＳ・ＡＤ 5.28 大学
648 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ４ ６５ ＡＤ 8.01 大学
649 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ０１ ２４０１研究室 15.49 大学
650 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ０２ ２４０２研究室 13.32 大学
651 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ０３ ２４０３研究室 13.32 大学
652 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ０４ ２４０４研究室 13.32 大学
653 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ０５ ２４０５研究室 13.32 大学
654 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ０６ ２４０６研究室 13.32 大学
655 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ０７ ２４０７コモンルーム 40.08 大学
656 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ０８ ２４０８研究室 15.49 大学
657 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ０９ ２４０９研究室 13.32 大学
658 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ １０ ２４１０研究室 13.32 大学
659 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ １１ ２４１１研究室 13.32 大学
660 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ １２ ２４１２研究室 13.32 大学
661 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ ４ １３ ２４１３セミナールーム 13.32 大学
662 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ ４ １４ ２４１４助手研究室 25.63 大学
663 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ １５ ２４１５研究室 15.49 大学
664 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ １６ ２４１６研究室 13.32 大学
665 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ １７ ２４１７研究室 13.32 大学
666 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ １８ ２４１８研究室 13.32 大学
667 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ １９ ２４１９研究室 13.32 大学
668 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ ４ ２０ ２４２０セミナールーム 13.32 大学
669 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ ４ ２１ ２４２１助手研究室 25.66 大学
670 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ２２ ２４２２研究室 15.49 大学
671 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ２３ ２４２３研究室 13.32 大学
672 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ２４ ２４２４研究室 13.32 大学
673 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ２５ ２４２５研究室 13.32 大学
674 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ２６ ２４２６研究室 13.32 大学
675 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ２７ ２４２７研究室 13.32 大学
676 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ２８ ２４２８研究室 13.32 大学
677 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ２９ ２４２９研究室 13.32 大学
678 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ３０ ２４３０研究室 13.44 大学
679 東京・世田谷 教育研究棟２期 ２ ４ ３１ 大学院教学センター 31.11 大学
680 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ５０ ＥＰＳ 7.46 大学
681 東京・世田谷 教育研究棟２期 ２ ４ ５１ ＰＳ 5.35 大学
682 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ５２ ＰＳ 2.63 大学
683 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ５３ ＥＡ 2.26 大学
684 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ５４ ＯＡ 7.35 大学
685 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ５５ ＰＳ 4.41 大学
686 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ５６ 自販機コーナー 8.79 大学
687 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ５７ 情報ＥＰＳ 5.32 大学
688 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ５８ ＤＳ 3.99 大学
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689 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ５９ ＥＰＳ 3.12 大学
690 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ６０ 女子便所 16.56 大学
691 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ６１ ＤＳ 3.60 大学
692 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ６２ 給湯室 7.89 大学
693 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ６３ 男子便所 14.47 大学
694 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ６４ ＰＳ 5.03 大学
695 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ６５ ＰＳ 3.69 大学
696 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ６６ ＳＫ 1.70 大学
697 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ６７ ＰＳ 5.28 大学
698 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ６８ ＰＳ 4.55 大学
699 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ６９ ＰＳ 4.55 大学
700 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ４ ７０ ＰＳ 5.28 大学
701 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ４ ０１ ３４０１研究室 13.32 大学
702 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ４ ０２ ３４０２研究室 13.32 大学
703 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ４ ０３ ３４０３研究室 13.32 大学
704 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ４ ０４ ３４０４研究室 13.32 大学
705 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ４ ０５ ３４０５研究室 13.32 大学
706 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ３ ４ ０６ ３４０６セミナールーム 13.32 大学
707 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ３ ４ ０７ ３４０７助手研究室 26.77 大学
708 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ４ ０８ ３４０８研究室 15.49 大学
709 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ４ ０９ ３４０９研究室 13.32 大学
710 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ４ １０ ３４１０研究室 13.32 大学
711 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ４ １１ ３４１１研究室 13.32 大学
712 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ４ １２ ３４１２研究室 13.32 大学
713 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ４ １３ ３４１３研究室 13.32 大学
714 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ４ １４ ３４１４研究室 13.32 大学
715 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ４ １５ ３４１５研究室 13.32 大学
716 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ４ １６ ３４１６研究室 13.44 大学
717 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ４ １７ 非常勤講師控室 34.27 大学
718 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ３ ４ １８ 非常勤講師控室 31.11 大学
719 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ４ ５０ ＰＳ 11.23 大学
720 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ４ ５１ ＰＳ 7.92 大学
721 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ４ ５２ ＥＰＳ 7.04 大学
722 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ４ ５３ ＰＳ 2.24 大学
723 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ４ ５４ ＥＰＳ 4.65 大学
724 東京・世田谷 教育研究棟１期 ３ ４ ５５ ＰＳ 5.28 大学
725 東京・世田谷 教育研究棟 ４ 廊下等 801.59 大学
726 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ０１ １５０１研究室 22.25 大学
727 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ０２ １５０２研究室 19.98 大学
728 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ０３ １５０３研究室 19.98 大学
729 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ０４ １５０４研究室 19.98 大学
730 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ０５ １５０５研究室 19.98 大学
731 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ０６ １５０６研究室 20.10 大学
732 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ０７ １５０７研究室 15.49 大学
733 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ０８ １５０８研究室 13.32 大学
734 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ０９ １５０９研究室 13.32 大学
735 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ １０ １５１０研究室 13.32 大学
736 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ １１ １５１１研究室 13.32 大学
737 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ １２ １５１２セミナールーム 13.32 大学
738 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ １３ １５１３助手研究室 25.63 大学
739 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ １４ １５１４研究室 13.32 大学
740 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ １５ １５１５研究室 13.32 大学
741 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ １６ １５１６研究室 13.32 大学
742 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ １７ １５１７研究室 13.32 大学
743 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ １８ １５１８セミナールーム 13.32 大学
744 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ １９ １５１９大学院助教研究室 25.63 大学
745 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ２０ １５２０助教研究室 22.15 大学
746 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ２１ １５２１研究室 19.98 大学
747 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ２２ １５２２研究室 19.98 大学
748 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ２３ １５２３研究室 19.98 大学
749 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ２４ １５２４研究室 19.98 大学
750 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ２５ １５２５研究室 20.10 大学
751 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ５０ ＰＳ 11.13 大学
752 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ５１ ＯＡ 5.79 大学
753 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ５２ ＥＡ 1.20 大学
754 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ５３ コピーコーナー 9.92 大学
755 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ５４ 情報ＥＰＳ 3.16 大学
756 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ５５ ＥＰＳ 9.86 大学
757 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ５６ 男子便所 22.32 大学
758 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ５７ 給湯室 8.70 大学
759 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ５８ 女子便所 22.26 大学
760 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ５９ ＰＳ 3.93 大学
761 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ６０ ＳＫ 1.55 大学
762 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ６１ ＰＳ 5.15 大学
763 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ６２ ＥＰＳ 3.63 大学
764 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ６３ ＰＳ 5.28 大学
765 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ５ ６４ 倉庫 8.02 大学
766 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ５ ０１ 中会議室 124.92 大学
767 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ５ ０２ 電算処理室 68.58 大学
768 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ５ ０３ 大会議室 223.77 大学
769 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ５ ０４ ２５０４小会議室 28.81 大学
770 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ５ ０５ ２５０５小会議室 28.81 大学
771 東京・世田谷 教育研究棟２期 ２ ５ ０６ ラウンジ 31.11 大学
772 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ５ ５０ PCラウンジ③（旧リフレッシュコーナー改修） 5.05 大学
773 東京・世田谷 教育研究棟２期 ２ ５ ５１ ＰＳ 5.35 大学
774 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ５ ５２ ＥＰＳ 5.04 大学
775 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ５ ５３ ＥＡ 2.26 大学
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776 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ５ ５４ ＯＡ 7.35 大学
777 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ５ ５５ 自販機コーナー 9.83 大学
778 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ５ ５６ 情報ＥＰＳ 5.32 大学
779 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ５ ５７ ＤＳ 3.99 大学
780 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ５ ５８ ＥＰＳ 3.37 大学
781 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ５ ５９ 女子便所 16.56 大学
782 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ５ ６０ ＤＳ 3.60 大学
783 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ５ ６１ 給湯室 8.72 大学
784 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ５ ６２ 男子便所 18.62 大学
785 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ５ ６３ ＰＳ 3.29 大学
786 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ５ ６４ ＳＫ 1.36 大学
787 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ５ ６５ ＰＳ 5.34 大学
788 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ５ ６６ サーバー室 29.14 大学
789 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ５ ６７ ＥＰＳ 5.39 大学
790 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ５ ６８ ＰＳ 5.28 大学
791 東京・世田谷 教育研究棟 ５ 廊下等 632.73 大学

792 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ０１ 法人・大学事務局１ 243.35 大学
793 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ０２ 法人・大学事務局２ 243.92 法人
794 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ５０ ＰＳ 11.13 大学
795 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ５１ ＯＡ 5.79 大学
796 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ５２ ＥＡ 1.20 大学
797 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ５３ 倉庫 9.92 大学
798 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ５４ 情報ＥＰＳ 5.34 大学
799 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ５５ ＥＰＳ 9.86 大学
800 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ５６ 男子便所 22.32 大学
801 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ５７ 給湯室 8.70 大学
802 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ５８ 女子便所 22.26 大学
803 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ５９ ＰＳ 3.93 大学
804 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ６０ ＳＫ 1.56 大学
805 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ６１ 金庫室（事務局１） 15.67 大学
806 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ６２ 更衣室（事務局１） 7.12 大学
807 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ６３ 更衣室（事務局１） 7.12 大学
808 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ６４ 書類管理倉庫（事務局１） 9.15 大学
809 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ６５ ＰＳ 5.28 大学
810 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ６６ 応接室（事務局１） 9.37 大学
811 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ６７ 応接室（事務局２） 9.37 法人
812 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ６８ ＰＳ 5.28 大学
813 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ６９ 印刷室（事務局２） 8.98 法人
814 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ７０ 更衣室（事務局２） 6.30 法人
815 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ７１ 更衣室（事務局２） 6.30 法人
816 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ ６ ７２ 書類管理倉庫兼休憩室（事務局２） 15.34 法人
817 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ０１ 秘書室 21.92 大学
818 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ０２ ＩＲ室（元応接室） 21.92 大学
819 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ０３ 部長室（大学） 39.96 大学
820 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ０４ 学長室（大学） 39.17 大学
821 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ０５ ２６０５会議室 44.07 大学
822 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ０６ 事務局長室（大学） 18.04 大学
823 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ０７ 副学長室１（大学） 19.98 大学
824 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ０８ 副学長室２（大学） 20.08 大学
825 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ ６ ０９ 応接室 22.15 法人
826 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ ６ １０ 応接室 19.98 法人
827 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ ６ １１ 事務局長室（法人） 19.98 法人
828 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ ６ １２ 役員理事室（法人） 19.98 法人
829 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ ６ １３ 役員理事室（法人） 20.08 法人
830 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ ６ １４ ２６１４会議室 62.11 法人
831 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ ６ １５ 監事室（法人） 18.04 法人
832 東京・世田谷 教育研究棟２期Ｒ ２ ６ １６ 理事長室（法人） 43.05 法人
833 東京・世田谷 教育研究棟２期 ２ ６ １７ ラウンジ 20.95 大学
834 東京・世田谷 教育研究棟２期 ２ ６ １８ PCラウンジ①（旧リフレッシュコーナー改修） 10.15 大学
835 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ５０ PCラウンジ②（旧リフレッシュコーナー改修） 5.05 大学
836 東京・世田谷 教育研究棟２期 ２ ６ ５１ ＰＳ 5.35 大学
837 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ５２ ＥＰＳ 5.04 大学
838 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ５３ ＥＡ 2.26 大学
839 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ５４ ＯＡ 7.35 大学
840 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ５５ 自販機コーナー 9.83 大学
841 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ５６ 情報ＥＰＳ 5.32 大学
842 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ５７ ＤＳ 3.99 大学
843 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ５８ ＥＰＳ 3.37 大学
844 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ５９ 女子便所 16.56 大学
845 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ６０ ＤＳ 3.60 大学
846 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ６１ 給湯室 8.72 大学
847 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ６２ 男子便所 18.64 大学
848 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ６３ ＰＳ 3.29 大学
849 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ６４ ＳＫ 1.36 大学
850 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ６５ ＰＳ 2.03 大学
851 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ６６ ＰＳ 1.80 大学
852 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ６７ ＥＰＳ 6.30 大学
853 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ６８ ＰＳ 2.28 大学
854 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ ６ ６９ ＰＳ 2.03 大学
855 東京・世田谷 教育研究棟 ６ 廊下等 559.54 大学
856 東京・世田谷 教育研究棟２期 １ Ｒ ０１ 非常用ＥＬＶ機械室 大学
857 東京・世田谷 教育研究棟１期 ２ Ｒ ０１ 非常用ＥＬＶ機械室 大学

858 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ０１ 中体育館１（剣道） 680.92 大学
859 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ０２ 中体育館２（柔道） 672.46 大学
860 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ０３ 中体育館３（徒手体操・器械体操） 610.42 大学
861 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ０４ 多目的プール 969.87 大学
862 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ０５ ５Ｂ０５準備室 35.10 大学
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863 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ０６ ５Ｂ０６準備室 37.03 大学
864 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ０７ ５Ｂ０７準備室 37.03 大学
865 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ０８ ５Ｂ０８準備室 48.40 大学
866 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ０９ 男子更衣室 72.93 大学
867 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ １０ 女子更衣室 75.26 大学
868 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ １１ 女子更衣室 24.66 大学
869 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ １２ 男子更衣室 24.66 大学
870 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ １３ ５Ｂ１３部室 12.47 大学
871 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ １４ ５Ｂ１４部室 21.09 大学
872 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ １５ ５Ｂ１５部室 21.09 大学
873 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ １６ ５Ｂ１６部室 20.73 大学
874 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ３０ 受水槽・ポンプ室 132.98 大学
875 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ３１ 収納庫 3.31 大学
876 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ３２ ＯＡ１ 10.67 大学
877 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ３３ 防具庫 43.76 大学
878 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ３４ ＡＤ 2.37 大学
879 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ３５ ＰＳ 2.80 大学
880 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ３６ ＯＡ２ 4.15 大学
881 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ３７ 除湿室 1.68 大学
882 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ３８ 除湿室 2.52 大学
883 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ３９ トレーニングスペース 43.85 大学
884 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ４０ ＡＤ 2.74 大学
885 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ４１ ＰＳ 2.80 大学
886 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ４２ ＯＡ２ 4.15 大学
887 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ４３ 除湿室 2.12 大学
888 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ４４ 除湿室 2.93 大学
889 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ４５ 器具庫 43.74 大学
890 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ４６ ＡＤ 2.85 大学
891 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ４７ ＰＳ 2.79 大学
892 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ４８ ＯＡ２ 4.13 大学
893 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ４９ 除湿室 4.04 大学
894 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ５０ 器具庫 4.68 大学
895 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ５１ 器具庫 9.36 大学
896 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ５２ 器具庫 9.36 大学
897 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ５３ 器具庫 9.36 大学
898 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ５４ 器具庫 9.36 大学
899 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ５５ 除湿室 4.52 大学
900 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ５６ 倉庫（仮設組合事務室） 10.86 大学
901 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ５７ ＰＳ 4.04 大学
902 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ５８ ＯＡ１ 6.97 大学
903 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ５９ 女子便所 15.76 大学
904 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ６０ ＳＫ 0.85 大学
905 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ６１ ＯＡ２　 2.19 大学
906 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ６２ ＰＳ 2.10 大学
907 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ６３ ＥＰＳ 5.72 大学
908 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ６４ 女子シャワールーム 11.44 大学
909 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ６５ 男子シャワールーム 11.44 大学
910 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ６６ ＥＰＳ 5.72 大学
911 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ６７ ＯＡ２　 2.19 大学
912 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ６８ ＰＳ 2.10 大学
913 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ６９ 男子便所 22.66 大学
914 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ７０ ＳＫ 0.93 大学
915 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ７１ ＰＳ 3.53 大学
916 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ７２ ＯＡ２　 3.28 大学
917 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ７３ ＰＳ 3.15 大学
918 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｂ ７４ ５Ｂ１４部室シャワールーム 8.25 大学
919 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ７５ 器具庫 40.07 大学
920 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ７６ ＰＳ 2.80 大学
921 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ７７ ＯＡ２ 4.15 大学
922 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ７８ ＯＡ１ 7.32 大学
923 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ７９ プール機械室 130.38 大学
924 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ８０ 採暖室 22.57 大学
925 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ８１ ＰＳ 1.22 大学
926 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ８２ 男子シャワールーム 13.74 大学
927 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ８３ 女子シャワールーム 15.23 大学
928 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ８４ ＰＳ 1.46 大学
929 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ８５ 男子便所 12.35 大学
930 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ８６ 女子便所 15.03 大学
931 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ８７ ＳＫ 0.99 大学
932 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ８８ ＳＫ 0.98 大学
933 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ８９ ＥＰＳ 7.04 大学
934 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ９０ 清掃員控室 19.62 大学
935 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ９１ ＳＫ 1.20 大学
936 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ９２ ＯＡ１ 4.82 大学
937 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ９３ ＯＡ２ 3.28 大学
938 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ９４ ＰＳ 3.14 大学
939 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ９５ 便所 3.91 大学
940 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ９６ 女子シャワールーム 7.22 大学
941 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ９７ 男子シャワールーム 7.25 大学
942 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ９８ 前室 15.97 大学
943 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｂ ９９ 器具庫 12.98 大学
944 東京・世田谷 スポーツ棟 Ｂ 廊下等 677.76 大学

945 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ０１ 小体育館１（相撲） 308.72 大学
946 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ０２ ５Ｇ０２準備室 18.20 大学
947 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ０３ ５Ｇ０３部室 18.63 大学
948 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ０４ ５Ｇ０４部室 17.16 大学
949 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ０５ ５Ｇ０５部室 19.85 大学
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950 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ０６ ５Ｇ０６部室 17.16 大学
951 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ０７ ５Ｇ０７部室 17.16 大学
952 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ０８ ５Ｇ０８準備室 22.33 大学
953 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ０９ ５Ｇ０９準備室 25.60 大学
954 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ １０ ５Ｇ１０準備室 56.14 大学
955 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ １１ 男子教職員更衣室 23.04 大学
956 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ １２ 女子教職員更衣室 23.04 大学
957 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ １３ 水治療室 133.02 大学
958 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ １４ ５Ｇ１４準備室 12.88 大学
959 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ３０ ＰＳ 2.37 大学
960 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ３１ 実習室 18.25 大学
961 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ３２ ＰＳ 0.43 大学
962 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ３３ まわし乾燥室 11.07 大学
963 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ３４ 浴室 14.04 大学
964 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ３５ ＥＰＳ 4.59 大学
965 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ３６ ＰＳ 2.00 大学
966 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ３７ ＳＫ 2.82 大学
967 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ３８ 便所 12.45 大学
968 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ３９ 更衣室 10.02 大学
969 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ４０ 除湿室 1.67 大学
970 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ４１ ＰＳ 4.34 大学
971 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ４２ ＥＰＳ 2.92 大学
972 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ４３ ＯＡ１ 6.66 大学
973 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ４４ ＡＣ室 47.03 大学
974 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ４５ ＯＡ２ 3.56 大学
975 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ４６ ＡＣ室 47.03 大学
976 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ４７ ＯＡ２ 3.56 大学
977 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ４８ ＡＣ室 47.03 大学
978 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ４９ ＯＡ２ 3.56 大学
979 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ５０ ＰＳ 0.80 大学
980 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ５１ ＯＡ１ 6.35 大学
981 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ５２ ＯＡ２　 2.90 大学
982 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ５３ ＡＤ・ＰＳ 6.04 大学
983 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ５４ ＯＡ２　 1.80 大学
984 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ５５ ＰＳ 2.10 大学
985 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ５６ ＥＰＳ 5.20 大学
986 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ５７ ＯＡ２　 2.70 大学
987 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ５８ ＡＤ・ＰＳ 4.60 大学
988 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｇ ５９ アラーム弁室 1.24 大学
989 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ６０ ＡＣ室 47.03 大学
990 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ６１ ＯＡ２ 3.56 大学
991 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ６２ ＯＡ１ 6.35 大学
992 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ６３ プール機械室 180.94 大学
993 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ６４ 更衣室 11.08 大学
994 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ６５ 洗濯機置場 9.61 大学
995 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ６６ 女子便所 10.87 大学
996 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ６７ ＰＳ 1.14 大学
997 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ６８ ＳＫ 0.98 大学
998 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ６９ 男子便所 10.99 大学
999 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ７０ ＰＳ 1.01 大学
1000 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ７１ ＰＳ 1.01 大学
1001 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ７２ 自販機コーナー 7.81 大学
1002 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ７３ 雑排水ポンプ室 29.60 大学
1003 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ７４ インフラピット（20.95㎡） 0.00 大学
1004 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ７５ ＰＳ 6.28 大学
1005 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ７６ ＥＰＳ 7.81 大学
1006 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ７７ ＯＡ１ 6.28 大学
1007 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ７８ ＰＳ 3.26 大学
1008 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ７９ ＯＡ２ 2.70 大学
1009 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ Ｇ ８０ ＰＳ・ＡＤ 5.84 大学
1010 東京・世田谷 スポーツ棟 Ｇ 廊下等 805.46 大学

1011 東京・世田谷 スポーツ棟３期Ｒ ５ １ ０１-１ トレーニングセンター 754.77 大学
1012 東京・世田谷 スポーツ棟３期Ｒ ５ １ ０１-２ トレーナールーム（ＡＴ室） 143.32 大学
1013 東京・世田谷 スポーツ棟３期Ｒ ５ １ ０１-３ トレーニングセンター（授業・公開講座） 92.47 大学
1014 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ０２ 小体育館２（レスリング） 160.04 大学
1015 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ０４ 小体育館３（ダンス・伝統芸能） 408.54 大学
1016 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ０５ 小体育館４（薙刀・エアロビクス） 171.20 大学
1017 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ０６ 小体育館５（空手） 200.32 大学
1018 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ０７ 小体育館６（合気道） 170.82 大学
1019 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ０８ 小体育館７（少林寺拳法） 202.70 大学
1020 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ０９ 小体育館８（卓球） 531.00 大学
1021 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ １０ 応接室 20.02 大学
1022 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ １１ 更衣室 13.91 大学
1023 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ １２ 更衣室 13.88 大学
1024 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ １３ トレーニングセンター事務室 55.56 大学
1025 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ １４ ５１１４準備室 15.95 大学
1026 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ １５ ５１１５準備室 23.63 大学
1027 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ １６ ５１１６部室 18.00 大学
1028 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ １７ ５１１７部室 16.75 大学
1029 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ １８ ５１１８部室 16.45 大学
1030 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ １９ ５１１９部室 23.23 大学
1031 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ２０ ５１２０部室 23.10 大学
1032 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ２１ ５１２１準備室 12.87 大学
1033 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ２２ 更衣室 14.91 大学
1034 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ２３ 更衣室 15.64 大学
1035 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ２４ ５１２４準備室 20.62 大学
1036 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ２５ ５１２５事務室 15.37 大学
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1037 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ２６ 女子更衣室 19.14 大学
1038 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ２７ 男子更衣室 21.78 大学
1039 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ２８ 広報センター 32.58 大学
1040 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ２９ エントランスホール・ロビー・ラウンジ 394.94 大学
1041 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ３２ ＡＶ 3.77 大学
1042 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ３３ 器具庫 54.23 大学
1043 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ３４ 男子便所 17.77 大学
1044 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ３５ 女子便所 18.94 大学
1045 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ３６ ＳＫ 2.01 大学
1046 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ３７ ＰＳ 2.00 大学
1047 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ３８ ＰＳ 1.73 大学
1048 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ３９ ＥＰＳ 2.16 大学
1049 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ４０ ＰＳ 0.74 大学
1050 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ４１ ＯＡ１ 6.56 大学
1051 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ４２ ＡＣ室 22.43 大学
1052 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ４３ ＯＡ２ 3.62 大学
1053 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ４４ 除湿室 3.93 大学
1054 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ４５ 収納庫 4.71 大学
1055 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ４６ 収納庫 9.33 大学
1056 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ４７ 収納庫 9.91 大学
1057 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ４８ 用具庫 1.28 大学
1058 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ４９ 器具庫 8.08 大学
1059 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ５０ 器具庫 9.84 大学
1060 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ５１ ＡＣ室 22.43 大学
1061 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ５２ ＯＡ２ 3.62 大学
1062 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ５３ 除湿室 2.29 大学
1063 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ５４ ＡＤ 1.22 大学
1064 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ５５ ＡＤ 1.54 大学
1065 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ５６ 除湿室 2.14 大学
1066 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ５７ 収納庫 4.24 大学
1067 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ５８ 器具庫 9.09 大学
1068 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ５９ ＡＣ室 22.43 大学
1069 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ６０ ＯＡ２ 3.62 大学
1070 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ６１ 除湿室 2.29 大学
1071 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ６２ ＡＤ 1.22 大学
1072 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ６３ ＡＤ 1.54 大学
1073 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ６４ 除湿室 2.19 大学
1074 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ６５ ＰＳ 1.28 大学
1075 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ６６ ＥＰＳ 4.16 大学
1076 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ６７ ＰＳ 2.46 大学
1077 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ６８ 器具庫 9.16 大学
1078 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ６９ 除湿室 2.19 大学
1079 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ７０ ＯＡ１ 5.55 大学
1080 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ７１ ＯＡ２　 1.80 大学
1081 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ７２ ＡＣ室 19.40 大学
1082 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ７３ ＥＰＳ 2.90 大学
1083 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ７４ ＥＰＳ 4.65 大学
1084 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ７５ ＯＡ２　 1.85 大学
1085 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ７６ ＡＣ室 23.33 大学
1086 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ７７ ＯＡ２　 2.70 大学
1087 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ７８ ＡＣ室 22.89 大学
1088 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ １ ７９ 製氷機置場 3.84 大学
1089 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ８０ ＡＣ室 22.43 大学
1090 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ８１ ＯＡ２ 3.62 大学
1091 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ８２ ＯＡ１ 6.64 大学
1092 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ８３ ＰＳ 10.03 大学
1093 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ８４ ＰＳ 9.67 大学
1094 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ８５ 女子便所 20.29 大学
1095 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ８６ 男子便所 19.85 大学
1096 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ８７ ＳＫ 1.39 大学
1097 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ８８ 男子シャワールーム 15.64 大学
1098 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ８９ 自販機コーナー 6.01 大学
1099 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ９０ 倉庫 8.93 大学
1100 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ９１ 女子シャワールーム 15.59 大学
1101 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ９２ ＥＰＳ 18.03 大学
1102 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ９３ ＡＤ 2.51 大学
1103 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ９４ ＨＣ 7.76 大学
1104 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ９５ 器具庫 23.86 大学
1105 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ９６ 風除室 15.34 大学
1106 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ９７ ＥＰＳ 3.43 大学
1107 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ９８ ＰＳ 11.80 大学
1108 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ９９ 風除室 12.93 大学
1109 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ ００ ＯＡ１ 4.35 大学
1110 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ Ａ ＯＡ２ 2.70 大学
1111 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ Ｂ ＡＣ室 20.45 大学
1112 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ Ｃ 倉庫 10.23 大学
1113 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ １ Ｄ 前室 7.02 大学
1114 東京・世田谷 スポーツ棟 １ 弓道場 150.75 大学
1115 東京・世田谷 スポーツ棟 １ 廊下等 861.38 大学

1116 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ０１-１ メインアリーナ１（ロールバック含む） 785.44 大学
1117 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ０１-２ メインアリーナ１ 720.34 大学
1118 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ０１-３ メインアリーナ２ 745.39 大学
1119 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ０１-４ メインアリーナ２（ロールバック含む） 939.50 大学
1120 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ０２ 小体育館９（トランポリン） 284.46 大学
1121 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ０３ 小体育館１０（ボクシング） 123.32 大学
1122 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ０４ 調整室 12.53 大学
1123 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ０５ ５２０５部室 21.30 大学
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1124 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ０６ ５２０６部室 26.60 大学
1125 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ０７ ５２０７部室 26.60 大学
1126 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ０８ ５２０８部室 22.98 大学
1127 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ０９ ５２０９部室 26.61 大学
1128 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ １０ ５２１０部室 26.62 大学
1129 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ １１ ロビー 233.97 大学
1130 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ３０ ＡＤ 4.73 大学
1131 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ３１ 倉庫 3.81 大学
1132 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ３２ ＡＤ 5.10 大学
1133 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ３３ 更衣室 11.73 大学
1134 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ３４ ＥＰＳ 2.16 大学
1135 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ３５ ＰＳ 0.76 大学
1136 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ３６ ＯＡ１ 4.35 大学
1137 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ３７ ＰＳ 0.93 大学
1138 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ３８ 女子便所 25.38 大学
1139 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ３９ ＥＰＳ 7.87 大学
1140 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ４０ ＳＫ 1.16 大学
1141 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ４１ 男子便所 25.44 大学
1142 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ４２ ＰＳ 1.86 大学
1143 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ４３ ＯＡ２ 2.05 大学
1144 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ４４ 荷物室 14.22 大学
1145 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ４５ 製氷機置場 4.40 大学
1146 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ４６ ＡＤ 2.20 大学
1147 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ４７ 防球ネット収納庫 2.02 大学
1148 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ４８ ＡＤ 8.03 大学
1149 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ４９ 器具庫 59.51 大学
1150 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ５０ ＰＳ 1.86 大学
1151 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ５１ ＯＡ２ 2.05 大学
1152 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ５２ ＥＰＳ 4.26 大学
1153 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ５３ 防球ネット収納庫 3.18 大学
1154 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ５４ ＡＤ 4.84 大学
1155 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ５５ 器具庫 67.87 大学
1156 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ５６ ＰＳ 1.86 大学
1157 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ５７ ＯＡ２ 2.05 大学
1158 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ５８ ＰＳ 1.31 大学
1159 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ５９ ＯＡ１ 5.99 大学
1160 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ６０ ＥＰＳ 6.79 大学
1161 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ６１ ＯＡ２　 1.81 大学
1162 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ６２ ＰＳ 2.10 大学
1163 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ６３ ＡＤ 4.74 大学
1164 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ６４ 防球ネット収納庫 1.98 大学
1165 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ６５ ＡＤ 7.87 大学
1166 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ６６ ＯＡ２　 1.81 大学
1167 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ６７ ＰＳ 2.10 大学
1168 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ６８ ＥＰＳ 4.37 大学
1169 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ６９ 防球ネット収納庫 1.76 大学
1170 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ７０ ＯＡ２　 2.71 大学
1171 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ２ ７１ ＰＳ 3.15 大学
1172 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ７２ ＡＤ 8.07 大学
1173 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ７３ 防球ネット収納庫 2.08 大学
1174 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ７４ ＡＤ 2.13 大学
1175 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ７５ 製氷機置場 2.66 大学
1176 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ７６ 器具庫 59.65 大学
1177 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ７７ 荷物室 14.22 大学
1178 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ７８ ＰＳ 1.86 大学
1179 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ７９ ＯＡ２ 2.05 大学
1180 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ８０ ＥＰＳ 7.89 大学
1181 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ８１ 自販機コーナー 6.74 大学
1182 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ８２ 男子便所 25.42 大学
1183 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ８３ ＳＫ 1.18 大学
1184 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ８４ 女子便所 25.00 大学
1185 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ８５ ＰＳ 0.95 大学
1186 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ８６ ＯＡ１ 4.71 大学
1187 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ８７ ＰＳ 10.09 大学
1188 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ８８ ＥＰＳ 3.43 大学
1189 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ８９ ＰＳ 12.52 大学
1190 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ９０ ＯＡ１ 4.38 大学
1191 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ９１ 製氷機置場・自販機コーナー 6.74 大学
1192 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ９２ ＥＰＳ 7.90 大学
1193 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ９３ ＯＡ２ 2.71 大学
1194 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ９４ ＰＳ 3.15 大学
1195 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ９５ ＡＤ 4.70 大学
1196 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ９６ 防球ネット収納庫 2.04 大学
1197 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ９７ ＡＤ 7.90 大学
1198 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ２ ９８ 風除室 13.03 大学
1199 東京・世田谷 スポーツ棟 ２ 廊下等 646.81 大学

1200 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ３ ０１ 小体育館１１（フェンシング） 267.30 大学
1201 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ３ ０２ ５３０２準備室 21.35 大学
1202 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ３ ０３ ５３０３準備室 25.78 大学
1203 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ３ ０４ ５３０４準備室 25.78 大学
1204 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ３ ０５ ５３０５準備室 17.18 大学
1205 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ３ ０６ ５３０６部室 16.72 大学
1206 東京・世田谷 スポーツ棟３期Ｒ ５ ３ ０７ ５３０７準備室 21.88 大学
1207 東京・世田谷 スポーツ棟３期Ｒ ５ ３ ０８ ミーティング・控室 26.61 大学
1208 東京・世田谷 スポーツ棟３期Ｒ ５ ３ ０９ ミーティング・控室 26.61 大学
1209 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ３ ３０ ＡＣ室 46.80 大学
1210 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ３ ３１ 電気室 107.88 大学
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1211 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ３ ３２ ＥＰＳ 2.16 大学
1212 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ３ ３３ ＰＳ 0.76 大学
1213 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ３ ３４ ＯＡ１ 4.71 大学
1214 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ３ ３５ ＰＳ 0.82 大学
1215 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ３ ３６ 女子便所 11.51 大学
1216 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ３ ３７ ＳＫ 1.06 大学
1217 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ３ ３８ 男子便所 13.36 大学
1218 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ３ ３９ ＥＰＳ 5.65 大学
1219 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ３ ４０ ＡＣ室 60.38 大学
1220 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ３ ４１ ＥＰＳ 5.63 大学
1221 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ３ ４２ ＥＰＳ 4.13 大学
1222 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ３ ４３ ＰＳ 1.31 大学
1223 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ３ ４４ ＯＡ1　 6.48 大学
1224 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ３ ４５ ＥＰＳ 5.65 大学
1225 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ３ ４６ ＡＣ室 60.38 大学
1226 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ３ ４７ ＥＰＳ 5.63 大学
1227 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ３ ４８ ＥＰＳ 5.95 大学
1228 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ ３ ４９ ＥＰＳ 4.13 大学
1229 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ３ ５０ ＡＣ室 60.38 大学
1230 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ３ ５１ ＥＰＳ 6.53 大学
1231 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ３ ５２ ＳＫ 1.08 大学
1232 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ３ ５３ 男子便所 13.34 大学
1233 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ３ ５４ ＰＳ 0.82 大学
1234 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ３ ５５ 女子便所 11.53 大学
1235 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ３ ５６ ＯＡ１ 4.71 大学
1236 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ３ ５７ ＰＳ 7.70 大学
1237 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ３ ５８ ＡＤ 2.38 大学
1238 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ３ ５９ 除湿室 3.36 大学
1239 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ３ ６０ ＡＣ室 21.99 大学
1240 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ３ ６１ ＯＡ２ 4.38 大学
1241 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ３ ６２ ＥＰＳ 6.53 大学
1242 東京・世田谷 スポーツ棟３期 ５ ３ ６３ ＡＣ室 60.38 大学
1243 東京・世田谷 スポーツ棟 ３ 廊下等 1,091.24 大学

1244 東京・世田谷 スポーツ棟２期 ５ Ｒ ０１ ＥＬＶ機械室 0.00 大学
1245 東京・世田谷 スポーツ棟 ５ Ｒ 廊下等 0.00 大学
1246 東京・世田谷 倉庫Ａ棟 ４ Ｇ ０１ 倉庫Ａ１ 18.54 大学
1247 東京・世田谷 倉庫Ａ棟 ４ Ｇ ０２ 倉庫Ａ２ 18.54 大学
1248 東京・世田谷 倉庫Ａ棟 ４ Ｇ ０３ 倉庫Ａ３ 18.54 大学
1249 東京・世田谷 倉庫Ａ棟 ４ Ｇ ０４ 倉庫Ａ４ 9.38 大学
1250 東京・世田谷 倉庫Ａ棟 ４ Ｇ ０５ 倉庫Ａ５ 9.43 大学
1251 東京・世田谷 倉庫Ｂ棟 ４ Ｇ ０６ 倉庫Ｂ１ 9.38 大学
1252 東京・世田谷 倉庫Ｂ棟 ４ Ｇ ０７ 倉庫Ｂ２ 9.16 大学
1253 東京・世田谷 倉庫Ｂ棟 ４ Ｇ ０８ 倉庫Ｂ３ 18.54 大学
1254 東京・世田谷 倉庫Ｂ棟 ４ Ｇ ０９ 倉庫Ｂ４ 18.54 大学
1255 東京・世田谷 倉庫Ｂ棟 ４ Ｇ １０ 倉庫Ｂ５ 18.81 大学
1256 東京・世田谷 倉庫Ｃ棟 ４ Ｇ １１ 倉庫Ｃ１ 18.54 大学
1257 東京・世田谷 倉庫Ｃ棟 ４ Ｇ １２ 倉庫Ｃ２ 18.54 大学
1258 東京・世田谷 倉庫Ｃ棟 ４ Ｇ １３ 倉庫Ｃ３ 18.54 大学
1259 東京・世田谷 倉庫Ｃ棟 ４ Ｇ １４ 倉庫Ｃ４ 9.38 大学
1260 東京・世田谷 倉庫Ｃ棟 ４ Ｇ １５ 倉庫Ｃ５ 9.43 大学
1261 東京・世田谷 倉庫Ｄ棟 ４ Ｇ １６ 倉庫Ｄ１ 9.38 大学
1262 東京・世田谷 倉庫Ｄ棟 ４ Ｇ １７ 倉庫Ｄ２ 9.16 大学
1263 東京・世田谷 倉庫Ｄ棟 ４ Ｇ １８ 倉庫Ｄ３ 18.54 大学
1264 東京・世田谷 倉庫Ｄ棟 ４ Ｇ １９ 倉庫Ｄ４ 18.54 大学
1265 東京・世田谷 倉庫Ｄ棟 ４ Ｇ ２０ 倉庫Ｄ５ 9.38 大学
1266 東京・世田谷 倉庫Ｄ棟 ４ Ｇ ２１ 倉庫Ｄ６ 9.43 大学
1267 東京・世田谷 倉庫Ｄ棟 ４ Ｇ ２４ ゴミ庫 85.40
1268 東京・世田谷 日体会館 ６ Ｂ ０１ ６Ｂ０１教室（１００人） 134.73 大学
1269 東京・世田谷 日体会館 ６ Ｂ ５０ 倉庫 1.89 大学
1270 東京・世田谷 日体会館 ６ Ｂ ５１ ＡＶ庫 1.61 大学
1271 東京・世田谷 日体会館 ６ Ｂ ５２ 機械室 47.68 大学
1272 東京・世田谷 日体会館 ６ Ｂ ５３ 電気室 42.45 大学
1273 東京・世田谷 日体会館 ６ Ｂ ５４ 男子便所 10.11 大学
1274 東京・世田谷 日体会館 ６ Ｂ ５５ 女子便所 8.56 大学
1275 東京・世田谷 日体会館 ６ Ｂ ５６ ＥＰＳ 2.32 大学
1276 東京・世田谷 日体会館 ６ Ｂ ５７ ＰＳ 4.51 大学
1277 東京・世田谷 日体会館 ６ Ｂ ５８ ＳＫ室 7.92 大学
1278 東京・世田谷 日体会館 ６ Ｂ ５９ 14 教育学研究科大学院自習室 31.84 大学
1279 東京・世田谷 日体会館 Ｂ 廊下等 61.18 大学
1280 東京・世田谷 日体会館 ６ １ ０１ 調理実習室 124.05 大学
1281 東京・世田谷 日体会館 ６ １ ０２ 守衛室 12.07 大学
1282 東京・世田谷 日体会館 ６ １ ０３ 4 管理課清掃事務室・控室 15.54 大学
1283 東京・世田谷 日体会館 ６ １ ５０ 倉庫 37.79 大学
1284 東京・世田谷 日体会館 ６ １ ５１ 男子便所 10.11 大学
1285 東京・世田谷 日体会館 ６ １ ５２ 女子便所 8.56 大学
1286 東京・世田谷 日体会館 ６ １ ５３ ＥＰＳ 2.32 大学
1287 東京・世田谷 日体会館 ６ １ ５４ ＡＣ室・ＰＳ 4.51 大学
1288 東京・世田谷 日体会館 ６ １ ５５ ＤＳ 1.56 大学
1289 東京・世田谷 日体会館 １ 廊下等 74.69 大学

1290 東京・世田谷 日体会館 ６ ２ ０１ ６２０１教室（７０人） 91.16 大学
1291 東京・世田谷 日体会館 ６ ２ ０２ ６２０２教室（７０人） 96.48 大学
1292 東京・世田谷 日体会館 ６ ２ ０３ 教員控室 13.46 大学
1293 東京・世田谷 日体会館 ６ ２ ０４ ラウンジ 9.33 大学
1294 東京・世田谷 日体会館 ６ ２ ５０ ＡＶ庫 1.73 大学
1295 東京・世田谷 日体会館 ６ ２ ５１ ＡＣ室 2.53 大学
1296 東京・世田谷 日体会館 ６ ２ ５２ ＳＫ室 0.91 大学
1297 東京・世田谷 日体会館 ６ ２ ５３ 男子便所 10.10 大学
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1298 東京・世田谷 日体会館 ６ ２ ５４ 女子便所 8.56 大学
1299 東京・世田谷 日体会館 ６ ２ ５５ ＥＰＳ 2.32 大学
1300 東京・世田谷 日体会館 ６ ２ ５６ ＡＣ室・ＰＳ 4.51 大学
1301 東京・世田谷 日体会館 ６ ２ ５７ ＡＶ庫 1.79 大学
1302 東京・世田谷 日体会館 ２ 廊下等 48.32 大学

1303 東京・世田谷 日体会館 ６ ３ ０１ ６３０１教室（５０人） 70.16 大学
1304 東京・世田谷 日体会館 ６ ３ ０２ ６３０２教室（７０人） 95.69 大学
1305 東京・世田谷 日体会館 ６ ３ ０３ 管理課清掃控室 13.46 大学
1306 東京・世田谷 日体会館 ６ ３ ０４ ラウンジ 9.33 大学
1307 東京・世田谷 日体会館 ６ ３ ５０ ＡＶ庫 1.73 大学
1308 東京・世田谷 日体会館 ６ ３ ５１ ＡＣ室 2.53 大学
1309 東京・世田谷 日体会館 ６ ３ ５２ ＳＫ室 0.91 大学
1310 東京・世田谷 日体会館 ６ ３ ５３ 男子便所 10.10 大学
1311 東京・世田谷 日体会館 ６ ３ ５４ 女子便所 8.56 大学
1312 東京・世田谷 日体会館 ６ ３ ５５ ＥＰＳ 2.32 大学
1313 東京・世田谷 日体会館 ６ ３ ５６ ＡＣ室・ＰＳ 4.51 大学
1314 東京・世田谷 日体会館 ６ ３ ５７ ＡＶ庫 1.62 大学
1315 東京・世田谷 日体会館 ３ 廊下等 62.28 大学

1316 東京・世田谷 日体会館 ＰＨ 廊下等 0.00 大学
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1 横浜・健志台 百年記念館 Ｂ１ 階段・通路等 116.28 大学
2 横浜・健志台 百年記念館 １階 70 トレーニングルーム 873.35 大学
3 横浜・健志台 百年記念館 １階 スタッフルーム 52.18 大学
4 横浜・健志台 百年記念館 １階 シャワールーム 13.37 大学
5 横浜・健志台 百年記念館 １階 更衣室 10.00 大学
6 横浜・健志台 百年記念館 １階 測定室 5.00 大学
7 横浜・健志台 百年記念館 １階 水中測定室 7.35 大学
8 横浜・健志台 百年記念館 １階 サウナ 13.78 大学
9 横浜・健志台 百年記念館 １階 下足コーナー 16.00 大学
10 横浜・健志台 百年記念館 １階 電気室 94.16 大学
11 横浜・健志台 百年記念館 １階 機械室 320.69 大学
12 横浜・健志台 百年記念館 １階 倉庫 128.00 大学
13 横浜・健志台 百年記念館 １階 廊下・階段・便所等 340.36 大学
14 横浜・健志台 百年記念館 ２階 学生相談室 49.31 大学
15 横浜・健志台 百年記念館 ２階 健康管理センター分室 44.97 大学
16 横浜・健志台 百年記念館 ２階 健康相談室 24.87 大学
17 横浜・健志台 百年記念館 ２階 休養室 24.87 大学
18 横浜・健志台 百年記念館 ２階 準備室 21.13 大学
19 横浜・健志台 百年記念館 ２階 倉庫１ 19.44 大学
20 横浜・健志台 百年記念館 ２階 倉庫２ 9.00 大学
21 横浜・健志台 百年記念館 ２階 倉庫３ 23.00 大学
22 横浜・健志台 百年記念館 ２階 心理・運動機能実験室 187.83 大学
23 横浜・健志台 百年記念館 ２階 健康管理センター検査室 53.10 大学
24 横浜・健志台 百年記念館 ２階 ロッカー室 11.91 大学
25 横浜・健志台 百年記念館 ２階 空調機室 36.23 大学
26 横浜・健志台 百年記念館 ２階 職員休憩室 36.87 大学
27 横浜・健志台 百年記念館 ２階 コンピューター室 28.22 大学
28 横浜・健志台 百年記念館 ２階 測定室 169.36 大学
29 横浜・健志台 百年記念館 ２階 コンディショニングルーム 100.71 大学
30 横浜・健志台 百年記念館 ２階 資料室 39.30 大学
31 横浜・健志台 百年記念館 ２階 講義室(ＡＶ) 101.68 大学
32 横浜・健志台 百年記念館 ２階 倉庫 30.44 大学
33 横浜・健志台 百年記念館 ２階 廊下・階段等 704.32 大学
34 横浜・健志台 百年記念館 ３階 230 １２０１教室 245.19 大学
35 横浜・健志台 百年記念館 ３階 80 １２０２(実験室) 117.64 大学
36 横浜・健志台 百年記念館 ３階 80 １２０３(実験室) 113.76 大学
37 横浜・健志台 百年記念館 ３階 １２０４研究室(実験室) 118.80 大学
38 横浜・健志台 百年記念館 ３階 電子顕微鏡室 34.45 大学
39 横浜・健志台 百年記念館 ３階 30 １２０５研究室 68.06 大学
40 横浜・健志台 百年記念館 ３階 １２１研究室 33.00 大学
41 横浜・健志台 百年記念館 ３階 １２２-１助手助教研究室 35.56 大学
42 横浜・健志台 百年記念館 ３階 １２２-２研究室 33.00 大学
43 横浜・健志台 百年記念館 ３階 理事長・学長室 60.99 大学
44 横浜・健志台 百年記念館 ３階 副学長室 73.10 大学
45 横浜・健志台 百年記念館 ３階 倉庫 28.75 大学
46 横浜・健志台 百年記念館 ３階 参事・副参事室 23.00 大学
47 横浜・健志台 百年記念館 ３階 世田谷職員控室 46.00 大学
48 横浜・健志台 百年記念館 ３階 コピー室 24.87 大学
49 横浜・健志台 百年記念館 ３階 生活支援センター・教職センター 142.06 大学
50 横浜・健志台 百年記念館 ３階 金庫 12.00 大学
51 横浜・健志台 百年記念館 ３階 ＡＶ室 13.00 大学
52 横浜・健志台 百年記念館 ３階 職員男子ロッカー室 6.50 大学
53 横浜・健志台 百年記念館 ３階 職員女子ロッカー室 6.50 大学
54 横浜・健志台 百年記念館 ３階 空調機室 51.11 大学
55 横浜・健志台 百年記念館 ３階 廊下・階段・便所等 1,188.64 大学
56 横浜・健志台 百年記念館 ４階 230 １３０１教室 245.19 大学
57 横浜・健志台 百年記念館 ４階 20 １３０２教室 53.62 大学
58 横浜・健志台 百年記念館 ４階 180 １３０３教室 194.14 大学
59 横浜・健志台 百年記念館 ４階 180 １３０４教室 179.72 大学
61 横浜・健志台 百年記念館 ４階 １３１-１研究室 68.06 大学
62 横浜・健志台 百年記念館 ４階 １３１-２研究室 33.00 大学
63 横浜・健志台 百年記念館 ４階 １３０６研究室 35.56 大学
64 横浜・健志台 百年記念館 ４階 １３２研究室 33.00 大学
65 横浜・健志台 百年記念館 ４階 １３０７研究室 65.81 大学
66 横浜・健志台 百年記念館 ４階 １３３研究室 34.30 大学
67 横浜・健志台 百年記念館 ４階 １３０８研究室 68.60 大学
68 横浜・健志台 百年記念館 ４階 １３４研究室 34.30 大学
69 横浜・健志台 百年記念館 ４階 60 アスレティックデパートメント 102.90 大学
70 横浜・健志台 百年記念館 ４階 アスレティックデパートメント 30.01 大学
71 横浜・健志台 百年記念館 ４階 会議室３ 141.49 大学
72 横浜・健志台 百年記念館 ４階 深沢教員・非常勤講師控室 46.00 大学
73 横浜・健志台 百年記念館 ４階 管理部管理課 136.40 大学
74 横浜・健志台 百年記念館 ４階 深沢教員・非常勤講師控室 47.87 大学
75 横浜・健志台 百年記念館 ４階 消耗品庫 34.10 大学
76 横浜・健志台 百年記念館 ４階 倉庫２ 28.75 大学
77 横浜・健志台 百年記念館 ４階 空調機室 60.32 大学
78 横浜・健志台 百年記念館 ４階 廊下・階段・便所等 954.06 大学
79 横浜・健志台 百年記念館 ５階 230 １４０１教室 245.19 大学
80 横浜・健志台 百年記念館 ５階 450 １４０２教室 491.39 大学
81 横浜・健志台 百年記念館 ５階 １４０２準備室 19.16 大学
82 横浜・健志台 百年記念館 ５階 30 １４０３(ゼミ室) 53.21 大学
83 横浜・健志台 百年記念館 ５階 １４８研究室 25.80 大学
84 横浜・健志台 百年記念館 ５階 １４０４研究室 27.80 大学
85 横浜・健志台 百年記念館 ５階 １４９研究室 25.80 大学
86 横浜・健志台 百年記念館 ５階 80 １４０５(音楽室) 125.29 大学
87 横浜・健志台 百年記念館 ５階 20 １４０６(ゼミ室) 44.20 大学
88 横浜・健志台 百年記念館 ５階 20 １４０７(ゼミ室) 46.09 大学
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89 横浜・健志台 百年記念館 ５階 20 １４０８(ゼミ室) 38.81 大学
90 横浜・健志台 百年記念館 ５階 １４１研究室 23.00 大学
91 横浜・健志台 百年記念館 ５階 １４２研究室 23.00 大学
92 横浜・健志台 百年記念館 ５階 １４３研究室 23.00 大学
93 横浜・健志台 百年記念館 ５階 １４４研究室 23.00 大学
94 横浜・健志台 百年記念館 ５階 １４５研究室 23.00 大学
95 横浜・健志台 百年記念館 ５階 １４６研究室 24.44 大学
96 横浜・健志台 百年記念館 ５階 １４７研究室 40.49 大学
97 横浜・健志台 百年記念館 ５階 １４５-1研究室 28.75 大学
98 横浜・健志台 百年記念館 ５階 コピー室 24.87 大学
99 横浜・健志台 百年記念館 ５階 50 １４０９(コンピューター室) 99.96 大学
100 横浜・健志台 百年記念館 ５階 50 １４１０(コンピューター室) 102.37 大学
101 横浜・健志台 百年記念館 ５階 １５０コンピュータ準備室 33.14 大学
102 横浜・健志台 百年記念館 ５階 倉庫 11.50 大学
103 横浜・健志台 百年記念館 ５階 空調機室 114.06 大学
104 横浜・健志台 百年記念館 ５階 廊下・階段・便所等 1,030.86 大学
105 横浜・健志台 ２号館 １階 ゴミ置き場 128.00 大学
106 横浜・健志台 ２号館 ２階 Ａ階段室 21.83 大学
107 横浜・健志台 ２号館 ２階 ＥＬＶ機械室 8.64 大学
108 横浜・健志台 ２号館 ２階 倉庫１ 7.92 大学
109 横浜・健志台 ２号館 ２階 ハロンボンベ室 15.84 大学
110 横浜・健志台 ２号館 ２階 事務室 22.80 大学
111 横浜・健志台 ２号館 ２階 ロッカー室 31.50 大学
112 横浜・健志台 ２号館 ２階 湯沸し室 21.90 大学
113 横浜・健志台 ２号館 ２階 ボイラー室 265.69 大学
114 横浜・健志台 ２号館 ２階 倉庫２ 11.88 大学
115 横浜・健志台 ２号館 ２階 ゴミ置き場 43.00 大学
116 横浜・健志台 ２号館 ２階 発電機室 56.80 大学
117 横浜・健志台 ２号館 ２階 電話機械室 12.00 大学
118 横浜・健志台 ２号館 ２階 機械室 386.31 大学
119 横浜・健志台 ２号館 ２階 電気室 267.88 大学
120 横浜・健志台 ２号館 ２階 受水槽室 243.39 大学
121 横浜・健志台 ２号館 ２階 その他（ELVサービスヤード廊下) 135.59 大学
122 横浜・健志台 ２号館 ３階 Ａ階段室 21.83 大学
123 横浜・健志台 ２号館 ３階 中央監視室 52.08 大学
124 横浜・健志台 ２号館 ３階 湯沸し室 8.50 大学
125 横浜・健志台 ２号館 ３階 休憩室 8.58 大学
126 横浜・健志台 ２号館 ３階 冷蔵室(野菜） 70.84 大学
127 横浜・健志台 ２号館 ３階 厨房事務室 18.45 大学
128 横浜・健志台 ２号館 ３階 休憩ロッカー室男 12.60 大学
129 横浜・健志台 ２号館 ３階 休憩ロッカー室女 12.60 大学
130 横浜・健志台 ２号館 ３階 製麺室 22.50 大学
131 横浜・健志台 ２号館 ３階 湯沸し室 5.50 大学
132 横浜・健志台 ２号館 ３階 倉庫１ 21.50 大学
133 横浜・健志台 ２号館 ３階 倉庫２ 18.00 大学
134 横浜・健志台 ２号館 ３階 ユニットバス 4.62 大学
135 横浜・健志台 ２号館 ３階 便所（厨房用） 5.88 大学
136 横浜・健志台 ２号館 ３階 便所（男女） 6.51 大学
137 横浜・健志台 ２号館 ３階 Ｂ階段室 35.20 大学
138 横浜・健志台 ２号館 ３階 売店１ 64.00 大学
139 横浜・健志台 ２号館 ３階 売店２ 94.71 大学
140 横浜・健志台 ２号館 ３階 売店３ 130.40 大学
141 横浜・健志台 ２号館 ３階 ホールＢ 115.98 大学
142 横浜・健志台 ２号館 ３階 その他（ELV DS EPS廊下） 156.04 大学
143 横浜・健志台 ２号館 ４階 Ａ階段室 21.83 大学
144 横浜・健志台 ２号館 ４階 厨房 171.13 大学
145 横浜・健志台 ２号館 ４階 女子便所 20.50 大学
146 横浜・健志台 ２号館 ４階 男子便所 19.50 大学
147 横浜・健志台 ２号館 ４階 Ｂ階段室 27.72 大学
148 横浜・健志台 ２号館 ４階 学生食堂（グレートライオン食堂） 770.33 大学
149 横浜・健志台 ２号館 ４階 ホールＡ 124.83 大学
150 横浜・健志台 ２号館 ４階 Ｃ階段室 25.20 大学
151 横浜・健志台 ２号館 ４階 自販機・公衆電話 35.70 大学
152 横浜・健志台 ２号館 ４階 その他（ELV DS EPS廊下） 64.09 大学
153 横浜・健志台 ２号館 ５階 Ａ階段室 21.83 大学
154 横浜・健志台 ２号館 ５階 倉庫１ 8.99 大学
155 横浜・健志台 ２号館 ５階 パントリー 23.04 大学
156 横浜・健志台 ２号館 ５階 学生食堂（選手村） 162.47 大学
157 横浜・健志台 ２号館 ５階 15.75 大学
158 横浜・健志台 ２号館 ５階 女子便所 7.80 大学
159 横浜・健志台 ２号館 ５階 男子便所 7.80 大学
160 横浜・健志台 ２号館 ５階 Ｂ階段室 43.24 大学
161 横浜・健志台 ２号館 ５階 Ｃ階段室 34.00 大学
162 横浜・健志台 ２号館 ５階 学友会室 39.40 大学
163 横浜・健志台 ２号館 ５階 その他（ELV DS EPS廊下） 72.30 大学
164 横浜・健志台 ２号館 ６階 Ａ階段室 21.83 大学
165 横浜・健志台 ２号館 ６階 倉庫１ 8.88 大学
166 横浜・健志台 ２号館 ６階 厨房 17.48 大学
167 横浜・健志台 ２号館 ６階 機械室 216.80 大学
168 横浜・健志台 ２号館 ６階 Ｂ階段室 44.44 大学
169 横浜・健志台 ２号館 ６階 360 学生ホール 579.09 大学
170 横浜・健志台 ２号館 ６階 学生食堂（カラクサフードメンテナンス） 265.17 大学
171 横浜・健志台 ２号館 ６階 Ｃ階段室 29.00 大学
172 横浜・健志台 ２号館 ６階 男子便所 18.14 大学
173 横浜・健志台 ２号館 ６階 女子便所 24.50 大学
174 横浜・健志台 ２号館 ６階 その他（ELV DS EPS廊下） 31.94 大学
175 横浜・健志台 ３号館 １階 機械室 95.14 大学

校地校舎図面-91



176 横浜・健志台 ３号館 １階 男子更衣ロッカー室 630.68 大学
177 横浜・健志台 ３号館 １階 男子シャワー室 99.60 大学
178 横浜・健志台 ３号館 １階 脱衣室 27.39 大学
179 横浜・健志台 ３号館 １階 管理人室 16.72 大学
180 横浜・健志台 ３号館 １階 男子便所 49.80 大学
181 横浜・健志台 ３号館 １階 女子便所 26.56 大学
182 横浜・健志台 ３号館 １階 ホール 48.00 大学
183 横浜・健志台 ３号館 １階 女子更衣ロッカー室 155.21 大学
184 横浜・健志台 ３号館 １階 女子シャワー室 45.65 大学
185 横浜・健志台 ３号館 ２階 倉庫 102.92 大学
186 横浜・健志台 ３号館 ２階 ｽﾎﾟｰﾂｷｭｱｾﾝﾀｰ（ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ） 33.86 大学
187 横浜・健志台 ３号館 ２階 ｽﾎﾟｰﾂｷｭｱｾﾝﾀｰ（物品庫） 8.80 大学
188 横浜・健志台 ３号館 ２階 ｽﾎﾟｰﾂｷｭｱｾﾝﾀｰ（洗濯室・ﾄｲﾚ） 8.80 大学
189 横浜・健志台 ３号館 ２階 ｽﾎﾟｰﾂｷｭｱｾﾝﾀｰ（診察室・治療室） 101.26 大学
190 横浜・健志台 ３号館 ２階 ｽﾎﾟｰﾂｷｭｱｾﾝﾀｰ（待合室） 24.11 大学
191 横浜・健志台 ３号館 ３階 ピロティー 大学
192 横浜・健志台 ３号館 ３階 オーバーブリッジ 173.22 大学
193 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ Ｂ階段 23.68 大学
194 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ 器具庫（ダンス・体操・レク) 113.92 大学
195 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ ２０１研究室（ダンス） 35.76 大学
196 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ 女子更衣室 40.96 大学
197 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ Ｃ階段 23.68 大学
198 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ 第２アリーナ 1,132.69 大学
199 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ ホール１ 64.68 大学
200 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ 下足置き場 54.12 大学
201 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ 男子防具室 43.24 大学
202 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ 女子防具室 15.18 大学
203 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ Ｆ階段 17.82 大学
204 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ 器具庫（レスリング） 58.08 大学
205 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ ２０２研究室（体操） 42.24 大学
206 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ ２０５研究室（相撲） 14.00 大学
207 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ 女子便所 21.84 大学
208 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ 男子便所 33.60 大学
209 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ 相撲場 218.24 大学
210 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ 第３アリーナ 837.52 大学
211 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ ホール２ 37.20 大学
212 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ 器具庫（相撲） 36.00 大学
213 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ ２０４研究室（剣道） 24.32 大学
214 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ 師範席 16.20 大学
215 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ 器具庫（剣道） 19.80 大学
216 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ Ａ階段 23.68 大学
217 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ 機械室１ 228.68 大学
218 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ 電気室 94.08 大学
219 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ Ｄ階段 23.68 大学
220 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ ２０３研究室（レスリング） 21.08 大学
221 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ 機械室２ 18.60 大学
222 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ ポンプ機械室 16.53 大学
223 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ２ その他（DS 廊下) 93.15 大学
224 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ１ ホール１ 13.85 大学
225 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ１ Ｂ階段 23.68 大学
226 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ１ 機械室１ 128.64 大学
227 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ１ ２０２研究室（体操） 38.40 大学
228 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ１ 機械室２ 56.96 大学
229 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ１ Ｃ階段 23.68 大学
230 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ１ ホール２ 13.85 大学
231 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ１ 機械室４ 205.02 大学
232 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ１ Ｆ階段 18.09 大学
233 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ１ 機械室３ 101.17 大学
234 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ１ Ａ階段 23.68 大学
235 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ１ Ｄ階段 23.68 大学
236 横浜・健志台 米本記念体育館 Ｂ１ Ａ外部階段 69.79 大学
237 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 Ｂ階段 23.68 大学
238 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 器具庫 192.00 大学
239 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 Ｃ階段 23.68 大学
240 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 ホール３ 53.93 大学
241 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 バレーボール部部室 38.40 大学
242 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 器具庫兼部室（バレー） 38.40 大学
243 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 器具庫兼部室（バドミントン） 38.40 大学
244 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 バドミントン部部室 38.40 大学
245 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 休養室 38.40 大学
246 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 器具庫兼部室（バスケ） 38.40 大学
247 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 バスケットボール部部室 38.40 大学
248 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 控室２ 38.40 大学
249 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 ホール１ 431.94 大学
250 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 Ｄ階段 23.68 大学
251 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 身障者便所 5.20 大学
252 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 女子便所 32.56 大学
253 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 下足置き場 33.28 大学
254 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 男子便所 37.76 大学
255 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 Ａ階段 23.68 大学
256 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 管理人室 38.40 大学
257 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 控室１ 76.80 大学
258 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 18 ゼミ室 38.40 大学
259 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 調整室 38.40 大学
260 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 60 視聴覚室 76.80 大学
261 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 会議室 38.40 大学
262 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 ホール２ 53.93 大学

校地校舎図面-92



263 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 第１アリーナ 2,213.12 大学
264 横浜・健志台 米本記念体育館 １階 その他（DS EPS) 101.15 大学
265 横浜・健志台 米本記念体育館 ２階 Ｂ階段 23.68 大学
266 横浜・健志台 米本記念体育館 ２階 ２２１研究室（バドミントン） 38.40 大学
267 横浜・健志台 米本記念体育館 ２階 ２２２研究室（バドミントン） 38.40 大学
268 横浜・健志台 米本記念体育館 ２階 ２２３研究室（トランポリン） 38.40 大学
269 横浜・健志台 米本記念体育館 ２階 ２２４研究室(バスケットボール) 38.40 大学
270 横浜・健志台 米本記念体育館 ２階 ２２５研究室（バレーボール） 38.40 大学
271 横浜・健志台 米本記念体育館 ２階 Ｃ階段 23.68 大学
272 横浜・健志台 米本記念体育館 ２階 ホール 434.80 大学
273 横浜・健志台 米本記念体育館 ２階 Ｄ階段 23.68 大学
274 横浜・健志台 米本記念体育館 ２階 女子便所 40.96 大学
275 横浜・健志台 米本記念体育館 ２階 男子便所 40.96 大学
276 横浜・健志台 米本記念体育館 ２階 Ａ階段 23.68 大学
277 横浜・健志台 米本記念体育館 ２階 ランニング走路・観覧席 940.22 大学
278 横浜・健志台 米本記念体育館 ２階 その他(DS EPS) 68.86 大学
279 横浜・健志台 米本記念体育館 ３階 Ｂ階段 23.68 大学
280 横浜・健志台 米本記念体育館 ３階 倉庫１ 25.80 大学
281 横浜・健志台 米本記念体育館 ３階 機械室１ 115.20 大学
282 横浜・健志台 米本記念体育館 ３階 倉庫２ 25.80 大学
283 横浜・健志台 米本記念体育館 ３階 Ｃ階段 23.68 大学
284 横浜・健志台 米本記念体育館 ３階 ホール１ 54.30 大学
285 横浜・健志台 米本記念体育館 ３階 Ｇ階段 15.81 大学
286 横浜・健志台 米本記念体育館 ３階 文書保管庫前室 39.99 大学
287 横浜・健志台 米本記念体育館 ３階 Ａ階段 23.68 大学
288 横浜・健志台 米本記念体育館 ３階 文書保管庫１ 72.00 大学
289 横浜・健志台 米本記念体育館 ３階 文書保管庫２ 72.00 大学
290 横浜・健志台 米本記念体育館 ３階 文書保管庫３ 20.40 大学
291 横浜・健志台 米本記念体育館 ３階 倉庫３ 73.23 大学
292 横浜・健志台 米本記念体育館 ３階 機械室２ 220.50 大学
293 横浜・健志台 米本記念体育館 ３階 Ｄ階段 23.68 大学
294 横浜・健志台 米本記念体育館 ３階 ホール２ 13.85 大学
295 横浜・健志台 米本記念体育館 ３階 その他(DS EPS) 70.27 大学
296 横浜・健志台 ５号館 １階 ５１１研究室（陸上競技） 72.00 大学
297 横浜・健志台 ５号館 １階 控室 25.00 大学
298 横浜・健志台 ５号館 １階 廊下・便所等 62.28 大学
299 横浜・健志台 ５号館 ２階 ハイパフォーマンスセンター/コーチングエクセレンスセンター68.00 大学
300 横浜・健志台 ５号館 ２階 38.00 大学
301 横浜・健志台 ５号館 ２階 30.00 大学
302 横浜・健志台 ５号館 ２階 資料室事務室 21.00 大学
303 横浜・健志台 ５号館 ２階 廊下・便所等 49.29 大学
304 横浜・健志台 ５号館 ３階 60 114.00 大学
305 横浜・健志台 ５号館 ３階 ５３１　職員更衣室（ｽﾎﾟｰﾂ局） 26.00 大学
306 横浜・健志台 ５号館 ３階 廊下・便所等 66.29 大学
313 横浜・健志台 ６号館 １階 ポンプ室 26.01 大学
314 横浜・健志台 ７号館 １階 220 ７１０１教室 101.25 大学
315 横浜・健志台 ７号館 １階 220 ７１０２教室 101.25 大学
316 横浜・健志台 ７号館 １階 220 ７１０３教室 101.25 大学
317 横浜・健志台 ７号館 １階 220 大学院自習室 101.25 大学
318 横浜・健志台 ７号館 ２階 200 ７２０１教室 202.00 大学
319 横浜・健志台 ７号館 ２階 200 ７２０２教室 203.00 大学
320 横浜・健志台 ４号館 １階 104 ４１０１教室 131.20 大学
321 横浜・健志台 ４号館 １階 104 ４１０２教室 130.86 大学
322 横浜・健志台 ４号館 １階 104 ４１０３教室 130.86 大学
323 横浜・健志台 ４号館 １階 104 ４１０４教室 131.20 大学
324 横浜・健志台 ４号館 １階 160 ４１０５教室 196.89 大学
325 横浜・健志台 ４号館 １階 160 ４１０６教室 196.38 大学
326 横浜・健志台 ４号館 １階 232 ４１０７教室 235.98 大学
327 横浜・健志台 ４号館 １階 232 ４１０８教室 236.59 大学
328 横浜・健志台 ４号館 １階 廊下・便所等 345.78 大学
329 横浜・健志台 ４号館 ２階 104 ４２０１教室 131.20 大学
330 横浜・健志台 ４号館 ２階 104 ４２０２教室 130.86 大学
331 横浜・健志台 ４号館 ２階 104 ４２０３教室 130.86 大学
332 横浜・健志台 ４号館 ２階 104 ４２０４教室 131.20 大学
333 横浜・健志台 ４号館 ２階 160 ４２０５教室 196.89 大学
334 横浜・健志台 ４号館 ２階 234 ４２０６教室 235.98 大学
335 横浜・健志台 ４号館 ２階 234 ４２０７教室 235.98 大学
336 横浜・健志台 ４号館 ２階 232 ４２０８教室 236.59 大学
337 横浜・健志台 ４号館 ２階 廊下・倉庫等 306.18 大学
338 横浜・健志台 図書館 １階 玄関ホール 38.00 大学
339 横浜・健志台 図書館 １階 書架ホール 305.52 大学
340 横浜・健志台 図書館 １階 閲覧室 138.00 大学
341 横浜・健志台 図書館 １階 コピー室 8.00 大学
342 横浜・健志台 図書館 １階 スタッフルーム 40.00 大学
343 横浜・健志台 図書館 １階 湯沸し室 3.00 大学
344 横浜・健志台 図書館 １階 倉庫 16.00 大学
345 横浜・健志台 図書館 １階 テニス倉庫１ 8.00 大学
346 横浜・健志台 図書館 １階 テニス更衣室 10.00 大学
347 横浜・健志台 図書館 １階 テニス倉庫２ 8.00 大学
348 横浜・健志台 図書館 １階 廊下・便所等 22.00 大学
349 横浜・健志台 第１体育館 １階 体育館 1,750.00 大学
350 横浜・健志台 第１体育館 １階 倉庫１ 116.00 大学
351 横浜・健志台 第１体育館 １階 倉庫２ 117.00 大学
352 横浜・健志台 第１体育館 １階 シャワ・更衣室 29.50 大学
353 横浜・健志台 第１体育館 １階 物入れ 3.50 大学
354 横浜・健志台 第１体育館 １階 廊下・便所等 84.00 大学
355 横浜・健志台 第１体育館 ２階 柔道場 206.00 大学
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356 横浜・健志台 第１体育館 ２階 更衣室 35.00 大学
357 横浜・健志台 第１体育館 ２階 No.１研究室（ハンドボール） 39.00 大学
358 横浜・健志台 第１体育館 ２階 No.２研究室（身体動作学） 39.00 大学
359 横浜・健志台 第１体育館 ２階 No.３研究室（テニス） 35.00 大学
360 横浜・健志台 第１体育館 ２階 廊下・便所等 334.99 大学
361 横浜・健志台 第３体育館 １階 第３体育館Ⅰ 793.80 大学
362 横浜・健志台 第３体育館 １階 第３体育館Ⅱ 793.80 大学
363 横浜・健志台 第３体育館 １階 器具庫 97.65 大学
364 横浜・健志台 第３体育館 １階 廊下・便所等 129.15 大学
365 横浜・健志台 体操競技館 １階 機械室１ 46.88 大学
366 横浜・健志台 体操競技館 １階 機械室２ 42.50 大学
367 横浜・健志台 体操競技館 １階 倉庫１ 33.46 大学
368 横浜・健志台 体操競技館 １階 倉庫２ 33.40 大学
369 横浜・健志台 体操競技館 １階 廊下等 79.57 大学
370 横浜・健志台 体操競技館 ２階 アリーナ 1,784.78 大学
371 横浜・健志台 体操競技館 ２階 設備管理室 18.06 大学
372 横浜・健志台 体操競技館 ２階 器具庫 76.13 大学
373 横浜・健志台 体操競技館 ２階 廊下・便所等 477.25 大学
374 横浜・健志台 体操競技館 ３階 研究室（体操競技） 212.11 大学
375 横浜・健志台 体操競技館 ３階 シャワー室 8.91 大学
376 横浜・健志台 体操競技館 ３階 廊下・便所等 674.28 大学
377 横浜・健志台 プール管理棟 Ｂ１ 機械・ボイラー室 159.00 大学
378 横浜・健志台 プール管理棟 Ｂ１ 教員更衣室 39.00 大学
379 横浜・健志台 プール管理棟 Ｂ１ 倉庫 21.00 大学
380 横浜・健志台 プール管理棟 Ｂ１ 管理人室 42.00 大学
381 横浜・健志台 プール管理棟 Ｂ１ 廊下・便所等 58.18 大学
382 横浜・健志台 プール管理棟 １階 採暖室 33.00 大学
383 横浜・健志台 プール管理棟 １階 医務室 10.00 大学
384 横浜・健志台 プール管理棟 １階 研究室（水泳） 57.00 大学
385 横浜・健志台 プール管理棟 １階 男子更衣ロッカー室 170.00 大学
386 横浜・健志台 プール管理棟 １階 女子更衣ロッカー室 97.00 大学
387 横浜・健志台 プール管理棟 １階 男子浴室 13.00 大学
388 横浜・健志台 プール管理棟 １階 女子浴室 9.00 大学
389 横浜・健志台 プール管理棟 １階 廊下・便所等 64.04 大学
390 横浜・健志台 プール付属棟 １階 ５０ｍプール倉庫棟 22.63 大学
391 横浜・健志台 飛込みプール付属棟 １階 倉庫１ 25.20 大学
392 横浜・健志台 飛込みプール付属棟 １階 水泳準備室 22.00 大学
393 横浜・健志台 飛込みプール付属棟 １階 採暖用浴室 22.20 大学
394 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） Ｂ２ 雨天練習場 695.00 大学
395 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） Ｂ２ 倉庫 64.00 大学
396 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） Ｂ２ 廊下・便所等 59.43 大学
397 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） Ｂ１ ファンルーム 22.00 大学
398 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） Ｂ１ ボイラー室 23.00 大学
399 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） Ｂ１ 機械室 101.00 大学
400 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） Ｂ１ 倉庫 44.00 大学
401 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） Ｂ１ 部室 127.00 大学
402 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） Ｂ１ ミーティング室 40.00 大学
403 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） Ｂ１ シャワー室１ 17.00 大学
404 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） Ｂ１ シャワー室２ 17.00 大学
405 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） Ｂ１ 更衣室１ 28.00 大学
406 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） Ｂ１ 更衣室２ 30.00 大学
407 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） Ｂ１ 倉庫 35.00 大学
408 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） Ｂ１ 廊下・便所等 205.80 大学
409 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） １階 研究室（野球） 56.00 大学
410 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） １階 アナウンス室 8.00 大学
411 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） １階 本部室（研究室） 30.00 大学
412 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） １階 ホール 39.00 大学
413 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） １階 器具庫（１塁側) 31.00 大学
414 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） １階 器具庫（３塁側) 28.00 大学
415 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） １階 １塁ダックアウト 28.00 大学
416 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） １階 ３塁ダックアウト 28.00 大学
417 横浜・健志台 第１屋内運動場（野球） １階 廊下・便所等 104.24 大学
418 横浜・健志台 第２屋内運動場（ｻｯｶｰ） Ｂ１ 屋内運動場 218.00 大学
419 横浜・健志台 第２屋内運動場（ｻｯｶｰ） Ｂ１ ポンプ室 8.00 大学
420 横浜・健志台 第２屋内運動場（ｻｯｶｰ） Ｂ１ 倉庫 11.00 大学
421 横浜・健志台 第２屋内運動場（ｻｯｶｰ） Ｂ１ ミーテイング室 69.00 大学
422 横浜・健志台 第２屋内運動場（ｻｯｶｰ） Ｂ１ 機械室 65.00 大学
423 横浜・健志台 第２屋内運動場（ｻｯｶｰ） Ｂ１ ファンルーム 30.00 大学
424 横浜・健志台 第２屋内運動場（ｻｯｶｰ） Ｂ１ 廊下・便所等 71.68 大学
425 横浜・健志台 第２屋内運動場（ｻｯｶｰ） １階 研究室（サッカー） 21.00 大学
426 横浜・健志台 第２屋内運動場（ｻｯｶｰ） １階 研究室 19.00 大学
427 横浜・健志台 第２屋内運動場（ｻｯｶｰ） １階 更衣室２ 22.00 大学
428 横浜・健志台 第２屋内運動場（ｻｯｶｰ） １階 シャワー室１ 8.00 大学
429 横浜・健志台 第２屋内運動場（ｻｯｶｰ） １階 シャワー室２ 8.00 大学
430 横浜・健志台 第２屋内運動場（ｻｯｶｰ） １階 採暖室 6.00 大学
431 横浜・健志台 第２屋内運動場（ｻｯｶｰ） １階 外部足洗い場 8.00 大学
432 横浜・健志台 第２屋内運動場（ｻｯｶｰ） １階 屋外用倉庫 35.00 大学
433 横浜・健志台 第２屋内運動場（ｻｯｶｰ） １階 廊下・便所等 97.85 大学
434 横浜・健志台 第１屋内運動場（ﾗｸﾞﾋﾞｰ） Ｂ１ 屋内運動場 259.00 大学
435 横浜・健志台 第２屋内運動場（ﾗｸﾞﾋﾞｰ） Ｂ１ ポンプ室 12.00 大学
436 横浜・健志台 第３屋内運動場（ﾗｸﾞﾋﾞｰ） Ｂ１ 倉庫 7.00 大学
437 横浜・健志台 第３屋内運動場（ﾗｸﾞﾋﾞｰ） Ｂ１ トレーニングルーム 69.00 大学
438 横浜・健志台 第３屋内運動場（ﾗｸﾞﾋﾞｰ） Ｂ１ 機械室 68.00 大学
439 横浜・健志台 第３屋内運動場（ﾗｸﾞﾋﾞｰ） Ｂ１ 廊下・便所等 59.30 大学
440 横浜・健志台 第３屋内運動場（ﾗｸﾞﾋﾞｰ） １階 研究室（ラグビー） 21.00 大学
441 横浜・健志台 第３屋内運動場（ﾗｸﾞﾋﾞｰ） １階 研究室（ラグビー） 21.00 大学
442 横浜・健志台 第３屋内運動場（ﾗｸﾞﾋﾞｰ） １階 更衣室２ 22.00 大学
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443 横浜・健志台 第３屋内運動場（ﾗｸﾞﾋﾞｰ） １階 倉庫 8.00 大学
444 横浜・健志台 第３屋内運動場（ﾗｸﾞﾋﾞｰ） １階 シャワー室２ 8.00 大学
445 横浜・健志台 第３屋内運動場（ﾗｸﾞﾋﾞｰ） １階 外部足洗い場 8.00 大学
446 横浜・健志台 第３屋内運動場（ﾗｸﾞﾋﾞｰ） １階 屋外用倉庫 22.00 大学
447 横浜・健志台 第３屋内運動場（ﾗｸﾞﾋﾞｰ） １階 ファンルーム 22.00 大学
448 横浜・健志台 第３屋内運動場（ﾗｸﾞﾋﾞｰ） １階 下足置き場 22.00 大学
449 横浜・健志台 第３屋内運動場（ﾗｸﾞﾋﾞｰ） １階 廊下・便所等 73.67 大学
450 横浜・健志台 第３屋内運動場（ﾗｸﾞﾋﾞｰ） ２階 コーチ室 17.00 大学
451 横浜・健志台 第３屋内運動場（ﾗｸﾞﾋﾞｰ） ２階 廊下・便所等 0.16 大学
452 横浜・健志台 健志台旧食堂棟 １階 倉庫及び部室 115.58 大学
453 横浜・健志台 喫煙研修室 １階 26.13 大学
454 横浜・健志台 健志台正門守衛所 １階 13.92 大学
457 横浜・健志台 ５号館ポンプ室 １階 6.55 大学
458 横浜・健志台 百年記念館 １階 百年記念館渡廊下 193.05 大学
459 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） １階 9101実技実習室 155.71 大学
460 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） １階 9102柔道場 153.48 大学
461 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） １階 9103B臨地実習室 211.64 大学
462 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） １階 9103C臨地実習室（準備室/倉庫） 109.78 大学
463 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） １階 9104Ｍ更衣室 51.04 大学
464 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） １階 9105Ｗ更衣室 33.50 大学
465 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） １階 9157倉庫(元9107） 10.49 大学
466 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） １階 9103A臨地実習室（救急車）　（旧「患者輸送用自動車スペース」）111.79 大学
467 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） １階 9151ＥＰＳ－1 4.30 大学
468 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） １階 9153ＥＰＳ－2 4.04 大学
469 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） １階 自販機スペース 5.39 大学
470 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） １階 9152ＰＳ－1（設備室） 9.29 大学
471 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） １階 9156ＰＳ－2 0.44 大学
472 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） １階 9155ＰＳ-３ 1.37 大学
473 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） １階 9154ＨＣ　　車いす用トイレ 5.05 大学
474 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） １階 ＭＷＣ 15.67 大学
475 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） １階 ＷＷＣ 17.91 大学
476 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） １階 廊下等 285.32 大学
477 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ２階 9202準備室 27.06 大学
478 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ２階 100 9201基礎医学実習室 291.60 大学
479 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ２階 9204ＰＣ教室 201.06 大学
480 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ２階 9205ＰＣ教室（準備室） 25.49 大学
481 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ２階 9206ＰＣ教室（サーバー室） 21.42 大学
482 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ２階 9203図書室/自習室 276.78 大学
483 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ２階 9254図書室（事務室）（元9354） 11.56 大学
484 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ２階 9251ＥＰＳ－1 4.30 大学
485 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ２階 9252ＥＰＳ－2 3.08 大学
486 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ２階 自販機スペース 7.27 大学
487 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ２階 9252ＰＳ－1 2.99 大学
488 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ２階 ＰＳ－2 0.44 大学
489 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ２階 9253ＰＳ－3 0.60 大学
490 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ２階 ＰＳ－4 1.93 大学
491 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ２階 ＭＷＣ 22.12 大学
492 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ２階 ＷＷＣ 17.29 大学
493 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ２階 廊下等 273.01 大学
494 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 9303A教室（３Ａ１） 82.99 大学
495 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 9303B教室（３Ａ２） 80.42 大学
496 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 9304A教室（３Ｂ１） 80.42 大学
497 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 9304B教室（３Ｂ２） 80.42 大学
498 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 9305A教室（３Ｃ１） 80.42 大学
499 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 9305B教室（３Ｃ２） 87.13 大学
500 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 9301A教室（３Ｄ１） 77.85 大学
501 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 9301B教室（３Ｄ２） 80.42 大学
502 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 9321研究室 15.58 大学
502 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 9322研究室 15.29 大学
502 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 9323研究室 15.29 大学
502 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 9324研究室 15.29 大学
502 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 9325研究室 15.29 大学
503 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 9326研究室 15.29 大学
504 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 9327研究室 15.29 大学
505 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 9328研究室 15.58 大学
506 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 大学院自習室 44.48 大学
507 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 風除室 大学
508 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 9351ＥＰＳ－1 4.30 大学
509 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 9352ＥＰＳ－2 3.08 大学
510 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 自販機スペース 7.27 大学
511 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 9352ＰＳ－1 2.99 大学
512 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 ＰＳ－2 0.44 大学
513 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 9353ＰＳ－3 0.60 大学
514 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 ＰＳ－4 1.93 大学
515 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 ＭＷＣ 22.12 大学
516 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 ＷＷＣ 17.29 大学
517 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ３階 廊下等 309.69 大学
518 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9417教員室1 46.00 大学
519 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9416教員室2 49.17 大学
520 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9418研究室１ 15.84 大学
521 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9419研究室２ 15.84 大学
522 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9420研究室３ 15.84 大学
523 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9421研究室４ 15.84 大学
524 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9422研究室５ 15.84 大学
525 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9423研究室６ 15.84 大学
526 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9424研究室７ 15.84 大学
527 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9425研究室８ 15.84 大学
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528 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9426研究室９ 15.84 大学
529 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9427研究室１０ 15.84 大学
530 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9428研究室１１ 15.84 大学
531 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9429研究室１２ 15.84 大学
532 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9430研究室１３ 15.84 大学
533 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9431研究室１４ 15.84 大学
534 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9432研究室１５ 15.84 大学
535 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9404研究室１６ 15.84 大学
536 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9405研究室１７ 15.84 大学
537 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 大学院自習室 15.84 大学
538 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9407研究室１９ 15.84 大学
539 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9408研究室２０ 15.84 大学
540 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9409研究室２１ 15.84 大学
541 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9401助教助手研究室 16.08 大学
542 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9410事務室 118.26 大学
543 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9411事務室（更衣室１） 6.80 大学
544 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9412事務室（更衣室２） 6.76 大学
545 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 事務室（給湯室） 4.46 大学
546 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9402助教助手研究室 22.46 大学
547 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 給湯室１（応接側） 5.05 大学
548 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 給湯室２（教員用） 6.99 大学
549 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9403研究室 15.89 大学
550 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9400学部長室/学科長室 31.63 大学
551 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9414会議室１ 39.38 大学
552 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9415会議室２ 30.80 大学
553 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9413コピー室 9.79 大学
554 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 国家試験対策室 10.05 大学
555 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9454倉庫 14.15 大学
556 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 面談コーナー 10.07 大学
557 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9451ＥＰＳ－1 4.30 大学
558 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9452ＥＰＳ－2 3.79 大学
559 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9452ＰＳ－1 2.13 大学
560 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 9453ＰＳ－2 1.29 大学
561 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 ＭＷＣ 9.93 大学
562 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 ＷＷＣ 8.78 大学
563 横浜・健志台 ９号館（保健医療学部棟） ４階 廊下等 360.29 大学
564 横浜・健志台 ビーチバレーコート器具庫・シャワー １階 器具庫・シャワー 9.89 大学
565 横浜・健志台 ゴルフ教場　準備室 １階 準備室 19.80 大学
566 横浜・健志台 ゴルフ教場　器具庫１ １階 器具庫１ 14.68 大学
567 横浜・健志台 ゴルフ教場　器具庫２ １階 器具庫２ 5.12 大学
568 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） １階 ８１０１教室 281.25 大学
569 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） １階 ８１０２教室 235.89 大学
570 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） １階 ８１０３教室 239.27 大学
571 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） １階 ８１０４教室 128.61 大学
572 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） １階 ８１０５教室 125.10 大学
573 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） １階 ８１０６教室 125.10 大学
574 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） １階 ＥＰＳ 13.00 大学
575 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） １階 ＰＳ 7.48 大学
576 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） １階 倉庫 10.93 大学
577 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） １階 コピー室 3.90 大学
578 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） １階 HC（多目的便所） 5.76 大学
579 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） １階 ＳＫ 0.96 大学
580 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） １階 男子便所 32.19 大学
581 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） １階 ＳＫ 1.23 大学
582 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） １階 女子便所 38.79 大学
583 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） １階 廊下・階段等 280.23 大学
584 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ２階 ８２０１教室 281.25 大学
585 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ２階 ８２０２教室 235.89 大学
586 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ２階 ８２０３教室 239.27 大学
587 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ２階 ８２０４教室 128.61 大学
588 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ２階 ８２０５教室 125.10 大学
589 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ２階 ８２０６教室 125.10 大学
590 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ２階 ＥＰＳ 13.00 大学
591 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ２階 ＰＳ 7.48 大学
592 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ２階 倉庫 16.21 大学
593 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ２階 自販機室 4.39 大学
594 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ２階 ＳＫ 0.96 大学
595 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ２階 男子便所 32.19 大学
596 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ２階 ＳＫ 1.23 大学
597 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ２階 女子便所 38.79 大学
598 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ２階 廊下・階段等 284.41 大学
599 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ３階 ８３０１教室 281.25 大学
600 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ３階 ８３０２教室 235.89 大学
601 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ３階 ８３０３教室 239.27 大学
602 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ３階 ８３０４教室 128.61 大学
603 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ３階 ８３０５教室 125.10 大学
604 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ３階 ８３０６教室 125.10 大学
605 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ３階 ＥＰＳ 13.00 大学
606 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ３階 ＰＳ 7.48 大学
607 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ３階 倉庫 16.21 大学
608 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ３階 コピー室 4.39 大学
609 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ３階 ＳＫ 0.96 大学
610 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ３階 男子便所 32.19 大学
611 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ３階 ＳＫ 1.23 大学
612 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ３階 女子便所 38.79 大学
613 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ３階 廊下・階段等 305.39 大学
614 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４０１研究室 20.88 大学
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615 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４０２研究室 20.88 大学
616 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４０３研究室 20.88 大学
617 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４０４セミナールーム 20.88 大学
618 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４０５研究室 20.88 大学
619 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４０６セミナールーム 20.88 大学
620 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４０７研究室 20.88 大学
621 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４０８研究室 20.88 大学
622 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４０９研究室 20.88 大学
623 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４１０研究室 20.88 大学
624 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４１１研究室 24.36 大学
625 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４１２助教助手研究室 24.36 大学
626 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４１３研究室 20.88 大学
627 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４１４研究室 20.88 大学
628 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４１５研究室 20.88 大学
629 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４１６研究室 20.88 大学
630 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４１７研究室 20.88 大学
631 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４１８研究室 20.88 大学
632 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４１９研究室 20.88 大学
633 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４２０セミナールーム 20.88 大学
634 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４２１研究室 20.88 大学
635 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４２２研究室 20.88 大学
636 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４２３研究室 20.88 大学
637 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４２４研究室 21.29 大学
638 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４２５研究室 20.80 大学
639 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４２６研究室 20.80 大学
640 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ゼミ室１ 33.58 大学
641 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ８４２８助教助手研究室 21.09 大学
642 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 学部長室 35.10 大学
643 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ゼミ室２ 39.05 大学
644 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ＥＰＳ 12.63 大学
645 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ＰＳ 9.87 大学
646 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 男子便所 17.70 大学
647 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 女子便所 17.12 大学
648 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 給湯・自販機室 4.33 大学
649 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 コピー室 4.53 大学
650 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 ＰＳ２ 1.85 大学
651 横浜・健志台 ８号館（スポーツマネジメント棟） ４階 廊下・階段等 261.50 大学

111,261.38
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○日本体育大学学則 

昭和24年3月25日 

制定 

目次 

第1章 総則(第1条―第15条) 

第1節 目的(第1条) 

第2節 自己点検及び評価(第2条) 

第3節 設置学部、学科等及び収容定員(第3条―第5条) 

第4節 附置機関等(第6条―第9条の3) 

第5節 職員組織及び職務(第10条) 

第6節 会議(第11条―第15条) 

第2章 学事(第16条―第60条) 

第1節 教育課程及び履修方法等(第16条―第25条) 

第2節 卒業及び学位(第26条・第27条) 

第3節 学年、学期及び休業日(第28条―第30条) 

第4節 入学、転学科、編入学、再入学、休学、退学及び除籍(第31条―第41条) 

第5節 入学金、授業料等学費、入学検定料並びに奨学金(第42条―第48条) 

第6節 科目等履修生、特別履修生、委託生、研究生及び聴講生(第49条―第53条) 

第7節 寄付講座、公開講座及び受託研究(第54条―第56条) 

第8節 賞罰(第57条―第59条) 

第9節 学則の改正(第60条) 

附則 

第1章 総則 

第1節 目的 

(目的) 

第1条 日本体育大学(以下「本学」という。)は、学校教育法(昭和22年法律第26号)に規定

する大学の目的と方針に則り、広く知識を授け、深く保健体育及びスポーツ並びに保

健・医療に関する学術と実際を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を錬磨し、創

造性に富み、豊かな人間性と国際的視野をもった教養高き人間を育成するとともに、広

く人類の健康の増進及び福祉の充実と、スポーツ文化の向上及び体育の発展に貢献する

ことを目的とする。 
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第2節 自己点検及び評価 

(自己点検・評価及び研修等) 

第2条 本学は、前条に規定する目的を達成するため、本学における教育研究活動等の状

況について、絶えず自己点検及び評価を行い、教育研究水準の維持向上に努め、その結

果を公表し、点検及び評価の結果について、本学職員以外の者による検証を行うよう努

めるものとする。 

2 前項の教育研究活動等の状況について、刊行物への掲載その他広く周知を図ることが

できる方法によって、積極的に情報を提供するものとする。 

3 自己点検及び評価の実施並びに情報の提供等に関して必要な事項は、別に定める。 

4 本学の教育内容等の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施するため、ファカ

ルティ・ディベロップメント(FD)を推進する。 

5 本学の管理運営等の充実を図るための組織的な研修及び研究を実施するため、スタッ

フ・ディベロップメント(SD)を推進する。 

第3節 設置学部、学科等及び収容定員 

(構成) 

第3条 本学に、体育学部、スポーツ文化学部、スポーツマネジメント学部、児童スポー

ツ教育学部及び保健医療学部を置く。 

2 前項の5学部のほかに大学院を置き、必要な事項は別に定める。 

(学部及び学科の目的) 

第4条 本学は、体育学部、スポーツ文化学部、スポーツマネジメント学部、児童スポー

ツ教育学部及び保健医療学部に次の学科を設ける。 

(1) 体育学部 

ア 体育学科 

イ 健康学科 

 (2) スポーツ文化学部 

ア 武道教育学科 

イ スポーツ国際学科 

(3) スポーツマネジメント学部 

ア スポーツマネジメント学科 

イ スポーツライフマネジメント学科 

(4) 児童スポーツ教育学部 
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ア 児童スポーツ教育学科 

(5) 保健医療学部 

ア 整復医療学科 

イ 救急医療学科 

2 各学部及び各学科の目的は、本学の目的に従い、次のとおりとする。 

(1) 体育学部は、保健体育及びスポーツに関する学術と実際を教授研究し、国際的視野

をもった高い教養と、体育及び健康等の指導や支援に関する専門的な知識・技術を兼

ね備えた指導者を養成する。 

ア 体育学科は、体育・スポーツの科学的研究を深めると共に、国際的な視野に立っ

た教養豊かな指導者及び優秀な競技者を養成する。 

イ 健康学科は、学校教育における児童・生徒並びに勤労者及び福祉的支援を要する

人の体力向上と健康の増進について、スポーツ医科学と福祉の連携により、専門的

な知識や技術を身につけた指導者を養成する。 

 (2) スポーツ文化学部は、スポーツによる国際相互理解を基軸としながら、国際社会

に対して日本の精神に根ざしたスポーツによる開発援助、国際協力、国際交流などの

実践的な技術や理論を推進できるような人材を育成する。 

ア 武道教育学科は、我が国固有の身体運動文化である武道や芸道に関する知識と技

術を身につけるとともに、国内外において正しく武道や芸道を指導し、伝えること

ができる人材を育成する。 

イ スポーツ国際学科は、国際社会において日本の精神文化に立脚したスポーツによ

る開発援助、国際支援ができるとともに、日本と諸外国とのスポーツ交流を推進で

きる人材を育成する。 

(3) スポーツマネジメント学部は、スポーツを取り巻くさまざまな経済的価値を俯瞰

し、スポーツの経済的活動の支援等に従事しうる人材を養成するほか、全ての人々の

豊かなスポーツライフの実現に向けて、多様な現状と課題を踏まえ、ライフステージ

に応じたスポーツ活動を推進することのできる人材を養成する。 

ア スポーツマネジメント学科は、スポーツを取り巻くさまざまな経済的価値を俯瞰

し、スポーツイベントやスポーツ施設経営などの事業にビジネスチャンスを見つけ

出し、スポーツ奨励・促進のための活動を支援することのできる人材を養成する。 

イ スポーツライフマネジメント学科は、すべての人々に生涯にわたって心身の健康

な生活を提供し、かつ健康寿命の延伸を図ることを目的に、ライフステージに応じ
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てスポーツや運動を処方し、競技スポーツだけでなく健康スポーツを自ら示範して

指導することができる人材を養成する。 

(4) 児童スポーツ教育学部は、児童期における心身の発達特性に応じた体つくり、運動

遊び・スポーツ、体育及び健康等の指導や支援に関する専門的な知識と技術を備えた

指導者を養成する。 

(5) 保健医療学部は、深く保健、医療及び福祉に関する専門的な学術と実際を教授研究

し、高度な専門知識・技術と高い倫理観を備えた医療人を育成する。 

ア 整復医療学科は、高度な専門知識・技術と、豊かな人間性、高い倫理観を備えた

柔道整復師を養成する。 

イ 救急医療学科は、現代社会の要請と医療・保健のニーズに応える高度な知識と高

い技術を持った救急救命士を養成する。 

(入学定員及び収容定員) 

第5条 本学の入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 

 

学部 学科 コース 入学定員 収容定員 

体育学部 体育学科   800人 3,200人

健康学科   195人 780人

学部合計 995人 3,980人

スポーツ文化学部 武道教育学科  90人 360人

スポーツ国際学科  90人 360人

学部合計 180人 720人

スポーツマネジメント

学部 

スポーツマネジメント学科  245人 980人

スポーツライフマネジメント

学科 

 110人 440人

学部合計 355人 1,420人

児童スポーツ教育学部 児童スポーツ教育学科 児童スポーツ

教育コース 

120人 480人

幼児教育保育

コース 

50人 200人

学部合計 170人 680人
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保健医療学部 整復医療学科   90人 360人

救急医療学科   80人 320人

学部合計 170人 680人

総合計   1,870人 7,480人

第4節 附置機関等 

(図書館) 

第6条 本学に、図書館を置く。 

2 前項の図書館に関して必要な事項は、別に定める。 

(学生支援センター等) 

第7条 本学に、学生支援センター、教職センター、アドミッションセンター及び大学院

教学センターを置く。 

2 前項の学生支援センター、教職センター、アドミッションセンター及び大学院教学セ

ンターに関して必要な事項は、別に定める。 

(教育企画センター) 

第7条の2 本学に、教育企画センターを置く。 

2 前項の教育企画センターに関して必要な事項は、別に定める。 

(総合スポーツ科学研究センター等) 

第7条の3 本学に、総合スポーツ科学研究センター、アスレティックデパートメント及び

国際交流センターを置く。 

2 総合スポーツ科学研究センターに、体育研究所、オリンピックスポーツ文化研究所及

び子どものからだ研究所を置く。 

3 アスレティックデパートメントに、ハイパフォーマンスセンター、コーチングエクセ

レンスセンター及びスポーツ・トレーニングセンターを置く。 

4 前3項の各機関に関して必要な事項は、別に定める。 

(健康管理センター) 

第8条 本学に、健康管理センターを置く。 

2 前項の健康管理センターに関して必要な事項は、別に定める。 

(日本体育大学クリニック) 

第8条の2 本学に、日本体育大学クリニックを置く。 

2 前項の日本体育大学クリニックに関して必要な事項は、別に定める。 

(学生寮) 



学則-6 

第9条 本学に、学生寮を置く。 

2 前項の学生寮に関して必要な事項は、別に定める。 

(スポーツキュアセンター) 

第9条の2 保健医療学部に、スポーツキュアセンター(保健医療学部附属接骨院)を置く。 

2 前項のスポーツキュアセンター(保健医療学部附属接骨院)に関して必要な事項は、別に

定める。 

(大学事務局) 

第9条の3 本学に、大学事務局を置く。 

2 前項の大学事務局に関して必要な事項は、別に定める。 

第5節 職員組織及び職務 

(職員組織及び職務) 

第10条 本学の職員は、次のとおりとする。 

(1) 学長、副学長、学部長、教授、准教授、助教、助手及び事務職員を置く。 

(2) 前号のほか、講師、技術職員及びその他必要な職員を置くことができる。 

2 前項の職員は、それぞれ、次の職務を行う。 

(1) 学長は、校務をつかさどり、所属職員を統督する。 

(2) 副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。 

(3) 学部長は、学長を助けるとともに、学部に関する事項を掌理する。 

(4) 教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の特に優れた知識、能力及

び実績を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事す

る。 

(5) 准教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及び

実績を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

(6) 助教は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の知識、能力を有する者で

あって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

(7) 助手は、その所属する組織における教育研究の円滑な実施に必要な業務に従事す

る。 

(8) 講師は、教授又は准教授に準ずる職務に従事する。 

(9) 事務職員は、事務に関する職務により、教育研究活動及び大学の管理運営に従事す

る。 

(10) 技術職員は、技術に関する職務に従事する。 
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(11) その他の職員は、定められた職務に従事する。 

3 本学の教員と事務職員等は、その適切な役割分担の下で連携体制を確保し、その協働

により教育研究活動等の組織的かつ効果的な運営を図るものとする。 

4 職員の組織及び職員の詳細に関して必要な事項は、別に定める。 

第6節 会議 

(会議) 

第11条 本学に、学部教授会及び全学教授会並びに学部長会を置く。学部教授会及び全学

教授会を合わせて、教授会という。 

2 教授会は、教授、准教授、講師及び助教をもって構成し、構成員の3分の2以上が出席

しなければ、その議事を行うことができない。 

3 教授会には、大学事務局長その他必要な事務職員を出席させることができる。 

4 教授会に関して必要な事項は、別に定める。 

(学部教授会) 

第12条 学部教授会は、学部長が招集し、その議長となる。 

2 学部教授会は、次に掲げる事項について学長が決定を行うに当り、意見を述べるもの

とする。 

(1) 学生の入学、卒業及び課程の修了並びに学位の授与に関する事項 

(2) 前号のほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが必要なも

のとして、学長が定める事項 

3 学部教授会は、前項に定める事項のほか、学長・学部長がつかさどる教育研究に関す

る事項を審議するとともに、学長・学部長の求めに応じ、意見を述べることができる。

なお、教育研究に関する事項とは、次に掲げる事項をいう。また、審議とは、論議し、

検討することを意味し、決定権を含意するものではない。 

(1) 授業及び試験等に関する事項 

(2) 学生の休学及び留学等に関する事項 

(3) 学生の生活指導、福利厚生、奨学及び就職等に関する事項 

(4) 学生の表彰及び懲罰に関する事項 

(5) 研究計画、共同研究及び受託研究その他研究に関する事項 

(6) 教育研究における教員の人事に関する事項 

(7) 学部長候補者の推薦及び学科長等の選出に関する事項 

(8) 学部長会から、学部教授会に意見を求められた事項 
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(9) その他学部の教育及び研究に関する事項 

(全学教授会) 

第13条 全学教授会は、学長が招集し、その議長となる。 

2 全学教授会は、学部教授会の審議事項及び学部長会の審議事項(教育研究に関する事項

に限る。)について、審議することができる。 

(学部長会) 

第14条 本学に、全学の重要事項を審議するため、学部長会を置く。 

2 前項の学部長会に関して必要な事項は、別に定める。 

(委員会等) 

第15条 本学に、学長の諮問もしくは学部長会又は教授会が付託する事項について審議す

るため、必要な委員会等を置くことができる。 

2 前項の委員会等に関して必要な事項は、別に定める。 

第2章 学事 

第1節 教育課程及び履修方法等 

(修業年限及び在学年限) 

第16条 本学の修業年限は、4年とし、在学年限は、8年を超えることができない。 

(教育課程) 

第17条 体育学部の教育課程は、教養教育科目、総合教育科目、専門教育科目、学科共通

科目及び領域科目に区分する。 

2 スポーツ文化学部の教育課程は、教養科目、総合科目、学部専門(理論)科目、学部専門

(体育実技)科目、学科基礎科目、学科専門科目に区分する。 

3 スポーツマネジメント学部の教育課程は、教養科目、総合科目、学部専門(理論)科目、

学部専門(体育実技)科目、学科基礎科目、学科専門科目に区分する。 

4 児童スポーツ教育学部の教育課程は、教養教育科目、日体大総合科目、児童スポーツ

教育学部基軸・キャリア科目、学科共通科目及びコース専門科目に区分する。 

5 保健医療学部の教育課程は、言語コミュニケーション科目、教養科目、総合科目、数

理・情報系、生物学系、体育学系及び専門教育科目に区分する。 

6 開設する授業科目は、必修科目、選択科目及び自由科目に分け、これを各年次に配当

して編成する。 

7 各学部、各学科及びコースの授業科目並びに単位数等は、別表1、別表2、別表3、別表

4及び別表5のとおりとする。 
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(修得単位数) 

第18条 本学の学生が修得しなければならない単位数は、前条に規定する教育課程によ

り、次のとおりとする。 

  区分 体育学科 健康学科 

体育学部 教養教育科目 22 22

総合教育科目 6 6

専門教育科目 31 31

学科共通科目 29 40

領域科目 スポーツ教育 36ヘルスプロモーショ

ン 

25

競技スポーツ 36ソーシャルサポート 25

卒業要件単位数 124単位以上 124単位以上 

 

 区分 武道教育学科 スポーツ国際学科 

スポ

ーツ

文化

学部 

教養科目 14 14

総合科目 17 17

学部専門(理論)科目 18 18

学部専門(体育実技)科目 10 10

学科基礎科目 25 25

学科専門科目 40 40

卒業要件単位数 124単位以上 124単位以上 

 

 区分 スポーツマネジメント学

科 

スポーツライフマネジメント

学科 

スポ

ーツ

マネ

ジメ

ント

学部 

教養科目 16 16

総合科目 13 13

学部専門(理論)科目 25 25

学部専門(体育実技)科目 9 9

学科基礎科目 16 20

学科専門科目 45 41
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卒業要件単位数 124単位以上 124単位以上 

 

  区分 児童スポーツ教育学科 

児童

スポ

ーツ

教育

学部 

教養教育科目 12

日体大総合科目 8

児童スポーツ教育学部基軸・キャリア科目 8

学科共通科目 22

コース専門科目 児童スポーツ教育 74

幼児教育保育 74

卒業要件単位数 124単位以上 

 

保健

医療

学部 

区分 整復医療学科 救急医療学科 

言語コミュニケーション科

目 

23 23 

教養科目 

総合科目 

数理・情報系 

生物学系 

体育学系 

専門教育科目 110 110 

卒業要件単位数 133単位以上 133単位以上 

(他の学科の授業科目の履修) 

第18条の2 学生は、第17条第7項の所定の授業科目のほか、他の学部学科の授業科目を履

修することができる。 

2 前項により修得した単位は、前条に定める卒業要件単位数に含めない。 

(メディアを利用して行う授業) 

第18条の3 メディアを利用して行う授業は、あらかじめ指定した日時にパソコンその他

双方向の通信手段によって行うものとする。 

2 前項の授業の実施に関する詳細は、別に定める。 

(教職課程) 
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第19条 教育職員免許状を取得するためには、第18条に規定する単位のほか、教育職員免

許法(昭和24年法律第147号)及び同法施行規則(昭和29年文部省令第26号)の規定するとこ

ろにより、教職に関する科目を履修しなければならない。 

2 本学の各学科において取得できる資格及び免許の種類は、次のとおりとする。 

(1) 体育学部各学科 

高等学校教諭一種免許状(保健体育) 

中学校教諭一種免許状(保健体育) 

(2) 体育学部体育学科 特別支援学校教諭一種免許状(知的障害者領域、肢体不自由者

領域、病弱者(身体虚弱者を含む。)領域) 

(3) 体育学部健康学科 養護教諭一種免許状 

(4) スポーツ文化学部各学科 

高等学校教諭一種免許状(保健体育) 

中学校教諭一種免許状(保健体育) 

(5) スポーツマネジメント学部各学科 

高等学校教諭一種免許状(保健体育) 

中学校教諭一種免許状(保健体育) 

(6) 児童スポーツ教育学部児童スポーツ教育学科 

ア 児童スポーツ教育コース 

小学校教諭一種免許状 

中学校教諭一種免許状(保健体育) 

イ 幼児教育保育コース 

幼稚園教諭一種免許状 

(履修科目の登録) 

第20条 学生は、毎学年初めに、当該年度に履修すべき授業科目を登録しなければならな

い。 

2 前項により登録した授業科目以外の授業科目は、履修し又は単位を修得することがで

きない。 

3 授業科目の履修に関して必要な事項は、別に定める。 

(単位の計算方法) 

第21条 授業科目の単位の計算方法は、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内

容をもって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果及び
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授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により計算するものとする。 

(1) 講義及び演習については、15時間から30時間の範囲で、学部の定める時間の授業を

もって1単位とする。 

(2) 実験、実習及び実技については、30時間から45時間の範囲で、学部の定める時間の

授業をもって1単位とする。 

(3) 一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併

用により行う場合については、その組み合わせに応じ、前2号に規定する基準を考慮

して単位数を定める。 

2 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作等の授業科目については、

これらの学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、これ

らに必要な学修等を考慮して単位数を定める。 

(単位の授与) 

第22条 授業科目を履修した者については、試験又はその他の方法により、評価の上、単

位を与える。 

2 前項の授業科目の履修及び試験等に関して必要な事項は、別に定める。 

(他大学等での修得単位の認定) 

第23条 本学が教育上有益と認めるときは、他の大学、短期大学又は外国の大学等との協

議に基づき、学生に、当該大学又は短期大学等の授業科目を履修すること又は外国の大

学等に留学することを認めることがある。 

2 前項の規定により履修した授業科目については、教授会の議を経て、30単位を限度と

して、本学で修得した単位として認めることができる。 

(入学前の既修得単位等の認定) 

第24条 本学が教育研究上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に、他の大学又

は短期大学等において履修した授業科目について修得した単位(科目等履修生として修得

した単位を含む。)を、教授会の議を経て、本学に入学した後の本学の授業科目の履修に

より修得したものとみなすことができる。 

2 前項の規定により、本学で修得した単位として認めることができる単位数は、編入学

を除き、30単位を限度とする。 

(試験及び成績評価等) 

第25条 履修した授業科目に関する試験は、原則として毎学期末又は年度末に行う。ただ

し、各授業科目の担当者が必要と認めるときは、臨時に行うことができる。 
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2 前項の試験の成績は、A・B・C・Dの4種の評語をもって表し、A・B・Cを合格とす

る。なお、評価の基準は、別に定める。 

第2節 卒業及び学位 

(卒業及び学位記) 

第26条 本学に4年以上在学し、定められた授業科目及び単位数を修得した者について

は、教授会の議を経て、学長が卒業を認定し、学位記を授与する。 

(学位の授与) 

第27条 卒業の認定を受けた者には、次の学位を授与する。 

(1) 体育学部 学士(体育学) 

(2) スポーツ文化学部 学士(体育学) 

(3) スポーツマネジメント学部 学士(体育学) 

(4) 児童スポーツ教育学部 学士(児童スポーツ教育学) 

(5) 保健医療学部 

ア 整復医療学科 学士(整復医療学) 

イ 救急医療学科 学士(救急医療学) 

2 前項の学位に関して必要な事項は、別に定める。 

第3節 学年、学期及び休業日 

(学年) 

第28条 学年は、4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。 

(学期及び授業期間) 

第29条 学年は、次の2学期とする。 

前学期：4月1日から9月30日まで 

後学期：10月1日から翌年3月31日まで 

2 授業期間は、試験日等を含め、年間35週以上とする。 

(休業日) 

第30条 学年中の定期休業日は、次のとおりとする。 

(1) 国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第178号)に規定される休日 

(2) 日曜日 

(3) 開学記念日：9月20日 

(4) 夏季休業：7月20日から9月15日まで 

(5) 冬季休業：12月23日から翌年1月7日まで 
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(6) 春季休業：3月11日から3月31日まで 

2 前項の規定にかかわらず、学長は、臨時に休業日を設け、又は休業日を変更すること

ができる。 

第4節 入学、転学科、編入学、再入学、休学、退学及び除籍 

(入学の時期) 

第31条 入学の時期は、学年の初めとする。 

(入学資格) 

第32条 本学への入学資格は、学校教育法第90条並びに同法施行規則第150条、第153条

及び第154条の規定により、次の各号の一に該当するものとする。 

(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

(2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者 

(3) 通常の課程以外の課程により、これに相当する学校教育を修了した者 

(4) 外国において学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部

科学大臣の指定したもの 

(5) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育

施設の当該課程を修了した者 

(6) 学校教育法施行規則第150条第4号の規定に基づき文部科学大臣の指定した者 

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者(大

学入学資格検定に合格した者を含む) 

(8) 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学

力があると認めた者で、18歳に達したもの 

(9) 本学が定める分野において、特に優れた資質を有すると認められ、高等学校に文部

科学大臣の定める年数以上在学した者(これに準ずる者として文部科学大臣が定める者

を含む。) 

2 個別の入学資格審査に関して必要な事項は、別に定める。 

(出願) 

第33条 本学への入学志願者は、次の書類に、別に定める入学検定料を添えて、出願しな

ければならない。 

(1) 入学願書(本学所定) 

(2) 出身学校長が作成した調査書 

2 前項の規定にかかわらず、必要に応じて推薦書その他を提出させることができる。 
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3 外国人留学生に関して必要な事項は、別に定める。 

(合格者の決定) 

第34条 本学は、前条の入学志願者につき、選考の上、合格者を決定する。 

(入学手続等) 

第35条 合格者は、所定の期日までに、入学金その他所定の学費等を添えて、所定の入学

手続をし、所定の様式によって誓約をするとともに、保証人を定めて届け出なければな

らない。 

2 学長は、前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。 

3 第1項の保証人は、父母又はこれに代わる成年の親族で、独立の生計を営む者とする。 

4 保証人を変更しようとするとき、若しくは保証人が死亡又は転居したときは、直ちに

所定の様式によって届け出なければならない。 

5 前2条に規定するもののほか、出願手続、入学者の選考及び入学手続に関して必要な事

項は、別に定める。 

(転学部、転学科及び転コース) 

第36条 本学の学生が、転学部、転学科又は転コースを願い出た場合は、審査の上、教

授会の議を経て、これを許可することがある。 

2 転学部、転学科及び転コースに関して必要な事項は、別に定める。 

(編入学) 

第37条 本学への編入学は、収容定員の範囲内で、選考の上、教授会の議を経て、これを

許可することがある。 

2 前項の編入学を出願できる者の資格は、大学、短期大学又は高等専門学校を卒業した

者、又は専修学校の専門課程(修業年限が2年以上、総授業時数が1,700時間以上もしくは

62単位以上であるものに限る。)を修了した者、その他これと同等以上の学力があると認

められる者とする。 

3 編入学に関する規程は、別に定める。 

（転入学） 

第37条の2 他の修業年限4年以上の大学（外国の大学を含む。）に2年以上在学し、所定

の単位を修得した者で、本学に転入学を志願する者については、収容定員の範囲内で、

選考の上、これを許可することがある。 

2 転入学に関する規程は、別に定める。 

 (再入学) 
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第38条 願い出により退学した者又は学費等滞納により除籍となった者が再入学を願い出

た場合は、審査の上、教授会の議を経て、これを許可することがある。 

2 再入学に関して必要な事項は、別に定める。 

(休学) 

第39条 学生が、疾病その他やむを得ない理由により、引き続き2カ月以上就学すること

ができないときは、当該学期までの学費を全納の上、理由を付して学長に願い出て、許

可を得て休学することができる。 

2 疾病により休学するときは、医師の診断書を添付しなければならない。 

3 伝染性の疾病又は精神障害のため、就学することが適当でないと認められた者には、

一定期間、休学を命ずることがある。 

4 休学期間は、その学年末までとする。ただし、特別の事情があるときは、引き続き休

学を願い出ることができる。 

5 休学期間は、通算して2年を超えることができない。 

6 休学期間は、第16条に定める修業年限並びに在学年限に算入しない。 

7 休学期間満了のとき又は休学期間内であってもその理由が消滅したときは、学長の許

可を得て復学することができる。 

8 休学期間中の学費は、別に定める額を納入するものとする。 

(退学) 

第40条 退学しようとする者は、その理由を付して、保証人の連署をもって願い出、学長

の許可を得なければならない。 

(除籍) 

第41条 次の各号の一に該当する者は、除籍する。 

(1) 授業料その他の学費を納入しないで、督促しても、なお納入する意思が認められな

い者 

(2) 第16条に定める在学年限を超えた者 

(3) 第39条第5項に定める休学期間を超えても、なお就学することができない者 

(4) 長期にわたり行方不明の者 

第5節 入学金、授業料等学費、入学検定料並びに奨学金 

(入学者の納入金) 

第42条 本学に入学する者は、入学金、授業料その他所定の学費等を、定められた期日ま

でに納入しなければならない。 
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2 入学金、授業料その他所定の学費等の種類及び金額並びに入学検定料については、別

表6の定めるところによる。 

3 編入学、又は再入学した者の学費は、その者の該当する年次の在学生と同額とする。 

(本学学生の学費等) 

第43条 本学学生は、別表6に定める授業料その他所定の学費等を、定められた期日まで

に納入しなければならない。 

2 授業料その他所定の学費等の額及び納入方法については、別に定める。 

(授業料の納入) 

第44条 学費のうち、授業料は、次の2期に分けて納入することができる。 

前学期分：4月1日から同月30日までの間 

後学期分：10月1日から同月31日までの間 

(退学者の学費) 

第45条 退学者については、その者が在学していた学期までの学費を徴収する。 

(停学者の学費) 

第46条 停学を命ぜられた者の停学期間中の学費は、これを徴収する。 

(既納の納入金) 

第47条 既納の入学検定料並びに入学金、授業料その他所定の学費等の納入金は、いかな

る理由があっても返還しない。ただし、入学辞退者で、別に示す期日までに所定の手続

をして返還を申し出た者に限り、入学金以外の学費を返還する。 

(奨学金) 

第48条 本学は、成績優秀で経済的に恵まれない者を奨学制度のある団体等の奨学生に推

薦するほか、特に優れた資質が認められる学生を、本学の特別奨学生として、授業料そ

の他の学費を減免することがある。 

2 前項の本学の特別奨学生に関して必要な事項は、別に定める。 

第6節 科目等履修生、特別履修生、委託生、研究生及び聴講生 

(科目等履修生) 

第49条 本学の学生以外の者が、本学が開設する1又は複数の授業科目を履修することを

希望するときは、本学の学生の学修を妨げない場合に限り、選考の上、科目等履修生と

して入学を許可することがある。 

2 前項により入学した者には、第22条の規定を準用し、単位を与える。 

3 科目等履修生に関して必要な事項は、別に定める。 
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(特別履修生) 

第50条 他の大学、短期大学又は外国の大学等の学生で、本学の特定の授業科目を履修す

ることを希望する者があるときは、当該大学等との協議に基づき、特別履修生として受

け入れることがある。 

2 前項の特別履修生に関して必要な事項は、別に定める。 

(委託生) 

第51条 教育委員会又は学校その他の機関等から委託がある場合は、委託生として受け入

れることがある。 

2 前項の委託生に関して必要な事項は、別に定める。 

(研究生) 

第52条 本学の学生以外の者で、本学において研究することを希望する者があるときは、

選考の上、研究生として受け入れることがある。 

2 前項の研究生に関して必要な事項は、別に定める。 

(聴講生) 

第53条 本学所定の授業科目中1科目又は数科目を選んで聴講する希望者があるときは、

本学学生の学修を妨げない場合に限り、聴講生として聴講することを許可することがあ

る。ただし、聴講生には単位は授与しない。 

2 前項の聴講生に関して必要な事項は、別に定める。 

第7節 寄付講座、公開講座及び受託研究等 

(寄付講座) 

第54条 本学は、一般企業等からの寄付を有効に活用し、本学の主体性を維持しつつ、本

学の教育研究の進展及び充実に資するため、寄付講座等を設けることができる。 

2 前項の寄付講座等に関して必要な事項は、別に定める。 

(公開講座) 

第55条 本学は、本学における教育研究を広く社会に開放し、本学の目的達成に資するた

め、公開講座等を開設することができる。 

2 前項の公開講座等に関して必要な事項は、別に定める。 

(受託研究等) 

第56条 本学は、本学の教育研究上有意義であり、かつ、本来の教育研究に支障を生ずる

恐れがないと認められる場合、外部機関等からの受託研究及び外部機関等との共同研究

ができる。 
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2 前項の受託研究及び共同研究に関して必要な事項は、別に定める。 

第8節 賞罰 

(学生の表彰) 

第57条 本学は、学業その他の活動において、特に優秀な成績を挙げた者又は特に善行の

あった者等については、教授会の議を経て、学長がこれを表彰することがある。 

2 前項の学生の表彰に関して必要な事項は、別に定める。 

(学生の懲戒) 

第58条 学生が本学の諸規則に違反し、又は学生の本分に反する行為があったと認められ

た者については、教授会の議を経て、学長がこれを懲戒する。 

2 前項の懲戒は、退学、停学及び訓告の3種類とする。 

3 前項の退学処分は、次の各号の一に該当する学生について行う。 

(1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

(2) 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

(3) 正当な理由がなく、出席が常でないと認められる者 

(4) 本学の秩序を乱した者又は学生としての本分に反する行為があったと認められる者 

4 第2項の停学処分の期間は、第16条に定める在学年限に算入し、修業年限に算入しな

い。ただし、特別の事情がある場合には、教授会の議を経て、修業年限に算入すること

ができる。 

(学生団体の活動) 

第59条 本学の学生団体の活動で、本学の目的に反すると認められる事態が生じた場合

は、学長は、その団体の活動の停止又は解散を命ずることがある。 

第9節 学則の改正 

(学則の改正) 

第60条 学則の改正は、学部長会の議を経て理事会が行う。 

附 則 

1 この学則は、昭和50年4月1日から施行する。 

2 昭和48年度以前に入学した者に対する授業科目及び単位数は、第14条の規定にかかわ

らずなお従前の例による。 

3 昭和49年度以前に入学した者の授業料は、第43条の規定にかかわらずなお従前の例に

よる。 

附 則 
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この改正は、昭和51年4月1日から施行する。 

附 則 

この改正は、昭和51年5月1日から施行する。 

附 則 

この改正は、昭和52年4月1日から施行する。 

附 則 

1 教育課程の変更については、昭和53年3月24日から施行し、昭和52年4月1日から適用

する。 

2 この改正は、昭和53年4月1日から施行する。 

附 則 

この改正は、昭和54年4月1日から施行する。 

附 則 

この改正は、昭和54年6月1日から施行する。 

附 則 

この学則は、昭和55年4月1日から施行する。 

附 則 

この学則は、昭和55年7月23日から施行し、昭和55年4月1日から適用する。 

附 則 

この学則は、昭和56年4月1日から施行する。 

附 則 

この学則は、昭和57年4月1日から施行する。 

附 則 

教育課程の変更については、昭和57年12月8日から施行し、昭和54年4月1日以降入学し

た者から適用する。 

附 則 

この学則は、昭和58年4月1日から施行する。 

附 則 

この学則は、昭和60年4月1日から施行する。 

附 則 

この学則は、昭和61年4月1日から施行する。ただし、第12条の規定にかかわらず、昭和

61年度から昭和74年度までの間の入学定員は、次のとおりとする。 
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学科 入学定員 

体育学科 750人

健康学科 160人

武道学科 120人

社会体育学科 160人

附 則 

この学則は、昭和63年4月1日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成2年4月1日から施行する。ただし、入学検定料、授業料及び施設費に

ついては、平成2年度入学する者から適用する。 

附 則 

この学則は、平成2年4月1日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成4年1月22日から施行し、平成3年7月1日から適用する。 

附 則 

この学則は、平成5年4月1日から施行する。ただし、入学検定料については平成5年度入

学する者から適用する。 

附 則 

この学則は、平成5年3月11日から施行し、平成5年4月1日から適用する。 

附 則 

1 この改正学則は、平成7年4月1日から施行する。ただし、入学検定料、授業料等学納金

については、平成7年度入学者から適用する。 

2 この改正学則において、昭和61年4月1日施行の附則中の「学則第12条」は「学則第5

条」に、「昭和74年度」は「平成11年度」に読み替えるものとする。 

附 則 

この学則は、平成9年4月1日から施行する。 

附 則 

(施行期日) 

1 この学則は、平成12年4月1日から施行する。 

(経過措置) 

2 入学検定料、授業料等学納金については、平成12年度入学者から適用する。 
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3 平成12年3月31日に在学する者に係る学費等の額は、なお従前の例による。 

4 第5条の規定にかかわらず、昭和61年4月1日施行の附則中の入学定員等は、平成12年度

から平成16年度までの間、次のとおりとする。 

年度

学科 

平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 

入学定

員 

収容定

員 

入学定

員 

収容定

員 

入学定

員 

収容定

員 

入学定

員 

収容定

員 

入学定

員 

収容定

員 

体育学科 724人 2974人 698人 2922人 672人 2844人 646人 2740人 620人 2636

人

健康学科 160人 640人 160人 640人 160人 640人 160人 640人 160人 640人

武道学科 120人 480人 120人 480人 120人 480人 120人 480人 120人 480人

社会体育学

科 

160人 640人 160人 640人 160人 640人 160人 640人 160人 640人

附 則 

(施行期日) 

この学則は、平成12年12月15日から施行する。 

附 則 

(施行期日) 

1 この学則は、平成13年4月1日から施行する。 

(経過措置) 

2 改正後の別表1は、平成12年4月1日以降の入学生から適用する。 

3 改正後の別表1にかかわらず、平成11年4月1日以前の入学生については、なお従前の例

による。 

附 則 

(施行日) 

この学則は、平成15年4月1日から施行する。 

附 則 

(施行日) 

この学則は、平成15年10月31日から施行する。 

附 則 

(施行日) 

1 この学則は、平成16年4月1日から施行する。 
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(経過措置) 

2 第5条の規定にかかわらず、平成16年度から平成18年度までの収容定員は、次のとおり

とする。 

年度

学科 

平成16年度 平成17年度 平成18年度 

収容定員 収容定員 収容定員 

体育学科 2,636人 2,558人 2,506人

健康学科 640人 640人 640人

武道学科 480人 480人 480人

社会体育学科 640人 640人 640人

合計 4,396人 4,318人 4,266人

附 則 

(施行日) 

この学則は、平成17年4月1日から施行する。 

附 則 

(施行日) 

この学則は、平成17年10月28日から施行する。 

附 則 

(施行日) 

この学則は、平成19年4月1日から施行する。 

附 則 

(施行日) 

この学則は、平成19年10月1日から施行する。 

附 則 

(施行日) 

この学則は、平成20年4月1日から施行する。 

附 則 

(施行日) 

1 この学則は、平成21年4月1日から施行する。 

(経過措置) 

2 改正後の別表1は、平成21年度の入学生から適用し、平成20年度以前の入学生について

は、なお従前の例による。 
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附 則 

(施行日) 

この学則は、平成22年4月1日から施行する。 

附 則 

(施行日) 

この学則は、平成24年4月1日から施行する。 

附 則 

(施行日) 

1 この学則は、平成25年4月1日から施行する。 

(経過措置) 

2 改正後の別表1は、平成25年度の入学生から適用し、平成24年度以前の入学生について

は、なお従前の例による。 

附 則 

(施行日) 

この学則は、平成25年4月1日から施行する。 

附 則 

(施行日) 

この学則は、平成26年4月1日から施行する。 

附 則 

(施行日) 

この学則は、平成26年4月1日から施行する。 

附 則 

(施行日) 

この学則は、平成26年4月1日から施行する。 

附 則 

(施行日) 

1 この学則は、平成27年4月1日から施行する。 

(経過措置) 

2 前項にかかわらず、改正後の別表4は、平成28年度の入学生から適用し、平成27年度以

前の入学生は、なお従前の例による。 

附 則 
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(施行日) 

この学則は、平成27年4月1日から施行する。 

附 則 

(施行日) 

1 この学則は、平成28年4月1日から施行する。 

2 前項にかかわらず、改正後の日本体育大学学則第5条に規定する体育学部の収容定員

は、平成28年度から平成30年度までの間は、次のとおりとする。 

学部 学科 収容定員 

平成28年度 平成29年度 平成30年度 

体育学部 体育学科 2,610人 2,740人 2,870人

健康学科 675人 710人 745人

武道学科 480人 480人 480人

社会体育学科 675人 710人 745人

学部合計 4,440人 4,640人 4,840人

附 則 

(施行日) 

この学則は、平成28年4月1日から施行する。 

附 則 

(施行日) 

1 この学則は、平成29年4月1日から施行する。 

(経過措置) 

2 体育学部武道学科(以下「武道学科」という。)は、施行日の前日において武道学科に在

籍する学生が在籍しなくなる日まで存続する。 

3 改正後の第18条及び別表1は、平成29年度の入学生から適用し、平成28年度以前の武道

学科入学生は、なお従前の例による。 

4 改正後の第5条の規定にかかわらず、体育学部及びスポーツ文化学部並びに本学の収容

定員は、平成29年度から平成31年度までの間は、次のとおりとする。 

学部 学科 収容定員 

平成29年度 平成30年度 平成31年度 

体育学部 体育学科 2,740人 2,870人 3,000人

健康学科 710人 745人 780人
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武道学科 360人 240人 120人

社会体育学科 710人 745人 780人

学部合計 4,520人 4,600人 4,680人

スポーツ文化

学部 

武道教育学科 100人 200人 300人

スポーツ国際学科 100人 200人 300人

学部合計 200人 400人 600人

 

総合計 6,200人 6,480人 6,760人

附 則 

(施行日) 

1 この学則は、平成29年4月1日から施行する。 

(経過措置) 

2 前項にかかわらず、改正後の別表5は、平成29年度の入学生から適用し、平成28年度以

前の入学生は、なお従前の例による。 

附 則 

(施行日) 

この学則は、平成29年4月1日から施行する。 

附 則 

(施行日) 

1 この学則は、平成29年4月1日から施行する。 

(経過措置) 

2 改正後の別表1は、平成29年度の入学生から適用し、平成28年度以前の入学生について

は、なお従前の例による。 

附 則 

(施行日) 

この学則は、平成29年5月30日から施行する。 

附 則 

(施行日) 

1 この学則は、平成30年4月1日から施行する。 

(経過措置) 

2 改正後の別表4は、平成30年度の入学生から適用し、平成29年度以前の入学生について
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は、なお従前の例による。 

附 則 

(施行日) 

この学則は、平成30年4月1日から施行する。 

附 則 

(施行日) 

1 この学則は、平成30年4月1日から施行する。 

(経過措置) 

2 体育学部社会体育学科(以下「社会体育学科」という。)は、施行日の前日において社会

体育学科に在籍する学生が在籍しなくなる日まで存続する。 

3 改正後の第18条並びに別表1及び別表5は、平成30年度の入学生から適用し、平成29年

度以前の社会体育学科入学生及び保健医療学部入学生は、なお従前の例による。 

4 改正後の第5条の規定にかかわらず、体育学部及びスポーツマネジメント学部並びに本

学の収容定員は、平成30年度から平成32年度までの間は、次のとおりとする。 

学部 学科 収容定員 

平成30年度 平成31年度 平成32年度 

体育学部 体育学科 2,870人 3,000人 3,000人

健康学科 745人 780人 780人

武道学科 240人 120人 0人

社会体育学科 550人 390人 195人

学部合計 4,405人 4,290人 3,975人

スポーツマネジメント学

部 

スポーツマネジメント学

科 

145人 290人 435人

スポーツライフマネジメ

ント学科 

110人 220人 330人

学部合計 255人 510人 765人

 

総合計 6,540人 6,880人 7,020人

附 則 

(施行日) 

1 この学則は、平成31年4月1日から施行する。ただし、第8条の2の規定は、平成30年11
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月1日から施行する。 

(経過措置) 

2 改正後の第18条及び別表4は、平成31年度の入学生から適用し、平成30年度以前の児童

スポーツ教育学部入学生については、なお従前の例による。 

附 則 

(施行日) 

この学則は、平成31年4月1日から施行する。 

附 則 

(施行日) 

1 この学則は、平成31年4月1日から施行する。 

(経過措置) 

2 改正後の別表1、別表2、別表3及び別表4は、平成31年度の入学生から適用し、平成30

年度以前の入学生については、なお従前の例による。 

附 則 

(施行日) 

1 この学則は、令和3年4月1日から施行する。 

(経過措置) 

2 改正後の別表1は、令和3年度の入学生から適用し、令和2年度以前の入学生について

は、なお従前の例による。 

附 則 

(施行日) 

1 この学則は、令和4年4月1日から施行する。 

(経過措置) 

2 前項にかかわらず、改正後の第5条の規定は、令和4年度の入学生から適用する。ま

た、令和4年度から令和6年度までの体育学部、スポーツ文化学部及び児童スポーツ教育

学部の収容定員は、次のとおりとする。 

学部 学科／コース 収容定員 

令和4年度 令和5年度 令和6年度 

体育学部 体育学科 3,050人 3,100人 3,150人

健康学科 780人 780人 780人

武道学科 学生募集停止 



学則-29 

社会体育学科 学生募集停止 

学部合計 3,830人 3,880人 3,930人

スポーツ文化学部 武道教育学科 380人 360人 340人

スポーツ国際学科 400人 400人 400人

学部合計 780人 760人 740人

児童スポーツ教育

学部 

児童スポーツ教育

学科児童スポーツ

教育コース 

570人 540人 510人

児童スポーツ教育

学科幼児教育保育

コース 

200人 200人 200人

学部合計 770人 740人 710人

附 則 

(施行日) 

1 この学則は、令和4年4月1日から施行する。 

(経過措置) 

2 改正後の別表1、別表2、別表3及び別表4は、令和4年度の入学生から適用し、令和3年

度以前の入学生については、なお従前の例による。 

附 則 

(施行日) 

1 この学則は、令和5年4月1日から施行する。 

(経過措置) 

2 改正後の第17条、第18条、第19条、別表1、別表2、別表3及び別表4は、令和5年度の

入学生から適用し、令和4年度以前の入学生については、なお従前の例による。 

附 則 

(施行日) 

1 この学則は、令和6年4月1日から施行する。 

(経過措置) 

2 改正後の第5条の規定にかかわらず、スポーツ文化学部及びスポーツマネジメント学部

並びに本学の収容定員は、令和６年度から令和8年度までの間は、次のとおりとする。 
学部 学科/ 収容定員 
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コース 令和6年度 令和7年度 令和8年度 
スポーツ文化

学部 
武道教

育学科 330人 340人 350人 

スポー

ツ国際

学科 
390人 380人 370人 

学部合計 720人 720人 720人 
スポーツマネ

ジメント学部 
スポー

ツマネ

ジメン

ト学科 

680人 780人 880人 

スポー

ツライ

フマネ

ジメン

ト学科 

440人 440人 440人 

学部合計 1,120人 1,220人 1,320人 
総合計 7,180人 7,280人 7,380人 

附 則 

(施行日) 

この学則は、令和5年4月1日から施行する。 

 

別表1(第17条第7項関係) 

授業科目及び単位数 

体育学部 

凡例：●は必修科目、○は選択必修科目、△は自由科目(卒業要件には含まれない科目) 

区分

名称1 

区分名

称2 

授業科目 単位 期 授業

方法 

1年 2年 3年 4年 必要

単位 

計 

体育

学部

共通

科目 

教

養

教

育

科

目 

言

語

表

現

科

目 

国語表現Ⅰ 1 半期 演習 ●    6 22 

国語表現Ⅱ 1 半期 演習  ●   

基礎英語Ⅰ 1 半期 演習 ●    

基礎英語Ⅱ 1 半期 演習 ●    

英語コミュニケーションⅠ 1 半期 演習  ●   

英語コミュニケーションⅡ 1 半期 演習  ●   

教

養

哲学 2 半期 講義 ○    8 

法学(日本国憲法) 2 半期 講義 ○    
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科

目 

心理学 2 半期 講義 ○    

芸術(音楽) 2 半期 講義 ○    

生命科学 2 半期 講義 ○    

情報処理(情報機器の操作を

含む) 

2 半期 講義 ○    

文学 2 半期 講義  ○   8 

社会学 2 半期 講義  ○   

歴史学 2 半期 講義  ○   

経済学 2 半期 講義  ○   

統計学 2 半期 講義  ○   

エコロジー 2 半期 講義  ○   

外

国

語

科

目 

海外語学研修 2 集中 実習 △    0 

応用英語 2 通年 演習  △   

ドイツ語 2 通年 演習  △   

中国語 2 通年 演習  △   

コリア語 2 通年 演習  △   

総

合

教

育

科

目 

総

合

科

目 

日体大の歴史(日体伝統実習

を含む) 

2 半期 講義 ●    2 6 

体育研究発表実演会 1 集中 実技 △    

海浜実習 1 集中 実習  ○   1 

キャンプ実習 1 集中 実習  ○   

スキー実習 1 集中 実習   ○  1 

スケート実習 1 集中 実習   ○  

キ

ャ

リ

ア

デ

ザ

イ

キャリアデザインA 2 半期 講義  ●   2 

キャリアデザインB 2 半期 講義   △  

キャリア実践実習 1 集中 実習  △   
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ン

科

目 

専

門

教

育

科

目 

理

論

系

科

目 

スポーツ研究A 2 半期 講義 ●    12 31 

スポーツ哲学 2 半期 講義 ●    

スポーツ史 2 半期 講義  ●   

機能解剖学 2 半期 講義 ●    

スポーツ生理学 2 半期 講義  ●   

野外活動論 2 半期 講義 ●    

実

践

系

科

目 

スポーツ研究B 1 半期 実験  ●   7 

スポーツ研究C 2 通年 演習   ●  

スポーツ研究D(卒業研究を

含む) 

4 通年 演習    ● 

運動方法・体つくり運動(体

操) 

1 半期 実技 ●    6 

運動方法・器械運動 1 半期 実技 ●    

運動方法・陸上競技 1 半期 実技 ●    

運動方法・水泳 1 半期 実技 ●    

運動方法・ソフトボール(野

球を含む) 

1 半期 実技 ●    

運動方法・ダンス(フォーク

ダンスを含む) 

1 半期 実技 ●    

運動方法・バスケットボー

ル 

1 半期 実技 ○    2 

運動方法・ハンドボール 1 半期 実技 ○    

運動方法・サッカー 1 半期 実技 ○    

運動方法・ラグビー 1 半期 実技  ○   

運動方法・バレーボール 1 半期 実技 ○    2 

運動方法・テニス 1 半期 実技  ○   

運動方法・卓球 1 半期 実技 ○    
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運動方法・バドミントン 1 半期 実技 ○    

運動方法・武道(柔道) 1 半期 実技 ○    2 

運動方法・武道(剣道) 1 半期 実技 ○    

運動方法・武道(相撲) 1 半期 実技 ○    

運動方法・レスリング 1 半期 実技  ○   

体育

学科

共通

科目 

基幹科

目 

トレーニング学 2 半期 講義  ●   10 29 

コーチング学 2 半期 講義  ●   

スポーツバイオメカニクス 2 半期 講義   ●  

測定評価学 2 半期 講義   ●  

スポーツ心理学 2 半期 講義   ●  

展開科

目 

発育発達論 2 半期 講義 ○    12 

衛生学・公衆衛生学(運動衛

生学を含む) 

2 半期 講義 ○    

特別支援教育総論 2 半期 講義 ○    

スポーツ栄養学(食品学を含

む) 

2 半期 講義  ○   

スポーツ医学 2 半期 講義  ○   

テーピング理論(実習を含

む) 

2 半期 講義  ○   

学校保健(小児保健・精神保

健を含む) 

2 半期 講義  ○   

健康管理学 2 半期 講義   ○  

スポーツ社会学 2 半期 講義   ○  

スポーツ経営管理学 2 半期 講義   ○  

スポーツ人類学 2 半期 講義   ○  

生涯スポーツ論 2 半期 講義 ○    

学校安全(救急処置を含む) 2 半期 講義   ○  

人権教育 2 半期 講義   ○  

専門運動方法(トランポリ

ン) 

1 半期 実技  ○   4 
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専門運動方法(ゴルフ) 1 半期 実技    ○ 

専門運動方法(アーチェリ

ー) 

1 半期 実技    ○ 

エアロビックダンス 1 半期 実技  ○   

知的障害児・者のスポーツ

指導 

2 半期 講義   ○  

肢体不自由児・者のスポー

ツ指導 

2 半期 講義    ○ 

専攻実技研究Ⅰ 2 通年 演習   ○  

専攻実技研究Ⅱ 2 通年 演習    ○ 

ストレッチング実習 1 半期 実技 ○    3 

トレーニング実践演習 1 半期 演習  ○   

運動処方演習 1 半期 演習  ○   

ゴルフ実習 1 集中 実習    ○ 

重複障害児・者等教育総論 2 半期 講義 ○    

発達障害児・者等教育総論 2 半期 講義 ○    

病弱児・者の心理・生理・

病理 

2 半期 講義  ○   

知的障害児・者の心理・生

理・病理 

2 半期 講義  ○   

肢体不自由児・者の心理・

生理・病理 

2 半期 講義   ○  

視覚障害児・者教育総論 2 半期 講義    ○ 

聴覚障害児・者教育総論 2 半期 講義    ○ 

スポ

ーツ

教育 

領域

科目 

基幹科

目 

体育科教育法 2 半期 講義  ●   4 36 

保健科教育法 2 半期 講義  ●   

展開科

目 

体育科教育実践法 2 半期 演習   ○  24 

保健科教育実践法 2 半期 演習   ○  

教育原理 2 半期 講義 ○    

教育心理学 2 半期 講義  ○   
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道徳教育の指導法 2 半期 講義  ○   

特別活動及び総合的な学習

の時間の指導法 

2 半期 講義  ○   

スポーツ行政 2 半期 講義  ○   

スポーツトレーニング論

A(心) 

2 半期 講義  ○   

スポーツトレーニング論

B(技) 

2 半期 講義  ○   

スポーツトレーニング論

C(体) 

2 半期 講義  ○   

教育の方法及び技術(情報通

信技術の活用を含む) 

2 半期 講義   ○  

教師論 2 半期 講義 ○    

教育の制度と経営 2 半期 講義   ○  

特別支援教育概論 2 半期 講義   ○  

生徒指導論(進路指導・キャ

リア教育を含む) 

2 半期 講義   ○  

教育課程論 2 半期 講義   ○  

教育相談(カウンセリングを

含む) 

2 半期 講義   ○  

スポーツ実践指導法・体つ

くり運動(体操) 

1 半期 実技   ○  3 

スポーツ実践指導法・器械

運動 

1 半期 実技   ○  

スポーツ実践指導法・陸上

競技 

1 半期 実技   ○  

スポーツ実践指導法・水泳 1 半期 実技   ○  

スポーツ実践指導法・ソフ

トボール(野球を含む) 

1 半期 実技   ○  

スポーツ実践指導法・ダン 1 半期 実技   ○  
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ス(フォークダンスを含む) 

スポーツ実践指導法・バス

ケットボール 

1 半期 実技   ○  2 

スポーツ実践指導法・ハン

ドボール 

1 半期 実技   ○  

スポーツ実践指導法・サッ

カー 

1 半期 実技   ○  

スポーツ実践指導法・ラグ

ビー 

1 半期 実技    ○ 

スポーツ実践指導法・バレ

ーボール 

1 半期 実技   ○  2 

スポーツ実践指導法・卓球 1 半期 実技   ○  

スポーツ実践指導法・テニ

ス 

1 半期 実技    ○ 

スポーツ実践指導法・バド

ミントン 

1 半期 実技   ○  

スポーツ実践指導法・柔道 1 半期 実技   ○  1 

スポーツ実践指導法・剣道 1 半期 実技   ○  

スポーツ実践指導法・相撲 1 半期 実技   ○  

スポーツ実践指導法・レス

リング 

1 半期 実技    ○ 

自由科

目 

事前事後の指導 1 半期 演習    △ 0  

教育実習 4 集中 実習    △ 

教職実践演習(中・高) 2 半期 演習    △ 

病弱児・者教育論 2 半期 講義   △  

知的障害児・者教育論 2 半期 講義   △  

肢体不自由児・者教育論 2 半期 講義   △  

特別支援教育実習指導 1 半期 演習    △ 

特別支援教育実習 2 集中 実習    △ 

競技 基幹科スポーツトレーニング論 2 半期 講義  ●   6 36 
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スポ

ーツ 

領域

科目 

目 A(心) 

スポーツトレーニング論

B(技) 

2 半期 講義  ●   

スポーツトレーニング論

C(体) 

2 半期 講義  ●   

展開科

目 

アスレティックトレーニン

グ論(基礎Ⅰ)A 

2 半期 講義  ○前   20 

アスレティックトレーニン

グ論(基礎Ⅰ)B 

2 半期 講義  ○後   

アスレティックトレーニン

グ論(基礎Ⅱ)A 

2 半期 講義  ○前   

アスレティックトレーニン

グ論(基礎Ⅱ)B 

2 半期 講義  ○後   

アスレティックトレーニン

グ論(応用Ⅰ)A 

2 半期 講義   ○前  

アスレティックトレーニン

グ論(応用Ⅰ)B 

2 半期 講義   ○後  

アスレティックトレーニン

グ論(応用Ⅱ)A 

2 半期 講義   ○前  

アスレティックトレーニン

グ論(応用Ⅱ)B 

2 半期 講義   ○後  

アスレティックトレーニン

グ論(総合Ⅰ) 

2 半期 講義   ○後  

アスレティックトレーニン

グ論(総合Ⅱ) 

2 半期 講義   ○後  

コンディショニング論 2 半期 講義   ○  

教育原理 2 半期 講義 ○    

体育科教育法 2 半期 講義  ○   

保健科教育法 2 半期 講義  ○   

教育心理学 2 半期 講義  ○   
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道徳教育の指導法 2 半期 講義  ○   

特別活動及び総合的な学習

の時間の指導法 

2 半期 講義  ○   

スポーツ行政 2 半期 講義  ○   

教育の方法及び技術(情報通

信技術の活用を含む) 

2 半期 講義   ○  

教師論 2 半期 講義 ○    

教育の制度と経営 2 半期 講義   ○  

特別支援教育概論 2 半期 講義   ○  

生徒指導論(進路指導・キャ

リア教育を含む) 

2 半期 講義   ○  

教育課程論 2 半期 講義   ○  

教育相談(カウンセリングを

含む) 

2 半期 講義   ○  

コーチング演習 2 半期 演習   ○  4 

コンディショニング演習 2 半期 演習    ○ 

パフォーマンス分析演習 2 半期 演習    ○ 

アスレティックトレーナー

実習(基礎) 

2 集中 実習  ○   

アスレティックトレーナー

実習(応用) 

2 集中 実習   ○  

アスレティックトレーナー

実習(総合) 

2 集中 実習    ○ 

競技力向上実践プロジェク

トA 

2 通年 演習  ○   6 

競技力向上実践プロジェク

トB 

2 通年 演習   ○  

競技力向上実践プロジェク

トC 

2 通年 演習    ○ 

競技力向上サポートプロジ 2 通年 演習  ○   
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ェクトA 

競技力向上サポートプロジ

ェクトB 

2 通年 演習   ○  

競技力向上サポートプロジ

ェクトC 

2 通年 演習    ○ 

自由科

目 

体育科教育実践法 2 半期 演習   △  0  

保健科教育実践法 2 半期 演習   △  

事前事後の指導 1 半期 演習    △ 

教育実習 4 集中 実習    △ 

教職実践演習(中・高) 2 半期 演習    △ 

病弱児・者教育論 2 半期 講義   △  

知的障害児・者教育論 2 半期 講義   △  

肢体不自由児・者教育論 2 半期 講義   △  

特別支援教育実習指導 1 半期 演習    △ 

特別支援教育実習 2 集中 実習    △ 

健康

学科

共通

科目 

基幹科

目 

ヘルスプロモーション論 2 半期 講義 ●    6 40 

社会福祉Ⅰ 2 半期 講義 ●    

健康管理学 2 半期 講義   ●  

展開科

目 

衛生学・公衆衛生学(運動衛

生学を含む) 

2 半期 講義 ●    12 

救急処置 2 半期 講義   ●  

労働生理 2 半期 講義   ●  

労働衛生 2 半期 講義   ●  

労働関係法規Ⅰ 2 半期 講義    ● 

労働関係法規Ⅱ 2 半期 講義    ● 

発育発達論 2 半期 講義 ○    20 

スポーツ医学 2 半期 講義  ○   

学校保健(小児保健・精神保

健を含む) 

2 半期 講義  ○   

予防医学 2 半期 講義  ○   
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衛生学・公衆衛生学Ⅱ 2 半期 講義  ○   

高齢者福祉 2 半期 講義  ○   

アダプテッドフィジカルア

クティビティー 

2 半期 講義  ○   

ソーシャルワーク概論Ⅰ 2 半期 講義  ○前   

ソーシャルワーク概論Ⅱ 2 半期 講義  ○後   

医学概論 2 半期 講義   ○  

学校安全(救急処置を含む) 2 半期 講義   ○  

臨床心理学(カウンセリング

を含む) 

2 半期 講義   ○  

社会保障A 2 半期 講義   ○  

児童・家庭福祉 2 半期 講義   ○  

障害福祉 2 半期 講義   ○  

地域福祉A 2 半期 講義   ○  

ソーシャルワークの理論と

方法ⅠA 

2 集中 講義   ○  

ソーシャルワークの理論と

方法ⅠB 

2 集中 講義   ○  

ソーシャルワークの理論と

方法ⅡA 

2 集中 講義   ○  

ソーシャルワークの理論と

方法ⅡB 

2 集中 講義   ○  

臨床看護学(実習を含む) 2 半期 講義   ○前  

ヘルスカウンセリング 2 半期 講義   ○後  

トレーニング学 2 半期 講義  ○   

スポーツ栄養学(食品学を含

む) 

2 半期 講義  ○   

テーピング理論(実習を含

む) 

2 半期 講義  ○   

スポーツ社会学 2 半期 講義   ○  
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スポーツ経営管理学 2 半期 講義   ○  

コーチング学 2 半期 講義  ○   

スポーツバイオメカニクス 2 半期 講義   ○  

測定評価学 2 半期 講義   ○  

スポーツ心理学 2 半期 講義   ○  

人権教育 2 半期 講義   ○  

トレーニング実践演習 1 半期 演習  ○   2 

運動処方演習 1 半期 演習  ○   

エアロビックダンス 1 半期 実技  ○   

ヘル

スプ

ロモ

ーシ

ョン

領域

科目 

基幹科

目 

精神保健 2 半期 講義  ●   2 25 

展開科

目 

養護概説(養護教諭の職務を

含む) 

2 半期 講義  ○   22 

精神医学 2 半期 講義  ○   

基礎看護学 2 半期 講義  ○   

免疫学 2 半期 講義   ○前  

学校保健Ⅱ(保健室経営を含

む) 

2 半期 講義   ○  

栄養学(学校給食を含む) 2 半期 講義   ○  

微生物学 2 集中 講義   ○  

思春期保健 2 集中 講義   ○  

教育原理 2 半期 講義 ○    

教育心理学 2 半期 講義  ○   

体育科教育法 2 半期 講義  ○   

保健科教育法 2 半期 講義  ○   

道徳教育の指導法 2 半期 講義  ○   

特別活動及び総合的な学習

の時間の指導法 

2 半期 講義  ○   

教師論(養護) 2 半期 講義   ○  

教師論 2 半期 講義 ○    
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教育の制度と経営 2 半期 講義   ○  

特別支援教育概論 2 半期 講義   ○  

教育の方法及び技術(情報通

信技術の活用を含む) 

2 半期 講義   ○  

生徒指導論(進路指導・キャ

リア教育を含む) 

2 半期 講義   ○  

教育課程論 2 半期 講義   ○  

教育相談(カウンセリングを

含む) 

2 半期 講義   ○  

衛生学・公衆衛生学実験実

習 

1 半期 実験   ○  1 

体育科教育実践法 2 半期 演習   ○  

保健科教育実践法 2 半期 演習   ○  

自由科

目 

看護臨床実習 5 集中 実習   △  0  

事前事後の指導 1 半期 演習    △ 

養護実習(事前事後の指導を

含む) 

5 集中 実習    △ 

教職実践演習(養護) 2 半期 演習    △ 

教育実習 4 集中 実習    △ 

教職実践演習(中・高) 2 半期 演習    △ 

ソー

シャ

ルサ

ポー

ト領

域科

目 

基幹科

目 

社会福祉Ⅱ 2 半期 講義   ●  2 25 

展開科

目 

地域福祉B 2 半期 講義   ○  22 

社会保障B 2 半期 講義   ○  

生活保護 2 半期 講義   ○  

社会福祉調査 2 半期 講義   ○  

福祉経営 2 半期 講義    ○ 

権利擁護と成年後見 2 集中 講義    ○ 

司法福祉 2 集中 講義    ○ 

医療福祉 2 集中 講義    ○ 
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教育原理 2 半期 講義 ○    

教育心理学 2 半期 講義  ○   

体育科教育法 2 半期 講義  ○   

保健科教育法 2 半期 講義  ○   

道徳教育の指導法 2 半期 講義  ○   

特別活動及び総合的な学習

の時間の指導法 

2 半期 講義  ○   

教師論 2 半期 講義 ○    

教育の方法及び技術(情報通

信技術の活用を含む) 

2 半期 講義   ○  

教育の制度と経営 2 半期 講義   ○  

特別支援教育概論 2 半期 講義   ○  

生徒指導論(進路指導・キャ

リア教育を含む) 

2 半期 講義   ○  

教育課程論 2 半期 講義   ○  

教育相談(カウンセリングを

含む) 

2 半期 講義   ○  

相談援助演習Ⅰ 1 半期 演習  ○   1 

相談援助演習ⅡA 1 半期 演習   ○  

相談援助演習ⅡB 1 半期 演習   ○  

相談援助演習Ⅲ 1 集中 演習    ○ 

相談援助演習Ⅳ 1 集中 演習    ○ 

相談援助実習指導Ⅰ 1 集中 演習   ○  

相談援助実習指導Ⅱ 1 集中 演習    ○ 

相談援助実習指導Ⅲ 1 集中 演習    ○ 

相談援助実習 8 集中 実習    ○ 

体育科教育実践法 2 半期 演習   ○  

保健科教育実践法 2 半期 演習   ○  

自由科

目 

事前事後の指導 1 半期 演習    △ 0  

教育実習 4 集中 実習    △ 
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教職実践演習(中・高) 2 半期 演習    △ 

別表2(第17条第7項関係) 

授業科目及び単位数 

スポーツ文化学部 

凡例：●は必修科目、○は選択必修科目、△は自由科目(卒業要件には含まれない科目) 

大

科

目 

中

科

目 

小

科

目 

授業科目 単位 期 授業

方法 

配当年次 必要

単位 

計 

1年 2年 3年 4年 

ス

ポ

ー

ツ

文

化

学

部

共

通

科

目 

教

養 

必

修 

国語表現Ⅰ 1 半期 演習 ●    6 14 

国語表現Ⅱ 1 半期 演習  ●   

英語コミュニケーションⅠ 1 半期 演習  ●   

英語コミュニケーションⅡ 1 半期 演習  ●   

基礎英語Ⅰ 1 半期 演習 ●    

基礎英語Ⅱ 1 半期 演習 ●    

選

択 

法学(日本国憲法) 2 半期 講義 ○    8 

情報処理(情報機器の操作を

含む) 

2 半期 講義 ○    

芸術 2 半期 講義 ○    

哲学 2 半期 講義 ○    

心理学 2 半期 講義 ○    

社会学 2 半期 講義  ○   

経済学 2 半期 講義  ○   

歴史学 2 半期 講義  ○   

自

由 

海外語学研修 2 集中 実習  △   0 

英会話 2 通年 演習   △  

ドイツ語 2 通年 演習   △  

フランス語 2 通年 演習   △  

中国語 2 通年 演習   △  

コリア語 2 通年 演習   △  

ス 総 必 日体大の歴史(日体伝統実習 2 半期 講義 ●    2 17 
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ポ

ー

ツ

文

化

学

部

共

通

科

目 

合 修1 を含む) 

自

由1 

体育研究発表実演会 1 集中 実技 △    0 

選

択1 

集団行動実技 1 半期 実技 ○    2 

集団行動演習 1 半期 演習  ○   

スポーツと組織 2 半期 講義  ○   

選

択2 

海浜実習 1 集中 実習  ○   1 

キャンプ実習 1 集中 実習  ○   

選

択3 

スキー実習 1 集中 実習   ○  1 

スケート実習 1 集中 実習   ○  

必

修2 

スポーツ文化研究A 2 半期 講義 ●    7 

スポーツ文化研究B 1 半期 演習  ●   

スポーツ文化研究C 2 通年 演習   ●  

スポーツ文化研究D 2 通年 演習    ● 

自

由2 

卒業研究 2 通年 演習    △ 0 

必

修3 

地域社会とスポーツ 2 半期 講義 ●    2 

自

由3 

地域ボランティア実習(事

前・事後指導含む) 

1 半期 実習  △   0 

地域スポーツ演習 1 集中 演習   △  

必

修4 

キャリアデザインA 2 半期 講義  ●   2 

自

由4 

キャリアデザインB 2 半期 講義   △  0 

キャリア実践実習 1 集中 実習  △   

ス

ポ

ー

ツ

文

基

幹 

必

修 

スポーツ社会学 2 半期 講義   ●  8 18 

スポーツ哲学 2 半期 講義 ●    

スポーツ史 2 半期 講義 ●    

芸道論 2 半期 講義  ●   

選 異文化交流論 2 半期 講義  ○   6 
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化

学

部

専

門

(理

論)

科

目 

択 スポーツボランティア論 2 半期 講義  ○   

スポーツの安全指導(リスク

マネジメント) 

2 半期 講義 ○    

スポーツ医学 2 半期 講義  ○   

野外活動論 2 半期 講義 ○    

救急処置概論 2 半期 講義 ○    

展

開 

選

択 

身体文化論 2 半期 講義  ○   4 

衛生学・公衆衛生学(運動衛

生学を含む) 

2 半期 講義 ○    

機能解剖学 2 半期 講義 ○    

発育発達論 2 半期 講義 ○    

スポーツ生理学 2 半期 講義  ○   

ス

ポ

ー

ツ

文

化

学

部

専

門

(体

育

実

技)

科

目 

展

開 

必

修 

運動方法・体つくり運動(体

操) 

1 半期 実技 ●    8 10 

運動方法・器械運動 1 半期 実技 ●    

運動方法・陸上競技 1 半期 実技 ●    

運動方法・水泳 1 半期 実技 ●    

運動方法・ソフトボール(野

球を含む) 

1 半期 実技 ●    

運動方法・ダンス(フォーク

ダンスを含む) 

1 半期 実技 ●    

運動方法・球技A 1 半期 実技   ●  

運動方法・球技B 1 半期 実技   ●  

選

択1 

運動方法・武道(柔道) 1 半期 実技 ○    1 

運動方法・武道(剣道) 1 半期 実技 ○    

運動方法・武道(相撲) 1 半期 実技 ○    

選

択2 

スポーツ実践指導法・柔道 1 半期 実技   ○  1 

スポーツ実践指導法・剣道 1 半期 実技   ○  

スポーツ実践指導法・相撲 1 半期 実技   ○  
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武

道

教

育

学

科

基

礎

科

目 

基

幹 

必

修 

スポーツ文化論 2 半期 講義 ●    9 25 

文化人類学 2 半期 講義 ●    

スポーツ人類学 2 半期 講義 ●    

武道論 2 半期 講義  ●   

礼法 1 半期 実技 ●    

展

開 

選

択1 

トレーニング学 2 半期 講義  ○   4 

コーチング学 2 半期 講義   ○  

スポーツ心理学 2 半期 講義   ○  

スポーツバイオメカニクス 2 半期 講義   ○  

選

択2 

人権教育 2 半期 講義  ○   6 

スポーツ栄養学(食品学を含

む) 

2 半期 講義  ○   

学校保健(小児保健・精神保

健を含む) 

2 半期 講義  ○   

学校安全(救急処置を含む) 2 半期 講義   ○  

スポーツ経営管理学 2 半期 講義   ○  

選

択3 

国際情勢理解 2 半期 講義  ○   2 

スポーツと国際協力 2 半期 講義   ○  

国際保健学 2 半期 講義   ○  

選

択4 

伝統芸能論 2 半期 講義   ○  4 

伝統芸能史 2 半期 講義  ○   

伝統芸能の諸相 2 半期 講義 ○    

比較舞踊学 2 半期 講義  ○   

武

道

教

育

学

科

専

基

幹

(理

論) 

必

修 

武道教育論 2 半期 講義  ●   8 30 

武道技術論 2 半期 講義   ●  

稽古論 2 半期 講義   ●  

比較武道文化論 2 半期 講義  ●   

選

択 

武道国際普及論 2 半期 講義  ○   2 

武道国際交流論 2 半期 講義  ○   

基 選 伝統文化交流実習A 1 集中 実習   ○  1 
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門

科

目 

幹

(実

践) 

択 伝統文化交流実習B 1 集中 実習   ○  

展

開

(理

論) 

選

択 

武道科教育法 2 半期 講義   ○  8 

武道教育研究法 1 半期 演習   ○  

武道用具論 2 半期 講義   ○  

武道文献講読 2 半期 講義    ○ 

武道史各論 2 半期 講義  ○   

舞踊創作論(作品論を含む) 2 半期 講義  ○   

古典芸能論(能・舞踊) 2 半期 講義    ○ 

芸能鑑賞論 2 半期 講義    ○ 

伝統芸能交流論 2 半期 講義  ○   

展

開

(実

践) 

選

択1 

国際武術実技 1 半期 実技 ○    3 

競技スポーツ実技 1 半期 実技   ○  

武道実技(弓道) 1 半期 実技  ○   

武道実技(形) 1 半期 実技   ○  

選

択2 

専攻武道実技Ⅰ 2 通年 実技 ○    8 

専攻武道実技Ⅱ 2 通年 実技  ○   

専攻武道実技Ⅲ 2 通年 実技   ○  

専攻武道実技Ⅳ 2 通年 実技    ○ 

伝統芸能実技1 1 半期 実技 ○    

伝統芸能実技2 1 半期 実技 ○    

伝統芸能実技3 1 半期 実技  ○   

伝統芸能実技4 1 半期 実技  ○   

伝統芸能実技5 1 半期 実技   ○  

伝統芸能実技6 1 半期 実技   ○  

伝統芸能実習Ⅰ 1 集中 実習  ○   

伝統芸能実習Ⅱ 1 集中 実習   ○  

武

道

資

格

選

択 

教師論 2 半期 講義 ○    10 10 

教育原理 2 半期 講義 ○    
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教

育

学

科

専

門

科

目 

関

連

科

目 

教育心理学 2 半期 講義  ○   

体育科教育実践法 2 半期 演習   ○  

保健科教育実践法 2 半期 演習   ○  

体育科教育法 2 半期 講義  ○   

保健科教育法 2 半期 講義  ○   

教育課程論 2 半期 講義   ○  

教育の方法及び技術(情報通

信技術の活用を含む) 

2 半期 講義   ○  

道徳教育の指導法 2 半期 講義  ○   

特別活動及び総合的な学習

の時間の指導法 

2 半期 講義  ○   

生徒指導論(進路指導・キャ

リア教育を含む) 

2 半期 講義   ○  

教育相談(カウンセリングを

含む) 

2 半期 講義   ○  

教育の制度と経営 2 半期 講義   ○  

特別支援教育概論 2 半期 講義   ○  

自

由 

事前事後の指導 1 集中 演習    △ 0 

教育実習 4 集中 演習    △ 

教職実践演習(中・高) 2 半期 演習    △ 

 

ス

ポ

ー

ツ

国

際

学

科

基

基

幹 

必

修 

スポーツ文化論 2 半期 講義 ●    9 25 

文化人類学 2 半期 講義 ●    

スポーツ人類学 2 半期 講義 ●    

武道論 2 半期 講義  ●   

礼法 1 半期 実技 ●    

展

開 

選

択1 

トレーニング学 2 半期 講義  ○   4 

コーチング学 2 半期 講義   ○  

スポーツ心理学 2 半期 講義   ○  

スポーツバイオメカニクス 2 半期 講義   ○  



学則-50 

礎

科

目 

選

択2 

人権教育 2 半期 講義  ○   6 

スポーツ栄養学(食品学を含

む) 

2 半期 講義  ○   

学校保健(小児保健・精神保

健を含む) 

2 半期 講義  ○   

学校安全(救急処置を含む) 2 半期 講義   ○  

スポーツ経営管理学 2 半期 講義   ○  

選

択3 

国際情勢理解 2 半期 講義  ○   2 

スポーツと国際協力 2 半期 講義   ○  

国際保健学 2 半期 講義   ○  

選

択4 

伝統芸能論 2 半期 講義   ○  4 

伝統芸能史 2 半期 講義  ○   

伝統芸能の諸相 2 半期 講義 ○    

比較舞踊学 2 半期 講義  ○   

ス

ポ

ー

ツ

国

際

学

科

専

門

科

目 

基

幹

(理

論) 

必

修 

スポーツ国際概論 2 半期 講義  ●   10 30 

スポーツフィールドワーク

論 

2 半期 講義  ●   

アジアのスポーツ文化論 2 半期 講義   ●  

欧米のスポーツ文化論 2 半期 講義   ●  

ニュースポーツ論 2 半期 講義 ●    

基

幹

(実

践) 

必

修 

スポーツフィールドワーク

実習 

1 半期 実習  ●   2 

ニュースポーツ実技 1 半期 実技 ●    

選

択 

スポーツ国際実習 1 集中 実習   ○  1 

スポーツ国際支援実習 1 集中 実習   ○  

展

開

(理

論) 

選

択 

スポーツとコミュニケーシ

ョンA 

1 半期 演習  ○   15 

スポーツとコミュニケーシ

ョンB 

1 半期 演習  ○   

スポーツマネジメント 2 半期 講義   ○  
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世界のスポーツ情勢 2 半期 講義   ○  

スポーツメガイベント論 2 半期 講義  ○   

スポーツ政策論 2 半期 講義  ○   

スポーツ情報リテラシー 2 半期 講義   ○  

比較スポーツカリキュラム

論 

2 半期 講義  ○   

スポーツ運動のメカニズム

論 

2 半期 講義   ○  

健康スポーツ開発論 2 半期 講義   ○  

展

開

(実

践) 

選

択 

エスニックスポーツ実技 1 半期 実技 ○    2 

身体表現実技 1 半期 実技  ○   

海外スポーツ指導実技 1 半期 実技   ○  

ス

ポ

ー

ツ

国

際

学

科

専

門

科

目 

資

格

関

連 

選

択 

教師論 2 半期 講義 ○    10 10 

教育原理 2 半期 講義 ○    

教育心理学 2 半期 講義  ○   

体育科教育実践法 2 半期 演習   ○  

保健科教育実践法 2 半期 演習   ○  

体育科教育法 2 半期 講義  ○   

保健科教育法 2 半期 講義  ○   

教育課程論 2 半期 講義   ○  

教育の方法及び技術(情報通

信技術の活用を含む) 

2 半期 講義   ○  

道徳教育の指導法 2 半期 講義  ○   

特別活動及び総合的な学習

の時間の指導法 

2 半期 講義  ○   

生徒指導論(進路指導・キャ

リア教育を含む) 

2 半期 講義   ○  

教育相談(カウンセリングを

含む) 

2 半期 講義   ○  
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教育の制度と経営 2 半期 講義   ○  

特別支援教育概論 2 半期 講義   ○  

自

由 

事前事後の指導 1 集中 演習    △ 0 

教育実習 4 集中 演習    △ 

教職実践演習(中・高) 2 半期 演習    △ 

別表3(第17条第7項関係) 

授業科目及び単位数 

スポーツマネジメント学部 

凡例：●は必修科目、○は選択必修科目、△は自由科目(卒業要件には含まれない科目) 

大

科

目 

中

科

目 

小

科

目 

授業科目 単位 期 授業

方法 

配当年次 必要

単位 

計 

1年 2年 3年 4年 

ス

ポ

ー

ツ

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

学

部

共

通

科

目 

教

養

科

目 

必

修 

国語表現Ⅰ 1 半期 演習 ●    6 16 

国語表現Ⅱ 1 半期 演習  ●   

基礎英語Ⅰ 1 半期 演習 ●    

基礎英語Ⅱ 1 半期 演習 ●    

英語コミュニケーションⅠ 1 半期 演習  ●   

英語コミュニケーションⅡ 1 半期 演習  ●   

選

択1 

哲学 2 半期 講義 ○    6 

法学(日本国憲法) 2 半期 講義 ○    

心理学 2 半期 講義 ○    

芸術(音楽) 2 半期 講義 ○    

情報処理(情報機器の操作を

含む) 

2 半期 講義 ○    

選

択2 

社会学 2 半期 講義  ○   4 

歴史学 2 半期 講義  ○   

経済学 2 半期 講義  ○   

統計学 2 半期 講義  ○   

生命科学 2 半期 講義  ○   

自 海外語学研修 2 集中 実習 △    0 
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由 応用英語 2 通年 演習 △    

ドイツ語 2 通年 演習 △    

フランス語 2 通年 演習 △    

中国語 2 通年 演習 △    

コリア語 2 通年 演習 △    

総

合

教

育

科

目 

必

修1 

日体大の歴史(日体伝統実習

を含む) 

2 半期 講義 ●    2 13 

自

由1 

体育研究発表実演会 1 集中 実技 △    0 

スポーツと組織 2 半期 講義  △   

選

択1 

海浜実習 1 集中 実習  ○   1 

キャンプ実習 1 集中 実習  ○   

選

択2 

スキー実習 1 集中 実習   ○  1 

スケート実習 1 集中 実習   ○  

必

修2 

スポーツマネジメント研究

A 

2 半期 講義 ●    7 

スポーツマネジメント研究

B 

1 半期 実習  ●   

スポーツマネジメント研究

C 

2 通年 演習   ●  

スポーツマネジメント研究

D 

2 通年 演習    ● 

自

由2 

卒業研究 2 通年 演習    △ 0 

必

修3 

キャリアデザインA 2 半期 講義  ●   2 

自

由3 

キャリアデザインB 2 半期 講義   △  0 

キャリア実践実習 1 集中 実習  △   

ス

ポ

ー

基

幹

科

必

修 

スポーツマネジメント概論 2 半期 講義 ●    8 25 

スポーツ社会学 2 半期 講義   ●  

スポーツ政策学 2 半期 講義  ●   
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ツ

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

学

部

専

門

(理

論)

科

目 

目 アンチ・ドーピング 2 半期 講義 ●    

選

択 

ボランティア論 2 半期 講義  ○   6 

情報リテラシー 2 半期 講義 ○    

地域社会とスポーツ 2 半期 講義 ○    

スポーツガバナンス論 2 半期 講義    ○ 

スポーツ法学 2 半期 講義   ○  

スポーツ経済学 2 半期 講義  ○   

展

開

科

目 

選

択1 

スポーツ哲学 2 半期 講義 ○    10 

スポーツ史 2 半期 講義  ○   

機能解剖学 2 半期 講義 ○    

スポーツ生理学 2 半期 講義  ○   

発育発達論 2 半期 講義 ○    

トレーニング学 2 半期 講義  ○   

スポーツ栄養学(食品学を含

む) 

2 半期 講義  ○   

スポーツ医学 2 半期 講義  ○   

スポーツ心理学 2 半期 講義   ○  

衛生学・公衆衛生学(運動衛

生学を含む) 

2 半期 講義 ○    

選

択2 

救急処置実習 1 半期 実習  ○   1 

トレーニング実践演習 1 半期 演習  ○   

ス

ポ

ー

ツ

マ

ネ

ジ

メ

ン

展

開

科

目 

必

修1 

運動方法・体つくり運動(体

操) 

1 半期 実技 ●    6 9 

運動方法・器械運動 1 半期 実技 ●    

運動方法・陸上競技 1 半期 実技 ●    

運動方法・水泳 1 半期 実技 ●    

運動方法・ソフトボール(野

球を含む) 

1 半期 実技 ●    

運動方法・ダンス(フォーク

ダンスを含む) 

1 半期 実技 ●    
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ト

学

部

専

門

(体

育

実

技)

科

目 

必

修2 

運動方法・球技A 1 半期 実技 ●    2 

運動方法・球技B 1 半期 実技 ●    

選

択 

運動方法・武道(柔道) 1 半期 実技 ○    1 

運動方法・武道(剣道) 1 半期 実技 ○    

運動方法・武道(相撲) 1 半期 実技 ○    

 

ス

ポ

ー

ツ

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

学

科

基

礎

科

目 

基

幹

科

目 

必

修 

スポーツマネジメント論 2 半期 講義   ●  8 16 

スポーツマーケティング論 2 半期 講義  ●   

スポーツ産業論Ⅰ 2 半期 講義 ●    

スポーツビジネス論 2 半期 講義   ●  

展

開

科

目 

必

修 

ファシリティマネジメント

論 

2 半期 講義   ●  8 

レジャーマネジメント論 2 半期 講義   ●  

メガスポーツイベント論 2 半期 講義   ●  

スポーツ行政 2 半期 講義 ●    

ス

ポ

ー

基

幹

(理

必

修 

スポーツ産業論Ⅱ 2 半期 講義   ●  8 45 

経営学概論 2 半期 講義   ●  

財務会計基礎論 2 半期 講義  ●   
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ツ

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

学

科

専

門

科

目 

論)

科

目 

経営戦略論 2 半期 講義   ●  

基

幹

(実

践)

科

目 

選

択 

地域スポーツ演習 1 半期 演習   ○  2 

地域ボランティア実習(事

前・事後指導を含む) 

1 集中 実習   ○  

スポーツビジネス現場演習 1 半期 演習  ○   

スポーツビジネス現場実習

(事前・事後指導を含む) 

1 集中 実習  ○   

展

開

(理

論)

科

目 

選

択 

スポーツイベント計画論 2 半期 講義  ○   12 

スポーツとまちづくり 2 半期 講義   ○  

スポーツメディア論 2 半期 講義    ○ 

サービス・マネジメント 2 半期 講義 ○    

経営組織論 2 半期 講義    ○ 

スポーツライフマネジメン

ト概論 

2 半期 講義 ○    

生涯学習概論 2 半期 講義 ○    

社会調査論 2 半期 講義   ○  

展

開

(実

践)

科

目 

選

択1 

スポーツデータ解析演習 1 半期 演習  ○   2 

社会調査演習 1 半期 演習   ○  

スポーツデザイン演習 1 半期 演習    ○ 

選

択2 

レクリエーション実技 1 半期 実技  ○   2 

専門運動方法(アーチェリ

ー) 

1 半期 実技    ○ 

スタジオエクササイズ 1 半期 実技   ○  

専門運動方法(ゴルフ) 1 半期 実技    ○ 

選

択3 

ゴルフ理論・実習 3 半期 講

義・

実習 

  ○  3 

スキー理論・実習 3 半期 講  ○   
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義・

実習 

選

択4 

スポーツ経営管理学 2 半期 講義   ○  16 

教育原理 2 半期 講義 ○    

教育心理学 2 半期 講義  ○   

体育科教育法 2 半期 講義  ○   

保健科教育法 2 半期 講義  ○   

道徳教育の指導法 2 半期 講義  ○   

特別活動及び総合的な学習

の時間の指導法 

2 半期 講義  ○   

学校保健(小児保健・精神保

健を含む) 

2 半期 講義  ○   

人権教育 2 半期 講義   ○  

学校安全(救急処置を含む) 2 半期 講義   ○  

教育の方法及び技術(情報通

信技術の活用を含む) 

2 半期 講義   ○  

教師論 2 半期 講義 ○    

教育の制度と経営 2 半期 講義   ○  

特別支援教育概論 2 半期 講義   ○  

教育課程論 2 半期 講義   ○  

教育相談(カウンセリングを

含む) 

2 半期 講義   ○  

体育科教育実践法 2 半期 演習   ○  

保健科教育実践法 2 半期 演習   ○  

スポーツ実践指導法・陸上

競技 

1 半期 実技   ○  

資

格

関

連

自

由 

生徒指導論(進路指導・キャ

リア教育を含む) 

2 半期 講義   △  0 

教職実践演習(中・高) 2 半期 演習    △ 

教育実習 4 集中 実習    △ 
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科

目 

事前事後の指導 1 半期 演習    △ 

関

連

科

目 

自

由 

航空基礎 2 集中 講義 △    0 

航空概論 2 集中 講義 △    

航空産業論 2 集中 講義  △   

クルー・リソース・マネジ

メント 

2 集中 講義  △   

飛行安全 2 集中 講義  △   

モータースポーツ概論 2 集中 講義 △    

モータースポーツ産業論 2 集中 講義  △   

モータースポーツ演習 1 集中 演習   △  

ス

ポ

ー

ツ

ラ

イ

フ

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

学

科

基

礎

科

目 

基

幹

科

目 

必

修 

スポーツライフマネジメン

ト概論 

2 半期 講義 ●    8 20 

野外教育概論 2 半期 講義 ●    

レクリエーション概論 2 半期 講義  ●   

障害者スポーツ論Ⅰ 2 半期 講義  ●   

展

開

科

目 

必

修 

野外活動論 2 半期 講義 ●    12 

スポーツ行政 2 半期 講義 ●    

ファシリティマネジメント

論 

2 半期 講義   ●  

現代の子どもと社会教育 2 半期 講義   ●  

生涯学習概論Ⅰ 2 半期 講義 ●    

レジャーマネジメント論 2 半期 講義   ●  

ス 基 必 社会教育計画Ⅰ 2 半期 講義  ●   4 41 
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ポ

ー

ツ

ラ

イ

フ

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

学

科

専

門

科

目 

幹

(理

論)

科

目 

修 スポーツとまちづくり 2 半期 講義   ●  

基

幹

(実

践)

科

目 

選

択 

地域スポーツ演習 1 半期 演習   ○  3 

地域ボランティア実習(事

前・事後指導を含む) 

1 集中 実習   ○  

障害者スポーツ現場実習 1 集中 実習  ○   

レクリエーション現場実習 1 集中 実習   ○  

野外活動現場実習 1 集中 実習   ○  

展

開

(理

論)

科

目 

選

択 

野外活動計画論 2 半期 講義   ○  8 

野外活動と環境 2 半期 講義   ○  

野外活動における安全管理 2 半期 講義   ○  

社会調査論 2 半期 講義   ○  

障害概論 2 半期 講義 ○    

障害者スポーツ論Ⅱ 2 半期 講義  ○   

生涯学習概論Ⅱ 2 半期 講義  ○   

展

開

(実

践)

科

目 

選

択1 

生涯スポーツ演習 1 半期 演習  ○   2 

異文化コミュニケーション

演習 

1 半期 演習   ○  

社会調査演習 1 半期 演習   ○  

選

択2 

障害者スポーツ実技Ⅰ 1 半期 実技  ○   5 

障害者スポーツ実技Ⅱ 1 半期 実技   ○  

レクリエーション実技Ⅰ 1 半期 実技  ○   

レクリエーション実技Ⅱ 1 半期 実技    ○ 

野外活動実技 1 半期 実技   ○  

ネイチャーゲーム 1 半期 実技   ○  

専門運動方法(アーチェリ

ー) 

1 半期 実技    ○ 
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スタジオエクササイズ 1 半期 実技   ○  

専門運動方法(ゴルフ) 1 半期 実技    ○ 

ローオーガナイズドスポー

ツ 

1 半期 実技   ○  

選

択3 

マリンスポーツ理論・実習 3 半期 講

義・

実習 

 ○   6 

ウォーターセーフティー理

論・実習 

3 半期 講

義・

実習 

  ○  

キャンプ理論・実習 3 半期 講

義・

実習 

  ○  

ゴルフ理論・実習 3 半期 講

義・

実習 

  ○  

スキー理論・実習 3 半期 講

義・

実習 

 ○   

スケート理論・実習 3 集中 講

義・

実習 

  ○  

選

択4 

地域福祉と社会教育 2 半期 講義    ○ 2 

社会教育計画Ⅱ 2 半期 講義   ○  

社会教育演習Ⅰ(実習を含

む) 

2 半期 演習   ○  

社会教育演習Ⅱ(実習を含

む) 

2 半期 演習   ○  

予防医学 2 半期 講義    ○ 

健康管理学 2 半期 講義    ○ 



学則-61 

選

択5 

スポーツ経営管理学 2 半期 講義   ○  11 

教育原理 2 半期 講義 ○    

教育心理学 2 半期 講義  ○   

体育科教育法 2 半期 講義  ○   

保健科教育法 2 半期 講義  ○   

道徳教育の指導法 2 半期 講義  ○   

特別活動及び総合的な学習

の時間の指導法 

2 半期 講義  ○   

学校保健(小児保健・精神保

健を含む) 

2 半期 講義  ○   

人権教育 2 半期 講義   ○  

学校安全(救急処置を含む) 2 半期 講義   ○  

教育の方法及び技術(情報通

信技術の活用を含む) 

2 半期 講義   ○  

教師論 2 半期 講義 ○    

教育の制度と経営 2 半期 講義   ○  

特別支援教育概論 2 半期 講義   ○  

教育課程論 2 半期 講義   ○  

教育相談(カウンセリングを

含む) 

2 半期 講義   ○  

体育科教育実践法 2 半期 演習   ○  

保健科教育実践法 2 半期 演習   ○  

スポーツ実践指導法・陸上

競技 

1 半期 実技   ○  

資

格

関

連

科

目 

自

由 

生徒指導論(進路指導・キャ

リア教育を含む) 

2 半期 講義   △  0 

教職実践演習(中・高) 2 半期 演習    △ 

教育実習 4 集中 実習    △ 

事前事後の指導 1 半期 演習    △ 
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関

連

科

目 

自

由 

航空基礎 2 集中 講義 △    0 

航空概論 2 集中 講義 △    

航空産業論 2 集中 講義  △   

クルー・リソース・マネジ

メント 

2 集中 講義  △   

飛行安全 2 集中 講義  △   

別表4(第17条第7項関係) 

授業科目及び単位数 

児童スポーツ教育学部 

凡例：●は必修科目、○は選択必修科目、△は自由科目(卒業要件には含まれない科目) 
区

分

名

称 1 

区分名称

2 授業科目 単位 期 授業 
方法 1 年 2 年 3 年 4 年 必 要

単位 

計 

児
童
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
部
共
通
科
目 

教
養
教
育
科
目 

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

科
目 

基礎英語Ⅰ 1 半期 演習 ●    4 28 

基礎英語Ⅱ 1 半期 演習 ●    

英語コミュニケーショ

ンⅠ 
1 半期 演習  ●   

英語コミュニケーショ

ンⅡ 
1 半期 演習  ●   

教
養
科
目 

法学(日本国憲法) 2 半期 講義 ○    8 

情報処理(情報機器の操

作を含む) 
2 半期 講義 ○    

心理学 2 半期 講義 ○    

生命科学 2 半期 講義  ○   

社会学 2 半期 講義  ○   

文学 2 半期 講義  ○   

経済学 2 半期 講義  ○   

日
体
大
総
合
科
目 

日体大の歴史(日体伝統

実習を含む) 
2 半期 講義 ●    2 

地域社会とスポーツ 2 半期 講義 ●    2 

野外活動論 2 半期 講義 ●    2 

海浜実習 1 集中 実習  ○   1 
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キャンプ実習 1 集中 実習  ○   

スキー実習 1 集中 実習   ○  1 

スケート実習 1 集中 実習   ○  
児
童
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
部
基
軸
・
キ
ャ
リ
ア
科
目 

基礎ゼミナール A 1 半期 演習 ●    8 

基礎ゼミナール B(アカ

デミックリテラシー) 
1 半期 演習 ●    

児童スポーツ教育演習

A 
1 半期 演習  ●   

児童スポーツ教育演習

B 
1 半期 演習  ●   

児童スポーツ教育研究

A 
1 半期 演習   ●  

児童スポーツ教育研究

B 
1 半期 演習   ●  

児童スポーツ教育研究

C 
1 半期 演習    ● 

児童スポーツ教育研究

D 
1 半期 演習    ● 

児
童
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科
共
通
科
目 

共
通
専
門
科
目 

児童スポーツ教育論 2 半期 講義 ●    16 22 

児童健康教育論 2 半期 講義 ●    

児童の身体の仕組み 2 半期 講義 ●    

スポーツ哲学 2 半期 講義 ●    

スポーツ生理学 2 半期 講義 ●    

食育論 2 半期 講義  ●   

発育発達論 2 半期 講義  ●   

子どもと人権 2 半期 講義  ●   
ス
ポ
ー
ツ
実
技
科
目 

運動方法・水泳 1 半期 実技 ●    6 

運動方法・陸上競技 1 半期 実技 ○    

運動方法・ダンス(フォ

ークダンスを含む) 
1 半期 実技  ○   

運動方法・ソフトボール

(野球を含む) 
1 半期 実技  ○   

運動方法・球技 A(ゴー

ル型) 
1 半期 実技  ○   

運動方法・球技 B(ネッ

ト型) 
1 半期 実技  ○   

運動方法・体つくり運動

(体操) 
1 半期 実技   〇  

運動方法・器械運動 1 半期 実技   〇  

トランポリン 1 半期 実技   ○  
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新体操 1 半期 実技   ○  

レクリエーション 1 半期 実技    ○ 
自
由
科
目 

外
国
語
科
目 

ドイツ語 A 1 半期 演習  △   0 0 

ドイツ語 B 1 半期 演習  △   

中国語 A 1 半期 演習  △   

中国語 B 1 半期 演習  △   

コリア語 A 1 半期 演習  △   

コリア語 B 1 半期 演習  △   
資
格
関
連
科
目 

手話 1 半期 演習  △   0 0 

スポーツ現場実務論 2 半期 講義  △   

スポーツ現場実習 1 集中 実習   △  

アダプテッドスポーツ

論 
2 半期 講義   △  

アダプテッドスポーツ

実技 
1 半期 実技    △ 

航空基礎 2 集中 講義 △    0 0 

航空概論 2 集中 講義 △    

航空産業論 2 集中 講義  △   

クルー・リソース・マネ

ジメント 
2 集中 講義  △   

飛行安全 2 集中 講義  △   

モータースポーツ概論 2 集中 講義 △    0 0 

モータースポーツ産業

論 
2 集中 講義  △   

モータースポーツ演習 1 集中 演習   △  
留
学
生
科
目 

日本語基礎 2 半期 講義 △    0 0 

日本語応用 2 半期 講義 △    

日本事情Ⅰ 2 半期 講義  △   

日本事情Ⅱ 2 半期 講義  △   
児
童
ス
ポ
ー
ツ
教
育
コ
ー

ス
専
門
科
目 

教
育
の
基
礎
に
関
す
る
科

目 教育原理 2 半期 講義 ●    22 74 

教師論 2 半期 講義 ●    

道徳教育の指導法 2 半期 講義 ●    

特別活動及び総合的な

学習の時間の指導法 
2 半期 講義 ●    

教育心理学 2 半期 講義  ●   
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教育課程論 2 半期 講義  ●   

教育の方法及び技術(情
報通信技術の活用を含

む) 

2 半期 講義  ●   

教育の制度と経営 2 半期 講義   ●  

特別支援教育概論 2 半期 講義   ●  

生徒指導論(進路指導・

キャリア教育を含む) 
2 半期 講義   ●  

教育相談(カウンセリン

グを含む) 
2 半期 講義   ●  

教
科
の
内
容
と
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

初等国語(書写を含む) 2 半期 演習 ●    14 

初等算数 2 半期 演習 ●    

初等理科 2 半期 演習 ○    

初等社会 2 半期 演習 ○    

初等英語 2 半期 演習 ○    

初等体育 2 半期 演習  ●   

初等生活 2 半期 演習  ○   

初等音楽 2 半期 演習  ○   

初等図画工作 2 半期 演習  ○   

初等家庭科 2 半期 演習  ○   

体育科教育法 2 半期 講義  ●   20 

保健科教育法 2 半期 講義  ○   

初等国語科教育法 2 半期 講義   ○  

初等算数科教育法 2 半期 講義   ○  

初等理科教育法 2 半期 講義   ○  

初等社会科教育法 2 半期 講義   ○  

初等英語科教育法 2 半期 講義   ○  

初等生活科教育法 2 半期 講義   ○  

初等音楽科教育法 2 半期 講義   ○  

初等図画工作科教育法 2 半期 講義   ○  

初等家庭科教育法 2 半期 講義   ○  

国語科教育実践論 2 半期 講義    △ 0 

算数科教育実践論 2 半期 講義    △ 

理科教育実践論 2 半期 講義    △ 
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社会科教育実践論 2 半期 講義    △ 

英語科教育実践論 2 半期 講義    △ 
発
展
・
展
開
科
目 

衛生学･公衆衛生学(運
動衛生学を含む) 

2 半期 講義 ●    18 

生涯スポーツ論 2 半期 講義 ○    

スポーツ史 2 半期 講義  ●   

トレーニング学 2 半期 講義  ●   

学校保健(小児保健・精

神保健を含む) 
2 半期 講義  ●   

スポーツの安全指導(リ
スクマネジメント) 

2 半期 講義  ○   

コーチング学 2 半期 講義  ○   

スポーツ栄養学 2 半期 講義  ○   

発達心理学 2 半期 講義  ○   

児童医学 2 半期 講義  ○   

スポーツ心理学 2 半期 講義   ●  

スポーツ経営管理学 2 半期 講義   ●  

スポーツ社会学 2 半期 講義   ●  

学校安全(救急処置を含

む) 
2 半期 講義   ●  

スポーツバイオメカニ

クス 
2 半期 講義   ○  

測定評価学 2 半期 講義   ○  

ヘルスプロモーション 2 半期 講義   ○  

トレーニング実践演習 1 半期 演習   ○  
教
育
実
習

科
目 

教育実習(事前事後の指

導を含む) 
5 集中 実習    △ 0 

教職実践演習(小・中) 2 半期 演習    △ 
中
学
校
関
連
科
目 

運動方法・武道(柔道) 1 半期 実技 △    0 

運動方法・武道(剣道) 1 半期 実技 △    

運動方法・武道(相撲) 1 半期 実技 △    

体育科教育実践法 2 半期 演習   △  

保健科教育実践法 2 半期 演習   △  
幼
児
教
育
保

育
コ
ー
ス
専

教
育
・
保
育
の

基
礎
に
関
す

る
科
目 

教育原理 2 半期 講義 ●    74 

保育原理 2 半期 講義 ●    

保育者論 2 半期 講義 ●    
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発達と教育の心理学 2 半期 講義 ●    

ことばと文化 2 半期 講義 ●    

子どもの保健 2 半期 講義 ●    

社会福祉学 2 半期 講義 ●    

子ども家庭福祉 2 半期 講義  ●   

乳児保育Ⅰ 2 半期 講義  ●   

社会的養護Ⅰ 2 半期 講義  ●   

保育の心理学 2 半期 講義  ●   

保育カリキュラム論 2 半期 講義  ●   

子どもの理解と援助 2 半期 演習  ●   

保育現場論(幼稚園・保

育所) 
2 半期 講義  〇   

教育の方法と技術(メデ

ィア教育を含む) 
2 半期 講義   ●  

教育の制度と経営 2 半期 講義   ○  

特別支援教育概論 2 半期 講義   ○  
保
育
の
内
容
と
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

幼児の運動遊びⅠ 1 半期 演習 ●    

音楽表現Ⅰ 1 半期 演習 ●    

保育内容総論 2 半期 演習 ●    

幼児と健康 2 半期 演習  ●   

幼児と人間関係 2 半期 演習  ●   

幼児と環境 2 半期 演習  ●   

幼児と言葉 2 半期 演習  ●   

幼児と表現 2 半期 演習  ●   

幼児の運動遊びⅡ 1 半期 演習  ●   

音楽表現Ⅱ 1 半期 演習  ○   

保育内容の指導法Ⅰ 2 半期 演習   ●  

保育内容の指導法Ⅱ 2 半期 演習   ●  

子どもの表現Ⅰ 2 半期 講義   ●  

子どもの表現Ⅱ 1 半期 演習   〇  
発
展
・
展
開
科

目 乳児保育Ⅱ 1 半期 演習  ●   

子ども家庭支援の心理

学 
2 半期 講義   ●  

子どもの食と栄養 2 半期 演習   ○  
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子どもの健康と安全 1 半期 演習   〇  

障がい児保育演習 2 半期 演習   ○  

社会的養護Ⅱ 1 半期 演習   ○  

保育実践論 2 半期 講義   ○  

幼児教育・保育研究法 2 半期 講義   ○  

子ども家庭支援論 2 半期 講義   ○  

子育て支援 1 半期 演習   ○  

病児・病後児保育 2 半期 講義    〇 

在宅保育論 2 半期 講義    〇 
教
育
・
保
育
実
習
科
目 

保育実習指導Ⅰ (保育

所) 
1 半期 演習  〇   

保育実習Ⅰ(保育所) 2 集中 実習  〇   

保育実習指導Ⅰ(施設) 1 半期 演習   〇  

保育実習Ⅰ(施設) 2 集中 実習   〇  

保育実習指導Ⅱ 1 半期 演習   〇  

保育実習Ⅱ 2 集中 実習   〇  

保育実習指導Ⅲ 1 半期 演習    〇 

保育実習Ⅲ 2 集中 実習    〇 

教育実習指導 1 半期 演習    〇 

教育実習(幼稚園) 4 集中 実習    〇 

保育・教職実践演習(幼)2 半期 演習    〇 

別表5(第17条第7項関係) 

授業科目及び単位数 

保健医療学部 

凡例：●は必修科目、○は選択必修科目 

区

分

名

称1 

区

分

名

称2 

授業科目 単

位 

期 授業方

法 

1年 2年 3年 4年 必要単位 

保

健

医

言

語

コ

医療英語Ⅰ 1 半期 演習 ●    学部共通

科目から

23単位以

医療英語Ⅱ 1 半期 演習 ●    

英語コミュニケーションⅠ 1 半期 演習  ○   
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療

学

部

共

通

科

目 

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

科

目 

英語コミュニケーションⅡ 1 半期 演習  ○   上 

(必修5科

目8単

位、選択

17科目28

単位の中

から15単

位以上) 

国際コミュニケーション 1 半期 演習   ○  

教

養

科

目 

法学入門 2 半期 講義 ○    

スポーツ人類学 2 半期 講義 ○    

心理学 2 半期 講義 ○    

近代文学史 2 半期 講義  ○   

プレゼンテーション技法論 2 半期 講義 ○    

総

合

科

目 

日体大の歴史(日体伝統実習を含

む) 

2 半期 講義 ●    

医学概論 2 半期 講義 ●    

数

理

・

情

報

系 

数理科学 2 半期 講義 ○    

統計学 2 半期 講義 ○    

情報機器の操作 2 半期 講義  ○   

生

物

学

系 

生化学 2 半期 講義 ○    

基礎細胞生物学 2 半期 講義 ●    

体

育

アスレティックトレーニング 1 半期 実習 ○    

トレーニング論 2 半期 講義 ○    
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学

系 

コーチング論 2 半期 講義  ○   

体育実技Ⅰ(屋外) 1 半期 実習 ○    

体育実技Ⅱ(屋内) 1 半期 実習  ○   

整

復

医

療

学

科 

専

門

教

育

科

目 

ス

ポ

ー

ツ

科

学 

スポーツ栄養学 2 半期 講義 ○    専門共通

科目から

110単位

以上 

(必修63

科目100

単位、選

択8科目

15単位の

中から10

単位以上) 

スポーツ心理学 2 半期 講義   ○  

スポーツマネジメント 2 半期 講義   ○  

人

間

の

構

造

と

機

能 

解剖学Ⅰ 2 半期 講義 ●    

解剖学Ⅱ 2 半期 講義 ●    

解剖学Ⅲ(運動器解剖) 2 半期 講義  ●   

生理学Ⅰ 2 半期 講義 ●    

生理学Ⅱ(生理学実習を含む) 2 半期 講義 ●    

運動学 2 半期 講義  ●   

高齢者の生理学 2 半期 講義  ●   

アスリートの生理学 2 半期 講義   ●  

疾

病

と

傷

害 

病理学総論 2 半期 講義  ●   

病理学各論 2 半期 講義   ●  

一般臨床医学 2 半期 講義   ●  

スポーツ医学概論 2 半期 講義  ○   

外科学概論 2 半期 講義  ●   

救急医学 2 半期 講義  ○   

整形外科学 2 半期 講義   ●  

スポーツ整形外科学 2 半期 講義    ○ 

リハビリテーション 2 半期 講義  ●   

臨床心理学 2 半期 講義   ○  

柔

道

整

柔道整復術の適応Ⅰ(検査・測定と

評価：頚部・上肢) 

2 半期 講義  ●   

柔道整復術の適応Ⅱ(検査・測定と2 半期 講義  ●   
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復

術

の

適

応 

評価：体幹・下肢) 

保

健

医

療

福

祉

と

柔

道

整

復

の

理

念 

関係法規 2 半期 講義    ● 

衛生学・公衆衛生学 2 半期 講義   ●  

柔道Ⅰ 2 通年 実習 ●    

柔道Ⅱ 2 通年 実習   ●  

職業倫理 2 半期 講義    ● 

社

会

保

障

制

度 

医療社会学 2 半期 講義    ● 

基

礎

柔

道

整

復

整復外傷学総論Ⅰ(骨損傷) 2 半期 講義 ●    

整復外傷学総論Ⅱ(関節損傷) 2 半期 講義 ●    

整復外傷学総論Ⅲ(軟部組織損傷) 2 半期 講義 ●    

運動器損傷治療学総論(外傷の保存

療法) 

2 半期 講義  ●   

アスレティックリハビリテーショ 2 半期 講義  ●   



学則-72 

学 ン論 

臨

床

柔

道

整

復

学 

骨損傷Ⅰ(肩甲帯〜上腕) 2 半期 講義  ●   

骨損傷Ⅱ(前腕〜手指) 2 半期 講義  ●   

骨損傷Ⅲ(下肢と体幹) 2 半期 講義   ●  

関節損傷Ⅰ(上肢) 2 半期 講義  ●   

関節損傷Ⅱ(下肢と体幹) 2 半期 講義  ●   

軟部組織損傷Ⅰ(上肢と体幹) 2 半期 講義  ●   

軟部組織損傷Ⅱ(下肢) 2 半期 講義   ●  

柔道整復術適応の臨床的判定Ⅰ(医

用画像の理解含む) 

2 半期 講義    ● 

柔道整復術適応の臨床的判定Ⅱ(医

用画像の理解含む) 

2 半期 講義    ● 

柔

道

整

復

実

技 

運動器損傷治療学実習Ⅰ(包帯法) 1 半期 実習 ●    

運動器損傷治療学実習Ⅱ(固定法) 1 半期 実習 ●    

運動器損傷の検査・測定法実習Ⅰ

(頚部・上肢) 

1 半期 実習  ●   

運動器損傷の検査・測定法実習Ⅱ

(体幹・下肢) 

1 半期 実習  ●   

運動器損傷治療学実習Ⅲ(運動療

法) 

1 半期 実習  ●   

運動器損傷治療学実習Ⅳ(物理療

法) 

1 半期 実習   ●  

整復治療学実習Ⅰ(肩甲帯～上腕) 1 半期 実習  ●   

整復治療学実習Ⅱ(前腕～手指) 1 半期 実習   ●  

整復治療学実習Ⅲ(頭・頚部、体

幹) 

1 半期 実習   ●  

整復治療学実習Ⅳ(下肢) 1 半期 実習   ●  

スポーツ現場の救急処置 1 半期 実習   ●  

予防とコンディショニングⅠ(アス

リートの外傷予防) 

1 半期 実習   ●  
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予防とコンディショニングⅡ(高齢

者の外傷予防) 

1 半期 実習    ● 

アスレティックリハビリテーショ

ンⅠ 

1 半期 実習   ●  

アスレティックリハビリテーショ

ンⅡ 

1 半期 実習    ● 

整復治療学総合実習Ⅰ(医療面接) 1 半期 実習  ●   

整復治療学総合実習Ⅱ(CBT＆

OSCE) 

1 半期 実習   ●  

臨

床

実

習 

臨床実習Ⅰ(見学実習) 1 半期 実習  ●   

臨床実習Ⅱ(臨床評価、臨床技能) 1 半期 実習   ●  

臨床実習Ⅲ(スポーツ現場等) 1 通年 実習   ●  

臨床実習Ⅳ(総合) 1 半期 実習    ● 

総

合 

整復医療総合演習Ⅰ 1 半期 演習    ● 

整復医療総合演習Ⅱ 1 半期 演習    ● 

整復医療総合演習Ⅲ 1 半期 演習    ● 

整復医療総合演習Ⅳ 1 半期 演習    ● 

海外整復医療総合実習 1 半期 実習 ○    

野外活動実習 1 半期 実習 ●    

卒業研究 2 通年 演習    ● 

救

急

医

療

学

科 

専

門

教

育

基

礎

医

学

系 

公衆衛生学 2 半期 講義 ●    110単位

以上 

(必修47

科目97単

位、選択

14科目22

単位の中

から13単

位以上) 

解剖学Ⅰ 2 半期 講義 ●    

解剖学Ⅱ(解剖見学実習を含む) 2 半期 講義 ○    

解剖学Ⅲ(解剖見学実習を含む) 2 半期 講義  ○   

臨床心理学 2 半期 講義  ○   

生理学 2 半期 講義 ●    

病理学 2 半期 講義 ●    

微生物学 2 半期 講義 ●    

薬理学 2 半期 講義  ●   

救助救命医療学演習 1 半期 演習 ●    
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科

目 

救

急

医

学

系 

内科学Ⅰ(総合内科学・老年病学) 2 半期 講義  ●   

内科学Ⅱ(循環器病学) 2 半期 講義  ●   

内科学Ⅲ(呼吸器病学・腎臓病学・

泌尿生殖器病学) 

2 半期 講義  ●   

内科学Ⅳ(消化器病学・感染症学) 2 半期 講義  ●   

内科学Ⅴ(神経病学) 2 半期 講義  ●   

内科学Ⅵ(生体防御管理学・血液病

学) 

2 半期 講義  ●   

救急病態・症候学 2 半期 講義  ●   

スポーツ救急学 2 半期 講義 ●    

医療コミュニケーション学 2 半期 講義   ○  

救急医事・医療安全学演習 1 半期 演習    ○ 

救急医学概論 2 半期 講義 ●    

救急処置総論 2 半期 講義 ●    

救急処置各論 2 半期 講義  ●   

災害医学 2 半期 講義   ●  

災害ロジスティクス演習 1 半期 演習  ○   

外科学総論 2 半期 講義   ●  

外科学各論 2 半期 講義   ●  

外傷・侵襲学 2 半期 講義  ●   

環境障害・急性中毒学 2 半期 講義  ●   

救急搬送論 2 半期 講義   ●  

小児科学 2 半期 講義    ● 

産科・女性診療学 2 半期 講義    ● 

整形外科学 2 半期 講義   ●  

脳神経外科学 2 半期 講義   ●  

神経・精神医学 2 半期 講義    ● 

放射線概論 2 半期 講義    ● 

シミュレーション基礎 2 半期 実習 ●    

シミュレーションⅠ 2 半期 実習  ●   



学則-75 

シミュレーションⅡ 2 半期 実習  ●   

シミュレーションⅢ 3 半期 実習   ●  

シミュレーションⅣ 3 半期 実習   ●  

シミュレーションⅤ 2 半期 実習    ● 

シミュレーションⅥ 2 半期 実習    ● 

病院実習Ⅰ 1 通年 実習  ●   

病院実習Ⅱ 10 通年 実習   ●  

救急車同乗実習Ⅰ 2 通年 実習  ●   

救急車同乗実習Ⅱ 3 通年 実習   ●  

衛

生

学

系 

産業保健学 2 半期 講義  ○   

環境衛生工学 2 半期 講義  ○   

労働衛生法規Ⅰ 2 半期 講義    ○ 

労働衛生法規Ⅱ 2 半期 講義    ○ 

総

合 

救急医療総合演習Ⅰ 1 通年 演習   ●  

救急医療総合演習Ⅱ 1 通年 演習    ● 

野外活動実習Ⅰ(海) 1 半期 実習 ●    

野外活動実習Ⅱ(雪山) 1 半期 実習  ●   

野外活動実習Ⅲ(河川) 1 半期 実習   ○  

野外活動実習Ⅳ(山岳) 1 半期 実習    ○ 

国際救急システム実習 1 半期 実習  ○   

防災減災対策演習 1 半期 演習  ○   

卒業研究Ⅰ 1 通年 演習   ●  

卒業研究Ⅱ 1 通年 演習    ● 

別表6(第42条第2項及び第43条第1項関係) 

学費等(体育学部) 

入学金(入学時のみ) 300,000円

授業料 800,000円

施設整備費 250,000円

教育充実費 200,000円

健康管理費 10,000円
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入学検定料 35,000円

注 授業料、施設整備費、教育充実費、健康管理費は、毎年次納入する。 

学費等(スポーツ文化学部) 

入学金(入学時のみ) 300,000円

授業料 800,000円

施設整備費 250,000円

教育充実費 200,000円

健康管理費 10,000円

 

入学検定料 35,000円

注 授業料、施設整備費、教育充実費、健康管理費は、毎年次納入する。 

学費等(スポーツマネジメント学部) 

入学金(入学時のみ) 300,000円

授業料 800,000円

施設整備費 250,000円

教育充実費 200,000円

健康管理費 10,000円

 

入学検定料 35,000円

注 授業料、施設整備費、教育充実費、健康管理費は、毎年次納入する。 

学費等(児童スポーツ教育学部) 

入学金(入学時のみ) 300,000円

授業料 800,000円

施設整備費 250,000円

教育充実費 200,000円

健康管理費 10,000円

 

入学検定料 35,000円

注 授業料、施設整備費、教育充実費、健康管理費は、毎年次納入する。 
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学費等(保健医療学部整復医療学科) 

入学金(入学時のみ) 300,000円

授業料 900,000円

施設整備費 300,000円

教育充実費 250,000円

健康管理費 10,000円

実習費 100,000円

 

入学検定料 35,000円

注 授業料、施設整備費、教育充実費、健康管理費、実習費は、毎年次納入する。 

学費等(保健医療学部救急医療学科) 

入学金(入学時のみ) 300,000円

授業料 900,000円

施設整備費 300,000円

教育充実費 250,000円

健康管理費 10,000円

実習費 250,000円

 

入学検定料 35,000円

注 授業料、施設整備費、教育充実費、健康管理費、実習費は、毎年次納入する。 
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日本体育大学学則（案）の変更事項を記載した書類  

 
 
【変更（改正）理由】  

第 5 条 (入学定員及び収容定員 )について、以下のとおり入学定員及び

収容定員を変更  
 

（下線は改正部分）  
学部  学科  コース  入学定員  収容定員  

体育学部  体育学科    8 0 0人  3 , 2 0 0人  
健康学科    1 9 5人  7 8 0人  

学部合計  9 9 5人  3 , 9 8 0人  
スポーツ文化

学部  
武道教育学科   9 0人  3 6 0人  
スポーツ国際

学科  
 9 0人  3 6 0人  

学部合計  1 8 0人  7 2 0人  
スポーツマネ

ジメント学部  
スポーツマネ

ジメント学科  
 2 4 5人  9 8 0人  

スポーツライ

フマネジメン

ト学科  

 11 0人  4 4 0人  

学部合計  3 5 5人  1 , 4 2 0人  
児童スポーツ

教育学部  
児童スポーツ

教育学科  
児童スポーツ

教育コース  
1 2 0人  4 8 0人  

幼児教育保育

コース  
5 0人  2 0 0人  

学部合計  1 7 0人  6 8 0人  
保健医療学部  整復医療学科    9 0人  3 6 0人  

救急医療学科    8 0人  3 2 0人  
学部合計  1 7 0人  6 8 0人  
総合計  1 , 8 7 0人  7 , 4 8 0人  
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日本体育大学学則 新旧対照表 

（下線は改正部分） 
新 旧 

第１条～第４条（略） 第１条～第４条（略） 
(入学定員及び収容定員) (入学定員及び収容定員) 

第５条 本学の入学定員及び収容定員は、次のとおり

とする。 
 

第５条 本学の入学定員及び収容定員は、次のとおり

とする。 
 

学部 学科 コース 入学定員 収容定員 
体育学

部 
体育学

科 
  800人 3,200人

健康学

科 
  195人 780人

学部合計 995人 3,980人
スポー

ツ文化

学部 

武道教

育学科 
 90人 360人

スポー

ツ国際

学科 

 90人 360人

学部合計 180人 720人
スポー

ツマネ

ジメン

ト学部 

スポー

ツマネ

ジメン

ト学科 

 245人 980人

スポー

ツライ

フマネ

ジメン

ト学科 

 110人 440人

学部合計 355人 1,420人
児童ス

ポーツ

教育学

部 

児童ス

ポーツ

教育学

科 

児童スポー

ツ教育コー

ス 

120人 480人

幼児教育保

育コース 
50人 200人

 

学部合計 170人 680人
保健医

療学部 
整復医

療学科 
  90人 360人

救急医   80人 320人

学部 学科 コース 入学定員 収容定員 
体育学

部 
体育学

科 
  800人 3,200人

健康学

科 
  195人 780人

学部合計 995人 3,980人
スポー

ツ文化

学部 

武道教

育学科 
 80人 320人

スポー

ツ国際

学科 

 100人 400人

学部合計 180人 720人
スポー

ツマネ

ジメン

ト学部 

スポー

ツマネ

ジメン

ト学科 

 145人 580人

スポー

ツライ

フマネ

ジメン

ト学科 

 110人 440人

学部合計 255人 1,020人
児童ス

ポーツ

教育学

部 

児童ス

ポーツ

教育学

科 

児童スポー

ツ教育コー

ス 

120人 480人

幼児教育保

育コース 
50人 200人

 

学部合計 170人 680人
保健医

療学部 
整復医

療学科 
  90人 360人

救急医   80人 320人
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療学科 
学部合計 170人 680人
総合計   1,870人 7,480人

 

療学科 
学部合計 170人 680人
総合計   1,770人 7,080人

 

 
第６条～第６０条（略） 

 
第６条～第６０条（略） 

附 則 （新設） 

(施行日)  

１ この学則は、令和6年4月1日から施行する。  

(経過措置)  

２ 改正後の第5条の規定にかかわらず、スポーツ文

化学部及びスポーツマネジメント学部並びに本学の収容

定員は、令和6年度から令和8年度までの間は、次のとお

りとする。 

 

学部 学科/コ
ース 

収容定員 
令和6年

度 
令和7年

度 
令和8年

度 
スポー

ツ文化

学部 

武道教

育学科 330人 340人 350人 

スポー

ツ国際

学科 
390人 380人 370人 

学部合計 720人 720人 720人 
スポー

ツマネ

ジメン

ト学部 

スポー

ツマネ

ジメン

ト学科 

680人 780人 880人 

スポー

ツライ

フマネ

ジメン

ト学科 

440人 440人 440人 

学部合計 1,120人 1,220人 1,320人 
 

総合計 7,180人 7,280人 7,380人 
 

 

 



学則の変更の趣旨等を記載した書類 

 

ア 学則変更（収容定員変更）の内容 

この度の定員変更は、既存の学部・学科の定員変更であり、新たな学部・学科名称、理念及び養成する人材

像にも変更は行なわない。またこの定員変更に伴う 2024 年度からの学部・学科の設置場所の変更等についても

行なわない。 

 

図表 1 収容定員変更（予定）に伴う移行表 

 

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性 

 この度の学則変更は、本学が近年の社会の要請を踏まえてさらに多くの人材を養成するために行うものである。 

 本学は、建学の精神に基づく教育使命を果たすために、1949 年体育学部体育学科を設置し、身体に纏わる文

化と科学の総合大学として発展してきた。このような中で、スポーツマネジメント学部は、スポーツをマネジメントす

ることのできる能力を有する人材を養成することは本学の使命であるとの認識から 2018年に設置された。 

近年、我が国では学校教育、社会教育といった枠を超えて、スポーツはサービス財や経験財として捉えられ、

市場で自由に取引されるようになった。すなわち、国民は消費者として自発的に社会的価値や快楽を求めて、ス

ポーツに参加し、スポーツを観戦し、スポーツを支える・スポーツを知るといった行動をとるようになったといえる。

加えて、我が国は超高齢化に直面し、医療費の増大といった課題を抱えており、スポーツには当該課題の解決

に向けての大きな期待が寄せられている。このほかにも、スポーツによる地域活性化や経済発展など、スポーツ

に対する期待は高まるばかりである。このようなスポーツ自体の享受の仕方やスポーツによる社会課題の解決な

どでは、単にスポーツができれば良いということではなく、その活動の効果や効率を最大限に追及するといった機

能が求められている。これは、我が国にスポーツマネジメントの時代が到来したことを意味している。 

国は、スポーツ基本法の理念である「スポーツを通じて『国民が生涯にわたり心身ともに健康で文化的な生活

を営む』ことができる社会の実現」を目指すために、これまで、厚生労働省、国土交通省、農林水産省、環境省、

外務省、経済産業省等で各々が実施してきた施策を調整することで効率化を図るとともに、新たな相乗効果を生

み出すためにスポーツ行政を一元的に推進する行政機関であるスポーツ庁を設置した。 

このスポーツ庁の肝いりの政策を取りまとめたものが、第 2 期スポーツ基本計画である。本計画では、スポーツ

 

学部 

 

学科・コース 

現行 変更 増減 

入学 

定員 

収容 

定員 

入学 

定員 

収容 

定員 

入学 

定員 

収容 

定員 

スポーツ 

文化学部 

武道教育学科 80 320 90 360 10 40 

スポーツ国際学科 100 400 90 360 ▲10 ▲40 

スポーツ 

マネジメント

学部 

スポーツマネジメント学科 145 580 245 980 100 400 

スポーツライフマネジメント学科 110 440 110 440 0 0 

合  計 435 1,740 535 2,140 100 400 
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を通じた活力があり絆の強い社会の実現といった政策目標を掲げ、本政策目標を実現するために、スポーツを通

じた経済・地域の活性化を施策とし位置づけ、具体的には 2 つの施策目標を示した。その一つは、「スポーツ市

場を拡大し、その収益をスポーツ環境の改善に還元し、スポーツ参画人口の拡大につなげるという好循環を生み

出すことにより、スポーツ市場規模 5.5兆円を 2020年までに 10兆円、2025年までに 15兆円に拡大することを目

指す。」といったスポーツの成長産業化を図るための施策目標である。もう一つは、「スポーツツーリズムの活性化

とスポーツによるまちづくり・地域活性化の推進主体である地域スポーツコミッションの設立を促進し、スポーツ目

的の訪日外国人旅行者数を 250 万人程度（平成 27 年度現在約 138 万人）、スポーツツーリズム関連消費額を

3,800 億円程度（平成 27 年度現在約 2,204 億円）、地域スポーツコミッションの設置数を 170（平成 29 年 1 月現

在 56）に拡大することを目指す。」といったスポーツを通じた地域活性化に係る施策目標である。 

従来、我が国にはヨーロッパ諸国で見られるようなスポーツの経済規模を算出する手法、いわゆるスポーツサ

テライトアカウントが確立されていなかった。しかし、日本政策投資銀行はスポーツ庁と経済産業省の監修のもと、

日本版スポーツサテライトアカウントを開発し、最新の報告書である「わが国スポーツ産業の経済規模推計〜日本

版スポーツサテライトアカウント 2021」を公表した。サテライトアカウントとは、従来の経済計算では把握できない分

野やテーマに対応するための勘定体系であり、ヨーロッパ 28 か国で採用されている各国共通の経済規模の指標

である。本調査は、2021 年に実施した調査であるが、既存の経済統計を使用するため最新の推計対象年次は

2019年となる。本調査による推計では、2011までのスポーツ経済規模を遡って計算しており、2011年は、7.21兆

円であり、2012 年 7.40 兆円、2013 年 7.60 兆円、2014 年 7.75 兆円、2015 年 8.43 兆円、2016 年 8.63 兆円、

2017 年 8.96 兆円、2018年 8.93 兆円、2019 年 9.19 兆円となり、我が国のスポーツ経済規模は直線的な増加傾

向であることを明らかにしている。これは、我が国のスポーツ市場は拡大傾向にあり、スポーツ産業における雇用

拡大を意味するといえる。 

スポーツ庁は、2017 年以降、当該施策のための事業を積極的に展開してきた。スタジアム・アリーナ改革推進

事業（2017 年度）、スポーツ関連新事業創出支援事業（2017 年度）、スポーツツーリズム・ムーブメント創出事業

（2018 年度）、スポーツオープンイノベーション推進事業（2019 年度）、中央競技団体の経営力強化推進事業

（2020年度）、スポーツ資源を活用したインバウンド拡大の環境整備事業（2020年度）、スポーツ×テクノロジー活

用推進事業（2022 年度）、さらに 2023 年度概算要求では、スポーツホスピタリティ推進事業、スポーツによる地域

活性化・まちづくりコンテンツ創出等総合事業を要求している。 

2019 年以降、新型コロナウイルスの感染拡大は、プロスポーツリーグやスポーツイベントをはじめとするスポー

ツ事業の実施に大きな影響を及ぼした。しかし、2022 年シーズンを見る限り、各スポーツ機関・団体の努力により

コロナ禍以前の事業を取り戻しつつある。これらのスポーツ事業は、相互に関係を有することから相乗効果を生

み出し、スポーツ市場を拡大することが予想される。 

このような状況を踏まえた動きは、第 3 期スポーツ基本計画において見て取れる。第 3 期スポーツ基本計画で

は、社会やスポーツ界の近況、そして、第 2 期スポーツ基本計画の進捗状況を鑑みて、さらにスポーツ産業の成

長化やスポーツを通じた地域・経済の活性化の推進を掲げている。これまでのスポーツ産業の基幹的産業に加

えて、スポーツ界におけるデジタルトランスフォーメーションの導入やスポーツ産業の国際化などの推進を視野に

入れ、さらなるスポーツ市場の拡大を図ろうとしており、その収益をスポーツ環境の改善に還元し、スポーツ参画

人口の拡大につなげ、スポーツ市場規模をより一層拡大することを目指している。 

しかしながら、我が国では、スポーツマネジメント人材の養成が課題となっている。スポーツ庁は、スポーツ関連

団体などの実施主体では、スポーツマネジメントの知識と技術を有する人材が不足しているとの見解を示しいて
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いる。 

これまで、スポーツ庁は、スポーツ経営人材育成・活用事業（2017 年度）、スポーツビジネスイノベーション推進

事業（2018 年度）、スポーツ団体経営力強化推進事業（2019 年度）、スポーツによる地域活性化・まちづくり担い

手育成総合支援事業（2021 年度）などの事業によりスポーツマネジメント人材の養成に取り組んできた。しかし、

スポーツマネジメント人材の養成・確保は近年のスポーツ市場の拡大により、今後さらに深刻な問題となることは

容易に考えられ、スポーツ庁やスポーツ機関・団体の取組だけでは限定的である。 

このようなことから、我が国のスポーツ界を牽引してきた本学としては、喫緊の課題であるスポーツマネジメント

人材の養成に取り組むことは本学の重要な社会的使命であると考え、2024 年度よりスポーツマネジメント学科の

収容定員の規模を拡大するために学則を変更することとした。 

一方、スポーツ文化学部は、社会情勢及び定員充足状況を踏まえ、当該学科の定員を適正規模に変更する

ため、日本体育大学学則を改正し、スポーツ国際学科の定員を減じ、減員数と同数を武道教育学科の定員に加

えることとした。 

 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程の変更内容 

 (ア) 教育課程の変更内容 

教育課程の変更は行わない。なお、収容定員の変更を行なう学部等の現状は、以下のとおりである。 

 

■スポーツ文化学部 

（１）スポーツ文化学部における人材の養成に関する目的 

スポーツ文化学部 

スポーツによる国際相互理解を基軸としながら、国際社会に対して日本の精神に根ざしたスポーツによる

開発援助、国際協力、国際交流などの実践的な技術や理論を推進できるような人材を育成する。 

武道教育学科 

我が国固有の身体運動文化である武道や芸道に関する知識と技能を身につけるとともに、国内外にお

いて正しく武道や芸道を指導し、伝えることができる人材を育成する。 

スポーツ国際学科 

異文化や多様性を理解し、国際社会において日本の精神文化に立脚したスポーツによる開発援助、

国際支援ができるとともに、日本と諸外国とのスポーツ交流を推進できる人材を育成する。 

 

（２） スポーツ文化学部の卒業認定及び学位授与の方針 

スポーツ文化学部は、本学の教育理念を根幹とし、「独自の教育・研究プログラムを創造的に展開  し、

我が国の体育・スポーツ界ならびに来るべき知識基盤社会をリードする大学を目指す。また、同時に心身と

もに逞しく、明朗活発で、自らが選択した職種の現場において即戦力として活躍できる人材の育成を図る。」

という教育目標を掲げて、それを実現するために教育課程（カリキュラム）を編成・実施している。この課程を

終えて、学位が授与されるためには、以下のことが求められる。 

① 所定の期間在学し、本学の教育理念・教育目標に沿って設定した授業科目を履修して、卒業要件単

位数を修得する。 

② 体育学（スポーツ科学）及び武道学、伝統芸能の研究を深め、多面的な履修を通じて基礎的な学習

学則変更の趣旨（本文）-3



能力を養い、日本の「道」の精神に基づく実践的技術を向上させ、国際社会においてスポーツ・体育

による貢献のできる専門的な知識を理解するとともに、これらを実践できる力を身につける。 

③ 学科における専門的学習と学科を横断する学習とを通じて、現代社会において日本の伝統的 な文

化に根差した国際貢献の役割を深く理解し、課題探求心、問題解決能力、コミュニケーション能力な

どの総合能力を身につける。 

 

（３） スポーツ文化学部（2022カリキュラム）における教育課程編成方針 

本学は、建学の精神に基づく教育使命を実現すべく、スポーツ文化学部に武道教育学科、スポーツ国際

学科を置き、次の方針のもとに教育課程を編成し実施する。 

① よき市民及び国際人として身につけるべき基本的な素養としての社会人基礎力を形成するため、スポ

ーツ文化学部の学部共通科目では言語コミュニケーションや基礎教養に関わる教養科目と本学独自

の総合科目を配し、調和のとれた人間力を高める。 

② 武道学、伝統芸能の実践とこれらの文化の領域を包括するスポーツ文化学を専攻する学生として、学

部専門科目（理論）と学部専門科目（体育実技）を学修し、スポーツ文化学ならびに武道と伝統芸能

の基本的な知識や実践力を修得する。 

③ 各学科において、当該学問分野の基幹となる学科基礎科目と学科専門科目の学修をするとともに、

多様で実践的な科目を通じて、さらに高度な知識や実践力を体得する。 

④ 体系的かつ専門的な学修を通じて体得した知識、技術等を総合的に活用し、国内外において武道

教育、伝統芸能、体育指導、スポーツ国際交流、スポーツ支援、スポーツ国際開発援助などの領域

における今日的課題を実践的に解決する力を獲得する。 

武道教育学科 

伝統に由来する体系化された「我が国固有の伝統スポーツ文化」である武道の学修（実践・理論） を

通じて、心技体を一体として鍛え、人格を磨き、道徳心を高め、礼節を尊重する態度を養い、国家社会の

平和と繁栄に寄与する人間形成を育むとともに、さらには伝統芸能を通じて日本の身体文化、精神文化

を再確認した上で、国際的交流や貢献を推進するとともに、国際相互理解の増進と国際平和に寄与でき

るよう、関連する実践的な技術や理論について学修する。スポーツを通じた国際理解、国際平和への貢

献・実現に積極的に取り組めるよう、武道教育学科には武道教育と伝統芸能に関する学修領域を設け、

より高度な実践力と知識とが体得できる本学独自のプログラムを設ける。 

スポーツ国際学科 

スポーツを通した国際相互理解を基盤として、体育・スポーツによる国際交流を推進し、国際社  会に

あっては日本の精神文化に立脚した体育・スポーツによる国際支援、国際開発援助を促進するための知

識と技術を学修する。スポーツという文化を通して文化的他者を理解するために、異文化理解の学修領

域を設けるとともに、異文化において体育・スポーツ指導ができることを目指したスポーツ実践の学修領域

も設定することで、より高度な実践力と知識が体得できる本学独自のプログラムを設ける。 

 

（４） スポーツ文化学部（2022カリキュラム）における体系的な教育課程の編成 

スポーツ文化学部の人材養成の目的ならびに教育課程の編成方針に則り、『学部共通』、『学部専門（理

論）』、『学部専門（体育実技）』ならびに『学科基礎』および『学科専門』科目群を配置し、体系的な教育課程
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を編成している。【資料 1】 

   必修・選択必修の別については、全ての学生に履修させるべき科目及び各区分の中で基礎となる科目を必

修科目、各区分の中で必修科目を基礎として学生に選択的に履修させるべき科目を選択必修科目としてい

る。また各科目の履修順序(配当年次)は、ゆるやかな原則として、基礎的な科目から応用、発展的な科目へ、

総論的な科目から各論的な科目へという考え方に基づいている。 

① 『学部共通科目』、『学部専門（理論）科目』および『学部専門（体育実技）科目』 

スポーツ文化学部の目的を達成し目指す人材を養成するために、『学部共通』科目を区分１として、「教養

科目」、「総合科目」の 2種類の科目群から総合的に構成している。 

また、『学部専門（理論）』科目を区分１として、「基幹科目」および「展開科目」の 2 種類の科目群で構成し、

ならびに『学部専門（体育実技）』科目を区分１として、「展開科目」の１種類の科目群で構成している。 

② 『学科基礎科目』 

『学科基礎』科目群を区分１として、学科共通の科目として配置し、「基幹科目」と「展開科目」の科目群で

構成している。 

「基幹科目」では、グローバル社会を生きる人々の生活や文化、宗教や慣習、民族に至るまでの幅広い分

野とスポーツの関連に関する基礎的知識について学修する科目群を配置し、「展開科目」では、トレーニン

グやその指導法を主眼にしながら、バイオメカニクスや心理的側面からのアプローチなど、スポーツ科学に

関する科目群や、人権教育や学校安全や学校保健等に感する管理運営に関する科目群、国際情勢やスポ

ーツが国際的に果たしうる役割などを学修する科目群、ならびに古来からの身体活動である伝統芸能に資

する科目群から選択的に学修する。 

③ 学科専門科目 

武道教育学科およびスポーツ国際学科ごとに、学科独自の「基礎科目」および「展開科目」を配置し、さら

にそれぞれ「理論科目」および「実践科目」で細分化して体系的な教育課程を編成している。 

   また、「学科専門（資格関連）科目」では、中学校及び高等学校の保健体育教員として授業を展開していくた

めに必要な基礎的資質を涵養する科目群や、中学校・高等学校教諭一種免許状授与資格に対応する教育

実習及びこれに関する事前及び事後の指導を含めた科目群を配置して、選択的に学修する事としている。 

③－１ 武道教育学科 学科専門科目 

「基幹（理論）科目」では、武道を通じた教育や武道の技術のみならず、武道の普及や国際交流について

学修し、②『基幹（実践）科目』では、伝統文化交流に資する実習科目を配置し、伝統文化の交流について

実践的に学修を行なう。 

また、「展開（理論）科目」では、古典芸能や舞踊や伝統芸能に資する各論的学修を行ない、「展開（実践）

科目」では、学修者の競技専攻や伝統芸能実技について、実践的学修に資する科目群を配置している。 

③－２ スポーツ国際学科 学科専門科目 

「基幹（理論）科目」では、世界各国の地域特有のスポーツ文化に関する必修科目を学修し、「基幹（実践）

科目」では、フィールドワークやスポーツを通じた国際交流に資する実践的な学修を行なう。また「展開（理論）

科目」では、世界のスポーツ情勢やスポーツ政策、スポーツマネジメントなど、スポーツの今日的課題に対応

できるよう各論的学修を行ない「展開（実践）科目」では、身体表現や海外スポーツを指導する上で必要な実

習科目群を配置している。 

■スポーツマネジメント学部 
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（１）スポーツマネジメント学部における人材の養成に関する目的 

スポーツマネジメント学部 

スポーツを取り巻くさまざまな経済的価値を俯瞰し、スポーツに関する専門的知識・指導力とマネジメント

力を有した、スポーツの経済的活動の支援等に従事しうる人材を育成する。 

スポーツマネジメント学科 

スポーツ資源を社会の中で有効活用させる能力を養い、スポーツイベントを企画、スポーツ用品の開

発や販売を促進するなど、多方面に人々が求めるスポーツという資源の商品化についての可能性を追求

できる人材を育成する。 

スポーツライフマネジメント学科 

豊かなスポーツライフをおくるため、スポーツを通して人々が相互に関係性を育み、スポーツを基盤とし

たコミュニティを形成できるよう、スポーツというツールを用いて個人の中で活用できる能力を有する人材

を育成する。 

 

（２）スポーツマネジメント学部の卒業認定及び学位授与の方針 

スポーツマネジメント学部は本学の教育理念を根幹とし、「独自教育・研究プログラムを創造的に展開し、

我が国の体育・スポーツ界ならびに来るべき知識基盤社会をリードする大学を目指す。また、同時に心身共

に逞しく、明朗活発で、自らが選択した職種の現場において即戦力として活躍できる人材の育成を図る。」と

いう教育目標を掲げて、それを実現するために教育課程（カリキュラム）を編成・実施している。この課程を終

えて、学位が授与されるためには、以下のことが求められる。 

① 所定の期間在学し、本学の教育理念・教育目標に沿って設定した授業科目を履修して、卒業要件単

位数を修得する。 

② 体育・スポーツ科学及びマネジメント実践の研究を深め、多面的な履修を通じて基礎的な学習能力を

養い、スポーツをビジネスとの関連性からマネジメントするだけではなく、人々のスポーツライフにも積

極的にマネジメントすることのできる専門的な知識を理解するとともに、これらを実践することのできる

力を身につける。 

③ 学科における専門的学習と学科を横断する学習とを通じて、現代社会におけるスポーツならびにスポ

ーツライフのマネジメントを深く理解し、課題探求心、問題解決能力、コミュニケーション能力などの総

合能力を身に付ける。 

 

（３） スポーツマネジメント学部（2022 カリキュラム）における教育課程編成方針 

本学は建学の精神に基づく教育使命を実現すべく、スポーツマネジメント学部にスポーツマネジメント学

科、スポーツライフマネジメント学科を置き、次の方針のもとに教育課程を編成し実施する。 

① よき市民及び国際人として身につけるべき基本的な素養としての社会人基礎力を形成するため、スポ

ーツマネジメント学部の学部共通科目では基礎教養に関わる教養科目や本学独自の総合科目を配し、

調和のとれた人間力をたかめる。 

② 体育・スポーツ科学を専攻する学生として、スポーツマネジメント学部専門（理論）科目と学部専門（体

育実技）科目を学修し、スポーツを通じて人間の心身さらには生命に至るまで、基本的な知識や実践

力を修得する。 
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③ 各学科において、当該専門分野の基幹となる学科基礎科目と学科専門科目を学修するとともに、多様

で実践的な科目を通じて、さらに高度な知識や実践力を修得する。 

④ 体系的かつ専門的な学修を通じて修得した知識、技術等を総合的に活用し、スポーツをビジネスとの

関連性からマネジメントできるとともに、人々のスポーツライフも積極的にマネジメントできる思考と実践

力を獲得する。 

スポーツマネジメント学科 

スポーツを取り巻くさまざまな経済的価値を俯瞰する中で、世界中で展開しているスポーツイベントやス

ポーツ施設経営などの様々な事業にビジネスチャンスを見つけ出し、スポーツの奨励・促進のための活動

を支援することのできる理論や技術について学修する。また、個人及び団体等の各種のスポーツ関連事

業と連携して、新たな価値を創出するために、当該産業の事業をマネジメントしうる知識と技術を修得でき

る本学独自のプログラムを設ける。 

スポーツライフマネジメント学科 

すべての人々に生涯にわたって心身の健康な生活を提供し、かつまた健康寿命の延伸を図ることを目

的に、ライフステージに応じてスポーツや運動を処方し、競技スポーツだけでなく健康スポーツを自ら示範

して指導することのできる理論と方法を学修する。加えて、スポーツを通して人々が相互に関係性を生きる

ことのできるスポーツを基盤としたコミュニティを形成するための知識と技術を修得できる本学独自のプロ

グラムを設ける。 

 

（４） スポーツマネジメント学部（2022 カリキュラム）における体系的な教育課程の編成 

スポーツマネジメント学部の人材養成の目的ならびに教育課程の編成方針に則り、『学部共通』、『学部専

門（理論）』、『学部専門（体育実技）』ならびに『学科基礎』および『学科専門』科目群を配置し、体系的な教

育課程を編成している。【資料 2】 

   必修・選択必修の別については、全ての学生に履修させるべき科目及び各区分の中で基礎となる科目を必

修科目、各区分の中で必修科目を基礎として学生に選択的に履修させるべき科目を選択必修科目としてい

る。また各科目の履修順序(配当年次)は、ゆるやかな原則として、基礎的な科目から応用、発展的な科目へ、

総論的な科目から各論的な科目へという考え方に基づいている。 

① 『学部共通科目』、『学部専門（理論）科目』および『学部専門（体育実技）科目』 

スポーツマネジメント学部の目的を達成し目指す人材を養成するために、『学部共通』科目を区分１として、

「教養科目」、「総合教育科目」の 2種類の科目群から総合的に構成している。 

   また、『学部専門（理論）』科目を区分１として、「基幹科目」および「展開科目」の 2 種類の科目群で構成し、

ならびに『学部専門（体育実技）』科目を区分１として、「展開科目」の１種類の科目群で構成している。 

② 『学科基礎科目』 

『学科基礎』科目群を区分１として、学科共通の科目として配置し、「基幹科目」と「展開科目」の科目群で

構成している。 

    「基幹科目」では、スポーツに関するマネジメント論・マーケティング論・産業論・ビジネス論など、スポーツ

マネジメントに関する基礎的知識について学修する。「展開科目」では、その基礎的知識を基に、スポーツマ

ネジメントに欠かすことのできないファシリティマネジメントや、メガスポーツイベントが社会に与える影響につ

いて、また余暇活動やスポーツと行政との関わりについて学修する。 
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③ 『学科専門科目』 

スポーツマネジメント学科およびスポーツライフマネジメント学科ごとに、学科独自の「基礎科目」および

「展開科目」を配置し、体系的な教育課程を編成している。 

③－１ スポーツマネジメント学科 学科専門科目 

スポーツマネジメント学科の学科専門科目は、「基幹（理論）科目」、「基幹（実践）科目」、「展開（理論）

科目」、「展開（実践）科目」と、「資格関連科目」及び「関連科目」の 6 区分からなっている。「基幹（理論）

科目」ではスポーツ産業の広がりとビジネスの実際について理解するための「スポーツ産業論Ⅱ」とさまざ

まな組織の経営管理について理解するために必要な「経営学概論」「財務会計基礎論」「経営戦略論」を

配当している。「基幹（実践）科目」では、スポーツビジネスおよび地域スポーツの現場において実際にス

ポーツマネジメントを経験し学ぶための演習・実習科目が配当されている。「展開（理論）科目」では、スポ

ーツ産業のさまざまな領域におけるマネジメントについて理論的に学ぶ科目と、スポーツをとりまく社会や

経済の動向を理解するための科目を配当している。「展開（実践）科目」では、スポーツ市場の分析を行う

科目や、理論と実践の両面からスポーツ産業及びレジャー産業の現場で活躍できるようにするための科

目、リーダーとしての資質を養うための科目が配当されており、理論科目で身に着けた知識や技能を実践

できるようにするための学修を行えるようにしている。「資格関連科目」では、保健体育教員の資格に関連

する科目を配当し、指導者およびスポーツ事業の推進役としての資質や能力を身に着けられるようにして

いる。「関連科目」では、スカイスポーツおよびモータースポーツに関連する科目を配当した。 

③－２ スポーツライフマネジメント学科 学科専門科目 

      スポーツライフマネジメント学科の学科専門科目は、「基幹（理論）科目」、「基幹（実践）科目」、「展開

（理論）科目」、「展開（実践）科目」と、「資格関連科目」及び「関連科目」の 6 区分からなっている。「基幹

（理論）科目」では、スポーツによる地域活性化の効果や仕組みについて理解するための科目として「社

会教育計画Ⅰ」「スポーツとまちづくり」を配当している。「基幹（実践）科目」では、地域における多様なス

ポーツライフの現場において実際にスポーツマネジメントを経験し学ぶための科目が配当されている。「展

開（理論）科目」では、豊かなスポーツライフの推進のための野外活動について理論的に学ぶ科目と、地

域スポーツクラブのマネジメントを見据え生涯学習社会および障害者について学ぶための科目を配当し

ている。「展開（実践）科目」では、さまざまなスポーツライフのニーズの分析と多様な人々との相互理解を

図る科目や、理論と実践の両面からスポーツの指導を行えるようにするための科目、社会教育について学

ぶ科目、指導者としての資質を養うための科目が配当されており、理論科目で身に着けた知識や技能を

実践できるようにするための学修を行えるようにしている。「資格関連科目」では、保健体育教員および社

会教育主事の資格に関連する科目を配当し、指導者および地域におけるスポーツの推進役としての資質

や能力を身に着けられるようにしている。「関連科目」では、スカイスポーツに関連する科目を配当した。 

 

（イ） 教育方法および履修指導の方法 

教育方法および履修指導の方法の変更は行なわない。なお、本学における教育方法及び履修指導は、

学部別の履修規程などで示しているものの、全学で共通した方針で実施し、現状については以下のとおりで

ある。【資料 3-1】【資料 3-2】 

（１） 教育方法 

教育方法については、開設する科目の目的と内容、教育効果等を考慮して、講義（半期 2 単位）、演習
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（半期 2単位又は 1単位）、実技・実験（半期 1単位）、実習（30時間 1単位）の形式を定めている。 

① 授業の受講生数と教育方法 

本学では、授業方法に応じた学生数を、講義の上限は 200 人、演習及び実技・実験の上限は 50 人と

し、野外実習等は履修希望状況により団編成を行っている。 

また、授業時間割は、ホームルームクラスに割当てられており、1 ホームルームクラスの人数は原則 20

人から 25 人となっていることから、授業クラスは、授業方法及び授業科目の内容等に応じて、上限の範囲

内で複数のホームルームクラスを合わせた授業形式を行っている。【資料 4】 

体育、情報処理、音楽などの実技を伴う技能教科の授業においては、一斉指導と小集団指導と個別指

導とを組み合わせて、全学生に共通する知識や技能の修得水準の確保と個性や能力に応じた修得・習

熟の保障とを両立させている。 

いずれの増減にあたっても、クラス編成の原則としている 20 名～25 名の範囲以内での変更となり、授

業方法及び授業科目の内容には、著しく影響を与える事はないと考えられる。 

 

② 授業の開講体制 

授業については、単独担当、複数担当（オムニバス方式、複数の教員で共同担当）などの授業の特性

及び教員の専門性に基づき、担当者を配置する。 

原則として、単独教員による開講であるが、授業の特性又は授業の展開計画に応じて、より専門性の高

い教員の協力による複数担当での展開、さらには、少数の履修人数による効果を期待したクラス指定の授

業など、関係教員の専門性と授業科目の特性に応じた開講体制をとる。 

 

③ 新入生導入教育 

新入生導入教育では、高校の学びを補完する補習教育や、大学での学修内容に資するリテラシー教

育を中心とした「入学前教育」と、入学後の学修と学生生活に関するガイダンスを始めとした「新入生オリ

エンテーション」を各学部の特性に合わせて展開している。 

「入学前教育」では、大学での学びへの導入となる課題の配信とその添削、高校時の学びの補修教育

を実施する事で、大学での学修にスムーズに移行していく事を目的としている。 

また「新入生オリエンテーション」は、入学式の前日から約 1 週間の日程で新入生オリエンテーション期

間を設定し、その中で履修と学生生活に関するガイダンスなど、本学伝統教育に資するの新入生の教育

を行なっている。 

 

④ 実地実習による実践力の育成 

教育実習、養護実習をはじめとした、その他現場実習では、カリキュラム編成により系統的に学修した

一般教養や専門知識を基に、実地実習により体験的に学習した内容を、それぞれに配当された「実習指

導」科目や「実践演習」科目を介して架橋・往還することで、教育・スポーツの現場に則した確かな実践力

の育成を重視している。 

また、海浜実習又はキャンプ実習及びスキー実習又はスケート実習などは、理論と実技の融合化を図

るとともに、学生間の交流を深めることにより、コミュニケーション能力を高めることができるように、合宿研

修を伴う実習形式を展開している。 
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（２）履修指導方法及び履修モデル 

入学時の新入生オリエンテーション期間に履修に関するガイダンスを実施し、各学部及び各学科の理念

と学修の目標、カリキュラムと履修方法を説明している。 

 

（３）シラバス 

学生が授業内容を十分把握した上で履修計画を立てられるように、全科目のシラバスを作成し、本学ポー

タルサイト上の「n-pass（エヌ・パス）」の画面上で見られるようにしている。シラバスには、①授業の概要と目

的、②到達目標、③授業の内容・計画、④成績評価の方法・基準、⑤準備学習や受講生に対するメッセー

ジ、⑥教科書・参考書、の六項目について詳細に記述している。 

 

（４）履修ガイダンス 

入学時及び年次の更新期には、オリエンテーション又は年次教育を開催して、教育課程と授業科目の構

成等、履修登録、単位修得、授業、試験、成績及び単位認定方法、履修要領等についてガイダンスを行っ

ている。 

なお、これらの内容については、本学ポータルサイト上の「n-pass（エヌ・パス）」の機能上に掲載し、学生

が見ることができるようにしている。 

 

（５）オフィスアワー 

専任教員は、学生からの履修や学習についての相談に応じるためにオフィスアワーを設定し、学生に周

知する。また、オフィスアワー以外の時間帯でも、可能な場合は対応する体制をとっている。 

 

（６）クラス担任 

特に修学上のサポートが必要な１・２年次では、学生約 20～25 人を１単位とする「クラス」を編成し、１クラ

スに１名、専任教員を担任として配置している。 

履修指導をはじめ、学生生活全般についての相談にのり、指導にあたっている。なお、上級学年となる３

年生以上では、教育研究上の専門性やこれに伴う進路指導等を考慮し、ゼミ担当教員を担任として設定し

ている。 

 

（７）履修登録制限（CAP制） 

履修科目の年間登録上限については、大学設置基準第二十七条の二に基づき、1 単位当たりの学修時

間 45時間を勘案し、学部ごとに以下の履修登録制限を定めている。 

 

図表 2 学部ごとの履修登録制限（CAP数）一覧 

学 部 履修制限（単位）数 

体育学部 ５０単位 

スポーツ文化学部 ４４単位 

スポーツマネジメント学部 ４４単位 

児童スポーツ教育学部 ４４単位 
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保健医療学部 ４３単位 

 

（ウ）教員組織の変更内容 

教員組織の変更は行わない。なお、大学設置基準第十三条別表第一より算定した本学における必要専任

教員数並びに現行の専任教員数は以下のとおりである。 

 

図表 3 学部ごとの必要教員数と現行の教員数一覧 

学 部 学 科 必要専任教員数 現行の教員数 

体育学部 
体育学科 30人 59人 

健康学科 12人 14人 

スポーツ文化学部 
武道教育学科 9人 11人 

スポーツ国際学科 9人 12人 

スポーツマネジメント学部 
スポーツマネジメント学科 13人 13人 

スポーツライフマネジメント学科 10人 10人 

児童スポーツ教育学部 児童スポーツ教育学科 14人 25人 

保健医療学部 
整復医療学科 9人 16人 

救急医療学科 8人 12人 

 

収容定員の変更を行った後も、教員組織の変更は行なわない事から、それぞれ基準を上回り教員組織には

問題はないと言える。さらに、従来の教員人事計画を進め、定年等により専任教員が退職した場合は、相応に

教員を補充する等、然るべき増員を行うことで教育環境の維持や教育の質を担保している。 

 

（エ）大学全体の施設・設備の変更内容 

施設・設備等の変更は行わない。大学全体の現状については以下のとおりである。 

 

（１）校地、運動場等 

日本体育大学の校地面積は、208,049 ㎡あり、東京・世田谷キャンパスは、1 街区から 5 街区 39,894 ㎡、6

街区 1,140 ㎡の合計 41,034 ㎡、横浜・健志台キャンパスは 167,015 ㎡となっている。校舎のほか体育大学の

特性上から種目ごとに運動用地及び体育館用地を有しており、大学設置基準における校地面積（スポーツ文

化学部 7,200㎡+スポーツマネジメント学部 14,200㎡計 21,400㎡）を上回っている。 

東京・世田谷キャンパスと横浜・健志台キャンパス間の移動時間は約 1 時間を要するが、両キャンパスにお

ける運動施設等の各種施設は、体育大学としての教育研究の実践の場として整備されており、教育研究活動

の目的を達成するため活用している。 

① 東京・世田谷キャンパス 

東京都内の都市型のキャンパスとして、1 街区から 5 街区の 39,894 ㎡と 6 街区 1,140 ㎡を体育学部、ス

ポーツ文化学部および児童スポーツ教育学部で使用する。1 街区から 3 街区の教育研究棟は、教室、演習

室、実験室、研究室、図書館等があり、5 街区のスポーツ棟は、大・中・小体育館、屋内プール、スポーツ・ト

レーニングセンター等があり、人工芝のグラウンドと 100m走 8 コースの全天候型走路を有している。 
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6 街区には児童スポーツ教育学部が特に使用する教室、実験室、演習室がある。また、本キャンパスには、

男子寮として深沢寮、女子寮として和泉寮、卒業生なども利用出来る世田谷ゲストハウスがある。 

また、交通アクセスは、東急田園都市線桜新町駅より徒歩約 15分の閑静な住宅街に位置している。 

② 横浜・健志台キャンパス 

体育施設として広さや敷地を必要とする屋内運動施設や屋外運動施設の充実した郊外型のキャンパスで

あり、169,905 ㎡を有し、体育学部、スポーツマネジメント学部および保健医療学部で使用している。その内

訳は、校舎敷地 92,329 ㎡、運動体育施設敷地 11,949 ㎡、運動用地 65,628 ㎡である。また、本キャンパス

には、男子寮として健志台寮が、女子寮として健志台桜寮、卒業生なども利用出来る横浜ゲストハウスがあ

る。 

敷地内には、教室及び研究室、図書館分室、体育館 4棟、学生の福利厚生施設 2棟、スポーツ・トレーニ

ングセンター、屋外温水プール、陸上競技場、テニスコート、ラグビー場、サッカー場、野球場などを配して

いる。平成 26（2014）年 3 月には、保健医療学部用校舎棟として９号館、平成 30（2018）年３月にはスポーツ

マネジメント学部新設に合せ８号館を竣工している。 

また、交通アクセスは、東急田園都市線青葉台駅よりバス利用約 10分の静かで緑豊かな場所に位置して

いる。 

③ 校外施設 

校外施設として、長野県菅平に夏期にはキャンプ場、冬期にはスキー場ロッジとして利用可能な菅平実習

場を保有している。 

 

（２）校舎等施設の整備 

本学の校舎面積は、両キャンパスで 67,252 ㎡を有しており、東京・世田谷キャンパスは 32,683 ㎡、横浜・健

志台キャンパスは 34,569㎡である。大学設置基準面積（体育学部 22,044.85㎡＋スポーツ文化学部 5,454㎡

＋スポーツマネジメント学部 10,412 ㎡＋児童スポーツ教育学部 3,801 ㎡＋保健医療学部 7,107 ㎡計 48,819

㎡）を上まわっている。 

東京・世田谷キャンパスの周辺の環境は、閑静な住宅街であり、研究室、実験室、体育研究所などの学術

研究施設及び教室、図書館、体育館、スポーツ・トレーニングセンター、屋内温水プール、屋外運動場といっ

た教育に関する建物等を擁している。また、両キャンパスの教室内は、ビデオプロジェクター等マルチメディア

機器を設置している。 

横浜・健志台キャンパスは前述のとおり緑豊かな郊外型キャンパスのなかに教育研究施設のほかスポーツの

メッカとしての各種競技の公式競技場が完備している。 

横浜・健志台キャンパスは、よりよい教育研究環境を整備するため、横浜市都市計画提案制度を活用して本

キャンパスの建築に関する規制緩和を横浜市に求め、認められた。この状況に合わせて本キャンパスの再開

発構想の検討を進めている。 

 

（３）図書等の資料及び図書館 

① 図書館閲覧室、閲覧席数、レファレンス・ルーム、検索手法等 

図書館本館は、東京・世田谷キャンパス教育研究棟 2 階(441.93 ㎡ 175 座席)・3 階(530.09 ㎡ 220 座席)

に配置し、閲覧室は利用形態によって選択できるよう、テーブル席の他、間仕切りされた 1 人用閲覧席、複
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数人数で利用できるグループ閲覧室(3 室)を整備している。本館の書架収容力は、地下の自動化書庫を含

めて約 46万冊である。自動化書庫資料は、同キャンパス内からオンラインで出納することができる。 

横浜・健志台キャンパスには、分館（38.52 ㎡ 183 座席）と 9 号館 2 階の保健医療学部図書館（288.32 ㎡

92 座席）を配置し、書架収容力はそれぞれ、分館約 4.9 万冊、保健医療学部図書館約 0.7 万冊である。加

えて 3号館 2階に書架収容力約 2.0万冊の保存庫を有している。 

大学全体では和書約 38万冊、洋書約 14万冊の合計約 52万冊を有している。 

蔵書資料の検索は学内外からインターネット上で検索でき、一部電子書籍は学外からのリモートアクセス

が可能である。また、EPUB リフロー版電子書籍を導入し、紙媒体資料の PDF等への媒体変換とメール送信

のサービスとあわせて、プリントディスアビリティのある学生への対応を行っている。 

キャンパス間の図書館資料輸送は、学内定期便と業者による宅配便を組み合わせて最大週 4 回行うこと

が可能で、利用者の移動に係る負担を軽減し利便性を高めている。 

本館と分館は、授業期間中は平日 8時 45分から 22時まで、土曜日は 8時 45分から 19時まで、日曜日

は 10 時 15 分から 18 時まで、図書館職員・スタッフを配置して開館しており、自習や図書館内外の資料請

求、レファレンス等に対応している。 

本学図書館は、国立情報学研究所の NACSIS-CAT/ILL に参加し、文献複写や相互貸借などの他大学

図書館との相互協力による学術情報の流通や、一般利用者への無料公開、メールによるレファレンス対応

等、地域社会貢献に積極的に取り組んでいる。 

② デジタルデータベース、電子ジャーナル等の整備 

東京・世田谷キャンパスと横浜・健志台キャンパスの図書館内には、館内貸出用ノート PC を含めて学生

用 PC 合計 150 台を設置し、予習復習の情報収集やレポート・論文作成等に活用されている。近年特にデ

ジタルデータベース、電子ジャーナル等デジタルコンテンツの利用が増加していることに応え、学生向け図

書館情報リテラシー教育や、大学院生や教職員向けのデータベース活用講座や教育著作権講習の開催に

よる情報提供等、利用者教育や教育研究支援活動に積極的に参画している。 

図書館が契約中のデジタルデータベースには、医中誌 Web、メディカルオンライン、ジャパンナレッジ、

Science Direct、Wiley Online Library、MEDLINE Complete、SPORTDiscus with Full Text、Health Sourceな

ど 17種に加えて、朝日新聞クロスサーチ、読売ヨミダス歴史館、毎日新聞毎索の新聞Web版がある。 

電子ジャーナルについては、上記データベースによるものに加えて、American Journal of Education、

Adult Education Quarterlyなど国内外 11878種以上を整備している。 

検索については、タイトルからの検索を可能にする電子ジャーナルリストに加えて、複数データベースの同

時検索を可能にする統合検索機能を導入し、また、学外からのリモートアクセス化を推進中で、一層の利便

性の向上に努めている。 

今後も更にデジタルコンテンツ等の整備を推進し、教育・研究支援を行う。 

 

（４）ICTの整備 

① インフラストラクチャ 

（a）全学ネットワーク 

コンピュータはもとより、利用者が拡大するスマートフォン、タブレットを収容することを目的に、平成 25

（2013）年度に有無線ネットワークの高速化、および無線ネットワーク拡充を行い、全学ネットワーク全体の再
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設計を行った。現在でも継続してこのネットワークを利用している。 

導入から７年が経過し、機器の老朽化及び保守の終了が懸念される為、令和 3（2021）年度から令和 4

（2022）年度年にかけて、学内ネットワーク機器の入れ替えを順次すすめている。 

なお、コロナ禍によるオンライン授業等の利用増加によるインターネットからのアクセス増加を考慮し、令和

2（2020）年度はデータセンターの回線速度を 1Gbpsから 10Gbpsに強化した。 

令和 3（2021）年度もオンライン授業継続の見込みの為、両キャンパスとデータセンター間の専用線の回線

速度も 10Gbpsに強化した。 

また、無線ＬＡＮについては、横浜・健志台キャンパス１号館など無線アクセスポイントが設置されていない

教室について、臨時に無線機を設置する等の対応を実施している。令和４(2022)年度内に常設のアクセスポ

イントへの交換を実施予定である。 

スマートフォンやモバイルノートの増加に伴い、以前より無線ＬＡＮの重要性が増しており、接続台数や利

用可能エリアの強化を今後も継続して検討していく。 

（b）危機管理 

BCP（Business Continuity Planning：事業継続計画）、DR（Disaster Recovery：災害時復旧）の観点から、

教育の維持のために必要とされる情報、システムを遠隔地（北海道）に配置し、その保護に努めている。 

平成 30（2018）年には、データセンターに仮想基盤専用の共有ストレージを導入し、複数サーバで１つの

ストレージを共有する事で、サーバ１台で障害が発生しても、別のサーバで機能を継続する事が可能となっ

た。結果、サーバ障害時はもちろん、定期的なメンテナンス時においても、システムを停止せず対応・復旧が

行えるため業務継続性を改善が見込まれる。 

また、ほぼ全てのシステムが仮想サーバ環境で稼働させる設計は継続しており、オンライン授業の利用増

でサーバ負荷が急に高くなった際も、メモリやＣＰＵなどの割当てを必要に応じて増やし、翌日には問題が

出ないよう対応している。 

 

② PC環境の整備 

(a) PC教室設備 

平成 26（2014）年 4月に PC 教室設備の増設を行い、単一のコンピュータで MacOS、WindowsOSのいず

れもが利用できる環境とする等、高度な情報技術を用いて教育を支援している。 

授業科目で利用する PC 教室(MacOS 環境)と、一般教養の授業で利用する PC 演習室(WindowsOS 環境）

を整備しているが、PC 教室(MacOS 環境)は Apple 社のハードウェアが過渡期にあり、現在次期端末選定に

ついて検討中している。 

また、東京・世田谷及び横浜・健志台の両キャンパスの PC演習室は、新規にWindows環境が利用できる

教室として令和元（2019）年度に整備した。 

PC教室 ：東京・世田谷キャンパス 70台／横浜・健志台キャンパス 116台 

PC演習室：東京・世田谷キャンパス 144台／横浜・健志台キャンパス 105台 

※いずれも学生用端末数（教卓及び予備機は含まない） 

(b)学生開放用 PC 

課外時等の予復習、高度情報技術の体験の場を提供するため、学生ラウンジ、学生寮に学生が自由に

利用できるコンピュータを設置している。 
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設置台数：東京・世田谷キャンパス ４２台（教育研究棟１階 学生ホール） 

横浜・健志台キャンパス １６台（１号館 3階および 4階スペース） 

各学生寮 ２３台（東京・世田谷：深沢寮５台、和泉寮１０台） 

（横浜・健志台：合宿寮６台、桜寮２台） 

また、キャンパス内には成果物等の印刷、ドキュメントのコピー、スキャンを行うことのできる複合機を設置

し、教育活動を下支えしている。 

 

(c)Webサービス 

オンライン授業の増加に伴い、マイクロソフトチームズの活用や、令和 2(2020)年度にオンライン会議シス

テムアプリケーション Zoomの法人契約等を実施した。 

これにより各教員が担当科目の学修に適したツールを複合的に活用する事が可能となり、学生の習熟度

向上に努めている。 

また、教学系ポータルサイト(n-pass)を活用した課題や授業資料の提出が増えている為、ディスク容量も

拡張しているが、令和３（2021）年度には、更なるデータ容量増加に対応する為、データセンター共用ストレ

ージ自体の容量拡張を実施した。 
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼2

1後 1 ○ 兼2

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1 集中

3通 2 ○ 兼1

3通 2 ○ 兼1

3通 2 ○ 兼1

3通 2 ○ 兼1

3通 2 ○ 兼1

－ 6 16 12 0 0 0 0 0 兼18

必修1 1前 2 ○ 兼1

自由1 1後 1 ○ 兼1 集中

1前 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1 集中

2前 1 ○ 兼1 集中

3後 1 ○ 兼1 集中

3後 1 ○ 兼1 集中

1前 2 ○ 1

2後 1 ○ 1

3通 2 ○ 6 3 0 2 0 集中

4通 2 ○ 6 3 0 2 0 集中

自由2 4通 2 ○ 6 3 0 2 0 集中

必修3 1後 2 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼2 集中･共同

3前 1 ○ 兼2 集中･共同

必修4 2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1 集中

－ 13 8 8 6 3 0 2 0 兼15－

必
修
2

スポーツ文化研究A

スポーツ文化研究B

スポーツ文化研究C

スポーツ文化研究D

選
択
1

スポーツと組織

法学（日本国憲法）

情報処理（情報機器の操作を含む）

芸術

哲学

心理学

小計（20科目）

集団行動演習

－

総
合
科
目

日体大の歴史（日体伝統実習を含む）

体育研究発表実演会

集団行動実技

選択2
海浜実習

キャンプ実習

卒業研究

キャリアデザインA

自由4
キャリアデザインB

インターンシップ実習

小計（20科目）

選択3
スキー実習

スケート実習

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（スポーツ文化学部武道教育学科）

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

学
部
共
通
科
目

教
養
科
目

必
修

国語表現Ⅰ

国語表現Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

基礎英語Ⅰ

基礎英語Ⅱ

地域社会とスポーツ

自由3
地域ボランティア実習（事前・事後指導含む）

地域スポーツ演習

自
由

海外語学研修

英会話

ドイツ語

フランス語

中国語

コリア語

社会学

経済学

歴史学

選
択

学則変更の趣旨（資料）-1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼2 オムニバス

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

－ 8 12 0 1 0 0 0 0 兼10

2後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1 メディア

1後 2 ○ 兼1 メディア

2後 2 ○ 兼1

－ 0 10 0 0 0 0 0 0 兼4

1後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼2

1前 1 ○ 兼2

1前 1 ○ 兼7 共同

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 1 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼2

1前 1 ○ 兼2

1前 1 ○ 2

1前 1 ○ 1 兼1

3前 1 ○ 1 兼1

3前 1 ○ 兼2

3前 1 ○ 1

－ 8 6 0 2 2 0 1 0 兼22

必
修

－

学
部
専
門

（
体
育
実
技

）
科
目

展
開
科
目

運動方法・体つくり運動（体操）

運動方法・器械運動

運動方法・陸上競技

運動方法・水泳

運動方法・ソフトボール（野球を含む）

選
択

スポーツ実践指導法・柔道

スポーツ実践指導法・剣道

スポーツ実践指導法・相撲

運動方法・ダンス（フォークダンスを含む）

運動方法・球技A

運動方法・球技B

選
択

運動方法・武道（柔道）

運動方法・武道（剣道）

運動方法・武道（相撲）

小計（5科目）

小計（14科目） －

スポーツ医学

野外活動論

救急処置概論

小計（10科目）

学
部
専
門

（
理
論

）
科
目

基
幹
科
目

必
修

スポーツ社会学

スポーツ哲学

スポーツ史

芸道論

選
択

異文化交流論

－

展
開
科
目

選
択

身体文化論

衛生学・公衆衛生学（運動衛生学を含む）

機能解剖学

発育発達論

スポーツ生理学

スポーツボランティア論

スポーツの安全指導（リスクマネジメント）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

スポーツ人類学 1後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

1前 1 ○ 兼2

－ 9 0 0 1 0 0 0 0 兼4

2前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

学校保健（小児保健・精神保健を含む） 2後 2 ○ 兼1 メディア

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1 メディア

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼2 オムニバス

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

－ 0 32 0 1 0 0 0 0 兼15

2前 2 ○ 兼1 メディア

3後 2 ○ 3 兼5

3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1 メディア

2後 2 ○ 1 メディア

－ 8 4 0 3 1 0 0 0 兼7

2後 1 ○ 1 集中

2後 1 ○ 1 集中

－ 0 2 0 1 0 0 0 0 0

3後 2 ○ 兼1 メディア

3前 1 ○ 1 兼1 ﾒﾃﾞｨｱ･ｵﾑﾆﾊﾞｽ

3後 2 ○ 1 1 1 ﾒﾃﾞｨｱ･ｵﾑﾆﾊﾞｽ

4後 2 ○ 1 メディア

2後 2 ○ 1 兼1 メディア

舞踊創作論（作品論を含む） 2前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

－ 0 17 0 2 2 0 1 0 兼6

1後 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

武道実技（弓道） 2前 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 1

1通 2 ○ 2 1 兼5

2通 2 ○ 2 兼6

3通 2 ○ 1 1 兼6

4通 2 ○ 兼8

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 1

2後 1 ○ 兼1 集中

3後 1 ○ 1 集中

－ 0 20 0 3 2 0 1 0 兼20小計（16科目） －

伝統芸能実習Ⅱ

伝統芸能実技２

伝統芸能実技３

芸能鑑賞論

伝統芸能交流論

小計（9科目）

専攻武道実技Ⅳ

専攻武道実技Ⅰ

伝統芸能実技６

伝統芸能実習Ⅰ

学
科
専
門
科
目

－

展
開
（

実
践
）

科
目

選
択
1

国際武術実技

競技スポーツ実技

武道実技（形）

選
択
2

武道科教育法

武道教育研究法

武道用具論

武道文献講読

武道史各論

古典芸能論（能・舞踊）

展
開
（

理
論
）

科
目

選
択

伝統芸能実技４

伝統芸能実技５

専攻武道実技Ⅱ

伝統芸能実技１

専攻武道実技Ⅲ

－

基
幹
（

実

践
）

科
目

選
択

伝統文化交流実習Ａ

伝統文化交流実習Ｂ

小計（2科目） －

基
幹
（

理

論
）

科
目

必
修

武道教育論

武道技術論

稽古論

比較武道文化論

小計（6科目）

選
択

武道国際普及論

武道国際交流論

－

展
開
科
目

選
択
1

トレーニング学

コーチング学

スポーツ心理学

スポーツバイオメカニクス

小計（16科目） －

スポーツ経営管理学

学
科
基
礎
科
目

基
幹
科
目

必
修

スポーツ文化論

文化人類学

武道論

礼法

小計（5科目）

選
択
4

伝統芸能論

伝統芸能史

伝統芸能の諸相

比較舞踊学

選
択
3

国際情勢理解

スポーツと国際協力

国際保健学

選
択
2

人権教育

スポーツ栄養学（食品学を含む）

学校安全（救急処置を含む）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1後 2 ◯ 兼1

1前 2 ◯ 兼1

2後 2 ◯ 兼1

3前 2 ◯ 兼2

3後 2 ◯ 兼1

2前 2 ◯ 兼1

2後 2 ◯ 兼1

3後 2 ◯ 兼1

3前 2 ◯ 兼1

2前 2 ◯ 兼1

2前 2 ◯ 兼1

3前 2 ◯ 1

3後 2 ◯ 兼1

3後 2 ◯ 兼1

3前 2 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

4前 4 ○ 1

4後 2 ○ 兼1

－ 0 30 7 0 1 0 0 0 兼13

－ 52 157 27 6 3 0 2 0 兼111

学士（体育学）

－

保健科教育法

教職実践演習（中･高）

教育の方法及び技術（情報通信技術の活用を含む）

教育課程論

＜学部共通科目＞【教養科目】必修から6単位、選択から8単位以上、【総合教育科目】必修１か
ら2単位、必修2から7単位、必修3から2単位、必修4から2単位、選択1から2単位以上、選択2から1
単位以上、選択3から1単位以上、＜学部専門（理論）科目＞【基幹科目】必修から8単位、選択か
ら6単位以上、【展開科目】選択から4単位以上、＜学部専門（体育実技）科目＞【展開科目】必
修1から8単位、選択1から1単位以上、選択2から1単位以上、小計59単位以上修得し、＜学科基礎
科目＞【基幹科目】必修から9単位、【展開科目】選択1から4単位以上、選択2から6単位以上、選
択3から2単位以上、選択4から4単位以上、＜学科専門科目＞【基幹（理論）科目】必修から8単
位、選択から2単位以上、【基幹（実践）科目】選択から1単位以上、【展開（理論）科目】選択
から8単位以上、【展開（実践）科目】選択1から3単位以上、選択2から8単位以上、【資格関連科
目】選択から10単位以上、小計65単位以上修得し、合わせて124単位以上修得すること。
（履修単位の年間登録の上限：44単位(年間)）

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

合計（141科目） －

学位又は称号 学位又は学科の分野 体育関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

体育科教育実践法

保健科教育実践法

教育の制度と経営

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法

学
科
専
門
科
目

資
格
関
連
科
目

選
択

教師論

道徳教育の指導法

教育原理

教育心理学

生徒指導論（進路指導･キャリア教育を含む）

事前事後の指導

体育科教育法

教育実習

特別支援教育概論

自
由

教育相談（カウンセリングを含む）

小計（18科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 1 兼1

2後 1 ○ 兼2

1前 1 ○ 兼2

1後 1 ○ 1 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1 集中

3通 2 ○ 兼1

3通 2 ○ 兼1

3通 2 ○ 兼1

3通 2 ○ 兼1

3通 2 ○ 兼1

－ 6 16 12 1 0 0 0 0 兼18

必修1 1前 2 ○ 1

自由1 1後 1 ○ 1 集中

1前 1 ○ 1

集団行動演習 2前 1 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1 集中

2前 1 ○ 兼1 集中

3後 1 ○ 兼1 集中

3後 1 ○ 兼1 集中

1前 2 ○ 1

2後 1 ○ 1

3通 2 ○ 7 2 0 3 0

4通 2 ○ 7 2 0 3 0

自由2 4通 2 ○ 7 2 0 3 0

必修3 1後 2 ○ 兼1

2前 1 ○ 2 集中･共同

3前 1 ○ 兼2 集中･共同

必修4 2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

2後 1 ○ 1 集中

－ 13 8 8 7 2 0 3 0 兼10

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（スポーツ文化学部スポーツ国際学科）

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

学
部
共
通
科
目

教
養
科
目

必
修

国語表現Ⅰ

国語表現Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

基礎英語Ⅰ

基礎英語Ⅱ

自
由

海外語学研修

英会話

ドイツ語

フランス語

中国語

コリア語

選
択

法学（日本国憲法）

情報処理（情報機器の操作を含む）

芸術

哲学

心理学

社会学

経済学

歴史学

小計（20科目） －

総
合
科
目

日体大の歴史（日体伝統実習を含む）

体育研究発表実演会

選
択
1

集団行動実技

スポーツと組織

選択2
海浜実習

卒業研究

地域社会とスポーツ

自由3
地域ボランティア実習（事前・事後指導含む）

地域スポーツ演習

キャリアデザインA

キャンプ実習

選択3
スキー実習

スケート実習

必
修
2

スポーツ文化研究A

スポーツ文化研究B

スポーツ文化研究C

スポーツ文化研究D

自由4
キャリアデザインB

インターンシップ実習

小計（20科目） －
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼2 オムニバス

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

－ 8 12 0 1 0 0 0 0 兼10

2後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1 メディア

1後 2 ○ 兼1 メディア

2後 2 ○ 兼1

－ 0 10 0 2 0 0 0 0 兼2

1後 1 ○ 1

1後 1 ○ 兼2

1前 1 ○ 兼2

1前 1 ○ 兼7 共同

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 1 兼1

3前 1 ○ 兼2

3後 1 ○ 兼2

1前 1 ○ 兼2

1前 1 ○ 兼2

1前 1 ○ 兼2

3前 1 ○ 兼2

3前 1 ○ 兼2

3前 1 ○ 兼1

－ 8 6 0 1 0 0 1 0 兼25

学
部
専
門

（
理
論

）
科
目

基
幹
科
目

必
修

スポーツ社会学

スポーツ哲学

スポーツ史

芸道論

選
択

異文化交流論

スポーツボランティア論

スポーツの安全指導（リスクマネジメント）

スポーツ医学

野外活動論

救急処置概論

小計（10科目） －

展
開
科
目

選
択

身体文化論

衛生学・公衆衛生学（運動衛生学を含む）

機能解剖学

発育発達論

スポーツ生理学

小計（5科目） －

学
部
専
門

（
体
育
実
技

）
科
目

展
開
科
目

必
修

運動方法・体つくり運動（体操）

運動方法・器械運動

運動方法・陸上競技

運動方法・水泳

運動方法・ソフトボール（野球を含む）

運動方法・ダンス（フォークダンスを含む）

選
択

スポーツ実践指導法・柔道

スポーツ実践指導法・剣道

スポーツ実践指導法・相撲

小計（14科目） －

運動方法・球技A

運動方法・球技B

選
択

運動方法・武道（柔道）

運動方法・武道（剣道）

運動方法・武道（相撲）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

スポーツ人類学 1後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1 メディア

1前 1 ○ 兼2

－ 9 0 0 0 1 0 1 0 兼3

2前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

学校保健（小児保健・精神保健を含む） 2後 2 ○ 兼1 メディア

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1 メディア

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

－ 0 32 0 1 0 0 0 0 兼15

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

－ 10 0 0 0 1 0 1 0 兼2

2後 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

3後 1 ○ 4 2 0 3 0 集中

3後 1 ○ 1 集中

－ 2 2 0 4 2 0 3 0 0

2後 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

3前 2 ◯ 兼1

3後 2 ◯ 兼1

2前 2 ◯ 兼1

スポーツ政策論 2後 2 ◯ 兼1

3後 2 ◯ 兼1

2前 2 ◯ 1

3後 2 ◯ 兼1

3後 2 ◯ 1

－ 0 18 0 2 0 0 1 0 兼5

1後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼2 オムニバス

3後 1 ○ 1

－ 0 3 0 0 0 0 1 0

－

展
開
科
目

選
択
1

トレーニング学

コーチング学

スポーツ心理学

スポーツバイオメカニクス

選
択
2

人権教育

スポーツ栄養学（食品学を含む）

基
幹
科
目

必
修

スポーツ文化論

文化人類学

武道論

礼法

小計（5科目）

学校安全（救急処置を含む）

スポーツ経営管理学

学
科
専
門
科
目

基
幹
（

理

論
）

科
目

必
修

スポーツ国際概論

スポーツフィールドワーク論

欧米のスポーツ文化論

ニュースポーツ論

選
択
3

国際情勢理解

スポーツと国際協力

国際保健学

選
択
4

伝統芸能論

伝統芸能史

伝統芸能の諸相

比較舞踊学

学
科
基
礎
科
目

小計（5科目）

小計（3科目）

－

基
幹
（

実

践
）

科
目

必
修

スポーツフィールドワーク実習

ニュースポーツ実技

小計（4科目） －

小計（16科目） －

アジアのスポーツ文化論

選
択

スポーツ国際実習

スポーツ国際支援実習

－

小計（10科目） －

展
開
（

実

践
）

科
目

選
択

エスニックスポーツ実技

身体表現実技

海外スポーツ指導実技

展
開
（

理
論
）

科
目

選
択

スポーツとコミュニケーションＡ

スポーツとコミュニケーションＢ

スポーツマネジメント

世界のスポーツ情勢

スポーツメガイベント論

スポーツ情報リテラシー

スポーツ運動のメカニズム論

健康スポーツ開発論

比較スポーツカリキュラム論
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1前 2 ◯ 兼1

1後 2 ◯ 兼1

2後 2 ◯ 兼1

3前 2 ◯ 1

3後 2 ◯ 1

2前 2 ◯ 1

2後 2 ◯ 1

3後 2 ◯ 兼1

3前 2 ◯ 兼1

2前 2 ◯ 兼1

2前 2 ◯ 兼1

3前 2 ◯ 兼1

3後 2 ◯ 兼1

3後 2 ◯ 兼1

3前 2 ○ 兼1

4前 1 ○

4前 4 ○ 兼1

4後 2 ○

－ 0 30 7 1 1 0 0 0 兼11

－ 56 137 27 7 2 0 3 0 兼98

学士（体育学）

道徳教育の指導法

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法

生徒指導論（進路指導･キャリア教育を含む）

教育相談（カウンセリングを含む）

小計（18科目）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

＜学部共通科目＞【教養科目】必修から6単位、選択から8単位以上、【総合教育科目】必修１から2
単位、必修2から7単位、必修3から2単位、必修4から2単位、選択1から2単位以上、選択2から1単位
以上、選択3から1単位以上、＜学部専門（理論）科目＞【基幹科目】必修から8単位、選択から6単
位以上、【展開科目】選択から4単位以上、＜学部専門（体育実技）科目＞【展開科目】必修1から8
単位、選択1から1単位以上、選択2から1単位以上、小計59単位以上修得し、＜学科基礎科目＞【基
幹科目】必修から9単位、【展開科目】選択1から4単位以上、選択2から6単位以上、選択3から2単位
以上、選択4から4単位以上、＜学科専門科目＞【基幹（理論）科目】必修から10単位、【基幹（実
践）科目】必修から2単位、選択から1単位以上、【展開（理論）科目】選択から15単位以上、【展
開（実践）科目】選択から2単位以上、【資格関連科目】選択から10単位以上、小計65単位以上修得
し、合わせて124単位以上修得すること。
（履修単位の年間登録の上限：44単位(年間)）

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

－

合計（130科目） －

学位又は称号 学位又は学科の分野 体育関係

教育の制度と経営

特別支援教育概論

自
由

学
科
専
門
科
目

資
格
関
連
科
目

選
択

教師論

教育原理

教育心理学

体育科教育実践法

保健科教育実践法

体育科教育法

保健科教育法

事前事後の指導

教育実習

教職実践演習

教育課程論

教育の方法及び技術（情報通信技術の活用を含む）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼2

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1 集中

1通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

－ 6 20 12 0 1 0 0 0 兼17

必修1 1前 2 ○ 兼1

1後 1 ○ 1 集中

2前 2 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1 集中

2前 1 ○ 兼1 集中

3後 1 ○ 1 集中

3後 1 ○ 1 集中

1前 2 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ･共同(一部)

2後 1 ○ 兼1

3通 2 ○ 7 5 0 1 0 集中

4通 2 ○ 7 5 0 1 0 集中

自由2 4通 2 ○ 7 5 0 1 0 集中

必修3 2後 2 ○ 兼1 共同

3前 2 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1 集中

－ 11 4 8 6 5 0 1 0 兼7小計（15科目） －

選択1

選択2
スケート実習

卒業研究

キャリアデザインA

自由3
キャリアデザインB

インターンシップ(事前・事後指導を含む）

総
合
教
育
科
目

日体大の歴史（日体伝統実習を含む）

海浜実習

キャンプ実習

スキー実習

必
修
2

スポーツマネジメント研究A

スポーツマネジメント研究B

スポーツマネジメント研究C

スポーツマネジメント研究D

自由1
体育研究発表実演会

スポーツと組織

英語コミュニケーションⅡ

基礎英語Ⅰ

英語コミュニケーションⅠ

必
修

選
択
1

哲学

歴史学

経済学

統計学

生命科学

自
由

海外語学研修

応用英語

ドイツ語

フランス語

中国語

コリア語

別記様式第２号（その２の１）

授業形態

－

国語表現Ⅰ

小計（22科目）

単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称

基礎英語Ⅱ

法学（日本国憲法）

心理学

芸術（音楽）

情報処理（情報機器の操作を含む）

選
択
2

社会学

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

国語表現Ⅱ

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

（スポーツマネジメント学部スポーツマネジメント学科）

配当
年次

教
養
科
目

学
部
共
通
科
目

備考
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称
科目
区分

配当
年次

備考

1前 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ･共同(一部)

2前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

－ 8 12 0 2 2 0 0 0 兼6

1後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1 メディア

2後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1 メディア

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ･共同(一部)

3後 2 ○ 兼1 メディア

1後 2 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼3

－ 0 22 0 1 0 0 0 0 兼13

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼2

1前 1 ○ 兼3

1前 1 ○ 兼5 共同

1後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼3

1後 1 ○ 兼2

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

－ 8 3 0 0 1 0 0 0 兼20

3前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

－ 8 0 0 1 1 0 0 0 兼1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

－ 8 0 0 4 0 0 0 0 0－

小計（4科目） －

基
幹
科
目

展
開
科
目

小計（4科目）

学
部
専
門

（
理
論

）
科
目

学
部
専
門

（
体
育
実
技

）
科
目

必
修

スポーツマネジメント論

スポーツマーケティング論

スポーツ産業論Ⅰ

スポーツビジネス論

必
修

ファシリティマネジメント論

レジャーマネジメント論

メガスポーツイベント論

スポーツ行政

展
開
科
目

スポーツ史

発育発達論

トレーニング学

機能解剖学

スポーツ生理学

小計（10科目）

学
科
基
礎
科
目

基
幹
科
目 地域社会とスポーツ

トレーニング実践演習

小計（12科目）

－

運動方法・器械運動

運動方法・陸上競技

選
択

必修2

展
開
科
目

必
修
1

運動方法・体つくり運動（体操）

運動方法・水泳

運動方法・ソフトボール（野球を含む）

運動方法・ダンス（フォークダンスを含む）

運動方法・球技A

運動方法・球技B

運動方法・武道（柔道）

運動方法・武道（剣道）

運動方法・武道（相撲）

小計（11科目）

－

スポーツマネジメント概論

スポーツ社会学

スポーツ政策学

必
修

アンチ・ドーピング

選択2

－

衛生学・公衆衛生学（運動衛生学を含む）

救急処置実習

選
択

ボランティア論

スポーツガバナンス論

スポーツ法学

選
択
1

スポーツ哲学

スポーツ心理学

スポーツ経済学

情報リテラシー

スポーツ医学

スポーツ栄養学（食品学を含む）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称
科目
区分

配当
年次

備考

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

－ 8 0 0 0 1 0 0 0 兼3

3前 1 ○ 1 兼1 共同

3後 1 ○ 3 兼1 集中･共同

2前 1 ○ 1 2 共同

2後 1 ○ 1 2 集中･共同

－ 0 4 0 3 2 兼1

2前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

4前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

－ 0 16 0 1 2 0 0 0 兼4

2前 1 ○ 1

3後 1 ○ 兼1

4後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼2 オムニバス

4後 1 ○ 1 兼1

3前 3 ○ 1 ※実習

2後 3 ○ 1 ※実習

3前 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼2

－ 0 48 0 2 3 0 0 0 兼23

人権教育

学校安全（救急処置を含む）

教育の方法及び技術（情報通信技術の活用を含む）

教師論

小計（27科目） －

教育原理

スキー理論・実習

選
択
4

スポーツ経営管理学

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法

学校保健（小児保健・精神保健を含む）

体育科教育実践法

保健科教育実践法

スポーツ実践指導法･陸上競技

教育の制度と経営

教育課程論

教育相談（カウンセリングを含む）

基
幹
（

実

践
）

科
目

選
択

地域スポーツ演習

地域ボランティア実習（事前・事後指導を含む）

スポーツビジネス現場演習

スポーツビジネス現場実習（事前・事後指導を含む）

小計（4科目） －

展
開
（

実
践
）

科
目

選
択
1

スポーツデータ解析演習

社会調査演習

スポーツデザイン演習

選
択
2

レクリエーション実技

専門運動方法（アーチェリー）

スタジオエクササイズ

専門運動方法（ゴルフ）

選択3
ゴルフ理論・実習

教育心理学

体育科教育法

保健科教育法

道徳教育の指導法

－

スポーツとまちづくり

スポーツメディア論

サービス・マネジメント

スポーツライフマネジメント概論

展
開
（

理
論
）

科
目

選
択

スポーツイベント計画論

経営組織論

生涯学習概論

社会調査論

小計（8科目）

基
幹
（

理

論
）

科
目

必
修

スポーツ産業論Ⅱ

経営学概論

財務会計基礎論

経営戦略論

小計（4科目） －

学
科
専
門
科
目

学則変更の趣旨（資料）-11



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称
科目
区分

配当
年次

備考

3後 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 1

4前 4 ○ 1 集中

4前 1 ○ 1

－ 0 0 9 1 0 0 0 0 兼1

1前 2 ○ 兼1 集中

1後 2 ○ 兼1 集中

2前 2 ○ 兼1 集中

2後 2 ○ 兼1 集中

2後 2 ○ 兼1 集中

1前 2 ○ 兼1 集中

2後 2 ○ 兼1 集中

3前 1 ○ 兼1 集中

－ 0 0 15 0 0 0 0 0 兼2

－ 57 129 44 7 5 0 1 0 兼89

学士（体育学）

90分

授業期間等

－

１学年の学期区分

１時限の授業時間

体育関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

2期

15週１学期の授業期間

学位又は称号

合計（133科目）

飛行安全

学位又は学科の分野

＜学部共通科目＞【教養科目】必修から6単位、選択1から6単位以上、選択2から4単位以上、【総合
教育科目】必修１から2単位、必修2から7単位、必修3から2単位、選択1から1単位以上、選択2から1
単位以上、＜学部専門（理論）科目＞【基幹科目】必修から8単位、選択から6単位以上、【展開科
目】選択1から10単位以上、選択2から1単位以上、＜学部専門（体育実技）科目＞【展開科目】必修
1から6単位、必修2から2単位、選択から1単位以上、小計63単位以上修得し、＜学科基礎科目＞【基
幹科目】必修から8単位、【展開科目】必修から8単位、＜学科専門科目＞【基幹（理論）科目】必
修から8単位、【基幹（実践）科目】選択から2単位以上、【展開（理論）科目】選択から12単位以
上、【展開（実践）科目】選択1から2単位以上、選択2から2単位以上、選択3から3単位以上、選択4
から16単位以上、小計61単位以上修得し、合わせて124単位以上修得すること。
（履修単位の年間登録の上限：44単位(年間)）

学
科
専
門
科
目

資
格
関
連
科
目

自
由

生徒指導論（進路指導･キャリア教育を含む）

教職実践演習（中･高）

教育実習

事前事後の指導

小計（4科目） －

関
連
科
目

自
由

航空基礎

モータースポーツ概論

モータースポーツ産業論

モータースポーツ演習

小計（8科目） －

航空概論

航空産業論

クルー・リソース・マネジメント
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資料１ 

キャップ 授業科目
単
位

期
授業
方法

1年 2年 3年 4年
必要
単位

計 キャップ 授業科目
単
位

期
授業
方法

1年 2年 3年 4年
必要
単位

計

国語表現Ⅰ 1 半期 演習 ● スポーツ文化論 2 半期 講義 ●
国語表現Ⅱ 1 半期 演習 ● 文化人類学 2 半期 講義 ●
英語コミュニケーションⅠ 1 半期 演習 ● スポーツ人類学 2 半期 講義 ●
英語コミュニケーションⅡ 1 半期 演習 ● 武道論 2 半期 講義 ●
基礎英語Ⅰ 1 半期 演習 ● × 礼法 1 半期 実技 ●
基礎英語Ⅱ 1 半期 演習 ● トレーニング学 2 半期 講義 ○
法学(日本国憲法) 2 半期 講義 ○ コーチング学 2 半期 講義 ○
情報処理(情報機器の操作を含む) 2 半期 講義 ○ スポーツ心理学 2 半期 講義 ○
芸術 2 半期 講義 ○ スポーツバイオメカニクス 2 半期 講義 ○
哲学 2 半期 講義 ○ 人権教育 2 半期 講義 ○
心理学 2 半期 講義 ○ スポーツ栄養学(食品学を含む) 2 半期 講義 ○
社会学 2 半期 講義 ○ 学校保健(小児保健･精神保健を含む) 2 半期 講義 ○
経済学 2 半期 講義 ○ 学校安全(救急処置を含む) 2 半期 講義 ○
歴史学 2 半期 講義 ○ スポーツ経営管理学 2 半期 講義 ○

× 海外語学研修 2 集中 実習 △ 国際情勢理解 2 半期 講義 ○
× 英会話 2 通年 演習 △ スポーツと国際協力 2 半期 講義 ○
× ドイツ語 2 通年 演習 △ 国際保健学 2 半期 講義 ○
× フランス語 2 通年 演習 △ 伝統芸能論 2 半期 講義 ○
× 中国語 2 通年 演習 △ 伝統芸能史 2 半期 講義 ○
× ｺﾘｱ語 2 通年 演習 △ 伝統芸能の諸相 2 半期 講義 ○

必修1 × 日体大の歴史(日体伝統実習を含む) 2 半期 講義 ● 2 比較舞踊学 2 半期 講義 ○
自由1 × 体育研究発表実演会 1 集中 実技 △ 0

× 集団行動実技 1 半期 実技 ○ 武道教育論 2 半期 講義 ●
× 集団行動演習 1 半期 演習 ○ 武道技術論 2 半期 講義 ●

スポーツと組織 2 半期 講義 ○ 稽古論 2 半期 講義 ●
× 海浜実習 1 集中 実習 ○ 比較武道文化論 2 半期 講義 ●
× ｷｬﾝﾌﾟ実習 1 集中 実習 ○ 武道国際普及論 2 半期 講義 ○
× ｽｷｰ実習 1 集中 実習 ○ 武道国際交流論 2 半期 講義 ○
× ｽｹｰﾄ実習 1 集中 実習 ○ × 伝統文化交流実習A 1 集中 実習 ○
× スポーツ文化研究A 2 半期 講義 ● × 伝統文化交流実習B 1 集中 実習 ○
× スポーツ文化研究B 1 半期 演習 ● 武道科教育法 2 半期 講義 ○
× スポーツ文化研究C 2 通年 演習 ● 武道教育研究法 1 半期 演習 ○
× スポーツ文化研究D 2 通年 演習 ● 武道用具論 2 半期 講義 ○

自由2 × 卒業研究 2 通年 演習 △ 0 武道文献講読 2 半期 講義 ○
必修3 地域社会とスポーツ 2 半期 講義 ● 2 武道史各論 2 半期 講義 ○

× 地域ボランティア実習(事前・事後指導含む) 1 半期 実習 △ 舞踊創作論（作品論を含む） 2 半期 講義 ○
× 地域スポーツ演習 1 集中 演習 △ 古典芸能論（能・舞踊） 2 半期 講義 ○

必修4 キャリアデザインA 2 半期 講義 ● 2 芸能鑑賞論 2 半期 講義 ○
キャリアデザインB 2 半期 講義 △ 伝統芸能交流論 2 半期 講義 ○

× インターンシップ実習 1 集中 実習 △ × 国際武術実技 1 半期 実技 ○
スポーツ社会学 2 半期 講義 ● × 競技スポーツ実技 1 半期 実技 ○
スポーツ哲学 2 半期 講義 ● × 武道実技（弓道） 1 半期 実技 ○
スポーツ史 2 半期 講義 ● × 武道実技（形） 1 半期 実技 ○
芸道論 2 半期 講義 ● × 専攻武道実技Ⅰ 2 通年 実技 ○
異文化交流論 2 半期 講義 ○ × 専攻武道実技Ⅱ 2 通年 実技 ○
スポーツボランティア論 2 半期 講義 ○ × 専攻武道実技Ⅲ 2 通年 実技 ○
スポーツの安全指導（リスクマネジメント） 2 半期 講義 ○ × 専攻武道実技Ⅳ 2 通年 実技 ○
スポーツ医学 2 半期 講義 ○ × 伝統芸能実技１ 1 半期 実技 ○
野外活動論 2 半期 講義 ○ × 伝統芸能実技２ 1 半期 実技 ○
救急処置概論 2 半期 講義 ○ × 伝統芸能実技３ 1 半期 実技 ○
身体文化論 2 半期 講義 ○ × 伝統芸能実技４ 1 半期 実技 ○
衛生学･公衆衛生学(運動衛生学を含む) 2 半期 講義 ○ × 伝統芸能実技５ 1 半期 実技 ○
機能解剖学 2 半期 講義 ○ × 伝統芸能実技６ 1 半期 実技 ○
発育発達論 2 半期 講義 ○ × 伝統芸能実習Ⅰ 1 集中 実習 ○
スポーツ生理学 2 半期 講義 ○ × 伝統芸能実習Ⅱ 1 集中 実習 ○

× 運動方法･体つくり運動(体操) 1 半期 実技 ●
× 運動方法･器械運動 1 半期 実技 ● 教師論 2 半期 講義 ○
× 運動方法･陸上競技 1 半期 実技 ● 教育原理 2 半期 講義 ○
× 運動方法･水泳 1 半期 実技 ● 教育心理学 2 半期 講義 ○
× 運動方法･ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ(野球を含む) 1 半期 実技 ● 体育科教育実践法 2 半期 演習 ○
× 運動方法･ﾀﾞﾝｽ(ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽを含む) 1 半期 実技 ● 保健科教育実践法 2 半期 演習 ○
× 運動方法･球技A 1 半期 実技 ● 体育科教育法 2 半期 講義 ○
× 運動方法･球技B 1 半期 実技 ● 保健科教育法 2 半期 講義 ○
× 運動方法･武道（柔道） 1 半期 実技 ○ 教育課程論 2 半期 講義 ○
× 運動方法･武道（剣道） 1 半期 実技 ○ 教育の方法及び技術(情報通信技術の活用を含む) 2 半期 講義 ○
× 運動方法･武道（相撲） 1 半期 実技 ○ 道徳教育の指導法 2 半期 講義 ○
× スポーツ実践指導法・柔道 1 半期 実技 ○ 特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 2 半期 講義 ○
× スポーツ実践指導法・剣道 1 半期 実技 ○ 生徒指導論（進路指導・キャリア教育を含む） 2 半期 講義 ○
× スポーツ実践指導法・相撲 1 半期 実技 ○ 教育相談(カウンセリングを含む) 2 半期 講義 ○

教育の制度と経営 2 半期 講義 ○

●…必修科目 特別支援教育概論 2 半期 講義 ○

○…選択科目 × 事前事後の指導 1 集中 演習 △
△…自由科目 × 教育実習 4 集中 演習 △

× 教職実践演習（中・高) 2 半期 演習 △

区分 区分

学
部
専
門

（
体
育
実
技

）

展
開

必修 8

選択1 1

選択2 1

学
部
専
門

（
理
論

）

基
幹

必修

展
開

7

1

8

0

学
科
専
門

基幹
（理論）

展
開

（
実
践

）

必修 8

選択1 3

選択2

選択 1

展
開

（
理
論

）

選択

基幹
（実践）

選択 6

選択

選択 10

4

学
科
専
門

資
格
関
連

8

18

10

8

自由

6

自由

25

展
開

選択1 4

0

必修 9

14

学
科
基
礎

基
幹

選択3 2

選択4 4

選択2

選択3

必修2

自由3

選択2

1

0

選択

17

10

30

2

【2022年度入学者適用 カリキュラム】　　スポーツ文化学部　武道教育学科　

学
部
共
通

教
養

必修 6

選択 8

選択1 2

自由4 0

総
合
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キャップ 授業科目
単
位

期
授業
方法

1年 2年 3年 4年
必要
単位

計 キャップ 授業科目
単
位

期
授業
方法

1年 2年 3年 4年
必要
単位

計

国語表現Ⅰ 1 半期 演習 ● スポーツ文化論 2 半期 講義 ●

国語表現Ⅱ 1 半期 演習 ● 文化人類学 2 半期 講義 ●

英語コミュニケーションⅠ 1 半期 演習 ● スポーツ人類学 2 半期 講義 ●

英語コミュニケーションⅡ 1 半期 演習 ● 武道論 2 半期 講義 ●

基礎英語Ⅰ 1 半期 演習 ● × 礼法 1 半期 実技 ●

基礎英語Ⅱ 1 半期 演習 ● トレーニング学 2 半期 講義 ○

法学(日本国憲法) 2 半期 講義 ○ コーチング学 2 半期 講義 ○

情報処理(情報機器の操作を含む) 2 半期 講義 ○ スポーツ心理学 2 半期 講義 ○

芸術 2 半期 講義 ○ スポーツバイオメカニクス 2 半期 講義 ○

哲学 2 半期 講義 ○ 人権教育 2 半期 講義 ○

心理学 2 半期 講義 ○ スポーツ栄養学(食品学を含む) 2 半期 講義 ○

社会学 2 半期 講義 ○ 学校保健(小児保健･精神保健を含む) 2 半期 講義 ○

経済学 2 半期 講義 ○ 学校安全(救急処置を含む) 2 半期 講義 ○

歴史学 2 半期 講義 ○ スポーツ経営管理学 2 半期 講義 ○

× 海外語学研修 2 集中 実習 △ 国際情勢理解 2 半期 講義 ○

× 英会話 2 通年 演習 △ スポーツと国際協力 2 半期 講義 ○

× ドイツ語 2 通年 演習 △ 国際保健学 2 半期 講義 ○

× フランス語 2 通年 演習 △ 伝統芸能論 2 半期 講義 ○

× 中国語 2 通年 演習 △ 伝統芸能史 2 半期 講義 ○

× ｺﾘｱ語 2 通年 演習 △ 伝統芸能の諸相 2 半期 講義 ○

必修1 × 日体大の歴史(日体伝統実習を含む) 2 半期 講義 ● 2 比較舞踊学 2 半期 講義 ○

自由1 × 体育研究発表実演会 1 集中 実技 △ 0
× 集団行動実技 1 半期 実技 ○ スポーツ国際概論 2 半期 講義 ●

× 集団行動演習 1 半期 演習 ○ スポーツフィールドワーク論 2 半期 講義 ●

スポーツと組織 2 半期 講義 ○ アジアのスポーツ文化論 2 半期 講義 ●

× 海浜実習 1 集中 実習 ○ 欧米のスポーツ文化論 2 半期 講義 ●

× ｷｬﾝﾌﾟ実習 1 集中 実習 ○ ニュースポーツ論 2 半期 講義 ●

× ｽｷｰ実習 1 集中 実習 ○ × スポーツフィールドワーク実習 1 半期 実習 ●

× ｽｹｰﾄ実習 1 集中 実習 ○ × ニュースポーツ実技 1 半期 実技 ●

× スポーツ文化研究A 2 半期 講義 ● × スポーツ国際実習 1 集中 実習 ○

× スポーツ文化研究B 1 半期 演習 ● × スポーツ国際支援実習 1 集中 実習 ○

× スポーツ文化研究C 2 通年 演習 ● スポーツとコミュニケーションA 1 半期 演習 ○

× スポーツ文化研究D 2 通年 演習 ● スポーツとコミュニケーションB 1 半期 演習 ○

自由2 × 卒業研究 2 通年 演習 △ 0 スポーツマネジメント 2 半期 講義 ○

必修3 地域社会とスポーツ 2 半期 講義 ● 2 世界のスポーツ情勢 2 半期 講義 ○

× 地域ボランティア実習(事前・事後指導含む) 1 半期 実習 △ スポーツメガイベント論 2 半期 講義 ○

× 地域スポーツ演習 1 集中 演習 △ スポーツ政策論 2 半期 講義 ○

必修4 キャリアデザインA 2 半期 講義 ● 2 スポーツ情報リテラシー 2 半期 講義 ○

キャリアデザインB 2 半期 講義 △ 比較スポーツカリキュラム論 2 半期 講義 ○

× インターンシップ実習 1 集中 実習 △ スポーツ運動のメカニズム論 2 半期 講義 ○

スポーツ社会学 2 半期 講義 ● 健康スポーツ開発論 2 半期 講義 ○

スポーツ哲学 2 半期 講義 ● × エスニックスポーツ実技 1 半期 実技 ○

スポーツ史 2 半期 講義 ● × 身体表現実技 1 半期 実技 ○

芸道論 2 半期 講義 ● × 海外スポーツ指導実技 1 半期 実技 ○

異文化交流論 2 半期 講義 ○

スポーツボランティア論 2 半期 講義 ○ 教師論 2 半期 講義 ○

スポーツの安全指導（リスクマネジメント） 2 半期 講義 ○ 教育原理 2 半期 講義 ○

スポーツ医学 2 半期 講義 ○ 教育心理学 2 半期 講義 ○

野外活動論 2 半期 講義 ○ 体育科教育実践法 2 半期 演習 ○

救急処置概論 2 半期 講義 ○ 保健科教育実践法 2 半期 演習 ○

身体文化論 2 半期 講義 ○ 体育科教育法 2 半期 講義 ○

衛生学･公衆衛生学(運動衛生学を含む) 2 半期 講義 ○ 保健科教育法 2 半期 講義 ○

機能解剖学 2 半期 講義 ○ 教育課程論 2 半期 講義 ○

発育発達論 2 半期 講義 ○ 教育の方法及び技術(情報通信技術の活用を含む) 2 半期 講義 ○

スポーツ生理学 2 半期 講義 ○ 道徳教育の指導法 2 半期 講義 ○

× 運動方法･体つくり運動(体操) 1 半期 実技 ● 特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 2 半期 講義 ○

× 運動方法･器械運動 1 半期 実技 ● 生徒指導論（進路指導・キャリア教育を含む） 2 半期 講義 ○

× 運動方法･陸上競技 1 半期 実技 ● 教育相談(カウンセリングを含む) 2 半期 講義 ○

× 運動方法･水泳 1 半期 実技 ● 教育の制度と経営 2 半期 講義 ○

× 運動方法･ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ(野球を含む) 1 半期 実技 ● 特別支援教育概論 2 半期 講義 ○

× 運動方法･ﾀﾞﾝｽ(ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽを含む) 1 半期 実技 ● × 事前事後の指導 1 集中 演習 △

× 運動方法･球技A 1 半期 実技 ● × 教育実習 4 集中 演習 △

× 運動方法･球技B 1 半期 実技 ● × 教職実践演習（中・高) 2 半期 演習 △

× 運動方法･武道（柔道） 1 半期 実技 ○

× 運動方法･武道（剣道） 1 半期 実技 ○

× 運動方法･武道（相撲） 1 半期 実技 ○

× スポーツ実践指導法・柔道 1 半期 実技 ○

× スポーツ実践指導法・剣道 1 半期 実技 ○

× スポーツ実践指導法・相撲 1 半期 実技 ○

●…必修科目

○…選択科目

△…自由科目

区分 区分

学
部
専
門

（
体
育
実
技

）

展
開
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選択1 1

選択2 1

8

選択3

学
部
専
門

（
理
論

）

基
幹

選択

選択

選択

25

展
開

選択1 4

2

選択4 4
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選択2 6

9

1

展
開

（
理
論

）

30

基幹
（実践）

必修 2

2

必修 10

選択 15

展開
（実践）

【2022年度入学者適用 カリキュラム】　　　 スポーツ文化学部 スポーツ国際学科

必修 6

学
科
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礎

基
幹

選択 8 14

17
学
科
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必修 8

2

選択3

必修2
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1

1

選択2

自由3

自由4 0
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部
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養
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0

7

0

選択1

18

10

104 選択 10
学
科
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門
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格
関
連

自由 0

6
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キャップ 授　業　科　目 単位 期
授業
方法

1年 2年 3年 4年
必要
単位

計 キャップ 授　業　科　目 単位 期
授業
方法

1年 2年 3年 4年
必要
単位

計

国語表現Ⅰ 1 半期 演習 ● スポーツマネジメント論 2 半期 講義 ●

国語表現Ⅱ 1 半期 演習 ● スポーツマーケティング論 2 半期 講義 ●

基礎英語Ⅰ 1 半期 演習 ● スポーツ産業論Ⅰ 2 半期 講義 ●

基礎英語Ⅱ 1 半期 演習 ● スポーツビジネス論 2 半期 講義 ●

英語コミュニケーションⅠ 1 半期 演習 ● ファシリティマネジメント論 2 半期 講義 ●

英語コミュニケーションⅡ 1 半期 演習 ● レジャーマネジメント論 2 半期 講義 ●

哲学 2 半期 講義 ○ メガスポーツイベント論 2 半期 講義 ●

法学（日本国憲法） 2 半期 講義 ○ スポーツ行政 2 半期 講義 ●

心理学 2 半期 講義 ○ スポーツ産業論Ⅱ 2 半期 講義 ●

芸術（音楽） 2 半期 講義 ○ 経営学概論 2 半期 講義 ●

情報処理（情報機器の操作を含む） 2 半期 講義 ○ 財務会計基礎論 2 半期 講義 ●

社会学 2 半期 講義 ○ 経営戦略論 2 半期 講義 ●

歴史学 2 半期 講義 ○ 地域スポーツ演習 1 半期 演習 ○

経済学 2 半期 講義 ○ × 地域ボランティア実習（事前・事後指導を含む） 1 集中 実習 ○

統計学 2 半期 講義 ○ スポーツビジネス現場演習 1 半期 演習 ○

生命科学 2 半期 講義 ○ × スポーツビジネス現場実習（事前・事後指導を含む） 1 集中 実習 ○

× 海外語学研修 2 集中 実習 △ スポーツイベント計画論 2 半期 講義 ○

× 応用英語 2 通年 演習 △ スポーツとまちづくり 2 半期 講義 ○

× ドイツ語 2 通年 演習 △ スポーツメディア論 2 半期 講義 ○

× フランス語 2 通年 演習 △ サービス・マネジメント 2 半期 講義 ○

× 中国語 2 通年 演習 △ 経営組織論 2 半期 講義 ○

× コリア語 2 通年 演習 △ スポーツライフマネジメント概論 2 半期 講義 ○
必修１ × 日体大の歴史（日体伝統実習を含む） 2 半期 講義 ● 2 生涯学習概論 2 半期 講義 ○

× 体育研究発表実演会 1 集中 実技 △ 社会調査論 2 半期 講義 ○

× スポーツと組織 2 半期 講義 △ スポーツデータ解析演習 1 半期 演習 ○

× 海浜実習 1 集中 実習 ○ 社会調査演習 1 半期 演習 ○

× キャンプ実習 1 集中 実習 ○ スポーツデザイン演習 1 半期 演習 ○

× スキー実習 1 集中 実習 ○ × レクリエーション実技 1 半期 実技 ○

× スケート実習 1 集中 実習 ○ × 専門運動方法（アーチェリー） 1 半期 実技 ○

スポーツマネジメント研究Ａ 2 半期 講義 ● × スタジオエクササイズ 1 半期 実技 ○

スポーツマネジメント研究Ｂ 1 半期 実験 ● × 専門運動方法（ゴルフ） 1 半期 実技 ○

× スポーツマネジメント研究Ｃ 2 通年 演習 ● × ゴルフ理論・実習 3 半期 講義・実習 ○

× スポーツマネジメント研究Ｄ 2 通年 演習 ● × スキー理論・実習 3 半期 講義・実習 ○
自由２ × 卒業研究 2 通年 演習 △ 0 スポーツ経営管理学 2 半期 講義 ○
必修３ キャリアデザインＡ 2 半期 講義 ● 2 教育原理 2 半期 講義 ○

× キャリアデザインＢ 2 半期 講義 △ 教育心理学 2 半期 講義 ○

× インターンシップ(事前・事後指導を含む） 1 集中 実習 △ 体育科教育法 2 半期 講義 ○

スポーツマネジメント概論 2 半期 講義 ● 保健科教育法 2 半期 講義 ○

スポーツ社会学 2 半期 講義 ● 道徳教育の指導法 2 半期 講義 ○

スポーツ政策学 2 半期 講義 ● 特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 2 半期 講義 ○

アンチ・ドーピング 2 半期 講義 ● 学校保健（小児保健・精神保健を含む） 2 半期 講義 ○

ボランティア論 2 半期 講義 ○ 人権教育 2 半期 講義 ○

情報リテラシー 2 半期 講義 ○ 学校安全（救急処置を含む） 2 半期 講義 ○

地域社会とスポーツ 2 半期 講義 ○ 教育の方法及び技術(情報通信技術の活用を含む) 2 半期 講義 ○

スポーツガバナンス論 2 半期 講義 ○ 教師論 2 半期 講義 ○

スポーツ法学 2 半期 講義 ○ 教育の制度と経営 2 半期 講義 ○

スポーツ経済学 2 半期 講義 ○ 特別支援教育概論 2 半期 講義 ○

スポーツ哲学 2 半期 講義 ○ 教育課程論 2 半期 講義 ○

スポーツ史 2 半期 講義 ○ 教育相談（カウンセリングを含む） 2 半期 講義 ○

機能解剖学 2 半期 講義 ○ × 体育科教育実践法 2 半期 演習 ○

スポーツ生理学 2 半期 講義 ○ × 保健科教育実践法 2 半期 演習 ○

発育発達論 2 半期 講義 ○ × スポーツ実践指導法･陸上競技 1 半期 実技 ○

トレーニング学 2 半期 講義 ○ × 生徒指導論（進路指導・キャリア教育を含む） 2 半期 講義 △

スポーツ栄養学（食品学を含む） 2 半期 講義 ○ × 教職実践演習(中・高) 2 半期 演習 △

スポーツ医学 2 半期 講義 ○ × 教育実習 4 集中 実習 △

スポーツ心理学 2 半期 講義 ○ × 事前事後の指導 1 半期 演習 △

衛生学・公衆衛生学（運動衛生学を含む） 2 半期 講義 ○ × 航空基礎 2 集中 講義 △

救急処置実習 1 半期 実習 ○ × 航空概論 2 集中 講義 △

トレーニング実践演習 1 半期 演習 ○ × 航空産業論 2 集中 講義 △

× 運動方法・体つくり運動（体操） 1 半期 実技 ● × クルー・リソース・マネジメント 2 集中 講義 △

× 運動方法・器械運動 1 半期 実技 ● × 飛行安全 2 集中 講義 △

× 運動方法・陸上競技 1 半期 実技 ● × モータースポーツ概論 2 集中 講義 △

× 運動方法・水泳 1 半期 実技 ● × モータースポーツ産業論 2 集中 講義 △

× 運動方法・ソフトボール（野球を含む） 1 半期 実技 ● × モータースポーツ演習 1 集中 演習 △

× 運動方法・ダンス（フォークダンスを含む） 1 半期 実技 ● ●…必修科目

× 運動方法・球技A 1 半期 実技 ● ○…選択科目

× 運動方法・球技B 1 半期 実技 ● △…自由科目

× 運動方法・武道（柔道） 1 半期 実技 ○ ×…キャップ対象外科目

× 運動方法・武道（剣道） 1 半期 実技 ○

× 運動方法・武道（相撲） 1 半期 実技 ○

●…必修科目

○…選択科目

△…自由科目

ス
ポ
ー

ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
科
目

学
科
専
門
科
目

展
開

（
実
践

）
科
目 選

択
４

16

展
開

（
理

論

）
科
目

選
択

資

格

関

連

科

目

自
由

選

択

３

基
幹

（
実

践

）
科
目

選
択

2

8

3

8

ス
ポ
ー

ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
共
通
科
目

学
部
共
通
科
目

教
養
科
目

必
修

総
合
教
育
科
目

自由３

学
部
専
門

（
理
論

）
科
目

基
幹
科
目

必修

学
部
専
門

（
体
育
実
技

）
科
目

展
開
科
目

必
修
1

展
開
科
目

選
択
１

16

選
択
１

6

自
由

0

6

4
選
択
２

13

自由１ 0

選択１ 1

選択２ 1

必修２ 7

0

選択２ 1

6

9

必修２ 2

選
択

1

25

8

選択 6

10

8

45

学
科
基
礎
科
目

基

幹

科

目

必
修

基
幹

（
理

論

）
科
目

必
修

【2022年度入学者適用　カリキュラム】　　　スポーツマネジメント学部　スポーツマネジメント学科

0

関
連
科
目

自
由

0

12

選
択
１

2

選
択
２

2

16
展
開
科
目

必
修

学則変更の趣旨（資料）-15



資料３-１ 

○日本体育大学スポーツ文化学部履修規程 

平成 29 年 3 月 21 日 

学長制定 

第 1 章 総則 

(趣旨) 

第 1 条 この規程は、日本体育大学学則(以下「学則」という。)に基づき、スポーツ文化学

部(以下「本学部」という。)において、授業科目の単位を修得するために授業を受講し学修

すること(以下「履修」という。)や単位の取扱いのほか、授業の実施に関して必要な事項を

定める。 

(適用) 

第 2 条 本学部における学修については、学則によるもののほか、入学年度の履修規程に

よる。 

第 2 章 履修登録 

(履修登録) 

第 3 条 学則第 20 条に定めるもののほか、履修科目の登録に関しては、この章の定めると

ころによる。 

2 学生は、授業科目の履修登録に際しては、所属する学科等の教育課程により開講される

授業科目について、履修計画表に基づき、その年度に履修しようとするすべての授業科目を、

特別に指示のある授業科目を除き、日本体育大学(以下「本学」という。)が管理するインタ

ーネットを利用した情報提供システムで運用する「nssu－passport(以下、「n－pass」とい

う。)」により、指定期間内に申請を行った上で、所定の期日までに登録(以下「Web 履修登

録」という。)を完了しなければならない。 

3 Web 履修登録の内容に不備があったとき、学生支援センターが指定する方法により、所

定の期日までに追加又は変更(以下「履修登録修正等」という。)の手続きを行わなければな

らない。 

4 受講目的が達成されないなどの理由がある場合に限り、学生支援センターが指定する方

法により、所定の期日までに履修科目の削除の手続きを行うことができる。 

(履修登録の締切) 

第 4 条 前条第 3 項及び第 4 項の期日を過ぎてから、履修登録の追加又は変更を行うこと

は認めない。ただし、履修登録が完了しなかった理由について、当該学生のクラス担任の申

し出に基づき、学部長がやむを得ないと認めた場合に限り、履修登録修正等を認めることが

ある。 

2 前項の規定にかかわらず、当該授業科目の全授業日数の 5 分の 1 を経過したときは履修

登録修正等を認めない。 

(履修登録の配当年次制限) 

第 5 条 授業科目については、当該配当学年次よりも下級学年に属する学生が履修するこ
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とはできない。 

(重複登録の禁止) 

第 6 条 同一授業時刻に開始される授業(以下「同一講時の授業」という。)を重複して履修

登録することはできない。 

2 同一講時の授業を 2 科目以上履修登録した場合は、それらの科目の履修登録をすべて無

効とする。 

(合格済科目の履修登録の禁止) 

第 7 条 既に単位を修得した授業科目については、再び履修することはできない。 

(授業科目の履修登録の上限) 

第 8 条 1 年間に履修登録することができる単位数(以下「キャップ数」という。)の上限に

ついて、次のとおり定める。 

学科 

学年 

武道教育学科 スポーツ国際学科 

1 年次 44 単位 44 単位 

2 年次 44 単位 44 単位 

3 年次 44 単位 44 単位 

4 年次 44 単位 44 単位 

2 次の各号に掲げる授業科目はキャップ数の対象としない。 

(1) 学外で実施される集中実習及び集中実技又は授業時間外に実施される実習・実技・演

習 

(2) 学則第 21 条第 2 項に規定する授業科目 

(3) 法令等に定められた資格取得に関連した授業科目のうち、卒業に必要な所定の授業科

目以外の授業科目又は休日あるいは休業期間中に開講される授業科目 

(4) 教育実習の事前及び事後の指導にあたる授業科目 

(5) 教育企画センター運営委員会の議を経て、学部長が認めた授業科目 

(受講人数の制限) 

第 9 条 本学部は、授業の方法及び授業の施設、設備その他の教育条件を考慮して、教育効

果を十分にあげられるよう、また、運動実技の安全確保を目的として、あらかじめ指定した

授業科目に限り、受講人数を制限するため、受講定員を設ける場合がある。 

2 前項の受講定員が定められた授業科目については、所定の期日までに予備登録を行わな

ければならない。 

3 前項の予備登録は原則として n－pass を使用した抽選で行うものとし、履修希望を申告

した者の中から、設定した定員の数を満たすまで無作為に選ぶ方法又は登録の申込順で行

う方法とする。 

4 学外で行う野外実習の受講人数については、別に定める。 
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(再履修及び下学年次科目履修) 

第 10 条 一度不合格と判定され単位を修得できなかった授業科目を再び履修(以下「再履

修」という。)しようとする場合は、翌年度以降に履修登録しなければならない。 

2 再履修又は属する学年よりも下級の学年次に配当されている授業科目(以下「下学年次

科目」という。)の履修に際しては、当該授業に割り当てられた学科及びクラスで履修する

ことを要しない。ただし、授業の方法のうち、実技及び演習の方法で実施される授業科目並

びに音楽関連科目及びその他本学が指定した授業科目については、性別によって区分され

たクラスの授業を履修しなければならない。 

3 前項にかかわらず、再履修については、あらかじめ指定された授業クラスが設けられた

場合は、当該授業を履修登録しなければならない。 

4 再履修しようとする授業科目又は履修しようとする下学年次科目の授業については、履

修登録を制限することがある。また、履修登録後であっても、正規に割り当てられた当該学

年及びクラスの履修人数等の状況によって、受講を制限することがある。 

5 前項の規定により履修登録又は受講が制限されたとき、他の授業の履修を希望する場合

は、履修しようとする授業担当教員の許可に基づき、履修登録を行うことができる。 

(履修登録の取消し) 

第 11 条 学則第 43 条に定める授業料その他所定の学費を定められた期日までに完納しな

い者のうち、日本体育大学・日本体育大学大学院の学費に関する規程第 5 条に定める延納

の手続きを行わない者は、履修登録を無効とし、すべての登録科目を取消すものとする。 

(スポーツ文化研究及び卒業研究の履修登録) 

第 12 条 「スポーツ文化研究 C」・「スポーツ文化研究 D」及び「卒業研究」の履修登録は、

履修登録等期間中に当該担当教員に所定の履修申告書を提出しなければならない。 

2 前項により、授業担当教員が申告者の履修の可否を決定し、所定の期日までに、学生支

援センターへ履修を許可する者の履修申告書を提出することによって履修が登録されたも

のとする。 

3 「スポーツ文化研究 C」・「スポーツ文化研究 D」及び「卒業研究」は、原則として同一

の担当教員の下で継続して履修するものとする。 

(教育実習の履修要件) 

第 13 条 「教育実習」を履修しようとする者は、「事前事後の指導」を履修するとともに、

次の号に掲げる要件を満たさなければならない。 

(1) 「教育実習」を履修しようとする年度の前年度末までに、次に掲げる授業科目の単位

を修得しているとともに、合わせて総修得単位数 100 単位以上を修得していること。 

ア 体育科教育法 

イ 保健科教育法 

ウ 教育原理 

エ 教師論 
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オ 教育の制度と経営 

カ 教育心理学 

キ 特別支援教育概論 

ク 教育課程論 

ケ 道徳教育の指導法 

コ 特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 

サ 教育の方法及び技術(情報通信技術の活用を含む) 

シ 生徒指導論(進路指導・キャリア教育を含む) 

ス 教育相談(カウンセリングを含む) 

2 科目等履修生として「教育実習」を履修しようとする者は、「事前事後の指導」を履修す

るとともに、次の各号に掲げる要件を満たさなければならない。 

(1) 日本体育大学を卒業した者、日本体育大学大学院に在学する者又は修了した者のみと

する。 

(2) 第 13 条第 1 項第 1 号に掲げる授業科目の単位を修得していること。 

3 前各項に定める要件のほか、教育実習の履修等に関して必要な基準は、教職センター運

営委員会の議を経て、学長が別に定める。 

(教職実践演習(中・高)の履修要件) 

第 14 条 「教職実践演習(中・高)」を履修しようとする者は、「教育実習」を履修するほか、

第 32 条第 2 項第 1 号に定める履修カルテを提出していなければならない。 

(スポーツ国際実習／スポーツ国際支援実習の履修要件) 

第 15 条 「スポーツ国際実習」及び「スポーツ国際支援実習」を履修しようとする者は、

前年度末までに、次の各号に掲げる授業科目の単位を修得しなければならない。 

ア 基礎英語Ⅰ 

イ 基礎英語Ⅱ 

2 前各項に定める要件のほか、「スポーツ国際実習」及び「スポーツ国際支援実習」を履修

しようとする者は、前年度末までに教育企画センター運営委員会の議を経て、定められた英

語検定試験の基準を満たさなければならない。ただし、学部長が参加を認める者については

この限りではない。 

(海浜実習の履修要件) 

第 16 条 「海浜実習」を履修しようとする者は、前項に定めるもののほか、前年度末まで

に「運動方法・水泳」の単位を修得しなければならない。ただし、本部長が参加を認める者

についてはこの限りではない。 

(中学校教諭一種免許状(保健体育)の授与資格の取得) 

第 17 条 本学部の教育課程を履修する者のうち、学則第 19 条第 2 項に定める中学校教諭

一種免許状(保健体育)の授与資格を取得しようとする者は、卒業に必要な所要の単位のほか、

教育職員免許法(昭和 24 年法律第 147 号。以下「教育職員免許法」という。)及び同法施行
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規則(昭和 29 年文部省令第 26 号。以下「施行規則」という。)に定める所要単位を修得しな

ければならない。 

2 前項に定めるもののほか、中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例

等に関する法律(平成 9 年 6 月 18 日法律第 90 号)に定める介護等の体験を行わなければな

らない。 

3 介護等の体験に関し、必要な事項は別に定める。 

4 第 1 項に定める所要単位の教科は、別表 1 のとおりとする。 

(高等学校教諭一種免許状(保健体育)の授与資格の取得) 

第 18 条 本学部の教育課程を履修する者のうち、学則第 19 条第 2 項に定める高等学校教

諭一種免許状(保健体育)の授与資格を取得しようとする者は、卒業に必要な所要の単位のほ

か、教育職員免許法及び同法施行規則に定める所要単位を修得しなければならない。 

2 前項に定める所要単位の教科は、別表 1 のとおりとする。 

(資格) 

第 19 条 第 17 条及び第 18 条に定めるもののほか、本学部の教育課程を修めることにより

取得できる資格については別に定める。 

第 3 章 授業 

(授業の方法) 

第 20 条 授業は、講義、演習、実験、実習、又は実技により行うものとする。 

(単位の計算方法) 

第 21 条 学則第 21 条第 1 項第 1 号については、次のとおりとする。 

講義については 15 時間の授業をもって 1 単位、演習については 30 時間の授業をもって 1

単位とする。ただし、次の科目は 15 時間の授業をもって 1 単位とする。 

ア 体育科教育実践法 

イ 保健科教育実践法 

ウ 教職実践演習(中・高) 

(授業の期間) 

第 22 条 各授業科目の授業は、学則第 29 条に定める各学期について、それぞれ 15 週にわ

たる期間を単位として行う。 

2 前項にかかわらず、次の各号に掲げる授業については、集中授業として、これらの期間

より短い特定の期間において授業(以下「集中授業」という。)を行うことができる。 

(1) 教育上特別の必要があり、教育効果が期待できると認められた授業 

(2) 校外で実施する野外活動実習又は学外施設における実習もしくは実技 

(3) 教育職員免許法に規定される教育職員免許状の授与の所要資格を取得するための教育

実習 

3 集中授業は、原則として、土曜日又は学則第 30 条に定める休業日に開講するものとす

る。 
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4 「スポーツ文化研究 C」・「スポーツ文化研究 D」及び「卒業研究」の担当教員は、当該

授業の一部を学外で行う場合又はその他教育活動と認められる活動を行うときは、所定の

届け出を行わなければならない。 

(授業の時間) 

第 23 条 本学の授業時間は、1 日 5 時限制及び一回の時限を 90 分制とし、次の各号に掲

げる時間帯に実施する。ただし、あらかじめ設定する各授業科目の実施時間帯の割当ては、

原則として第 1 号から第 4 号に掲げる時間帯に割当てるものとする。 

(1) 第 1 時限 9：00 から 10：30 

(2) 第 2 時限 10：40 から 12：10 

(3) 第 3 時限 13：00 から 14：30 

(4) 第 4 時限 14：40 から 16：10 

(5) 第 5 時限 16：20 から 17：50 

2 前項の規定にかかわらず、学長は、臨時に時限を設けるほか、時限及び時間帯を変更す

ることができる。 

(授業の出席及び欠席の確認) 

第 24 条 授業の出席の確認は、原則として授業の開始時に行うものとする。 

2 授業の 20 分以上の遅刻又は早退は欠席とみなす。また、20 分未満の遅刻又は早退は、

通算三回をもって一回の欠席とみなす。ただし、遅刻又は早退となった理由について、授業

担当教員がやむを得ないと認めた場合は、出席を認めることがある。 

3 前項にかかわらず、一回の授業の一部が欠けることにより当該学修成果が著しく損なわ

れると認められる場合、あらかじめ学部長の許可を得た上で、授業担当教員が事前に告知し

たときは遅刻を認めない。 

(休講) 

第 25 条 授業担当教員は、日本体育大学教職員の出張等に関する規程に定める出張任務を

命じられた時又は学外研修あるいは学外派遣が許可されたとき、又は、やむを得ない理由に

より授業を行うことができない場合、所定の手続きにより、学部長の許可を得て、担当する

授業を休講することができる。 

2 各時限の開始時刻から 20 分以上過ぎても授業が開始されない場合は休講とみなす。 

3 休講しようとする授業担当教員は、休講した場合は、履修者に不利益のないよう配慮の

上、期日を設けて代替授業を行わなければならない。 

4 休講しようとする授業担当教員は、代替授業を行うことにより履修者に不利益が生ずる

と判断したときは、所定の手続きにより、当該授業の分野を専門とする本学の教授あるいは

准教授又は授業を担当する資格を有する助教による授業の代行者を措置することができる。 

5 休講しようとする授業担当教員は、所定の手続きにより、前項に定める教員のほか、助

教又は助手の職にある者の監督の下、当該授業時限の出席者に課題を与えて実施すること

により、当該授業の開講に換えることができる。 
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(補講) 

第 26 条 授業担当教員は、授業の到達目標に著しく劣る全部又は一部の履修者に対し、補

習授業を設けることができる。 

(特別講師による授業) 

第 27 条 授業担当教員は、あらかじめ授業展開で定めた内容に基づき、学外有識者を講師

(以下「特別講師」という。)として、当該授業を担当させることができる。 

2 特別講師の手続きに関して必要な事項は別に定める。 

(通学及び出席の停止) 

第 28 条 学校保健安全法施行規則第 18 条(昭和 33 年 6 月 13 日文部省令第 18 号)に定め

る学校において予防すべき感染症にかかった者は、同規則第 19条に規定する基準に基づき、

通学及び授業への出席を停止する。 

(交通ストライキ又は気象警報発令時の授業) 

第 29 条 授業期間中に、本学が通学経路として認める公共交通機関にストライキが起こっ

た場合、又は、本学が定めた地域に気象警報が発令された場合は、授業を開講しないことが

できる。 

(特別な履修) 

第 30 条 試験に合格しなかった者が、その翌年度以降において再履修し、単位を修得しよ

うとするとき、不合格となった年度の翌年度に定期試験のみを受験し、これに合格すること

によって、当該科目の単位を付与することがある。 

2 前項の履修の対象となる授業科目及びその取扱いについては、教育企画センター運営委

員会が別に定める。 

(学修経費の負担) 

第 31 条 校外で実施する野外実習又は学外施設における実習もしくは実技については、交

通費、宿泊費又は教材費のほか、学修に必要な経費を徴収することがある。 

2 前項の経費の徴収については、別に定める。 

(履修カルテ) 

第 32 条 本学は、在籍する学生の履修履歴を把握するため、履修カルテを作成し、入学の

段階からそれぞれの学生の学習内容、理解度等を把握するとともに、履修カルテに基づき、

必要な指導を行うものとする。 

2 履修カルテの対象とする授業科目は次の各号に掲げるとおりとする。 

(1) 教育職員免許状の授与資格の取得に必要な授業科目のうち、教職センター運営委員会

が指定する授業科目 

(2) 本学の人材育成方針に基づく学生教育として行うプログラムに係る授業科目で、教育

企画センター運営委員会が選定する授業科目 

(3) 前 2 号のほか、学生支援センターが必要と認めた授業科目 

3 学生は、自ら履修した授業科目に関し、n－pass を使用して、本学所定の履修カルテを
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作成し学生支援センターが定める期日までに提出しなければならない。 

4 履修カルテの対象となる授業科目の授業担当教員は、n－pass を通じて、当該年度に担

当する学生の履修カルテの作成状況を確認するほか、必要に応じて提出を督促しなければ

ならない。ただし、第 2 項第 3 号の授業科目を除く。 

5 クラス担任は、学生から提出された履修カルテを参照して、担当する学生の履修状況を

把握するとともに、必要に応じて個別の補完的な指導を行わなければならない。ただし、第

2 項第 3 号の授業科目を除く。 

6 履修カルテは学生支援センターが管理する。 

(授業施設及び設備等) 

第 33 条 本学の教室、実験室、実技施設及び実習施設のほか、共有の利用に供する教材又

は教育設備は、専ら授業の用に供するものとしなければならない。ただし、授業の使用に支

障のない場合に限り、日本体育大学目的外使用規程に基づき、その使用を認めるものとする。 

第 4 章 単位の授与に係る試験及び成績 

(単位の授与) 

第 34 条 単位の授与に係る試験及び成績の評価については、学則第 22 条及び第 25 条に定

めるもののほか、この章の定めるところによる。 

(試験の方法) 

第 35 条 試験は、授業の担当教員が、筆記試験、口述試験、実技試験又はレポート(以下

「試験等」という。)の提出等の方法により行う。 

2 授業担当教員は、実施した試験等の答案は、適切な方法により、当該授業を実施した年

度の翌年度末まで保管しなければならない。 

(定期試験) 

第 36 条 履修した授業科目に関する試験は、原則として、毎学期末に行う。ただし、各授

業科目の担当教員が必要と認めたときは、臨時に行うことができる。 

2 受験の際は、必ず学生証を携行しなければならない。 

3 定期試験の公認欠席に関しては、日本体育大学スポーツ文化学部公認欠席認定基準第 2

条から第 4 条の規定を準用する。 

(追試験) 

第 37 条 授業担当教員は、病気、その他やむを得ない理由により試験を受けることができ

なかった者に対し、相当と認めたときは追試験を実施することができる。 

2 授業担当教員は、学部長の指示があったとき、追試験を実施しなければならない。 

3 追試験を受けようとするときは、当該授業科目の担当教員に所定の欠席届を提出すると

ともに、別に定める追試験受験料を払い、追試験受験カードを用意しなければならない。 

4 前条第 3 項により公認欠席が認められた者は、追試験を受験することができる。ただし

追試験受験料は徴しない。 

5 前項により追試験を受験しようとする者は、学生支援センターが発行する公認欠席証明
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書に、当該授業科目の担当者の追試験の受験許可を表す確認印を受けた上で、学生支援セン

ターに提示し、公認欠席受験カードを受領しなければならない。 

6 追試験受験カード又は公認欠席受験カードは、答案用紙、レポート等に添えて提出しな

ければならない。 

7 追試験を欠席した者に対し、再度追試験は実施しない。 

8 追試験で不合格となった者に対し、再試験は実施しない。 

(再試験) 

第 38 条 授業担当教員は、定期試験を受験した結果、合格に至らなかった者を対象として

再試験を実施することができる。 

2 授業担当教員は、学部長の指示があったとき、再試験を実施しなければならない。 

3 前項の再試験を受けようとする者は、別に定める再試験受験料を払い、再試験受験カー

ドを用意するものとする。 

4 再試験受験カードは、答案用紙、レポート等に添えて、提出しなければならない。 

5 再試験は、授業担当教員が期日を定めて行う。 

6 再試験を欠席した者に対して、その追試験は実施しない。 

(試験等における不正行為) 

第 39 条 定期試験、追試験又は再試験において不正行為又は予備行為のあった者には直ち

に退室を命ずるほか、次の措置を取る。 

(1) 当該受験科目を含め当該学期の授業科目の全受験科目を無効とする。 

(2) 学則第 58 条に定める懲戒の対象とし、その事実と氏名を公示する。 

2 試験終了後において不正行為があったことが確認された場合は、前項各号を適用する。 

(受験の不許可) 

第 40 条 次に掲げる各号のいずれかに該当する場合には、試験を受けることができない。 

(1) 授業の出席時間数が授業時間数の 3 分の 2 に達しないとき 

(2) 学生証を提示しないとき 

(3) 試験開始後 15 分を経過したとき 

(4) 学則第 43 条に定める授業料その他所定の学費を定められた期日までに完納しない者

で、学費に関する規程第 5 条に定める延納の手続きを行った者のうち、誓約した期日まで

に学費が完納しない者 

2 前項第 1 号の出席時間数には、所定の手続きに基づく公認欠席のうち、次の各号に定め

る事項を全て満たした者は、公認欠席を欠席扱いとはせず、当該授業の時間数に含むものと

する。なお、公認欠席の認定基準については別に定める。 

(1) 原則として、当該授業に 1 学期あたり 3 分の 1 以上出席していること。 

(2) 公認欠席した当該授業の担当教員から指示された課題を遂行すること。又は、補講の

指示・指導を受けること。 

(成績評価) 
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第 41 条 学則第 25 条第 2 項に基づき、評価の基準を次の各号に掲げるとおり定める。 

(1) A 100 点満点法による 100 点から 80 点までの素点評価とし、学修目標の内容を十分

に理解し、修得したものと認められる優れた成績を示す。 

(2) B 100 点満点法による 79 点から 70 点までの素点評価とし、学修目標の根幹的な部

分は理解し、修得したものと認められる妥当な成績を示す。 

(3) C 100 点満点法による 69 点から 60 点までの素点評価とし、学修目標の最低限の理

解が得られたものと認められる成績を示す。 

(4) D 100 点満点法による 60 点未満の素点評価とし、学修目標の最低限の理解が得られ

ていないと認められる成績を示す。 

2 前項の成績もしくは素点評価に基づき、成績の数値平均「Grade Point Average(以下

「GPA」という。)」を算出するものとする。 

3 GPA に関し必要な事項は別に定める。 

4 学則第 25 条及び前項各号にかかわらず、学則第 23 条又は第 24 条の規定により認定さ

れた科目の成績及び評価については、成績の評語及び評価の基準いずれも N で表す。 

5 再試験を受験した者の評価の基準は 60 点を上限とする。 

6 授業担当教員は、前学期又は後学期それぞれ定められた期間内に、原則として n－pass

を使用して評価を登録しなければならない。 

7 学生は、n－pass を通じて履修した授業の成績評価を確認しなければならない。 

8 授業担当教員は、当該授業の履修者から、評価に関する照会があった場合は、適切に対

応しなければならない。 

9 履修した年度及び学期に付された評価については、当該年度末をもって確定するものと

し、履修した年度の翌年度以降に変更することはできない。 

第 5 章 証明書 

(卒業見込証明書) 

第 42 条 第 3 学年次末における修得単位数と第 4 学年次における履修登録単位数の合計

が、卒業所要単位数を満たしている者には、卒業見込証明書を発行する。 

(学力に関する証明書) 

第 43 条 本学は、教育職員免許法第 7 条に基づき、免許状の授与又は教育職員検定を受け

ようとする者から請求があったときは、免許状の取得に必要な単位修得証明書として学力

に関する証明書を発行しなければならない。 

(改廃) 

第 44 条 この規程の改廃は、教育企画センター運営委員会、スポーツ文化学部教授会、学

部長会の議を経て学長が行う。 

附 則 

(施行日) 

この規程は、平成 29 年 4 月 1 日から施行する。 
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附 則 

(施行日) 

この規程は、平成 29 年 10 月 19 日から施行し、平成 29 年 4 月 1 日から適用する。 

附 則 

(施行日) 

この規程は、平成 30 年 4 月 1 日から施行し、平成 29 年 4 月 1 日から適用する。 

附 則 

(施行日) 

1 この規程は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 

2 改正後の別表 1 は、平成 31 年度の入学生から適用し、平成 30 年度以前の入学生につい

ては、なお従前の例による。 

附 則 

(施行日) 

1 この規程は、令和 4 年 4 月 1 日から施行する。 

2 この規程は、令和 4 年度の入学生から適用し、令和 3 年度以前の入学生については、な

お従前の例による。 

附 則 

(施行日) 

1 この規程は、令和 4 年 4 月 1 日から施行する。 

2 この規程は、令和 4 年度の入学生から適用し、令和 3 年度以前の入学生については、な

お従前の例による。 

別表 1(第 17 条第 4 項及び第 18 条第 2 項関係) 

中学校教諭 1 種免許状・高等学校教諭 1 種免許状(保健体育)の取得要件科目 

教員免許法に定められた内容 本学が課程認定を受けている内容 

第 一

欄 

教科及び教

職に関する

科目 

各科目に含めることが必要な事

項 

(保健体育) 

最低修

得単位

数 

スポーツ文化学部 

2022 カリキュラ

ム 

単 位

数 

★ 必

修 ☆

選択 

大 学

が 定

め る

免 許

取 得

に 必

要 な

単 位

数 

中

学

校 

高

等

学

校 

第 二

欄 

教科及び教

科の指導法

教科に関

する専門

体育実技 28 24 運動方法・陸上競

技 

1 ★ 1 
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に関する科

目 

的事項 運動方法・水泳 1 ★ 1 

運動方法・体つく

り運動(体操) 

1 ★ 1 

運動方法・器械運

動 

1 ★ 1 

運動方法・ソフト

ボール(野球を含

む) 

1 ★ 1 

運動方法・ダンス

(フォークダンス

を含む) 

1 ★ 1 

運動方法・球技 A 1 ★ 1 

運動方法・球技 B 1 ★ 1 

運動方法・武道(柔

道) 

1 ☆ 1 単位

以上 

運動方法・武道(剣

道) 

1 ☆ 

運動方法・武道(相

撲) 

1 ☆ 

「体育原理、体育心理

学、体育経営管理学、

体育社会学、体育史」・

運動学(運動方法学を

含む。) 

スポーツ哲学 2 ★ 2 

スポーツ心理学 2 ★ 2 

スポーツ経営管理

学 

2 ★ 2 

スポーツ社会学 2 ★ 2 

スポーツ史 2 ★ 2 

トレーニング学 2 ★ 2 

生理学(運動生理学を

含む。) 

スポーツ生理学 2 ★ 2 

衛生学・公衆衛生学 衛生学・公衆衛生

学(運動衛生学を

含む) 

2 ★ 2 
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学校保健(小児保健、

精神保健、学校安全及

び救急処置を含む。) 

学校保健(小児保

健・精神保健を含

む) 

2 ★ 2 

学校安全(救急処

置を含む) 

2 ★ 2 

各教科の指導法(情報通信技術の

活用を含む。) 

体育科教育法 2 ★ 2 

保健科教育法 2 ★ 2 

体育科教育実践法 2 ★ 2 

保健科教育実践法 2 ★ 2 

第 三

欄 

教育の基礎

的理解に関

する科目 

教育の理念並びに教育に関する

歴史及び思想 

10 10 教育原理 2 ★ 2 

教職の意義及び教員の役割・職務

内容(チーム学校への対応を含

む。) 

教師論 2 ★ 2 

教育に関する社会的、制度的又は

経営的事項(学校と地域との連携

及び学校安全への対応を含む。) 

教育の制度と経営 2 ★ 2 

幼児、児童及び生徒の心身の発達

及び学習の過程 

教育心理学 2 ★ 2 

特別の支援を必要とする幼児、児

童及び生徒に対する理解 

特別支援教育概論 2 ★ 2 

教育課程の意義及び編成の方法

(カリキュラム・マネジメントを

含む。) 

教育課程論 2 ★ 2 

第 四

欄 

道徳、総合的

な学習の時

間等の指導

法及び生徒

指導、教育相

談等に関す

る科目 

道徳の理論及び指導法 10 8 道徳教育の指導

法：中免のみ 

2 ★ 2 

総合的な学習の時間の指導法 特別活動及び総合

的な学習の時間の

指導法 

2 ★ 2 

特別活動の指導法 

教育の方法及び技術 教育の方法及び技

術(情報通信技術

の活用を含む) 

2 ★ 2 

情報通信技術を活用した教育の

理論及び方法 
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生徒指導の理論及び方法 生徒指導論(進路

指導・キャリア教

育を含む) 

2 ★ 2 

進路指導及びキャリア教育の理

論及び方法 

教育相談(カウンセリングに関す

る基礎的な知識を含む。)の理論

及び方法 

教育相談(カウン

セリングを含む) 

2 ★ 2 

第 五

欄 

教育実践に

関する科目 

教育実習 5 3 教育実習 4 ★ 4 

事前事後の指導 1 ★ 1 

教職実践演習 2 2 教職実践演習(中・

高) 

2 ★ 2 

第 六

欄 

大学が独自に設定する科目 4 12 スポーツ医学 2 ☆  

 

発育発達論 2 ☆  

 

機能解剖学 2 ☆  

 

人権教育 2 ☆  

 

スポーツ栄養学

(食品学を含む) 

2 ☆  

 

(道徳教育の指導

法)：高免のみ 

2 ☆ ※1 

必要な単位数計 59 59 合計 66 単

位 以

上 

教 員

免 許

法 施

行 規

則

( 第

66 条

日本国憲法 2 法学(日本国憲法) 2 ★ 2 

体育 2 スポーツ文化研究

A 

2 ★ 2 

海浜実習 1 ☆ 1 単位

以上 キャンプ実習 1 ☆ 

スキー実習 1 ☆ 1 単位
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の 6)

に 定

め る

科目 

スケート実習 1 ☆ 以上 

外国語コミュニケーション 2 英語コミュニケー

ションⅠ 

1 ★ 1 

英語コミュニケー

ションⅡ 

1 ★ 1 

数理、データ活用及び人工知能に関する科目又

は情報機器の操作 

2 情報処理(情報機

器の操作を含む) 

2 ★ 2 

★：必修科目 ☆：選択科目(必要単位数を修得すること。) 

※1 「道徳教育の指導法」は、高 1 種免許取得の場合は教育職員免許法施行規則第五条の

第六欄「大学が独自に設定する科目」に位置づけ、中 1 種免許取得の場合は教育職員免許法

施行規則第四条の第四欄「道徳の理論及び指導法」に位置づける。 

※2 別表 1 第六欄「大学が独自に設定する科目」の単位数は、第二欄「教科及び教科の指

導法に関する科目」又は第三欄「教育の基礎的理解に関する科目」、第四欄「道徳、総合的

な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」、第五欄「教育実践に関

する科目」の必要単位数を上回る単位をもって当てることができる。 
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資料３-２ 

○日本体育大学スポーツマネジメント学部履修規程 

平成 30 年 3 月 9 日 

学長制定 

第 1 章 総則 

(趣旨) 

第 1 条 この規程は、日本体育大学学則(以下「学則」という。)に基づき、スポーツマネジ

メント学部(以下「本学部」という。)において、授業科目の単位を修得するために授業を受

講し学修すること(以下「履修」という。)や単位の取扱いのほか、授業の実施に関して必要

な事項を定める。 

(適用) 

第 2 条 本学部における学修については、学則によるもののほか、入学年度の履修規程に

よる。 

第 2 章 履修登録 

(履修登録) 

第 3 条 学則第 20 条に定めるもののほか、履修科目の登録に関しては、この章の定めると

ころによる。 

2 学生は、授業科目の履修登録に際しては、所属する学科等の教育課程により開講される

授業科目について、履修計画表に基づき、その年度に履修しようとするすべての授業科目を、

特別に指示のある授業科目を除き、日本体育大学(以下「本学」という。)が管理するインタ

ーネットを利用した情報提供システムで運用する「nssu―passport(以下、「n―pass」とい

う。)」により、指定期間内に申請を行った上で、所定の期日までに登録(以下「Web 履修登

録」という。)を完了しなければならない。 

3 Web 履修登録の内容に不備があったとき、学生支援センターが指定する方法により、所

定の期日までに追加又は変更(以下「履修登録修正等」という。)の手続きを行わなければな

らない。 

4 受講目的が達成されないなどの理由がある場合に限り、学生支援センターが指定する方

法により、所定の期日までに履修科目の削除の手続きを行うことができる。 

(履修登録の締切) 

第 4 条 前条第 3 項及び第 4 項の期日を過ぎてから、履修登録の追加又は変更を行うこと

は認めない。ただし、履修登録が完了しなかった理由について、当該学生のクラス担任の申

し出に基づき、学部長がやむを得ないと認めた場合に限り、履修登録修正等を認めることが

ある。 

2 前項の規定にかかわらず、当該授業科目の全授業日数の 5 分の 1 を経過したときは履修

登録修正等を認めない。 

(履修登録の配当年次制限) 

第 5 条 授業科目については、当該配当学年次よりも下級学年に属する学生が履修するこ
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とはできない。 

(重複登録の禁止) 

第 6 条 同一授業時刻に開始される授業(以下「同一講時の授業」という。)を重複して履修

登録することはできない。 

2 同一講時の授業を 2 科目以上履修登録した場合は、それらの科目の履修登録をすべて無

効とする。 

(合格済科目の履修登録の禁止) 

第 7 条 既に単位を修得した授業科目については、再び履修することはできない。 

(授業科目の履修登録の上限) 

第 8 条 1 年間に履修登録することができる単位数(以下「キャップ数」という。)の上限に

ついて、次のとおり定める。 

学科 

学年 

スポーツマネジメント学科 スポーツライフマネジメント学科 

1 年次 44 単位 44 単位 

2 年次 44 単位 44 単位 

3 年次 44 単位 44 単位 

4 年次 44 単位 44 単位 

2 次の各号に掲げる授業科目はキャップ数の対象としない。 

(1) 学外で実施される集中実習及び集中実技又は授業時間外に実施される実習・実技・演

習 

(2) 学則第 21 条第 2 項に規定する授業科目 

(3) 法令等に定められた資格取得に関連した授業科目のうち、卒業に必要な所定の授業科

目以外の授業科目又は休日あるいは休業期間中に開講される授業科目 

(4) 教育実習の事前及び事後の指導にあたる授業科目 

(5) 教育企画センター運営委員会の議を経て、学部長が認めた授業科目 

(受講人数の制限) 

第 9 条 本学部は、授業の方法及び授業の施設、設備その他の教育条件を考慮して、教育効

果を十分にあげられるよう、また、運動実技の安全確保を目的として、あらかじめ指定した

授業科目に限り、受講人数を制限するため、受講定員を設ける場合がある。 

2 前項の受講定員が定められた授業科目については、所定の期日までに予備登録を行わな

ければならない。 

3 前項の予備登録は原則として n―pass を使用した抽選で行うものとし、履修希望を申告

した者の中から、設定した定員の数を満たすまで無作為に選ぶ方法又は登録の申込順で行

う方法とする。 

4 学外で行う野外実習の受講人数については、別に定める。 
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(再履修及び下学年次科目履修) 

第 10 条 一度不合格と判定され単位を修得できなかった授業科目を再び履修(以下「再履

修」という。)しようとする場合は、翌年度以降に履修登録しなければならない。 

2 再履修又は属する学年よりも下級の学年次に配当されている授業科目(以下「下学年次

科目」という。)の履修に際しては、当該授業に割り当てられた学科及びクラスで履修する

ことを要しない。ただし、授業の方法のうち、実技及び演習の方法で実施される授業科目並

びに音楽関連科目及びその他本学が指定した授業科目については、性別によって区分され

たクラスの授業を履修しなければならない。 

3 前項にかかわらず、再履修については、あらかじめ指定された授業クラスが設けられた

場合は、当該授業を履修登録しなければならない。 

4 再履修しようとする授業科目又は履修しようとする下学年次科目の授業については、履

修登録を制限することがある。また、履修登録後であっても、正規に割り当てられた当該学

年及びクラスの履修人数等の状況によって、受講を制限することがある。 

5 前項の規定により履修登録又は受講が制限されたとき、他の授業の履修を希望する場合

は、履修しようとする授業担当教員の許可に基づき、履修登録を行うことができる。 

(履修登録の取消し) 

第 11 条 学則第 43 条に定める授業料その他所定の学費を定められた期日までに完納しな

い者のうち、日本体育大学・日本体育大学大学院の学費に関する規程第 5 条に定める延納

の手続きを行わない者は、履修登録を無効とし、すべての登録科目を取消すものとする。 

(スポーツマネジメント研究及び卒業研究の履修登録) 

第 12 条 「スポーツマネジメント研究 C」・「スポーツマネジメント研究 D」及び「卒業研

究」の履修登録は、履修登録等期間中に当該担当教員に所定の履修申告書を提出しなければ

ならない。 

2 前項により、授業担当教員が申告者の履修の可否を決定し、所定の期日までに、学生支

援センターへ履修を許可する者の履修申告書を提出することによって履修が登録されたも

のとする。 

3 「スポーツマネジメント研究 C」・「スポーツマネジメント研究 D」及び「卒業研究」は、

原則として同一の担当教員の下で継続して履修するものとする。 

(教育実習の履修要件) 

第 13 条 「教育実習」を履修しようとする者は、「事前事後の指導」を履修するとともに、

次の号に掲げる要件を満たさなければならない。 

(1) 「教育実習」を履修しようとする年度の前年度末までに、次に掲げる授業科目の単位

を修得しているとともに、合わせて総修得単位数 100 単位以上を修得していること。 

ア 体育科教育法 

イ 保健科教育法 

ウ 教育原理 
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エ 教師論 

オ 教育の制度と経営 

カ 教育心理学 

キ 特別支援教育概論 

ク 教育課程論 

ケ 道徳教育の指導法 

コ 特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 

サ 教育の方法及び技術(情報通信技術の活用を含む) 

シ 生徒指導論(進路指導・キャリア教育を含む) 

ス 教育相談(カウンセリングを含む) 

2 科目等履修生として「教育実習」を履修しようとする者は、「事前事後の指導」を履修す

るとともに、次の各号に掲げる要件を満たさなければならない。 

(1) 日本体育大学を卒業した者、日本体育大学大学院に在学する者又は修了した者のみと

する。 

(2) 第 13 条第 1 項第 1 号に掲げる授業科目の単位を修得していること。 

3 前各項に定める要件のほか、教育実習の履修等に関して必要な基準は、教職センター運

営委員会の議を経て、学長が別に定める。 

(教職実践演習(中・高)の履修要件) 

第 14 条 「教職実践演習(中・高)」を履修しようとする者は、「教育実習」を履修するほか、

第 34 条第 2 項第 1 号に定める履修カルテを提出していなければならない。 

(海浜実習の履修要件) 

第 15 条 「海浜実習」を履修しようとする者は、前年度末までに「運動方法・水泳」の単

位を修得しなければならない。ただし、本部長が参加を認める者については、この限りでは

ない。 

(社会調査演習の履修要件) 

第 16 条 「社会調査演習」を履修しようとする者は、「社会調査論」の授業科目を履修又は

その単位を修得しなければならない。 

(地域ボランティア実習の履修要件) 

第 17 条 「地域ボランティア実習(事前・事後指導を含む)」を履修しようとする者は、「地

域スポーツ演習」の授業科目を履修又はその単位を修得しなければならない。 

(スポーツビジネス現場実習の履修要件) 

第 18 条 「スポーツビジネス現場実習(事前・事後指導を含む)」を履修しようとする者は、

「スポーツビジネス現場演習」の授業科目を履修又は修得しなければならない。 

(中学校教諭一種免許状(保健体育)の授与資格の取得) 

第 19 条 本学部の教育課程を履修する者のうち、学則第 19 条第 2 項に定める中学校教諭

一種免許状(保健体育)の授与資格を取得しようとする者は、卒業に必要な所要の単位のほか、
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教育職員免許法(昭和 24 年法律第 147 号。以下「教育職員免許法」という。)及び同法施行

規則(昭和 29 年文部省令第 26 号。以下「施行規則」という。)に定める所要単位を修得しな

ければならない。 

2 前項に定めるもののほか、中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例

等に関する法律(平成 9 年 6 月 18 日法律第 90 号)に定める介護等の体験を行わなければな

らない。 

3 介護等の体験に関し、必要な事項は別に定める。 

4 第 1 項に定める所要単位の教科は、別表 1 のとおりとする。 

(高等学校教諭一種免許状(保健体育)の授与資格の取得) 

第 20 条 本学部の教育課程を履修する者のうち、学則第 19 条第 2 項に定める高等学校教

諭一種免許状(保健体育)の授与資格を取得しようとする者は、卒業に必要な所要の単位のほ

か、教育職員免許法及び同法施行規則に定める所要単位を修得しなければならない。 

2 前項に定める所要単位の教科は、別表 1 のとおりとする。 

(資格) 

第 21 条 第 19 条及び第 20 条に定めるもののほか、本学部の教育課程を修めることにより

取得できる資格については別に定める。 

第 3 章 授業 

(授業の方法) 

第 22 条 授業は、講義、演習、実験、実習、又は実技により行うものとする。 

(単位の計算方法) 

第 23 条 学則第 21 条第 1 項第 1 号については、次のとおりとする。 

講義については 15 時間の授業をもって 1 単位、演習については 30 時間の授業をもって 1

単位とする。ただし、次の科目は 15 時間の授業をもって 1 単位とする。 

ア 体育科教育実践法 

イ 保健科教育実践法 

ウ 教職実践演習(中・高) 

(授業の期間) 

第 24 条 各授業科目の授業は、学則第 29 条に定める各学期について、それぞれ 15 週にわ

たる期間を単位として行う。 

2 前項にかかわらず、次の各号に掲げる授業については、集中授業として、これらの期間

より短い特定の期間において授業(以下「集中授業」という。)を行うことができる。 

(1) 教育上特別の必要があり、教育効果が期待できると認められた授業 

(2) 校外で実施する野外活動実習又は学外施設における実習もしくは実技 

(3) 教育職員免許法に規定される教育職員免許状の授与の所要資格を取得するための教育

実習 

3 集中授業は、原則として、土曜日又は学則第 30 条に定める休業日に開講するものとす
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る。 

4 「スポーツマネジメント研究 C」・「スポーツマネジメント研究 D」及び「卒業研究」の

担当教員は、当該授業の一部を学外で行う場合又はその他教育活動と認められる活動を行

うときは、所定の届け出を行わなければならない。 

(授業の時間) 

第 25 条 本学の授業時間は、1 日 5 時限制及び一回の時限を 90 分制とし、次の各号に掲

げる時間帯に実施する。 

(1) 第 1 時限 9：00 から 10：30 

(2) 第 2 時限 10：40 から 12：10 

(3) 第 3 時限 13：00 から 14：30 

(4) 第 4 時限 14：40 から 16：10 

(5) 第 5 時限 16：20 から 17：50 

2 前項の規定にかかわらず、学長は、臨時に時限を設けるほか、時限及び時間帯を変更す

ることができる。 

(授業の出席及び欠席の確認) 

第 26 条 授業の出席の確認は、原則として授業の開始時に行うものとする。 

2 授業の 20 分以上の遅刻又は早退は欠席とみなす。また、20 分未満の遅刻又は早退は、

通算三回をもって一回の欠席とみなす。ただし、遅刻又は早退となった理由について、授業

担当教員がやむを得ないと認めた場合は、出席を認めることがある。 

3 前項にかかわらず、一回の授業の一部が欠けることにより当該学修成果が著しく損なわ

れると認められる場合、あらかじめ学部長の許可を得た上で、授業担当教員が事前に告知し

たときは遅刻を認めない。 

(休講) 

第 27 条 授業担当教員は、日本体育大学教職員の出張等に関する規程に定める出張任務を

命じられた時又は学外研修あるいは学外派遣が許可されたとき、又は、やむを得ない理由に

より授業を行うことができない場合、所定の手続きにより、学部長の許可を得て、担当する

授業を休講することができる。 

2 各時限の開始時刻から 20 分以上過ぎても授業が開始されない場合は休講とみなす。 

3 休講しようとする授業担当教員は、休講した場合は、履修者に不利益のないよう配慮の

上、期日を設けて代替授業を行わなければならない。 

4 休講しようとする授業担当教員は、代替授業を行うことにより履修者に不利益が生ずる

と判断したときは、所定の手続きにより、当該授業の分野を専門とする本学の教授あるいは

准教授又は授業を担当する資格を有する助教による授業の代行者を措置することができる。 

5 休講しようとする授業担当教員は、所定の手続きにより、前項に定める教員のほか、助

教又は助手の職にある者の監督の下、当該授業時限の出席者に課題を与えて実施すること

により、当該授業の開講に換えることができる。 
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(補講) 

第 28 条 授業担当教員は、授業の到達目標に著しく劣る全部又は一部の履修者に対し、補

習授業を設けることができる。 

(特別講師による授業) 

第 29 条 授業担当教員は、あらかじめ授業展開で定めた内容に基づき、学外有識者を講師

(以下「特別講師」という。)として、当該授業を担当させることができる。 

2 特別講師の手続きに関して必要な事項は別に定める。 

(通学及び出席の停止) 

第 30 条 学校保健安全法施行規則第 18 条(昭和 33 年 6 月 13 日文部省令第 18 号)に定め

る学校において予防すべき感染症にかかった者は、同規則第 19条に規定する基準に基づき、

通学及び授業への出席を停止する。 

(交通ストライキ又は気象警報発令時の授業) 

第 31 条 授業期間中に、本学が通学経路として認める公共交通機関にストライキが起こっ

た場合、又は、本学が定めた地域に気象警報が発令された場合は、授業を開講しないことが

できる。 

(特別な履修) 

第 32 条 試験に合格しなかった者が、その翌年度以降において再履修し、単位を修得しよ

うとするとき、不合格となった年度の翌年度に定期試験のみを受験し、これに合格すること

によって、当該科目の単位を付与することがある。 

2 前項の履修の対象となる授業科目及びその取扱いについては、教育企画センター運営委

員会が別に定める。 

(学修経費の負担) 

第 33 条 校外で実施する野外実習又は学外施設における実習もしくは実技については、交

通費、宿泊費又は教材費のほか、学修に必要な経費を徴収することがある。 

2 前項の経費の徴収については、別に定める。 

(履修カルテ) 

第 34 条 本学は、在籍する学生の履修履歴を把握するため、履修カルテを作成し、入学の

段階からそれぞれの学生の学習内容、理解度等を把握するとともに、履修カルテに基づき、

必要な指導を行うものとする。 

2 履修カルテの対象とする授業科目は次の各号に掲げるとおりとする。 

(1) 教育職員免許状の授与資格の取得に必要な授業科目のうち、教職センター運営委員会

が指定する授業科目 

(2) 本学の人材育成方針に基づく学生教育として行うプログラムに係る授業科目で、教育

企画センター運営委員会が選定する授業科目 

(3) 前 2 号のほか、学生支援センターが必要と認めた授業科目 

3 学生は、自ら履修した授業科目に関し、n―pass を使用して、本学所定の履修カルテを
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作成し学生支援センターが定める期日までに提出しなければならない。 

4 履修カルテの対象となる授業科目の授業担当教員は、n―pass を通じて、当該年度に担

当する学生の履修カルテの作成状況を確認するほか、必要に応じて提出を督促しなければ

ならない。ただし、第 2 項第 3 号の授業科目を除く。 

5 クラス担任は、学生から提出された履修カルテを参照して、担当する学生の履修状況を

把握するとともに、必要に応じて個別の補完的な指導を行わなければならない。ただし、第

2 項第 3 号の授業科目を除く。 

6 履修カルテは学生支援センターが管理する。 

(授業施設及び設備等) 

第 35 条 本学の教室、実験室、実技施設及び実習施設のほか、共有の利用に供する教材又

は教育設備は、専ら授業の用に供するものとしなければならない。ただし、授業の使用に支

障のない場合に限り、日本体育大学目的外使用規程に基づき、その使用を認めるものとする。 

第 4 章 単位の授与に係る試験及び成績 

(単位の授与) 

第 36 条 単位の授与に係る試験及び成績の評価については、学則第 22 条及び第 25 条に定

めるもののほか、この章の定めるところによる。 

(試験の方法) 

第 37 条 試験は、授業の担当教員が、筆記試験、口述試験、実技試験又はレポート(以下

「試験等」という。)の提出等の方法により行う。 

2 授業担当教員は、実施した試験等の答案は、適切な方法により、当該授業を実施した年

度の翌年度末まで保管しなければならない。 

(定期試験) 

第 38 条 履修した授業科目に関する試験は、原則として、毎学期末に行う。ただし、各授

業科目の担当教員が必要と認めたときは、臨時に行うことができる。 

2 受験の際は、必ず学生証を携行しなければならない。 

3 定期試験の公認欠席に関しては、日本体育大学スポーツマネジメント学部公認欠席認定

基準第 2 条から第 4 条の規定を準用する。 

(追試験) 

第 39 条 授業担当教員は、病気、その他やむを得ない理由により試験を受けることができ

なかった者に対し、相当と認めたときは追試験を実施することができる。 

2 授業担当教員は、学部長の指示があったとき、追試験を実施しなければならない。 

3 追試験を受けようとするときは、当該授業科目の担当教員に所定の欠席届を提出すると

ともに、別に定める追試験受験料を払い、追試験受験カードを用意しなければならない。 

4 前条第 3 項により公認欠席が認められた者は、追試験を受験することができる。ただし

追試験受験料は徴収しない。 

5 前項により追試験を受験しようとする者は、学生支援センターが発行する公認欠席証明
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書に、当該授業科目の担当者の追試験の受験許可を表す確認印を受けた上で、学生支援セン

ターに提示し、公認欠席受験カードを受領しなければならない。 

6 追試験受験カード又は公認欠席受験カードは、答案用紙、レポート等に添えて提出しな

ければならない。 

7 追試験を欠席した者に対し、再度追試験は実施しない。 

8 追試験で不合格となった者に対し、再試験は実施しない。 

(再試験) 

第 40 条 授業担当教員は、定期試験を受験した結果、合格に至らなかった者を対象として

再試験を実施することができる。 

2 授業担当教員は、学部長の指示があったとき、再試験を実施しなければならない。 

3 前項の再試験を受けようとする者は、別に定める再試験受験料を払い、再試験受験カー

ドを用意するものとする。 

4 再試験受験カードは、答案用紙、レポート等に添えて、提出しなければならない。 

5 再試験は、授業担当教員が期日を定めて行う。 

6 再試験を欠席した者に対して、その追試験は実施しない。 

(試験等における不正行為) 

第 41 条 定期試験、追試験又は再試験において不正行為又は予備行為のあった者には直ち

に退室を命ずるほか、次の措置を取る。 

(1) 当該受験科目を含め当該学期の授業科目の全受験科目を無効とする。 

(2) 学則第 58 条に定める懲戒の対象とし、その事実と氏名を公示する。 

2 試験終了後において不正行為があったことが確認された場合は、前項各号を適用する。 

(受験の不許可) 

第 42 条 次に掲げる各号のいずれかに該当する場合には、試験を受けることができない。 

(1) 授業の出席時間数が授業時間数の 3 分の 2 に達しないとき 

(2) 学生証を提示しないとき 

(3) 試験開始後 15 分を経過したとき 

(4) 学則第 43 条に定める授業料その他所定の学費を定められた期日までに完納しない者

で、学費に関する規程第 5 条に定める延納の手続きを行った者のうち、誓約した期日まで

に学費が完納しない者 

2 前項第 1 号の出席時間数には、所定の手続きに基づく公認欠席のうち、次の各号に定め

る事項を全て満たした者は、公認欠席を欠席扱いとはせず、当該授業の時間数に含むものと

する。なお、公認欠席の認定基準については別に定める。 

(1) 原則として、当該授業に 1 学期あたり 3 分の 1 以上出席していること。 

(2) 公認欠席した当該授業の担当教員から指示された課題を遂行すること。又は、補講の

指示・指導を受けること。 

(成績評価) 
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第 43 条 学則第 25 条第 2 項に基づき、評価の基準を次の各号に掲げるとおり定める。 

(1) A 100 点満点法による 100 点から 80 点までの素点評価とし、学修目標の内容を十分

に理解し、修得したものと認められる優れた成績を示す。 

(2) B 100 点満点法による 79 点から 70 点までの素点評価とし、学修目標の根幹的な部

分は理解し、修得したものと認められる妥当な成績を示す。 

(3) C 100 点満点法による 69 点から 60 点までの素点評価とし、学修目標の最低限の理

解が得られたものと認められる成績を示す。 

(4) D 100 点満点法による 60 点未満の素点評価とし、学修目標の最低限の理解が得られ

ていないと認められる成績を示す。 

2 前項の成績もしくは素点評価に基づき、成績の数値平均「Grade Point Average(以下

「GPA」という。)」を算出するものとする。 

3 GPA に関し必要な事項は別に定める。 

4 学則第 25 条及び前項各号にかかわらず、学則第 23 条又は第 24 条の規定により認定さ

れた科目の成績及び評価については、成績の評語及び評価の基準いずれも N で表す。 

5 再試験を受験した者の評価の基準は 60 点を上限とする。 

6 授業担当教員は、前学期又は後学期それぞれ定められた期間内に、原則として n―pass

を使用して評価を登録しなければならない。 

7 学生は、n―pass を通じて履修した授業の成績評価を確認しなければならない。 

8 授業担当教員は、当該授業の履修者から、評価に関する照会があった場合は、適切に対

応しなければならない。 

9 履修した年度及び学期に付された評価については、当該年度末をもって確定するものと

し、履修した年度の翌年度以降に変更することはできない。 

第 5 章 証明書 

(卒業見込証明書) 

第 44 条 第 3 学年次末における修得単位数と第 4 学年次における履修登録単位数の合計

が、卒業所要単位数を満たしている者には、卒業見込証明書を発行する。 

(学力に関する証明書) 

第 45 条 本学は、教育職員免許法第 7 条に基づき、免許状の授与又は教育職員検定を受け

ようとする者から請求があったときは、免許状の取得に必要な単位修得証明書として学力

に関する証明書を発行しなければならない。 

(改廃) 

第 46 条 この規程の改廃は、教育企画センター運営委員会、スポーツマネジメント学部教

授会、学部長会の議を経て学長が行う。 

附 則 

(施行日) 

この規程は、平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 
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附 則 

(施行日) 

1 この規程は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 

2 改正後の別表 1 は、平成 31 年度の入学生から適用し、平成 30 年度以前の入学生につい

ては、なお従前の例による。 

附 則 

(施行日) 

1 この規程は、令和 4 年 4 月 1 日から施行する。 

2 この規程は、令和 4 年度の入学生から適用し、令和 3 年度以前の入学生については、な

お従前の例による。 

附 則 

(施行日) 

1 この規程は、令和 4 年 4 月 1 日から施行する。 

2 この規程は、令和 4 年度の入学生から適用し、令和 3 年度以前の入学生については、な

お従前の例による。 

別表 1(第 19 条第 4 項及び第 20 条第 2 項関係) 

中学校教諭 1 種免許状・高等学校教諭 1 種免許状(保健体育)の取得要件科目 

教員免許法に定められた内容 本学が課程認定を受けている内容 

第 一

欄 

教科及び教

職に関する

科目 

各科目に含めることが必要な事項 

(保健体育) 

最低修

得単位

数 

スポーツマネジメン

ト学部 

2022 カリキュラム 

単

位

数 

★

必

修

☆

選

択 

大 学 が

定 め る

免 許 取

得 に 必

要 な 単

位数 

中

学

校 

高

等

学

校 

第 二

欄 

教科及び教

科の指導法

に関する科

目 

教科に関

する専門

的事項 

体育実技 28 24 運動方法・陸上競技 1 ★ 1 

運動方法・水泳 1 ★ 1 

運動方法・体つくり運

動(体操) 

1 ★ 1 

運動方法・器械運動 1 ★ 1 

運動方法・ソフトボー

ル(野球を含む) 

1 ★ 1 

運動方法・ダンス(フ

ォークダンスを含む) 

1 ★ 1 
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運動方法・球技 A 1 ★ 1 

運動方法・球技 B 1 ★ 1 

運動方法・武道(柔道) 1 ☆ 1単位以

上 運動方法・武道(剣道) 1 ☆ 

運動方法・武道(相撲) 1 ☆ 

「体育原理、体育心理

学、体育経営管理学、

体育社会学、体育史」・

運動学(運動方法学を

含む。) 

スポーツ哲学 2 ★ 2 

スポーツ心理学 2 ★ 2 

スポーツ経営管理学 2 ★ 2 

スポーツ社会学 2 ★ 2 

スポーツ史 2 ★ 2 

トレーニング学 2 ★ 2 

生理学(運動生理学を

含む。) 

スポーツ生理学 2 ★ 2 

衛生学・公衆衛生学 衛生学・公衆衛生学

(運動衛生学を含む) 

2 ★ 2 

学校保健(小児保健、精

神保健、学校安全及び

救急処置を含む。) 

学校保健(小児保健・

精神保健を含む) 

2 ★ 2 

学校安全(救急処置を

含む) 

2 ★ 2 

各教科の指導法(情報通信技術の

活用を含む。) 

体育科教育法 2 ★ 2 

保健科教育法 2 ★ 2 

体育科教育実践法 2 ★ 2 

保健科教育実践法 2 ★ 2 

第 三

欄 

教育の基礎

的理解に関

する科目 

教育の理念並びに教育に関する歴

史及び思想 

10 10 教育原理 2 ★ 2 

教職の意義及び教員の役割・職務

内容(チーム学校への対応を含

む。) 

教師論 2 ★ 2 

教育に関する社会的、制度的又は

経営的事項(学校と地域との連携

教育の制度と経営 2 ★ 2 
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及び学校安全への対応を含む。) 

幼児、児童及び生徒の心身の発達

及び学習の過程 

教育心理学 2 ★ 2 

特別の支援を必要とする幼児、児

童及び生徒に対する理解 

特別支援教育概論 2 ★ 2 

教育課程の意義及び編成の方法

(カリキュラム・マネジメントを含

む。) 

教育課程論 2 ★ 2 

第 四

欄 

道徳、総合的

な学習の時

間等の指導

法及び生徒

指導、教育相

談等に関す

る科目 

道徳の理論及び指導法 10 8 道徳教育の指導法：中

免のみ 

2 ★ 2 

総合的な学習の時間の指導法 特別活動及び総合的

な学習の時間の指導

法 

2 ★ 2 

特別活動の指導法 

教育の方法及び技術 教育の方法及び技術

(情報通信技術の活用

を含む) 

2 ★ 2 

情報通信技術を活用した教育の理

論及び方法 

生徒指導の理論及び方法 生徒指導論 (進路指

導・キャリア教育を含

む) 

2 ★ 2 

進路指導及びキャリア教育の理論

及び方法 

教育相談(カウンセリングに関す

る基礎的な知識を含む。)の理論及

び方法 

教育相談(カウンセリ

ングを含む) 

2 ★ 2 

第 五

欄 

教育実践に

関する科目 

教育実習 5 3 教育実習 4 ★ 4 

事前事後の指導 1 ★ 1 

教職実践演習 2 2 教職実践演習(中・高) 2 ★ 2 

第 六

欄 

大学が独自に設定する科目 4 12 スポーツ医学 2 ☆  

 

発育発達論 2 ☆  

 

機能解剖学 2 ☆  
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人権教育 2 ☆  

 

スポーツ栄養学(食品

学を含む) 

2 ☆  

 

(道徳教育の指導法)：

高免のみ 

2 ☆ ※1 

必要な単位数計 59 59 合計 66 単位

以上 

教 員

免 許

法 施

行 規

則

( 第

66 条

の 6)

に 定

め る

科目 

日本国憲法 2 法学(日本国憲法) 2 ★ 2 

体育 2 スポーツマネジメン

ト研究 A 

2 ★ 2 

海浜実習 1 ☆ 1単位以

上 キャンプ実習 1 ☆ 

スキー実習 1 ☆ 1単位以

上 スケート実習 1 ☆ 

外国語コミュニケーション 2 英語コミュニケーシ

ョンⅠ 

1 ★ 1 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 

1 ★ 1 

数理、データ活用及び人工知能に関する科目又

は情報機器の操作 

2 情報処理(情報機器の

操作を含む) 

2 ★ 2 

★：必修科目 ☆：選択科目(必要単位数を修得すること。) 

※1 「道徳教育の指導法」は、高 1 種免許取得の場合は教育職員免許法施行規則第五条の

第六欄「大学が独自に設定する科目」に位置づけ、中 1 種免許取得の場合は教育職員免許法

施行規則第四条の第四欄「道徳の理論及び指導法」に位置づける。 

※2 別表 1 第六欄「大学が独自に設定する科目」の単位数は、第二欄「教科及び教科の指

導法に関する科目」又は第三欄「教育の基礎的理解に関する科目」、第四欄「道徳、総合的

な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」、第五欄「教育実践に関

する科目」の必要単位数を上回る単位をもって当てることができる。 
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資料４ 

■日本体育大学　クラス編成一覧表

(1)　体育学部

男
01 02 03 04 05 06 07 08

09 10 11 12 13 14 15 16

21 22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 32

女 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

男 01 02 03 04 05 06

女 07 08 09 10

(2)　スポーツ文化学部

学科 性別 記号
横浜・健志台キャンパス

授業クラス
東京・世田谷キャンパス

授業クラス

武道教育学科 男女 S ― 01 02 03 04

スポーツ国際学科 男女 T ― 01 02 03 04

(3)　スポーツマネジメント学部

学科 性別 記号
横浜・健志台キャンパス

授業クラス
東京・世田谷キャンパス

授業クラス

スポーツ
マネジメント学科

男女 P 01 02 03 04 05 06 ―

スポーツライフ
マネジメント学科

男女 Q 01 02 03 04 05 06 ―

(4)　児童スポーツ教育学部

児童スポーツ
教育学科

性別 記号
横浜・健志台キャンパス

授業クラス
東京・世田谷キャンパス

授業クラス

児童スポーツ
教育コース

男女 ― 01 02 03 04 05 06

幼児教育
保育コース

男女 ― 07 08

(5)　保健医療学部

学科 性別 記号
横浜・健志台キャンパス

授業クラス
東京・世田谷キャンパス

授業クラス

整復医療学科 男女 W 01 02 03 04 ―

救急医療学科 男女 X 01 02 03 04 ―

東京・世田谷キャンパス
授業クラス

体育学科 A

B健康学科

G

学科 性別 記号
横浜・健志台キャンパス

授業クラス
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

（１）学生確保の見通し及び申請者としての取組状況 

（改正の概要） 

今回の定員改正は、既存の学部学科の定員改正であり、新たな学部・学科名称、理念及び養成する人材像

で学生募集を行うものではない。またこの定員改正に伴い 2024 年度からの学部・学科の設置場所の変更も行

なわない。 

 

図表 1 収容定員変更（予定）に伴う移行表 

 

ア 設置又は定員を変更する学科等を設置する大学等の現状把握・分析 

日本体育大学は創立 132 年を迎える伝統ある大学である。戦後から続く体育学部をはじめ、2013 年に児童ス

ポーツ教育学部、2014 年に保健医療学部、2017 年にスポーツ文化学部、2018 年にスポーツマネジメント学部を

設置し、現在は 5 学部体制で教育・研究を行っている。これらの学部は、意義のある学びを実践し、その成果を

社会へと還元すべく、社会情勢の変化に対応するかたちで設置されてきた。5 学部といっても、経済学部、法学

部、文学部、工学部というようにまったく異なる学問領域を扱っているわけではなく、本学で教えているのは、いず

れも体育・スポーツ、あるいはより広く身体に関連した学問である。 

体育学部、児童スポーツ教育学部、保健医療学部では、乳幼児から学童、青年、成人、高齢者まで、人の一

生に寄り添い、健やかな生涯を設計する学問を修める。スポーツ文化学部、スポーツマネジメント学部では、地域

のコミュニティから世界的なネットワークまでを舞台に、体育・スポーツを基軸とした社会の活性化について探究し

ていく。それぞれの学部は互いに関連する部分がありつつも、独自の観点や専門性を持っている。各学部固有

の特色に関しては今後もより一層強化していき、“身体にまつわる文化と科学の総合大学”を目指している。 

 

イ 地域・社会的動向等の現状把握・分析 

我が国のスポーツ産業は、明治期以降、スポーツ用品産業、スポーツサービス・情報産業、スポーツ施設・空

間産業といった伝統的な 3つの領域が発展してきた。原田ら（2021）の研究（スポーツ産業論第 7版）を参照すれ

ば、戦後の復興期から高度経済成長期を経て、この 3 つの領域は個々に市場規模を拡大して発展してきたが、

 

学部 

 

学科・コース 

現行 変更 増減 

入学 

定員 

収容 

定員 

入学 

定員 

収容 

定員 

入学 

定員 

収容 

定員 

スポーツ 

文化学部 

武道教育学科 80 320 90 360 10 40 

スポーツ国際学科 100 400 90 360 ▲10 ▲40 

スポーツ 

マネジメント

学部 

スポーツマネジメント学科 145 580 245 980 100 400 

スポーツライフマネジメント学科 110 440 110 440 0 0 

合  計 435 1,740 535 2,140 100 400 
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近年は、それまで個別に存在していた 3つの領域がその規模を拡大するにつれて、互いに重なり、新しい複合的

な産業領域が創り出されてきたことが見て取れる。 

例えば、スポーツ用品産業とスポーツサービス・情報産業が重なったスポーツ関連流通業といった領域が生ま

れた。スポーツ用品産業は、モノの生産だけでなく、卸売業や小売業といったサービス業に参画し、大手の小売

業者は商品の企画開発まで行うといったスポーツ用品の企画・生産・販売までの機能を垂直統合したビジネスモ

デルが出現した。加えて、スポーツ用品の売り場は、モノだけでなく、スポーツ用品の持つ文化イメージやファッシ

ョン性、商品の購買と使用によって生まれるライフスタイルや商品の発する情報といった目に見えないものを消費

する場となっている。 

スポーツサービス・情報産業とスポーツ施設・空間産業が重なってできた施設・空間マネジメント業も、新しい領

域である。ハードとしての施設・空間にソフトであるサービス・情報が加わる新しいタイプのビジネスである。フィット

ネスクラブが展開するクラブビジネスでは、部屋やトレーニング機器といったハードがあるだけでなく、インストラク

ターや指導メソッドといったソフトを併せて提供することではじめてサービス財が提供されることとなり、それをマネ

ジメントするビジネスが生まれている。 

さらに、スタジアム・アリーナを核とする事業展開も複数見られる。従来は施設の建設や運営といったハードに

係る事業のみであったスポーツ施設・空間産業は、今や商業、ホスピタリティ、娯楽、健康医療、福祉、防災など

を備えた多機能複合型のスタジアム・アリーナのマネジメントとして発展しようとしている。スポーツビジネスの最先

端であるアメリカやヨーロッパ諸国では、既に多機能複合型のスタジアム・アリーナは珍しいものではないが、我が

国もこれに追いつく勢いで、例えば、既に竣工している北九州スタジアム、沖縄アリーナをはじめ、建設に着工し

た長崎スタジアム、北海道新球場など経済的価値が創出できる多機能複合型のスタジアム・アリーナの整備計画

は全国で 80 か所以上にのぼる（スマートベニューハンドブック）。このようなスタジアム・アリーナは、スポーツ成長

産業化の起爆剤として期待されている。 

さらには、3 つの領域が重なったハイブリット産業といった領域も見られる。その一つの例は、プロスポーツを核

とするエンターテイメント産業である。J リーグのようなプロサッカーという経験財は、3 つの領域のどれが欠けても

成立しない。スポーツ用品産業としてはサッカー用具やキャラクター商品の売り上げ、スポーツサービス・情報産

業としてはマスメディア関連や観客支出など、スポーツ施設・空間産業としては施設関連支出といった市場である。

J リーグのクラブ数は発足時の 10 クラブから、2020 年には 58 クラブとなるとともに、我が国のプロスポーツは、J リ

ーグのみならず、バスケットボールの B リーグ、卓球の T リーグ、プロ野球独立リーグ、このほか、ラグビー、バレ

ーボール、ハンドボールでもプロ化に向けた動きがある。 

このほか、3 つの領域が重なったハイブリット産業として注目されている産業として、スポーツツーリズムがある。

スポーツ参加やスポーツ観戦を旅行目的とするスポーツツーリズムは、スポーツ庁や一般社団法人スポーツツー

リズム推進機構の支援もあり、ディストネーション・マネジメント組織である地域スポーツコミッションが多数創設

（2020年 10月時点、全国に 159創設）され、全国各地でスポーツツーリズムは積極的に推進されている。 

これ以外にも、スポーツ産業にはさらに新しい動きがある。スポーツと食・栄養、スポーツと医療、スポーツと健

康、スポーツとまちづくり、スポーツとデジタルトランスフォーメーションなど、スポーツと親和性の高い領域とのコラ

ボレーションによる新しい事業展開が多数見られる。市場は成長を止めない。消費者が求め、生産者がそれに応

えようとする限り、市場は生き物のように成長し続けることになる。 

以上のようにスポーツ産業は、市場規模の拡大だけでなく、その産業構造を変化させイノベーションを起こして

いる。これは、スポーツ産業における雇用を促進するたけでなく、将来を展望する若者、とりわけ全国の高校生に
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とっても魅力的な社会動向である。 

 

ウ 新設学科等の趣旨目的,教育内容,定員設定等 

■スポーツ文化学部 

平成 17(2005)年 1月 28日に出された中央教育審議会の答申（「我が国の高等教育の将来像」）には、21世紀

はグローバル化が進むことで、知識に国境がなくなり、競争と技術革新が絶え間なく生まれ、また旧来のパラダイ

ム転換も引き起こし、性別や年齢を問わない「知識基盤社会」の時代が到来するとされた。こうした知識基盤社会

の展開は、同時に国際競争と国際協力が並行的に推し進められることになり、国内外の社会がより一層流動的で

複雑化し、先行き不透明な時代を迎えることから、相互の信頼と共生を支える基盤が必要とされ、そのために他

者の文化を理解・尊重するとともに他者とのコミュニケーションの取れる力が不可欠となってくると指摘されていた。

この知見はその後 10年が経過する中で現実のものとなってきている。 

こうした新時代の高等教育では、個性・特色をより一層明確化することの必要性が謳われており、高等教育機

関において特定の専門分野の教育・研究をすることで、大学の機能別分化が図られることの重要性が指摘されて

いる。本学では開学以来、体育・スポーツを基軸とする特定の専門分野の教育・研究を担っており、我が国の体

育・スポーツに大きく貢献してきた。 

平成 23(2011)年 8 月 24 日に施行された「スポーツ基本法」は、スポーツに関する施策を国家戦略として推進

し、スポーツ立国を実現することを目的に制定された法律であり、文部科学大臣が「スポーツ基本計画」を定める

ことを規定している。スポーツ基本法の制定を受けて、平成 24(2012)年 3月 21 日の中央教育審議会の答申（「ス

ポーツ基本計画の策定について」）では、今後 10 年間にわたるスポーツ推進の基本方針が示され、最初の 5 年

間に総合的かつ計画的に取り組むべき方向性について 7 つの施策が提示されている。その中の 1 つとして「オリ

ンピック・パラリンピック等の国際競技大会の招致・開催等を通じた国際交流・貢献の推進」には、「スポーツを通

じた国際的な交流や貢献は、国際相互理解を促進し、国際平和に大きく貢献するなど、スポーツは、我が国の国

際的地位の向上にも極めて重要な役割を果たすものである」が、そのためにオリンピック競技大会等の招致・開

催を進める必要があると述べられている。我が国では令和 3(2021)年に東京オリンピック・パラリンピック競技大会

を開催しており、これと関連して国際機関や国際競技連盟等に対するスポーツ指導者、審判員及び専門スタッフ

等の人材派遣、国際交流を図ること等が方向性として示されている。さらに「スポーツを通じた国際交流及び貢献

については、政府開発援助(｢ODA」）等によりスポーツ指導者の派遣や関連機材供与等人的・物的な支援が行

われている」現状を示した上で、今後はこれを推進し、また「訪日外国人への武道等の体験機会を設けるなど、ス

ポーツツーリズムによる国際交流を推進する」ことが具体的施策の展開として提案されている。ここに提示されて

いる方向性はすでに平成 22(2010)年 8月 26日に打ち出された「スポーツ立国戦略−スポーツコミュニティ・ニッポ

ン−」の中で示されたものである。このようにスポーツを中核とする国際相互理解や国際交流、国際貢献は今後ま

すます重要な課題となってくる。また先の平成 17(2005)年 1 月 28 日の中央教育審議会の答申（「我が国の高等

教育の将来像」）では、今後、大学の機能は「教育」「研究」に加えて「社会貢献」が「第三の使命」となっていく時

代であるとの指摘を考えると、体育・スポーツの教育を中心とする高等教育機関においても国際支援や国際貢献

といった社会貢献事業に繋がる教育のあり方が求められている時代になっていると言える。 

上記の政策と関連して、文部科学省では 2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた国際貢献

策としての「スポーツ・フォー・トゥモロー」プログラムの一環として平成 26(2014)年度からスポーツ・アカデミー形成

支援事業を実施し、本学もその委託先大学として、コーチ育成者のための「スーパーコーチャー・アカデミー」を
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開設し、海外に向けて現場で直接指導するコーチを育成するためのコーチを養成することを目的とした事業に取

り組んでいる。 

さらに我が国では、独立行政法人国際協力機構で行われている JICA ボランティアとして開発途上国に長期、

短期の派遣事業を行っているが、本学も当該機構と学生等を JICA ボランティアとして派遣する事業に平成

26(2014)年 8 月 6 日に合意署名し、開発途上国における体育・スポーツの普及・振興を図るとともに、大学の知

見・人材を有効に活用することにより、大学の国際協力分野における人材育成に着手し始めている。加えて一般

財団法人日本国際協力センター（JICE）が行う招聘プログラムにおいてスポーツ分野では海外から武道を中心に

スポーツを実践している学生を受け入れるといった事業が展開されている。本学でも平成 26(2014)年度には、ラ

オスとベトナムから柔道、剣道、空手道、合気道を行っている学生 20名を受け入れ、それぞれの種目の授業を体

験受講させるとともに、同種目のクラブ活動に体験参加させて、本場の武道の技術とその精神を伝えるという活動

も行っている。また平成 27(2015)年度にはモンゴル国青少年訪日団の施設見学の受け入れも行っている。 

一方、本学においても独自の国際交流プログラムをこれまで展開してきた。スポーツ文化学部の元となった体

育学部武道学科においては「伝統文化交流実習」を実施し、日本の武道をはじめとして日本舞踊や和太鼓など

の発表会とワークショップなどをオーストラリア、ドイツ、ハワイ、さらに平成 27(2015)年度からはシンガポールにお

いて開催し、日本の伝統的な身体運動文化に基づく交流を図ってきた。しかしながら、昨今のグローバル化の加

速に伴い、このような活動だけでは国際社会の要請に十分応えることができなくなってきたことも事実である。その

ためスポーツ活動を基軸に海外との交流を促進するような教育組織のあり方やそのカリキュラムが検討されなけ

ればならない時期を迎えようとしている。 

以上のように、我が国のスポーツに関わる高等教育機関においては、スポーツを中核に据えた他者との共生の

ための国際相互理解や国際交流、国際支援、国際貢献が求められており、その方向性としては、1)スポーツを通

じた国際相互理解をベースとして、2)開発途上国を中心とした「スポーツの ODA」を支える人材の育成が望まれ

ているとともに、3)我が国の固有の「道」の精神性を持つ武道とそれを包括する芸道についての正しい理解とその

普及を行い、4)さらにスポーツ分野における人的、物的な国際交流を推進する人材の育成が急務となっている。 

加えて、このような社会の要請に応えることが、平成 23(2011)年 1 月 31 日に出された中央教育審議会の答申

（「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」）で提言されているような高等教育におけるキ

ャリア形成教育にも繋がり、専門的な職業人の排出にも資すると考えられる。 

以上のような提言並びにこれまで本学が取り組んできた活動に鑑み、本学ではスポーツ文化学部を設置した。 

そして、伝統に由来する体系化された「我が国固有の身体運動文化」である武道（柔道、剣道、相撲、空手、合

気道、薙刀、弓道、少林寺拳法）あるいは武道と関連性のある日本舞踊や古来より民俗行事の中に伝承されてき

た民俗舞踊、あるいは和太鼓などの伝統芸能を国内外において、その実践的な技術や理論、また日本の「道」の

精神を理解し、これを指導・教育する能力を身に着けると共に、武道や芸道を通じて国際交流や社会貢献のでき

る人材や、学校教育機関において日本の身体運動文化や精神文化を教育できる人材、さらに国家、社会の平和

と繁栄に寄与できる人材の育成を図るため武道教育学科を設置した。 

また、国際社会において日本の精神文化に立脚したスポーツ指導を実践することができ、さらにスポーツを通

した国際協力・国際交流・開発援助を促進するための知識と技術を持つとともに、国内外においてスポーツ活動

を基盤とする社会貢献を果たすことのできる人材や、国際競技連盟や国内外のスポーツ関連企業などにおいて

活躍できる人材に加えて、国内の自治体でスポーツを中核とする活動に従事できる人材の育成も併せて行うため

スポーツ国際学科を設置した。 
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教育内容について、スポーツ文化学部の目的を達成し、目指す人材を育成するために、教育課程を構造的に

配置することで効果的な学習ができるように構成した。大区分として(１)学部共通科目、(２)学部専門科目〔理論〕、

(３)学部専門科目〔体育実技〕、(４)学科基礎科目、(５)学科専門科目の５つに区分する。 

学部共通科目は「教養科目」群と「総合科目」群に区分される。教養科目群には、豊かなコミュニケーション能

力を涵養することに加え、英語を通じた幅広い視野と多様な価値観を学び取る力を育成するため、「国語表現」

「英語コミュニケーション」「基礎英語」などの語学関連科目を配置するほか、「英会話」「ドイツ語」「フランス語」「中

国語」「コリア語」「海外語学研修」を配当し、より発展的に学ぶ構成としている。また、人文・社会・自然の幅広い

学問分野に触れ、社会の一員として求められる教養を涵養するとともに、情報機器を情報の収集や発信、能力や

問題解決のツールとして積極的に活用できる能力を養うため「法学」「情報処理」「芸術」「哲学」「心理学」「社会

学」「経済学」「歴史学」などの一般教養科目を配当する。総合科目群には、自校教育により日体大への帰属意

識を涵養するとともに、本学の特色でもある実習科目による実践教育を通じて、高度な専門的知識と豊かな人間

性、さらには確かな実践力と仲間意識を涵養するため、「日体大の歴史」の他に「集団行動」にかかわる科目、

「野外レクリエーションやスポーツ」に係る実習科目を配置するほか、生涯にわたる社会人としての人生選択が可

能となる能力・資質を養う「キャリアデザイン」などの科目を配当する。また、社会の仕組みや地域を取り巻く様々

な環境から、地域の特性やそこに暮らす人々の営みを知り、地域における体育・スポーツに関する課題の発掘や、

これらの地域課題への対応を学ぶことで、健康で豊かな生涯スポーツ社会の構築を目指したスポーツを通じた活

力ある地域づくりの方向性について学修するため、「地域社会とスポーツ」を配置し、これらの実践能力を涵養す

るため実践科目を配置する。 

学部専門科目〔理論〕は、体育・スポーツに関わる理論を通じて、人間の心身さらには生命に至るまでの基本

的な知識を身に着けるため、「基礎科目」群と「展開科目」群に区分され、基礎科目群では体育学・スポーツ科学

の基盤を作るための「スポーツ社会学」「スポーツ哲学」「スポーツ史」「芸道論」を必修科目とし、「異文化交流論」

「スポーツボランティア論」「スポーツの安全指導(リスクマネジメント)」「スポーツ医学」「野外活動論」「救急処置概

論」へと学問の裾野を広げられるように選択科目を配当した。展開科目としては「身体文化論」「衛生学・公衆衛

生学(運動衛生学を含む)」「機能解剖学」「発育発達論」「スポーツ生理学」を選択科目として配当している。 

学部専門科目〔体育実技〕群は、基本的な体育系運動種目の特性を知り、体育・スポーツを指導するうえで最

低限身に着けておく必要のある運動能力を養うための種目を配当した。また日本の国技にあたる伝統的な身体

運動文化を理解し実践できる能力を身に着けるための武道系実技科目を配当し、その指導方法を獲得する科目

として「スポーツ実践指導法」を配当している。 

学科基礎科目は基幹科目群と展開科目群に区分され、基幹科目群にはスポーツと文化の関係を理解するた

めの科目となる「スポーツ文化論」「文化人類学」「スポーツ人類学」が配当され、また日本の伝統的な身体運動

文化を理解するための「武道論」、さらに実習科目として「礼法」を配当している。次に展開科目群は 4 つの科目

群に区分される。一つめの選択科目群はコーチングやトレーニングに関係する群である。二つめの選択科目群

は学校保健、学校安全、食育、人権に関係する群である。三つめの選択科目群は国際社会の理解に関係する

群である。四つめの選択科目群は日本の伝統芸道に関わる群を配当している。 

学科専門科目は「武道教育学科」「スポーツ国際学科」のそれぞれの学科の目的とする専門性を高めていくた

めの科目を配当している。武道教育学科の学科専門科目は、基幹科目(理論)、基幹科目(実践)、展開科目(理

論)の 3 区分からなっている。基幹科目(理論)では武芸に関連する教育論や技術論、精神論、文化論を配当して

芸道全般を体系的に理解できるような科目を必修科目としている。この必修科目に加えて、武道の国際普及や国
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際交流に関わる科目を選択必修科目として配当し、海外において実践的な実習を行う。また、基幹科目(実践)で

は、海外において武道の実践を通じて交流を行う力を養うことを目的とする「伝統文化交流実習」が配当されてい

る。展開科目としては、芸道に関わる各論が配当されており、これまで学んできた基本的な知識を補完し、より幅

の広い知識を身に着けられるような科目配当とした。スポーツ国際学科の学科専門科目は「基幹科目(理論)」「基

幹科目(実践)」「展開科目(理論)」「展開科目(実践)」の 4 区分からなっている。基幹科目(理論)は、国際社会にお

いて実践されているスポーツを捉えて、理解していくための視点や知識に加え、現場に即した応用的な考え方な

どを学修する。そのための科目として「スポーツ国際概論」「スポーツフィールドワーク論」「アジアのスポーツ文化

論」「欧米のスポーツ文化論」「ニュースポーツ論」を配置する。基幹科目(実践)では基幹科目(理論)で学んだ知

識を実際に活用できるようになるためのトレーニングを行うことを目的に「スポーツフィールドワーク実習」「ニュース

ポーツ実技」を配当し、これら 2 科目を必修とし、さらに海外において実際にスポーツ支援を経験するための科目

として「スポーツ国際実習」と「スポーツ国際支援実習」を配当した。展開科目(理論)では基幹科目(理論)で学修し

た学問的焦点を深めていくとともに、その近接領域を拡大していくことを目的とした科目が配当されている。展開

科目(実践)では、エスニックスポーツという概念に含まれるようなスポーツを体験したり、身体を用いて自己の内面

を表現するような技術を身に付けたり、さらに海外において一切道具を使わないでスポーツ指導を行う技術を習

得するための科目が配当されており、基幹科目(実践)をより進めていくための学修を行えるようにしている。また、

民族(伝統)スポーツの実践を通じて、当該民族(国・地域)に関する理解(異文化理解)を深めようと設けた「エスニ

ックスポーツ実技」においては、関連する主な言語(ビルマ語)を用いて授業を展開することにより、実践的なコミュ

ニケーション能力の醸成を図る。 

現在、スポーツ文化学部では、武道教育学科 80名、スポーツ国際学科 100名の定員となっているが、【過去 5

年の受験者数推移】のように、両学科ともに入学定員超過率が同水準となっていたが、近年武道教育学科の入

学定員超過率の増加が著しいため、武道教育学科 80名から 10名増の 90名、スポーツ国際学科 100名から 10

名減の 90名の定員としたい。 

 

■スポーツマネジメント学部 

平成 22（2010）年 8 月、文部科学省は『スポーツ立国戦略―スポーツコミュニティ・ニッポン―』（文部科学大臣

決定）を策定して、新たなスポーツ政策を公表した。これは「スポーツ振興法」を見直し、それに代わる「スポーツ

基本法」の検討を視野に入れ、今後の我が国のスポーツ政策の基本的な方向性を示す「スポーツ立国」実現の

ための戦略を策定したものである。したがってこの新政策は後の「スポーツ基本法」に基づいて策定された「スポ

ーツ基本計画」を先取りしたものとなっているが、「少子高齢社会を迎え、様々な課題に対峙しなければならない

我が国にとって、スポーツの推進は、従前にもまして国や地方公共団体、スポーツ団体の重要な責務となってい

る」との認識の下で、開陳されている見解は注目に値する。その見解とは「スポーツを通じた交流は、地域の一体

感や活力を醸成し、人間関係の希薄化等の問題を抱える地域社会の再生につながる」こと、及び「スポーツ振興

によるスポーツ産業の広がりは、新たな需要と雇用を生み、我が国の経済成長に資するとともに、スポーツによる

国民の心身の健康の保持増進は、医療・介護費抑制等の経済効果を生む」ことの二つである。スポーツの組織

が「新しい公共」として地域再生の力になりうること、スポーツ産業の進展が新たな需要と雇用を産み出すこと、そ

してスポーツが健康寿命の延伸を促す力をもっていることが評価されているためである。さらに、この新政策は「ス

ポーツ立国戦略の目指す姿」を実現するためには人によるスポーツとの関わりを重視すべきことが提示され、「ス

ポーツを実際に「する人」だけでなく、トップレベルの競技大会やプロスポーツの観戦など、スポーツを「観る人」、
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そして指導者やスポーツボランティアといったスポーツを「支える（育てる）人」に着目し、人々が生涯にわたってス

ポーツに親しむことができる環境をハード（施設等）、ソフト（プログラム・指導者等）の両面から整備する」べきこと、

及び「地域スポーツクラブ、学校、地方公共団体、スポーツ団体、企業などが組織の違いを超えて連携することに

より、トップスポーツと地域スポーツの垣根をなくし、人材の好循環を生み出すことが必要である」ことが示されてい

る。このような見解は、平成 31（2019）年にラグビーのワールドカップを、令和 3（2021）年にオリンピック・パラリンピ

ック競技大会を東京で開催し、より一層現実的なものとして人々に浸透しているところである。 

平成 23（2011）年 6月 24日、「スポーツ基本法」（平成 23年法律第 78号）が公布された。この法律はスポーツ

に関する政策を国家戦略として推進し、スポーツ立国を実現することを目的に制定されたものである。その前文に

おいて、「スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは、全ての人々の権利であり、全ての国民がその自発

性の下に、各々の関心、適性等に応じて、安全かつ公正な環境の下で日常的にスポーツに親しみ、スポーツを

楽しみ、又はスポーツを支える活動に参画することのできる機会が確保されなければならない」とし、さらに「スポ

ーツは、人と人との交流及び地域と地域との交流を促進し、地域の一体感や活力を醸成するものであり、人間関

係の希薄化等の問題を抱える地域社会の再生に寄与するものである」ことや、「スポーツは、心身の健康の保持

増進にも重要な役割を果たすものであり、健康で活力に満ちた長寿社会の実現に不可欠である」こと、「スポーツ

は、我が国社会に活力を生み出し、国民経済の発展に広く寄与するものである」ことが示された。そして国及び地

方公共団体にはスポーツに関する施策を策定・実施する責務があり、前者は「スポーツ基本計画」を、後者は「地

方スポーツ推進計画」を策定して実施に移すべきことが明記されている。さらに、当該の計画を円滑に推進する

ために、国は「スポーツ推進会議」を、都道府県及び市町村は「スポーツ推進審議会」を置き、後者の教育委員会

は「スポーツ推進委員」を委嘱すべきことが定められた。このように我が国において、スポーツに関する施策を総

合的かつ計画的に推進し、もって国民の心身の健全な発達、明るく豊かな国民生活の形成、活力ある社会の実

現及び国際社会の調和ある発展に寄与することのできる仕組みが出来上がってきた。 

しかし、この仕組みを担う人材の養成は十分になされているとはいえず、急務となっている。本学は建学の精神

（「体育富強之基」）に基づいてミッション（社会的使命）を掲げ、その一つに「トップアスリートはもとより、地域社会

において指導者やリーダーとして活躍しうる人材を輩出し、健康で豊かな生涯スポーツ社会を構築するための原

動力になる」と謳って、教育、研究及び社会貢献を行ってきた。とくにスポーツマネジメント学部においては「スポ

ーツマネジメント学科」と「スポーツライフマネジメント学科」を設けて教育、研究及び社会貢献を進めてきている。

また、レクリエーション活動を主軸に高齢者スポーツと障害者スポーツにも取り組んできたところである。しかし、現

代スポーツ全体を俯瞰し、スポーツの実際を正しく捉えてマネジメントすることの重要性について痛感しながらも、

これに見合った人材の養成は十分に達成されているとはいえないのも事実である。たとえば地域スポーツが新し

い公共として地域再生の力になり、スポーツ産業の広がりが新たな雇用を生み出す、ということを承知しておきな

がら、体育・スポーツ系の大学・学部において、現代社会のスポーツを俯瞰して地域スポーツやスポーツ産業をビ

ジネスの対象とすることを脇に置いてしまい、これを担いうる新しい人材の養成には積極的に取り組んでこなかっ

たといえる。いまやスポーツに関する業種は増加の一途をたどり、その市場は世界中に広がっている。アスリート

第一でスポーツ環境を整備するのと同じように、「スポーツをする人、観る人、そして支える人」第一に、スポーツビ

ジネスに取り組む人材の育成が期待される。経営学や経済学を修めた者がスポーツを対象にビジネスを展開す

ることに加えて、スポーツ科学・体育科学を修めた者がスポーツマネジメントの視角からスポーツを対象にビジネ

ス界に参入することも大切になってきたのである。たとえば新しい公共として期待されている「総合型地域スポー

ツクラブ」を推進するにあたって事務局を設置し、そこにクラブマネージャーを配置した場合、マネージャーは非
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営利組織であるとはいえ、受益者負担を原則としてクラブの円滑にして安定的な運営を行うために明確な事業計

画を策定して、当該クラブの経営にあたるべきことが求められるようになっている。また、昭和 39（1964）年の東京

オリンピック以降、日本のトップスポーツ界をリードしてきた企業スポーツは、日本式経営から生まれた独自の仕組

みであったために、90 年代の不況によって休廃部を余儀なくされた。しかし、Ｊリーグの誕生にみるように、企業ス

ポーツから離陸し、地域密着型プロスポーツクラブとして構造転換を図って、その事業化に成功している。この場

合、チケットを売り、ゲームを演出し、スポンサーを獲得する業務に総合的に就くことのできる責任者が求められる。

一方、欧米のスポーツ界では 80 年代から 90 年代にかけて商業化と産業化が進行し、「スポーツから派生する権

利を販売するシステム（商品ライセンシングや放映権料、そしてネーミングライツ等の仕組み等）が、営利セクター

と非営利セクターの両者を巻き込む形で完成した）」（原田他：『スポーツマネジメント』、2015 改訂）といわれてい

る。我が国の場合も例外ではなく、昨今では、この傾向が顕著に観られるようになり、「スポーツを取り巻くメディア、

施設、スポンサー企業といったステークホルダーの中にスポーツマネジメントやマーケティングの専門家が必要と

されるようになった」（原田他：上掲）とみなされている。さらにまたメガスポーツイベントの他にも、中小規模のスポ

ーツイベントが全国的に行われるようになり、その舞台となる施設は大型化、複合化、劇場化した。これによって

施設マネジメントに求められるスキルが高度化し、「施設を使うプロチームにも、そして年間を通して施設運営を担

当する施設マネジメント側にも、集客マーケティングやイベント誘致に携わる専従のスタッフが必要」（原田他：前

掲）となってきている。平成 27（2015）年 10月、「スポーツ基本法」の附則第 2条で「スポーツに関する施策を総合

的に推進する」ことを目的に設置することが予言されていた「スポーツ庁」が設置された。本庁設置の目的は「健

康寿命延伸」と「医療費抑制」に応えるために、厚生労働省と連携して健康増進に資するスポーツの機会の確保

や障害者スポーツの充実を図ること、及び地域社会の活性化を図るために国土交通省・農林水産省・環境省と

連携してスポーツを行える多様な場の創出やスポーツを通じた地域おこしへの支援を図ること、及び国民経済の

発展のために経済産業省とスポーツ施設・用品産業等の産業界との連携によるスポーツの普及と競技力の向上

を図ることなどであった。このような目的を実現するためには、行政の立場からもさまざまなスポーツをマネジメント

することのできる人材が必要とみなされるようになり、かような人材の養成が喫緊の課題となっている。 

スポーツ庁は、経済産業省との共催で平成 28（2016）年 2月に我が国のスポーツビジネスにおける戦略的な取

組を進めるための方針策定を目的とした「スポーツ未来開拓会議」を設置した。同年 6 月には本会議の中間報告

～スポーツ産業ビジョンの策定に向けて～が公表され、平成 26（2016）年に約 5.5 兆円であった我が国のスポー

ツ市場規模を平成 37 年には約 15 兆円に拡大することが示された。これは、政府全体として目標としている

GDP600 兆円の実現にも貢献するものである。本中間報告では、スポーツ産業の発展に向けた課題の１つとして、

スポーツマネジメント人材の育成・確保が挙げられている。スポーツの潜在的に有するコンテンツ力を様々な形で

活用する等、スポーツの持つ価値を十分に活かすためには、たとえば、スポーツビジネスを推進する上でのマー

ケティング活動はもとより、ガバナンスの向上、スタジアム等の施設運営、興業等で必要となる様々な専門性を有

した即戦力となるマネジメント人材が必要であることが本中間報告で指摘された。また、平成 28（2016）年 4 月に

は、文部科学大臣を座長とする「大学スポーツの振興に関する検討会議」が発足し、同年 8月 1日に中間答申が

なされた。「大学がもつスポーツ人材育成機能、スポーツ資源（部活動指導者、学生・教員、スポーツ施設）は、大

きな潜在力を有している」が、十分に生かしきれているとはいえないとして、「大学トップ層への理解の醸成」「大学

スポーツの収益力の向上」「スポーツ教育、スポーツ研究の充実」「学生アスリートのデュアキャリア支援」「大学ス

ポーツの地域貢献」をターゲットにして検討されている。ここでも教育機関である大学のスポーツがビジネスの対

象としても語られている。 
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以上のように現代スポーツを取り巻く状況を勘案すると、スポーツに関する教育と研究と社会貢献を担う体育系

大学・学部においては、スポーツをマネジメントすることのできる能力を有する人材を養成することが「使命」である

と受けとめ、新たな人材育成のためのカリキュラムを準備して積極的に人材育成に取り組むことが肝要である。ま

た、本学は平成 26（2014）年 12月から現在まで、73の地方自治体との間で体育スポーツに関する交流協定を締

結し、本学が有する体育スポーツ資源を自治体に提供してきた。この事業は令和 3（2021）年に開催の東京オリン

ピック・パラリンピック競技大会の機運を地方に運んで、オールジャパン体制で大会を成功させようとの意図を有し

ているが、真のねらいはオリンピック・パラリンピック競技大会の大会開催後のスポーツ奨励促進運動を推進する

ものである。キャッチフレーズとして「高齢者に＜健康＞を、子どもに＜夢＞を！」を掲げて、地方自治体の活性

化を促そうと試みたのはそのためである。自治体が主導する総合型地域スポーツクラブを拠点に活動することを

想定して、この新しい公共として期待されるクラブの運営管理（マネジメント）に対して大学はそのノウハウを提供

すべき立場にあると考え、本学は平成 26（2014）年 4月から大学内に「社会貢献推進機構」を立ち上げ、東京・世

田谷キャンパスと横浜・健志台キャンパスを拠点に、地域住民（世田谷区民、横浜市青葉区民）のスポーツと健康

のニーズに応えてきた。加えて、本学は平成 28（2016）年には、スポーツ庁から「オリンピック・パラリンピックムー

ブメント全国展開事業」を受託し、令和元（2019）年にはオリンピック・パラリンピック事業推進室を発足させた。本

推進室は、オリンピック・パラリンピックの理念に基づきながら、全国にオリンピック・パラリンピックムーブメントの普

及・推進を行い、本学とオリンピック・パラリンピック委員会との架け橋になった部署である。これは、本学のミッショ

ンや前述の地方自治体との交流協定などの趣旨とも合致するものであり、本学は本事業におけるスポーツ庁の

ねらいを確実に実行できる体制を既に整えた大学であったと言える。このように、我が国のスポーツに関わる高等

教育機関においては、地域住民にスポーツ施設を開放するだけでなく、スポーツ教室、体力測定会及び健康相

談・救急医療・転倒予防等の公開講座等を開催するなど、そのスポーツ資源を積極的に提供する必要があると考

えている。さらに加えて学生の教育を通してスポーツに関する専門的知識と指導力とマネジメント力を有した指導

者を社会に輩出する責務があるといわねばならない。以上のような行政による提言とこれまで本学が取り組んでき

たスポーツ奨励促進活動を踏まえて、本学ではスポーツマネジメント学部を設置した。 

さらに、スポーツを取りまくさまざまな経済的価値を俯瞰し、スポーツイベントやスポーツ施設経営などの事業に

ビジネスチャンスを見つけ出し、スポーツの奨励・促進のための活動を支援することのできる人材、また、各種のス

ポーツ産業において新たな価値を創造するための知識と技術を修得させ、当該産業の事業を推進しうる人材を

養成するためスポーツマネジメント学科を設置している。 

教育内容について、スポーツマネジメント学科の学科専門科目は、基幹（理論）科目、基幹（実践）科目、展開

（理論）科目、展開（実践）科目と、資格関連科目及び関連科目の 6区分からなっている。基幹（理論）科目ではス

ポーツ産業の広がりとビジネスの実際について理解するための「スポーツ産業論Ⅱ」とさまざまな組織の経営管理

について理解するために必要な「経営学概論」「財務会計基礎論」「経営戦略論」を配当している。基幹（実践）科

目では、スポーツビジネスおよび地域スポーツの現場において実際にスポーツマネジメントを経験し学ぶための

演習・実習科目が配当されている。展開（理論）科目では、スポーツ産業のさまざまな領域におけるマネジメントに

ついて理論的に学ぶ科目と、スポーツをとりまく社会や経済の動向を理解するための科目を配当している。展開

（実践）科目では、スポーツ市場の分析を行う科目や、理論と実践の両面からスポーツ産業及びレジャー産業の

現場で活躍できるようにするための科目、リーダーとしての資質を養うための科目が配当されており、理論科目で

身に着けた知識や技能を実践できるようにするための学修を行えるようにしている。資格関連科目では、保健体

育教員の資格に関連する科目を配当し、指導者およびスポーツ事業の推進役としての資質や能力を身に着けら
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れるようにしている。関連科目では、スカイスポーツおよびモータースポーツに関連する科目を配当した。 

現在、スポーツマネジメント学部スポーツマネジメント学科では 145 名の定員となっているが、過去 5 年の受験

者数推移【資料 6】のように、志願者倍率 3 倍超であり堅調な傾向を示しているため、100 名増の 245 名の定員と

したい。 

 

エ 学生確保の見通し 

A.学生確保の見通しの調査結果 

平成 28（2016）年度スポーツマネジメント学部を開設する際、高校 2 年生へのアンケート調査を一般財団法人

日本開発構想研究所に依頼した。調査時の説明及び質問項目は【資料 1】、学部の概要説明は【資料 2】のとお

りである。 

アンケートの調査概要について、調査期間は平成 28年 11月下旬から平成 29年 1月上旬の約２ヶ月間である。

調査対象は、本学の系列校及び本学体育学部において志願実績がある高校 24 校 9,850 人で、そのうち 19 校

から回答を得ることができた。回収数は 4,965枚であった。 

調査方法は託送調査法で、各高校の教員が各校で高等学校 2 年生を対象にアンケート調査票を配布の上、

回答後その場で回収する、集合調査法にて調査を行った。回収されたアンケートは 4,965 件（回収率 50.4％）、

有効回答数は 4,944件、有効回答率は 50.2％であった。 

調査内容は全 8問で、主な質問項目は「興味のある高校卒業後の進路」、「興味のある分野」、「『スポーツマネ

ジメント学部(仮称)』に対する興味・関心」、「進学希望の学科」などである。 

「興味のある高校卒業後の進路」【表 1】では「四（六）年生大学」と回答した学生が最も多く、3,920 人（79.3％）

であった。また、「興味のある分野」では、「スポーツ・健康科学」の「第一希望」が 920 人（18.6％）第 1 位【表 2】、

「第二希望」が 650人（13.1％）第 2位【表 3】、「第三希望」が 521人（10.5％）第 3位【表 4】と、「スポーツ・健康科

学」分野への進学意欲が多く見られた。 

次に「進学先を選択する際に重視する事柄」では最も高い値を示したのは「学部・学科の専攻分野」2,880 人

（58.3％）【表 5】で、次いで「学費（入学金・授業料）」1,881 人（38.0％）、「就職実績」1,686 人（34.1％）、「資格を

取得できる」1,606 人（32.5％）と学部・学科の専攻分野や就職実績、資格などを重視している学生が多く見られ

た。 

また、「スポーツマネジメント学部に対する興味・関心」【表 6】では、「興味・関心をもった」686 人（13.9％）、「や

や興味・関心をもった」1,033人（20.9％）と 1,719人（34.8％）の学生が興味・関心を示した。このうち、第一希望の

「新学科への進学希望」【表７】では、「スポーツマネジメント学科に進学したい」927 人（53.9％）、「スポーツライフ

マネジメント学科に進学したい」310 人（18.0％）であった。また、第二希望の「新学科への進学希望」【表 8】では、

「スポーツライフマネジメント学科に進学したい」887人（51.6％）、「スポーツマネジメント学科に進学したい」335人

（19.5％）と、日本体育大学が構想中であるスポーツマネジメント学部、スポーツマネジメント学科」への進学希望

は、現在の定員数に 100名を増員した 245人を上回る予測となっている。 

 

B.新設学部等の分野の動向 

大学におけるスポーツマネジメント教育は、アメリカでは 1980年代、ヨーロパでは 1990年代にはじまった。1990

年代からアメリカやヨーロッパのスポーツマネジメント学会では、スポーツマネジメント人材に必要なコンピテンスや

統一したカリキュラムに関する議論が行われてきた。 
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本学スポーツマネジメント学部開設時のカリキュラムは、National Association for Sport and Physical Education

（以下「NASPE」と略す）及び North American Society for Sport Management（以下「NASSM」略す）が推奨するカ

リキュラム領域に基づき策定された。NASPE 及び NASSM が推奨するカリキュラム領域は、スポーツマネジメントと

リーダーシップ、スポーツマーケティング、スポーツ経済、スポーツ政策、スポーツマネジメントの実践などの領域

を設定している。本学スポーツマネジメント学部は、国内初のスポーツマネジメント学部として国内の他大学には

ない一定の水準を有したスポーツマネジメント教育を可能としている。 

一方で、遅れを取る我が国のスポーツマネジメント人材の養成・確保のため、スポーツ庁は、2017 年にスポー

ツ経営人材に係る調査を実施した。スポーツ組織の経営人材に必要な要件は、スポーツ組織の経営に対するコ

ミットメント、一般的なビジネススキル、スポーツ特有のスキル等であり、これらは実務担当の職階別に必要なスキ

ルが異なることを明らかにしている。 

近年の国際的動向を見ると、スポーツマネジメントの教育課程の国際認証を行う団体である Commission on 

Sport Management Accreditation（以下「COSMA」と略す）の示す標準カリキュラムを取り入れる諸外国の大学が

増えてきた（2022年 12月現在 33大学）。当該カリキュラムには、スポーツマネジメントの基礎的な領域に加えて、

国際スポーツ、スポーツマネジメントにおけるダイバーシティ、スポーツテクノロジーなどいった領域も設定されて

いる。 

本学スポーツマネジメント学部スポーツマネジメント学科では、スポーツビジネス現場実習といった授業科目を

設けている。スポーツマネジメント学科の学生全員を各種スポーツ機関・団体に受け入れてもらい、スポーツビジ

ネスの実務を学修している。本授業科目の実施を通して、多くのスポーツ機関・団体の関係者とコミュニケーショ

ンを図り、スポーツマネジメント人材に必要な知識や技術とは何か、また、どのようなスポーツマネジメント教育が

必要なのかを研究してきた。これらの知見は、前述のスポーツ庁の調査結果や国際的動向とともに、現行のスポ

ーツマネジメント学部のカリキュラム改正に活かし、さらに質の高いスポーツマネジメント教育を実現することとして

いる。 

 

C.中長期的な 18歳人口の全国的,地域的動向等 

2020 年出生数は、厚生労働省人口動態調査によると 840,808 人で、2000 年出生数 1,190,337 人に比べると

減少傾向にあり、この出生数を元に受験対象年度 18 歳人口を都道府県別に予想したグラフが以下の通りである。

このグラフを見ると全体的に減少傾向ではあるが、関東圏とくに東京都については大きく減少していないことがわ

かる。本学のスポーツマネジメント学科志願者数は 2018 年～2022 年で 4,509 人、その中で関東圏の志願者数

は 3,366人であり、約 75％が関東圏に集中していることがわかる。また、2022年度スポーツマネジメント学科志願

者数は 589人、志願倍率 4.1倍と、募集人員 145人を大きく上回っており、245人に定員増したとしても安定した

確保ができる。【資料 4】 
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D.競合校の状況 

本学 IR 室の調査によると、全国体育スポーツ系大学協議会に加盟する 53 大学中 48 大学における平成 29

（2017）年から令和 3（2021）年の入試における志願者総数は 454,740 人となる。そのうち首都圏（1 都 6 県）のお

ける志願者総数は 249,542 人であり、これは全国の約 55％を占めている。さらにその中からスポーツマネジメント

系学部学科への志願者総数は 100,176 人であり、新型コロナウイルス等の影響により減少しているが安定した志

願者数となる。 
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図表 2 全国体育スポーツ系大学協議会加盟校における志願者数（2017～2021年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

E.既設学部等の学生確保の状況 

本学では、平成 30（2018）年度に、大規模な入試改革を行うと共に、体育・スポーツ分野を取り巻く環境や社会

から求められる人材養成に合せ、新たにスポーツ文化学部およびスポーツマネジメント学部を設置した。 

この学部学科の改組転換により、定員充足の状況は適正化が図られ、大学全体の定員超過率は、過去 5 年

1.00倍から 1.10倍の間で安定的に推移している。 

学科ごとの定員超過率に着目すると、スポーツマネジメント学科では、定員超過率は大きく変化する事なく、過

去 5 年平均 1.09 倍と安定的に推移し、令和 4（2022）年度に至っては 1.22 倍と過去 5 年平均を上回っている。

【資料 5】 

 

F.その他,申請者において検討・分析した事項 

（大学全体の入試概況） 

本学では、「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」及び「教育課程編成・実施の方針（ディプロ

マ・ポリシー）」に沿って、各学部・学科で「入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー）」を定め、総合型選抜、

学校推薦型選抜、一般選抜、特別選抜の 4つの選抜方法で入学試験を実施している。 

また、総合型選抜のなかに「トップアスリート（競技実績型）選抜」、「課題探求型選抜」、「プレゼンテーション

型選抜」、「運動適正型選抜」の 4 区分、学校推薦型選抜のなかに「スポーツ推薦」、「指定校推薦」、「一般推

薦」の 3 区分、一般選抜のなかでは「一般選抜」の 1 区分を配置し、その他、特別選抜として「帰国生選抜」、

「外国人留学生選抜」、「リカレント選抜」、「飛び入学選抜」、「国際バカロレア（IB）資格選抜」、「英語外部資格
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選抜」の選抜区分を学部・学科ごとに設けている。 

 

（入試種別ごとの概況） 

過去 5 年分（2018～2022 年度）の入試概況のうち、「志願倍率」と「歩留率」に着目してみると、大学全体で

は、過去 5年平均で志願倍率は 3.6倍、歩留率 72％と概ね全国平均に相当する数値で推移している。 

同様に、今回定員増を予定するスポーツマネジメント学科では、過去 5年平均の志願倍率は 6.2倍、歩留率も

65％と非常に堅調に推移している事が分かる。【資料 6】 

総合型選抜のうち、「トップアスリート（競技実績型）選抜」では、各学科・領域の特色を熟知し、体育・スポー

ツ分野への関心が極めて高く、将来関連する分野で活躍・貢献しようという強い希望のある志願者であり、かつ

日本トップレベルの競技力を有した志願者に向けた選抜方法である。スポーツマネジメント学科においても志

願者数・入学者数ともに安定して確保できている。 

「課題探求型選抜」は、各学科・領域の特色を熟知し、体育・スポーツ分野への関心が極めて高く、将来関

連する分野で活躍・貢献しようという強い希望のある志願者について、総合考査を中心に選抜する方法である。

志願者数には年度ごとに若干のバラつきはあるものの、入学者数は増加傾向にある。スポーツマネジメント学

科においても志願者数・入学者数ともに安定して確保できている。 

「プレゼンテーション型選抜」は、各学科・領域の特色を熟知し、体育・スポーツ分野への関心が極めて高く、

将来関連する分野で活躍・貢献しようという強い希望のある志願者について、資料作成やプレゼンテーション

を中心に選抜する方法である。志願者数には年度ごとに若干のバラつきはあるものの、入学者数は増加傾向

にある。スポーツマネジメント学科においても志願者数・入学者数ともに安定して確保できている。 

「運動適正型選抜」は、各学科・領域の特色を熟知し、体育・スポーツ分野への関心が極めて高く、将来関

連する分野で活躍・貢献しようという強い希望のある志願者について、競技実績ではなく潜在的な身体能力を

中心に選抜する方法である。志願者数には年度ごとに若干のバラつきはあるものの、入学者数は増加傾向に

ある。スポーツマネジメント学科においても志願者数・入学者数ともに安定して確保できている。 

学校推薦型選抜は、本学が設定する出願要件を満たし、推薦を受けた志願者に向けた選抜方法である。優

れた競技成績から推薦される「スポーツ推薦」、本学が指定した高等学校の長から推薦される「指定校推薦」、

所属する高等学校の長から推薦される「一般推薦」にわかれており、共に志願者数および入学者は安定的に

推移している。スポーツマネジメント学科においても志願者数・入学者数ともに安定して確保できている。 

 

一般選抜は、A 日程から C 日程の 3 つの日程を設定している。また、平成 30（2018）年度より、一般選抜の

なかに「大学入学共通テスト利用型」選抜を設定している。一般選抜は、全ての選抜方式で志願者および合格

者の減少が認められるが、スポーツマネジメント学科においても志願者数・入学者数ともに安定して確保できて

いる。 

その他、特別選抜として、「帰国生選抜」、「外国人留学生選抜」、「リカレント選抜」、「飛び入学選抜」、「国

際バカロレア（IB）資格選抜」、「英語外部資格選抜」を設定し、様々な背景をもつ志願者に対応する選抜方法

を設定している。【資料 7】 

 

オ 学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果 

（リクルート〔インターハイ、国民体育大会等〕） 
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全国高等学校総合体育大会（インターハイ）や国民体育大会など、高校生が出場する国内競技大会に本学

教職員が赴き、選手（高校生）や監督・部長（教員）に大学案内、入試案内等の資料をもとに、本学の魅力を直

接伝えることに努めている。優れたアスリートのみならず、将来性が大いに期待できる人材などに対して積極的

なリクルート活動を展開している。 

運動部によっては、OB 会と緊密に連携をとりながら、地方在住の有望選手に関する情報収集を進め、組織

的な選手勧誘（学生募集）活動を行っている。 

 

（大学見学の受け入れ） 

高等学校や進路ガイダンス業者を通じて、高校生（受験生）や本学卒業生（主として中高教員）等の要望に

応え、本学東京・世田谷キャンパスならびに横浜・健志台キャンパスの見学を積極的に受け入れている。 

この取り組みは、体育学部はもとより、他の体育・スポーツ系統学部等への進学を希望している受験生（保護

者、教員など）を対象に、教職員が直接、学内諸施設を開設・案内するものである。 

また、教職員が直接対応出来ない場合に備え、東京・世田谷キャンパスには広報スペースを設け、本学の

沿革や学生生活の様子、各運動部の練習風景、オリンピック出場者等を来場者の好みに応じて、映像で紹介

できるようになっている。 

さらに、タブレット端末を利用すれば、教職員の随行なしでも、各施設等の詳細を確認できるシステムが構築

されている。 

 

（オープンキャンパスの実施） 

オープンキャンパスは、東京・世田谷および横浜・健志台両キャンパスで年間 10 回程度実施し、受験生（高

校生）、その保護者や教員に対して、学問分野や学生生活を紹介し、本学への理解を深めるためのプログラム

が組まれている。参加者数は安定的に推移し、例年 9,000名前後の参加者が見込まれている。 

また各回で、プログラムの内容や希望学部・学科等に関するアンケート調査を実施し、その結果を全教職員

で共有、更なる広報活動の充実に努めている。 

 

（学生募集活動〔進学説明会等〕の取り組みについて） 

高等学校や進路ガイダンス業者が主催して、学外で実施される進学説明会や相談会への参加依頼件数は

近年減少傾向にあるものの、以前として一定の需要は存在している。 

これに対して、平成 26（2014）年度より、全ての事務職員が積極的に関わるよう指示を受け、現部署や役職

を問わず、学生募集活動に参画している。また、教員においても学生募集活動の一環として、積極的に学校

訪問や体験授業等を行なっている。 

この結果、高等学校が主催する説明会では、過去 5 年平均で 286 件を開催し 6,462 人の参加者があり、進

路ガイダンス業者が主催する全国各地での進学相談会でも、平均 52 会場に参加し 1,280 人の参加者を確保

できている。令和 2(2020)年度は新型コロナの影響で減少しているが、令和 3(2021)年度をみると増加傾向ある。

【資料 8】 

なお、このような取り組みを進めるにあたっては、事前に全教職員を対象とした当該年度の入試説明会に参

加したり、あるいは担当部署である広報課より予め、レクチャーを受けるなど、その説明内容に差異が生じない

よう細心の注意が払われている。 
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（進学情報雑誌への掲載） 

本学の進学情報は、大学案内やアドミッションガイドに記載されているが、特に本学への進学に興味を抱く

高校生のみがこれを目にする事となる。そこで、これから自身に進路選択を検討する高校生にも幅広く本学の

進路情報を提供するため、各種進学情報誌への掲載を積極的に推進している。 

創立以来 125 年超える長い歴史をもつ伝統校であるが故、近年の学部学科改組に伴う学問領域の拡がり

や、新たな人材養成像は、高校生やその保護者に改めて発信していく必要性があり、体育・スポーツの実践者

のみならず、これを支える人材を目指す高校生など、これまで本学への進学が選択肢になかった新たな層の

志願者確保に取り組んでいる。【資料 9】 

 

（ホームページや SNS等の充実） 

本学の教育・研究活動、クラブ活動、地域・社会貢献活動等に関する情報を広く社会に発信できるよう、ホー

ムページが開設されている。また、高校生（受験生）や本学卒業生とのコミュニケーションツールのひとつとして、

フェイスブックやＬＩＮＥなどのいわゆるソーシャルネットワークシステムを通じたリアルタイムでの情報提供にも努

めている。また、スマートフォンの普及にあわせ、本学の最新情報を配信するアプリ等も整備している。 

 

（2）人材需要の動向等社会の要請 

①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的(概要) 

本学スポーツマネジメント学部、スポーツ文学部の各学科における人材養成の目的、教育研究上の目的は、

以下「学則」「カリキュラム・ポリシー」「ディプロマ・ポリシー」に示すとおりである。 

【学則第 4条第 2項より】（引用であるためスポーツライフマネジメント学科を含む） 

第 4条 （第 1項 略） 

2 各学部及び各学科の目的は、本学の目的に従い、次のとおりとする。 

(1) 略 

(2) スポーツ文化学部は、スポーツによる国際相互理解を基軸としながら、国際社会に対して日本の精神に

根ざしたスポーツによる開発援助、国際協力、国際交流などの実践的な技術や理論を推進できるような人

材を育成する。 

ア 武道教育学科は、我が国固有の身体運動文化である武道や芸道に関する知識と技術を身につけ

るとともに、国内外において正しく武道や芸道を指導し、伝えることができる人材を育成する。 

イ スポーツ国際学科は、国際社会において日本の精神文化に立脚したスポーツによる開発援助、国

際支援ができるとともに、日本と諸外国とのスポーツ交流を推進できる人材を育成する。 

(3) スポーツマネジメント学部は、スポーツを取り巻くさまざまな経済的価値を俯瞰し、スポーツの経済的活

動の支援等に従事しうる人材を養成するほか、全ての人々の豊かなスポーツライフの実現に向けて、多様

な現状と課題を踏まえ、ライフステージに応じたスポーツ活動を推進することのできる人材を養成する。 

ア スポーツマネジメント学科は、スポーツを取り巻くさまざまな経済的価値を俯瞰し、スポーツイベント

やスポーツ施設経営などの事業にビジネスチャンスを見つけ出し、スポーツ奨励・促進のための活動

を支援することのできる人材を養成する。 

イ スポーツライフマネジメント学科は、すべての人々に生涯にわたって心身の健康な生活を提供し、か

つ健康寿命の延伸を図ることを目的に、ライフステージに応じてスポーツや運動を処方し、競技スポ



学生確保（本文）-17 

 

ーツだけでなく健康スポーツを自ら示範して指導することができる人材を養成する。 

(4) 略 

(5) 略 

 【スポーツ文化学部 カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）より】 

本学は、建学の精神に基づく教育使命を実現すべく、スポーツ文化学部に武道教育学科、スポーツ国際学科

を置き、次の方針のもとに教育課程を編成し実施する。 

１．よき市民及び国際人として身につけるべき基本的な素養としての社会人基礎力を形成するため、スポーツ

文化学部の学部共通科目では言語コミュニケーションや基礎教養に関わる教養科目と本学独自の総合科目を

配し、調和のとれた人間力をたかめる。 

２．武道学、伝統芸能の実践とこれらの文化の領域を包括するスポーツ文化学を専攻する学生として、学部専

門科目（理論）と学部専門科目（体育実技）を学修し、スポーツ文化学ならびに武道と伝統芸能の基本的な知識

や実践力を修得する。 

３．各学科において、当該学問分野の基幹となる学科基礎科目と学科専門科目の学修をするとともに、多様で

実践的な科目を通じて、さらに高度な知識や実践力を体得する。 

４．体系的かつ専門的な学修を通じて体得した知識、技術等を総合的に活用し、国内外において武道教育、

伝統芸能、体育指導、スポーツ国際交流、スポーツ支援、スポーツ国際開発援助などの領域における今日的課

題を実践的に解決する力を獲得する。 

武道教育学科 

伝統に由来する体系化された「我が国固有の伝統スポーツ文化」である武道の学修（実践・理論）を通じて、

心技体を一体として鍛え、人格を磨き、道徳心を高め、礼節を尊重する態度を養い、国家社会の平和と繁栄に

寄与する人間形成を育むとともに、さらには伝統芸能を通じて日本の身体文化、精神文化を再確認した上で、

国際的交流や貢献を推進するとともに、国際相互理解の増進と国際平和に寄与できるよう、関連する実践的な

技術や理論について学修する。スポーツを通じた国際理解、国際平和への貢献・実現に積極的に取り組める

よう、武道教育学科には武道教育と伝統芸能に関する学修領域を設け、より高度な実践力と知識とが体得でき

る本学独自のプログラムを設ける。 

スポーツ国際学科 

スポーツを通した国際相互理解を基盤として、体育・スポーツによる国際交流を推進し、国際社会にあって

は日本の精神文化に立脚した体育・スポーツによる国際支援、国際開発援助を促進するための知識と技術を

学修する。スポーツという文化を通して文化的他者を理解するために、異文化理解の学修領域を設けるととも

に、異文化において体育・スポーツ指導ができることを目指したスポーツ実践の学修領域も設定することで、よ

り高度な実践力と知識が体得できる本学独自のプログラムを設ける。 

 

【スポーツ文化学部 ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）】 

スポーツ文化学部は、本学の教育理念を根幹とし、「独自の教育・研究プログラムを創造的に展開し、我が国

の体育・スポーツ界ならびに来るべき知識基盤社会をリードする大学を目指す。また、同時に心身ともに逞しく、

明朗活発で、自らが選択した職種の現場において即戦力として活躍できる人材の育成を図る。」という教育目標

を掲げて、それを実現するために教育課程（カリキュラム）を編成・実施している。この課程を終えて、学位が授与

されるためには、以下のことが求められる。 
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１．所定の期間在学し、本学の教育理念・教育目標に沿って設定した授業科目を履修して、卒業要件単位数

を修得する。 

２．体育学（スポーツ科学）及び武道学、伝統芸能の研究を深め、多面的な履修を通じて基礎的な学習能力を

養い、日本の「道」の精神に基づく実践的技術を向上させ、国際社会においてスポーツ・体育による貢献のできる

専門的な知識を理解するとともに、これらを実践できる力を身につける。 

３．学科における専門的学習と学科を横断する学習とを通じて、現代社会において日本の伝統的な文化に根

差した国際貢献の役割を深く理解し、課題探求心、問題解決能力、コミュニケーション能力などの総合能力を身

につける。 

 

 【スポーツマネジメント学部 カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）より】 

本学は建学の精神に基づく教育使命を実現すべく、スポーツマネジメント学部にスポーツマネジメント学科、ス

ポーツライフマネジメント学科を置き、次の方針のもとに教育課程を編成し実施する。 

１．よき市民及び国際人として身につけるべき基本的な素養としての社会人基礎力を形成するため、スポーツ

マネジメント学部の学部共通科目では基礎教養に関わる教養科目や本学独自の総合科目を配し、調和のとれた

人間力をたかめる。 

２．体育・スポーツ科学を専攻する学生として、スポーツマネジメント学部専門（理論）科目と学部専門（体育実

技）科目を学修し、スポーツを通じて人間の心身さらには生命に至るまで、基本的な知識や実践力を修得する。 

３．各学科において、当該専門分野の基幹となる学科基礎科目と学科専門科目を学修するとともに、多様で実

践的な科目を通じて、さらに高度な知識や実践力を修得する。 

４．体系的かつ専門的な学修を通じて修得した知識、技術等を総合的に活用し、スポーツをビジネスとの関連

性からマネジメントできるとともに、人々のスポーツライフも積極的にマネジメントできる思考と実践力を獲得する。 

スポーツマネジメント学科 

スポーツを取り巻くさまざまな経済的価値を俯瞰する中で、世界中で展開しているスポーツイベントやスポー

ツ施設経営などの様々な事業にビジネスチャンスを見つけ出し、スポーツの奨励・促進のための活動を支援す

ることのできる理論や技術について学修する。また、個人及び団体等の各種のスポーツ関連事業と連携して、

新たな価値を創出するために、当該産業の事業をマネジメントしうる知識と技術を修得できる本学独自のプロ

グラムを設ける。 

 

【スポーツマネジメント学部 ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）】 

スポーツマネジメント学部は本学の教育理念を根幹とし、「独自教育・研究プログラムを創造的に展開し、我が

国の体育・スポーツ界ならびに来るべき知識基盤社会をリードする大学を目指す。また、同時に心身共に逞しく、

明朗活発で、自らが選択した職種の現場において即戦力として活躍できる人材の育成を図る。」という教育目標

を掲げて、それを実現するために教育課程（カリキュラム）を編成・実施している。この課程を終えて、学位が授与

されるためには、以下のことが求められる。 

１．所定の期間在学し、本学の教育理念・教育目標に沿って設定した授業科目を履修して、卒業要件単位数

を修得する。 

２．体育・スポーツ科学及びマネジメント実践の研究を深め、多面的な履修を通じて基礎的な学習能力を養

い、スポーツをビジネスとの関連性からマネジメントするだけではなく、人々のスポーツライフにも積極的にマネジ
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メントすることのできる専門的な知識を理解するとともに、これらを実践することのできる力を身につける。 

３．学科における専門的学習と学科を横断する学習とを通じて、現代社会におけるスポーツならびにスポーツ

ライフのマネジメントを深く理解し、課題探求心、問題解決能力、コミュニケーション能力などの総合能力を身に付

ける。 

 

② 上記①が社会的,地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

（１）第 3期スポーツ基本計画に基づく体育・スポーツ分野における人材需要の展望 

令和 4 年 3 月に策定された第 3 期「スポーツ基本計画」では令和 4（2022）年度から、今後 5 年間に総合的か

つ計画的に取り組む施策として、「多様な主体におけるスポーツの機会創出」、「スポーツ界における DXの推進」、

「国際競技力の向上」、「スポーツの国際交流・協力」、「スポーツによる健康増進」、「スポーツの成長産業化」、

「スポーツによる地方創生、まちづくり」、「スポーツを通じた共生社会の実現」、「スポーツ団体のガバナンス改革・

経営力強化」、「スポーツ推進のためのハード、ソフト、人材」、「スポーツを実施する者の安全・安心の確保」、「ス

ポーツ・インテグリティの確保」を掲げている。 

その中でもスポーツを「する」「みる」「ささえる」という様々な参画を通じて、より多くの人々がスポーツの楽しさや

感動を分かち合い、互いに支え合う「スポーツ文化」の確立を目指すために、社会の変化や状況に応じて、既存

の仕組みにとらわれずに柔軟に対応するというスポーツを「つくる／はぐくむ」という視点、様々な立場・背景・特

性を有した人・組織が「あつまり」、「ともに」活動し、「つながり」を感じながらスポーツに取り組める社会の実現を目

指すという視点、性別、年齢、障害の有無、経済的事情、地域事情等にかかわらず、全ての人がスポーツにアク

セスできるような社会の実現・機運の醸成を目指すという視点が必要になると考えられている。 

本学スポーツマネジメント学科では、スポーツを取り巻くさまざまな経済的価値を俯瞰する中で、世界中で展開

しているスポーツイベントやスポーツ施設経営などの様々な事業にビジネスチャンスを見つけ出し、スポーツの奨

励・促進のための活動を支援することのできる理論や技術について学修するだけでなく、個人及び団体等の各種

のスポーツ関連事業と連携して、新たな価値を創出するために、当該産業の事業をマネジメントしうる知識と技術

を修得できるため、第 3期スポーツ基本計画の推進に沿っているといえる。【資料 10】 

 

（２）過去 5年の就職状況 

本学では、平成 24（2012）年に、学生の修学面での支援のみならず、課外教育活動や奨学援護を始めとした

厚生補導や、個別相談や面接指導等の就職活動支援に至るまで、学生生活を総合的かつ多面的に支援する事

を目的とした教職協働の組織として「学生支援センター」を設置し、センター内に学習支援部門、生活支援部門、

キャリア支援部門の３部門を置き、学生へのきめ細やかなサポート体制を構築した。 

その後、平成 28（2016）年に、学生のキャリア形成支援について、学部・学科の人材養成に照らし履修指導や

修学支援と密接な連携を図って支援して行く事を目的に、学習支援部門とキャリア支援部門を統合し、「学修・キ

ャリア支援部門」として置き直すことで、学生のキャリアの実現に向けた支援体制の一層の充実を図っている。 

この事により、本学の平成 29（2017）年度から令和 3（2021）年度までの過去５年間における就職率（就職希望

者に対する就職者の割合）は、99.2%、98.2%、97.4%、95.5%、96.5%で推移し、文部科学省や厚生労働省が発表し

た「令和 3 年度大学等卒業者の就職内定状況調査（令和 4 年 4 月 1 日現在）」で公表される「就職（内定）率の

推移（大学）」と比しても、全国平均を維持し、堅調に推移していると言える。【資料 11】 



 
資料１ 

 

 

日本体育大学「スポーツマネジメント学部（仮称）」に関するアンケート調査票 

〈回答した内容によって将来の進路が制限されることはありません〉 

日本体育大学では、スポーツを取り巻くさまざまな経済的価値を俯瞰（ふかん）し、スポーツの経済

的活動の支援等に従事しうる人材を養成するほか、全ての人々の豊かなスポーツライフの実現に向け

て、多様な現状と課題を踏まえ、ライフステージに応じたスポーツ活動を推進することのできる人材を

養成することを目的に「スポーツマネジメント学部（仮称）」の設置構想を進めております。 

このアンケート調査は高校在学生の卒業後の進路などについてお聞きし、新学部の基礎資料とするも

のです。ご協力をお願いします。 

なお、このアンケートの結果は、コンピューターにより処理され、統計資料としてのみ用い、外部の

人に見せたりすることはありません。 

「スポーツマネジメント学部（仮称）」の概要については、別紙を参照してください。 

  
回答欄に記入してください。 

問１．あなたの性別を教えてください。（あてはまるものを 1 つを記入） 

  １．男性  ２．女性 

 

 

問２．あなたの居住地を教えてください。（あてはまるものを 1 つ記入） 

  １．東京都 ２．神奈川県 ３．千葉県 

４．埼玉県 ５．静岡県 ６．その他（     ） 

 

 

問３．現在のところ興味のある高校卒業後の進路を教えてください。（あてはまるもの 1 つを記入） 

  １．四（六）年制大学 ２．短期大学 ３．専門学校  

  ４．就職 ５．その他（     ） 

 

 

問４．現在のところ、あなたの興味のある分野について、以下の 14 の選択肢の中から、希望順に１位から３位

までの番号を記載してください。 

  １．スポーツ・健康科学  ６．法学・政治       11．医療            

  ２．教育・保育      ７．社会・観光・社会福祉  12．栄養・家政 

  ３．国際関係・外国語   ８．理学・工学・情報    13．芸術 

  ４．経済・経営・ビジネス ９．農・畜産・水産     14． その他（       ） 

  ５．文学・歴史・心理   10．医学・歯学・薬学 

     

 

1

位 

 

2 

位 

 

3

位 
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問５．あなたは進学先を選択する際に、どのようなことを重視しますか。 以下の 12 の選択肢の中から、3 つま

での番号を記載してください。 

１．学部・学科の専攻分野 ７．学費（入学金・授業料） 

２．教育方針やカリキュラム ８．学校の伝統・知名度 

３．学校の所在地（交通の利便の良さ） ９．入試難易度・入試科目 

４．資格を取得できる 10．周囲の意見 

５．就職実績 11．クラブ活動・学校生活の充実度 

６．校舎・施設・設備等の教育研究環境 12．その他（          ） 

 

 

問６．あなたは日本体育大学が構想中の「スポーツマネジメント学部(仮称)」に興味・関心をもちましたか。 

（あてはまるもの１つを記入） 

１． 興味・関心をもった 

２． やや興味・関心をもった 

３． どちらともいえない 

４． 興味・関心をもてなかった 

 

※「問 6」で「１．興味・関心をもった」「２．やや興味・関心をもった」と答えた人のみ回答してください。 

問７．あなたは日本体育大学が構想中の「スポーツマネジメント学部(仮称)」の「スポーツマネジメント学科(仮

称)」と「スポーツライフマネジメント学科(仮称)」のどちらを進学したいと思いますか。 

（第 1 希望、第 2 希望を記入） 

１． スポーツマネジメント学科(仮称)を進学したい 

２． スポーツライフマネジメント学科(仮称)を進学したい 

   ３． どちらかの学科も進学しない     3 の方は問 8 にお答えください。 

 

 

※「問 6」で「３．どちらともいえない」「４．興味・関心をもてなかった」、「問 7」で「３．受験しない」を答えた人のみ回答してください。 

問８．あなたが日本体育大学が構想中の「スポーツマネジメント学部(仮称)」に興味・関心をもてない、または

受験に前向きになれない理由をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

１．構想内容に魅力を感じないから。 

２．興味・関心のある学問分野がないから。 

３．興味・関心のある学問分野はあるが、他大学への進学を検討したいから。 

４．新設学科に進学するのは不安だから。 

５．自宅からの通学が不便そうだから。 

６．もっと詳しい情報を得た上で検討したいから。 

７．大学進学以外の進路を検討しているから。 

８．その他（            ） 

 

  ＊＊＊これでアンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。＊＊＊ 

1 
 

2 
 

3 
 

第 1 希望 

 

第 2 希望 

 

1～2 の方は問 7 にお答えください。 

3～4 の方は問 8 にお答えください。 
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資料２ 

スポーツ行動に係る全てのマネジメント技術や理論を習得する 

スポーツマネジメント学部（仮称） 設置構想中

学部・学科の概要  

 名  称：スポーツマネジメント学部(仮称) 

       スポーツマネジメント学科(仮称)、スポーツライフマネジメント学科(仮称) 

 開設時期：2018(平成30)年4月(予定) 

 開設場所：日本体育大学横浜・健志台キャンパス(住所：神奈川県横浜市青葉区鴨志田町1221-1) 

 修業年限：4年 

 入学定員：スポーツマネジメント学科145名，スポーツライフマネジメント学科110名 

 収容定員：スポーツマネジメント学科580名，スポーツライフマネジメント学科440名 

 修得学位：学士（体育学） 

 

学科の特色 

＜スポーツマネジメント学科(仮称)＞ 

1. スポーツイベントやスポーツ施設の経営などの事業において、スポーツ活動（する、観る、支える）

を支援することのできる人材を養成する。 

2. 各種のスポーツ産業と協力して、スポーツ事業をマネジメントするための知識と技術を習得させる。 

＜スポーツライフマネジメント学科(仮称)＞ 

1. すべての人々に生涯にわたって健康で自立した生活ができることを目的に、ライフステージ（人間の

一生における幼児期・児童期・青年期・壮年期・老年期などのそれぞれの段階）に応じてスポーツや

運動を組み立て、競技スポーツだけでなく健康スポーツを自ら手本を示し指導することができる人材

を養成する。 

2. 国民の健康に資するスポーツの技術指導のみならず、スポーツによるコミュニティ（目的を共有して

いる仲間）を形成することができる知識と技術を習得させる。 

 

取得可能な資格（予定） 

＜スポーツマネジメント学部(仮称)共通＞ 

「中学校・高等学校教諭一種免許状（保健体育）」、（公財）全日本スキー連盟「級別テスト1級・2級・3

級」、(社)日本赤十字社「水上安全法救助員」「救急法救急員」「基礎講習認定」、NAUI「スクーバ―ダイ

バー」「日本スノーケリングインストラクター」、（公財）日本シャアリングネイチャー協会「ネイチャー

ゲームリーダー」、（公財）日本キャンプ協会「キャンプインストラクター」、（公財）日本体育協会「公認

スポーツ指導者1.2.3」 

＜スポーツマネジメント学科(仮称)＞ 

（公財）日本体育協会「公認アシスタントマネジャー」、（公財）日本体育施設協会「体育施設運営士」「体

育施設管理士」 

＜スポーツライフマネジメント学科(仮称)＞ 

「社会教育主事（任用）」、（公財）日本レクリエーション協会「スポーツ・レクリエーションインストラ

クター」、（公財）日本障がい者スポーツ協会「障害者スポーツ指導員（初級）」、「障害者スポーツ指導員

（中級）」  
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卒業後の進路 

1. スポーツマネジメント学科(仮称) 

 スポーツビジネス産業／スポーツイベント産業／スポーツメディア産業／プロスポーツ産業／各種公 

務員／中学校・高等学校教諭（保健体育）／一般企業 

2. スポーツライフマネジメント学科(仮称) 

 スポーツ産業／アウトドアスポーツ産業／健康スポーツ産業／各種公務員／中学校・高等学校教諭（保

健体育）／一般企業 

 

学費（他大学との比較） 

大学名・学部名・学科名・所在地 
入学金 

(初年度のみ) 

授業料等 

(年間) 

日本体育大学スポーツマネジメント学部(仮称) 

住所：神奈川県横浜市 
300,000 1,260,000 

日本体育大学体育学部 

住所：東京都世田谷区及び神奈川県横浜市 
300,000 1,260,000 

早稲田大学スポーツ科学部スポーツ科学科 

住所：埼玉県所沢市 
200,000 1,491,000 

日本大学競技スポーツ学部競技スポーツ学科 

住所：東京都世田谷区 
200,000 1,200,000 

東海大学体育学部 

スポーツ・レジャーマネジメント学科 

住所：神奈川県平塚市 

300,000 1,228,000 
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スポーツマネジメント学部に関するアンケート［集計表］
資料３ 

問1　性別 (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%

男性(n=3086) 1 男性 3,086 62.4          62.5          

女性(n=1854) 2 女性 1,854 37.5          37.5          

不明(n=4) 不明 4 0.1            

N （％ﾍﾞｰｽ）(n=4944) 合計 4,944 100           4,940

問2　住所 (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%

東京都(n=405) 1 東京都 405 8.2            8.2            

神奈川県(n=614) 2 神奈川県 614 12.4          12.4          

千葉県(n=339) 3 千葉県 339 6.9            6.9            

埼玉県(n=85) 4 埼玉県 85 1.7            1.7            

静岡県(n=348) 5 静岡県 348 7.0            7.0            

その他(n=3152) 6 その他 3,152 63.8          63.8          

不明(n=1) 不明 1 0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ）(n=4944) 合計 4,944 100           4,943

日本体育大学「スポーツマネジメント学部（仮称）」に関するアンケート調査票　単純集計

62.4 

37.5 

男性(n=3086) 

女性(n=1854) 

不明(n=4) 

問1 性別 
 N = 4944 

8.2 

12.4 

6.9 

1.7 

7.0 

63.8 

東京都(n=405) 

神奈川県(n=614) 

千葉県(n=339) 

埼玉県(n=85) 

静岡県(n=348) 

その他(n=3152) 

不明(n=1) 

問2 住所 
 N = 4944 
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問3　高校卒業後の進路 (SA) 【表１】

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%

四（六）年制大学(n=3920) 1 四（六）年制大学 3,920 79.3          79.4          

短期大学(n=138) 2 短期大学 138 2.8            2.8            

専門学校(n=507) 3 専門学校 507 10.3          10.3          

就職(n=275) 4 就職 275 5.6            5.6            

その他(n=96) 5 その他 96 1.9            1.9            

不明(n=8) 不明 8 0.2            

N （％ﾍﾞｰｽ）(n=4944) 合計 4,944 100           4,936

79.3 

2.8 

10.3 

5.6 

1.9 

0.2 

四（六）年制大学(n=3920) 

短期大学(n=138) 

専門学校(n=507) 

就職(n=275) 

その他(n=96) 

不明(n=8) 

問3 高校卒業後の進路 
 N = 4944 
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問4-1　興味のある分野（第1希望） (SA) 【表２】

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%

スポーツ・健康科学(n=920) 1 スポーツ・健康科学 920 18.6          18.7          

教育・保育(n=516) 2 教育・保育 516 10.4          10.5          

国際関係・外国語(n=312) 3 国際関係・外国語 312 6.3            6.3            

経済・経営・ビジネス(n=601) 4 経済・経営・ビジネス 601 12.2          12.2          

文学・歴史・心理(n=246) 5 文学・歴史・心理 246 5.0            5.0            

法学・政治(n=196) 6 法学・政治 196 4.0            4.0            

社会・観光・社会福祉(n=152) 7 社会・観光・社会福祉 152 3.1            3.1            

理学・工学・情報(n=677) 8 理学・工学・情報 677 13.7          13.8          

農・畜産・水産(n=138) 9 農・畜産・水産 138 2.8            2.8            

医学・歯学・薬学(n=231) 10 医学・歯学・薬学 231 4.7            4.7            

医療(n=391) 11 医療 391 7.9            7.9            

栄養・家政(n=155) 12 栄養・家政 155 3.1            3.1            

芸術(n=160) 13 芸術 160 3.2            3.3            

その他(n=226) 14 その他 226 4.6            4.6            

不明(n=23) 不明 23 0.5            

N （％ﾍﾞｰｽ）(n=4944) 合計 4,944 100           4,921

18.6 

10.4 

6.3 

12.2 

5.0 

4.0 

3.1 

13.7 

2.8 

4.7 

7.9 

3.1 

3.2 

4.6 

0.5 

スポーツ・健康科学(n=920) 

教育・保育(n=516) 

国際関係・外国語(n=312) 

経済・経営・ビジネス(n=601) 

文学・歴史・心理(n=246) 

法学・政治(n=196) 

社会・観光・社会福祉(n=152) 

理学・工学・情報(n=677) 

農・畜産・水産(n=138) 

医学・歯学・薬学(n=231) 

医療(n=391) 

栄養・家政(n=155) 

芸術(n=160) 

その他(n=226) 

不明(n=23) 

問4-1 興味のある分野（第1希望） 
 N = 4944 
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問4-2　興味のある分野（第2希望） (SA) 【表３】

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%

スポーツ・健康科学(n=650) 1 スポーツ・健康科学 650 13.1          13.6          

教育・保育(n=817) 2 教育・保育 817 16.5          17.1          

国際関係・外国語(n=323) 3 国際関係・外国語 323 6.5            6.8            

経済・経営・ビジネス(n=542) 4 経済・経営・ビジネス 542 11.0          11.4          

文学・歴史・心理(n=379) 5 文学・歴史・心理 379 7.7            7.9            

法学・政治(n=270) 6 法学・政治 270 5.5            5.7            

社会・観光・社会福祉(n=338) 7 社会・観光・社会福祉 338 6.8            7.1            

理学・工学・情報(n=220) 8 理学・工学・情報 220 4.4            4.6            

農・畜産・水産(n=184) 9 農・畜産・水産 184 3.7            3.9            

医学・歯学・薬学(n=255) 10 医学・歯学・薬学 255 5.2            5.3            

医療(n=326) 11 医療 326 6.6            6.8            

栄養・家政(n=203) 12 栄養・家政 203 4.1            4.3            

芸術(n=188) 13 芸術 188 3.8            3.9            

その他(n=77) 14 その他 77 1.6            1.6            

不明(n=172) 不明 172 3.5            

N （％ﾍﾞｰｽ）(n=4944) 合計 4,944 100           4,772

13.1 

16.5 

6.5 

11.0 

7.7 

5.5 

6.8 

4.4 

3.7 

5.2 

6.6 

4.1 

3.8 

1.6 

3.5 

スポーツ・健康科学(n=650) 

教育・保育(n=817) 

国際関係・外国語(n=323) 

経済・経営・ビジネス(n=542) 

文学・歴史・心理(n=379) 

法学・政治(n=270) 

社会・観光・社会福祉(n=338) 

理学・工学・情報(n=220) 

農・畜産・水産(n=184) 

医学・歯学・薬学(n=255) 

医療(n=326) 

栄養・家政(n=203) 

芸術(n=188) 

その他(n=77) 

不明(n=172) 

問4-2 興味のある分野（第2希望） 
 N = 4944 
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問4-3　興味のある分野（第3希望） (SA) 【表４】

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%

スポーツ・健康科学(n=521) 1 スポーツ・健康科学 521 10.5          11.2          

教育・保育(n=567) 2 教育・保育 567 11.5          12.2          

国際関係・外国語(n=405) 3 国際関係・外国語 405 8.2            8.7            

経済・経営・ビジネス(n=539) 4 経済・経営・ビジネス 539 10.9          11.6          

文学・歴史・心理(n=470) 5 文学・歴史・心理 470 9.5            10.1          

法学・政治(n=261) 6 法学・政治 261 5.3            5.6            

社会・観光・社会福祉(n=378) 7 社会・観光・社会福祉 378 7.6            8.1            

理学・工学・情報(n=178) 8 理学・工学・情報 178 3.6            3.8            

農・畜産・水産(n=152) 9 農・畜産・水産 152 3.1            3.3            

医学・歯学・薬学(n=235) 10 医学・歯学・薬学 235 4.8            5.1            

医療(n=308) 11 医療 308 6.2            6.6            

栄養・家政(n=309) 12 栄養・家政 309 6.3            6.6            

芸術(n=221) 13 芸術 221 4.5            4.7            

その他(n=109) 14 その他 109 2.2            2.3            

不明(n=291) 不明 291 5.9            

N （％ﾍﾞｰｽ）(n=4944) 合計 4,944 100           4,653

10.5 

11.5 

8.2 

10.9 

9.5 

5.3 

7.6 

3.6 

3.1 

4.8 

6.2 

6.3 

4.5 

2.2 

5.9 

スポーツ・健康科学(n=521) 

教育・保育(n=567) 

国際関係・外国語(n=405) 

経済・経営・ビジネス(n=539) 

文学・歴史・心理(n=470) 

法学・政治(n=261) 

社会・観光・社会福祉(n=378) 

理学・工学・情報(n=178) 

農・畜産・水産(n=152) 

医学・歯学・薬学(n=235) 

医療(n=308) 

栄養・家政(n=309) 

芸術(n=221) 

その他(n=109) 

不明(n=291) 

問4-3 興味のある分野（第3希望） 
 N = 4944 
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問5　進学先を選択する際に重視する事柄 (MA) 【表５】

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%

学部・学科の専攻分野(n=2880) 1 学部・学科の専攻分野 2,880 58.3          58.7          

教育方針やカリキュラム(n=1203) 2 教育方針やカリキュラム 1,203 24.3          24.5          

学校の所在地（交通の利便の良さ）(n=1406) 3 学校の所在地（交通の利便の良さ） 1,406 28.4          28.7          

資格を取得できる(n=1606) 4 資格を取得できる 1,606 32.5          32.8          

就職実績(n=1686) 5 就職実績 1,686 34.1          34.4          

校舎・施設・設備等の教育研究環境(n=654) 6 校舎・施設・設備等の教育研究環境 654 13.2          13.3          

学費（入学金・授業料）(n=1881) 7 学費（入学金・授業料） 1,881 38.0          38.4          

学校の伝統・知名度(n=704) 8 学校の伝統・知名度 704 14.2          14.4          

入試難易度・入試科目(n=1220) 9 入試難易度・入試科目 1,220 24.7          24.9          

周囲の意見(n=328) 10 周囲の意見 328 6.6            6.7            

クラブ活動・学生生活の充実度(n=809) 11 クラブ活動・学生生活の充実度 809 16.4          16.5          

その他(n=88) 12 その他 88 1.8            1.8            

不明(n=41) 不明 41 0.8            

N （％ﾍﾞｰｽ）(n=4944) 合計 4,944 100           4,903

※複数回答のため、合計＝4,944（100％）にならない。

58.3 

24.3 

28.4 

32.5 

34.1 

13.2 

38.0 

14.2 

24.7 

6.6 

16.4 

1.8 

0.8 

学部・学科の専攻分野(n=2880) 

教育方針やカリキュラム(n=1203) 

学校の所在地（交通の利便の良さ）(n=1406) 

資格を取得できる(n=1606) 

就職実績(n=1686) 

校舎・施設・設備等の教育研究環境(n=654) 

学費（入学金・授業料）(n=1881) 

学校の伝統・知名度(n=704) 

入試難易度・入試科目(n=1220) 

周囲の意見(n=328) 

クラブ活動・学生生活の充実度(n=809) 

その他(n=88) 

不明(n=41) 

問5 進学先を選択する際に重視する事柄 
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問6　スポーツマネジメント学部に対する興味・関心 (SA) 【表６】

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%

興味・関心をもった(n=686) 1 興味・関心をもった 686 13.9          14.0          

やや興味・関心をもった(n=1033) 2 やや興味・関心をもった 1,033 20.9          21.0          

どちらともいえない(n=1909) 3 どちらともいえない 1,909 38.6          38.9          

興味・関心をもてなかった(n=1283) 4 興味・関心をもてなかった 1,283 26.0          26.1          

不明(n=33) 不明 33 0.7            

N （％ﾍﾞｰｽ）(n=4944) 合計 4,944 100           4,911

問7-1　新学科への進学希望（第1希望） (SA) 【表７】

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%

スポーツマネジメント学科(仮称)を進学したい(n=927) 1 スポーツマネジメント学科(仮称)を進学したい 927 53.9          56.0          

スポーツライフマネジメント学科(仮称)を進学したい(n=310) 2 スポーツライフマネジメント学科(仮称)を進学したい 310 18.0          18.7          

どちらかの学科も進学しない(n=417) 3 どちらかの学科も進学しない 417 24.3          25.2          

不明(n=65) 不明 65 3.8            

N （％ﾍﾞｰｽ）(n=1719) 合計 1,719 100           1,654

13.9 

20.9 

38.6 

26.0 

0.7 

興味・関心をもった(n=686) 

やや興味・関心をもった(n=1033) 

どちらともいえない(n=1909) 

興味・関心をもてなかった(n=1283) 

不明(n=33) 

問6 スポーツマネジメント学部に対する興味・関心 
 N = 4944 

53.9 

18.0 

24.3 

3.8 

スポーツマネジメント学科(仮称)を進学したい… 

スポーツライフマネジメント学科(仮称)を進学し… 

どちらかの学科も進学しない(n=417) 

不明(n=65) 

問7-1 新学科への進学希望（第1希望） 
 N = 1719 
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問7-2　新学科への進学希望（第2希望） (SA) 【表８】

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%

スポーツマネジメント学科(仮称)を進学したい(n=335) 1 スポーツマネジメント学科(仮称)を進学したい 335 19.5          26.0          

スポーツライフマネジメント学科(仮称)を進学したい(n=887) 2 スポーツライフマネジメント学科(仮称)を進学したい 887 51.6          69.0          

どちらかの学科も進学しない(n=64) 3 どちらかの学科も進学しない 64 3.7            5.0            

不明(n=433) 不明 433 25.2          

N （％ﾍﾞｰｽ）(n=1719) 合計 1,719 100           1,286

19.5 

51.6 

3.7 

25.2 

スポーツマネジメント学科(仮称)を進学したい
(n=335) 

スポーツライフマネジメント学科(仮称)を進学し… 

どちらかの学科も進学しない(n=64) 

不明(n=433) 

問7-2 新学科への進学希望（第2希望） 
 N = 1719 
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問8　興味･関心を持たない、または進学を希望しない理由 (MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%

構想内容に魅力を感じないから。(n=699) 1 構想内容に魅力を感じないから。 699 19.0          20.9          

興味・関心のある学問分野がないから。(n=1922) 2 興味・関心のある学問分野がないから。 1,922 52.3          57.6          

興味・関心のある学問分野はあるが、他大学への進学を検討したいから。(n=621) 3
興味・関心のある学問分野はあるが、他大学への進学を
検討したいから。

621 16.9          18.6          

新設学科に進学するのは不安だから。(n=258) 4 新設学科に進学するのは不安だから。 258 7.0            7.7            

自宅からの通学が不便そうだから。(n=670) 5 自宅からの通学が不便そうだから。 670 18.2          20.1          

もっと詳しい情報を得た上で検討したいから。(n=631) 6 もっと詳しい情報を得た上で検討したいから。 631 17.2          18.9          

大学進学以外の進路を検討しているから。(n=336) 7 大学進学以外の進路を検討しているから。 336 9.1            10.1          

その他(n=147) 8 その他 147 4.0            4.4            

不明(n=335) 不明 335 9.1            

N （％ﾍﾞｰｽ）(n=3673) 合計 3,673 100           3,338

※複数回答のため、合計＝3,673（100％）にならない。

19.0 

52.3 

16.9 

7.0 

18.2 

17.2 

9.1 

4.0 

9.1 

構想内容に魅力を感じないから。(n=699) 

興味・関心のある学問分野がないから。(n=1922) 

興味・関心のある学問分野はあるが、他大学への

進学を検討したいから。(n=621) 

新設学科に進学するのは不安だから。(n=258) 

自宅からの通学が不便そうだから。(n=670) 

もっと詳しい情報を得た上で検討したいから。
(n=631) 

大学進学以外の進路を検討しているから。(n=336) 

その他(n=147) 

不明(n=335) 

問8 興味･関心を持たない、または進学を希望しない理由 
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資料４ 

◆スポーツマネジメント学科　都道府県別志願者データ(2018～2022年度入試)

志願者数
（延人数）

志願者数
（実人数）

志願者数
（延人数）

志願者数
（実人数）

志願者数
（延人数）

志願者数
（実人数）

志願者数
（延人数）

志願者数
（実人数）

志願者数
（延人数）

志願者数
（実人数）

志願者数
（延人数）
合計

志願者数
（実人数）
合計

志願者数
（延人数）
平均

志願者数
（実人数）
平均

1 北海道 13 10 11 6 14 12 10 7 7 7 55 42 11.0 8.4

2 青森県 4 3 3 3 1 1 4 3 2 2 14 12 2.8 2.4

3 岩手県 3 3 2 2 7 4 2 2 - - 14 11 2.8 2.2

4 宮城県 9 6 12 7 3 3 3 2 1 1 28 19 5.6 3.8

5 秋田県 5 3 5 2 5 5 1 1 2 2 18 13 3.6 2.6

6 山形県 8 7 1 1 5 3 5 4 - - 19 15 3.8 3.0

7 福島県 8 5 6 4 12 5 10 5 7 3 43 22 8.6 4.4

8 茨城県 33 23 28 24 26 15 25 16 23 17 135 95 27.0 19.0

9 栃木県 16 10 21 13 12 6 10 7 5 5 64 41 12.8 8.2

10 群馬県 17 13 9 5 24 11 11 6 17 13 78 48 15.6 9.6

11 埼玉県 72 53 58 32 72 47 64 40 54 45 320 217 64.0 43.4

12 千葉県 63 43 49 37 45 30 49 35 56 43 262 188 52.4 37.6

13 東京都 394 229 414 249 392 209 209 143 192 143 1,601 973 320.2 194.6

14 神奈川県 231 151 247 132 201 116 122 84 105 79 906 562 181.2 112.4

15 新潟県 12 6 14 7 16 10 15 6 4 1 61 30 12.2 6.0

16 富山県 3 3 14 7 4 4 3 3 3 3 27 20 5.4 4.0

17 石川県 1 1 4 2 3 2 1 1 7 7 16 13 3.2 2.6

18 福井県 3 2 1 1 1 1 1 1 - - 6 5 1.2 1.0

19 山梨県 4 4 18 9 13 3 11 6 1 1 47 23 9.4 4.6

20 長野県 22 16 31 20 10 7 10 9 6 6 79 58 15.8 11.6

21 岐阜県 9 4 5 5 10 6 4 2 4 3 32 20 6.4 4.0

22 静岡県 28 21 41 23 20 14 45 29 23 17 157 104 31.4 20.8

23 愛知県 28 21 21 16 36 16 9 7 16 9 110 69 22.0 13.8

24 三重県 12 4 9 7 3 2 1 1 - - 25 14 5.0 2.8

25 滋賀県 4 4 - - 8 3 - - 1 1 13 8 2.6 1.6

26 京都府 4 3 5 3 8 2 - - 2 2 19 10 3.8 2.0

27 大阪府 11 7 16 10 10 6 8 5 6 5 51 33 10.2 6.6

28 兵庫県 8 6 15 6 11 4 2 2 6 6 42 24 8.4 4.8

29 奈良県 1 1 3 3 1 1 1 1 1 1 7 7 1.4 1.4

30 和歌山県 4 2 - - 3 1 1 1 2 2 10 6 2.0 1.2

31 鳥取県 1 1 7 2 3 1 - - - - 11 4 2.2 0.8

32 島根県 1 1 3 3 - - 1 1 - - 5 5 1.0 1.0

33 岡山県 8 4 7 3 2 2 1 1 1 1 19 11 3.8 2.2

34 広島県 4 2 6 4 4 2 2 2 2 2 18 12 3.6 2.4

35 山口県 6 4 1 1 - - 2 2 1 1 10 8 2.0 1.6

36 徳島県 2 2 5 2 - - 1 1 - - 8 5 1.6 1.0

37 香川県 5 2 1 1 - - - - 2 2 8 5 1.6 1.0

38 愛媛県 - - 1 1 4 2 1 1 4 3 10 7 2.0 1.4

39 高知県 1 1 3 2 1 1 - - 1 1 6 5 1.2 1.0

40 福岡県 20 13 9 7 11 6 8 5 7 6 55 37 11.0 7.4

41 佐賀県 1 1 1 1 - - - - 1 1 3 3 0.6 0.6

42 長崎県 3 2 - - 2 2 2 2 1 1 8 7 1.6 1.4

43 熊本県 1 1 5 4 - - 2 2 7 5 15 12 3.0 2.4

44 大分県 4 3 2 2 - - 2 1 - - 8 6 1.6 1.2

45 宮崎県 5 2 2 2 - - - - - - 7 4 1.4 0.8

46 鹿児島県 2 2 13 4 2 1 2 2 2 2 21 11 4.2 2.2

47 沖縄県 - - 3 2 - - 3 3 2 2 8 7 1.6 1.4

48 その他 7 4 7 4 6 6 5 4 5 4 30 22 6.0 4.4

合計 1,101 709 1,139 681 1,011 572 669 456 589 455 4,509 2,873 901.8 574.6

NO

2018～2022年
の合計

2018～2022年
の平均

平成３０年
（2018）

令和元年
（2019）

令和２年
（2020）

令和３年
（2021）

令和4年
（2022）

出身校
都道府県名
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資料５ 

■学部・学科ごとの定員充足率（2018～2022年度）

学部 区分
平成３０年
（2018）

令和元年
（2019）

令和２年
（2020）

令和３年
（2021）

令和４年
（２０２２）

過去５年の
平均値

202２年と
平均値の差

入学定員 750 750 750 750 800 760 40

入学者 769 758 769 802 878 795 83

（定員超過率） 1.03 1.01 1.03 1.07 1.10 1.05 0.05

入学定員 195 195 195 195 195 195 0

入学者 196 198 193 170 203 192 11

（定員超過率） 1.01 1.02 0.99 0.87 1.04 0.98 0.06

入学定員 100 100 100 100 80 96 -16

入学者 100 104 106 88 105 101 4

（定員超過率） 1.00 1.04 1.06 0.88 1.31 1.06 0.25

入学定員 100 100 100 100 100 100 0

入学者 108 103 110 86 110 103 7

（定員超過率） 1.08 1.03 1.10 0.86 1.10 1.03 0.07

入学定員 145 145 145 145 145 145 0

入学者 151 152 156 154 177 158 19

（定員超過率） 1.04 1.05 1.08 1.06 1.22 1.09 0.13

入学定員 110 110 110 110 110 110 0

入学者 113 112 110 116 120 120 0

（定員超過率） 1.03 1.02 1.00 1.05 1.09 1.04 0.05

入学定員 150 150 150 150 120 144 -24

入学者 155 159 165 117 146 148 -2

（定員超過率） 1.03 1.06 1.10 0.78 1.22 1.04 0.18

入学定員 50 50 50 50 50 50 0

入学者 52 50 50 46 46 49 -3

（定員超過率） 1.04 1.00 1.00 0.92 0.92 0.98 -0.06

入学定員 90 90 90 90 90 90 0

入学者 92 94 100 98 100 97 3

（定員超過率） 1.02 1.04 1.11 1.09 1.11 1.08 0.04

入学定員 80 80 80 80 80 80 0

入学者 78 81 83 86 70 80 -10

（定員超過率） 0.98 1.01 1.04 1.08 0.88 1.00 -0.12

（参考）大学全体

区分
平成３０年
（2018）

令和元年
（2019）

令和２年
（2020）

令和３年
（2021）

令和4年
（2022）

過去５年の
平均値

2021年と
平均値の差

入学定員 1,770 1,770 1,770 1,770 1,770 1,770 0

入学者 1814 1,811 1,842 1,763 1,955 1,837 118

（定員超過率） 1.02 1.02 1.04 1.00 1.10 1.04 0.07

体育学部

学科・コース区分

児童
スポーツ
教育学科

児童スポーツ
教育学科

体育学科

健康学科

武道教育学科

スポーツ国際学科

スポーツ
マネジメント学科

スポーツライフ
マネジメント学科

児童
スポーツ
教育コース

幼児教育
保育コース

救急医療学科

大学全体

保健医療
学部

スポーツ
マネジメント

学部

スポーツ
文化学部

整復医療学科
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資料６ 

■学部・学科ごとの志願倍率と歩留率（2018～2022年度）

学部 区分
平成30年
（２０１８）

令和元年
（２０１９）

令和2年
（２０２０）

令和３年
（２０２１）

令和４年
（２０２２）

募集人員 750 750 750 750 800

志願者 3,104 3,123 2,421 2,446 2,037

合格者 960 897 947 965 1079

入学者 769 758 769 802 878

（志願倍率） 4.1 4.2 3.2 3.3 2.5

（歩留率） 80% 85% 81% 83% 81%

募集人員 195 195 195 195 195

志願者 1264 730 950 431 600

合格者 334 290 319 299 291

入学者 196 198 193 170 203

（志願倍率） 6.5 3.7 4.9 2.2 3.1

（歩留率） 59% 68% 61% 57% 70%

募集人員 100 100 100 100 80

志願者 143 162 180 94 111

合格者 121 116 117 91 110

入学者 100 104 106 88 105

（志願倍率） 1.4 1.6 1.8 0.9 1.4

（歩留率） 83% 90% 91% 97% 95%

募集人員 100 100 100 100 100

志願者 489 662 428 311 312

合格者 167 177 246 253 251

入学者 108 103 110 86 110

（志願倍率） 4.9 6.6 4.3 3.1 3.1

（歩留率） 65% 58% 45% 34% 44%

募集人員 145 145 145 145 145

志願者 1101 1139 1011 669 589

合格者 236 226 253 243 260

入学者 151 152 156 154 177

（志願倍率） 7.6 7.9 7.0 4.6 4.1

（歩留率） 64% 67% 62% 63% 68%

募集人員 110 110 110 110 110

志願者 414 945 573 328 296

合格者 171 189 236 187 192

入学者 113 112 110 116 120

（志願倍率） 3.8 8.6 5.2 3.0 2.7

（歩留率） 66% 59% 47% 62% 63%

募集人員 150 150 150 150 120

志願者 713 577 729 318 268

合格者 232 239 273 273 232

入学者 155 159 165 117 146

（志願倍率） 4.8 3.8 4.9 2.1 2.2

（歩留率） 67% 67% 60% 43% 63%

募集人員 50 50 50 50 50

志願者 215 113 120 92 74

合格者 62 60 61 57 58

入学者 52 50 50 46 46

（志願倍率） 4.3 2.3 2.4 1.8 1.5

（歩留率） 84% 83% 82% 81% 79%

募集人員 90 90 90 90 90

志願者 168 228 321 158 176

合格者 109 105 121 103 110

入学者 92 94 100 98 100

（志願倍率） 1.9 2.5 3.6 1.8 2.0

（歩留率） 84% 90% 83% 95% 91%

募集人員 80 80 80 80 80

志願者 127 248 220 202 121

合格者 96 95 114 118 108

入学者 78 81 83 86 70

（志願倍率） 1.6 3.1 2.8 2.5 1.5

（歩留率） 81% 85% 73% 73% 65%

（参考）大学全体

区分
平成30年
（２０１８）

令和元年
（２０１９）

令和2年
（２０２０）

令和３年
（２０２１）

令和４年
（２０２２）

募集人員 1,770 1,770 1,770 1,770 1,770

志願者 7,738 7,927 6,953 5,049 4,584

合格者 2,488 2394 2,687 2,589 2,691

入学者 1,814 1811 1,842 1,763 1,955

（志願倍率） 4.4 4.5 3.9 2.9 2.6

（歩留率） 73% 76% 69% 68% 73%

救急医療学科

大学全体

保健医療
学部

スポーツ
マネジメント

学部

スポーツ
文化学部

整復医療学科

体育学部

学科・コース区分

児童
スポーツ
教育学科

児童スポーツ
教育学科

体育学科

健康学科

武道教育学科

スポーツ国際学科

スポーツ
マネジメント学科

スポーツライフ
マネジメント学科

児童
スポーツ
教育コース

幼児教育
保育コース
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資料８ 

■進路ガイダンス等の実施状況（2017～2021年度）

【参加学校数の状況】

平成29年度
（2017）

平成30年度
（2018）

令和元年度
（2019）

令和2年度
（2020）

令和3年度
（2021）

高校訪問
説明会

高等学校や、進路ガイダ
ンス業者を通じた依頼に
より、事務職員が、高等
学校において実施する進
路説明会の実施した学校
数

306 284 224 237 381 1,432 286

会場形式
相談会

進路ガイダンス業者が主
催し、所定の会場で実施
される進学相談会に参
加した学校数

55 57 67 26 57 262 52.4

出張授業

高等学校や進路ガイダン
ス業者を通じた依頼によ
り、本学教員が高等学校
において実施する出張授
業の実施した学校数

16 18 10 3 13 60 12

学校見学

高等学校や進路ガイダン
ス業者を通じた依頼によ
り、高等学校の教員、生
徒および保護者等が、本
学に来校して施設見学や
進学説明会など実施した
学校数

119 131 108 0 8 366 73.2

総計 496 490 409 266 459 2,120 424

【参加者数の状況】

平成29年度
（2017）

平成30年度
（2018）

令和元年度
（2019）

令和2年度
（2020）

令和3年度
（2021）

高校訪問
説明会

高等学校や、進路ガイダ
ンス業者を通じた依頼に
より、事務職員が、高等
学校において実施する進
路説明会の参加者数

7,800 5,888 5,626 4,911 8,085 32,310 6,462

会場形式
相談会

進路ガイダンス業者が主
催し、所定の会場で実施
される進学相談会の参
加者数

2,305 1,286 1,316 320 1,171 6,398 1,280

出張授業

高等学校や進路ガイダン
ス業者を通じた依頼によ
り、本学教員が高等学校
において実施する出張授
業の実施数

528 706 261 108 388 1,991 398

学校見学

高等学校や進路ガイダン
ス業者を通じた依頼によ
り、高等学校の教員、生
徒および保護者等が、本
学に来校して施設見学や
進学説明会などの参加
者数

2,548 2,780 2,947 0 209 8,484 1,697

総計 13,181 10,660 10,150 5,339 9,853 49,183 9,837

平均区分 内容

区分 内容 合計 平均

参加学校数

参加者数

合計
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資料９ 

■進学情報誌等への本学進学情報の掲載一覧

No 業者名 媒体 媒体名

1 JSコーポレーション Web 日本の学校

2 ディスコ Web キャリタス進学

3 さんぽう Web さんぽう進学ネット

4 リクルート Web スタディサプリ受験

5 リクルート Web スタディサプリ進路

6 日東システム Web ベスト進学ネット

7 マイナビ Web マイナビ進学

8 マイナビ Web マイナビ進学ＷＥＢ

9 ライセンスアカデミー Web 進路ナビ　学校ご紹介ページ

10 さんぽう 冊子 学びのすすめ

11 さんぽう 冊子 学部・学科・分野まるわかり事典

12 さんぽう 冊子 看護・医療系学校入学全ガイド

13 さんぽう 冊子 看護医療進学ネット

14 進路情報ネットワーク 冊子 進路情報ネットワーク

15 さんぽう 冊子 大学・短期大学一覧ポスター

16 さんぽう 冊子 大学・短大まるわかり事典

17 ライセンスアカデミー 冊子 大学・短大進路のてびき

18 昭栄広報 冊子 進路ノート２０２3

19 進路企画 冊子 大学・短期大学ガイドブック２０２2

20 進学教育研究社 冊子 ガマダス

21 フロムページ 冊子・Web テレメール学生募集支援企画
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資料11 

■本学における卒業生進路状況一覧（2017～2021年度卒業生）

平成29年
（2017）

平成30年
（2018）

令和元年
（2019）

令和２年
（2020）

令和3年
（2021）

令和２年
（2020）

令和3年
（2021）

令和3年
（2021）

平成29年
（2017）

平成30年
（2018）

令和元年
（2019）

令和２年
（2020）

令和3年
（2021）

平成29年
（2017）

平成30年
（2018）

令和元年
（2019）

令和２年
（2020）

令和3年
（2021）

保育園 19 19 13 19 22
接骨院
整骨院

20 30 27 17 23

社会福祉
施設

6 13 5 12 11
病院

医療機関
6 5 11 20 11

その他 603 625 643 519 430 その他 75 82 その他 142 その他 80 85 88 74 55 その他 41 46 50 41 41

小　計　(a) 717 754 786 624 512 小　計　(a) 84 96 小　計　(a) 170 小　計　(a) 105 117 106 105 88 　小　計　(a) 67 81 88 78 75

公立学校 22 22 29 33 34 公立学校 1 4 公立学校 3 公立学校 25 25 18 19 25

（講　師） 150 131 128 141 111 （講　師） 27 16 （講　師） 13 （講　師） 16 20 22 26 28

私立学校 6 8 10 7 13 私立学校 3 0 私立学校 4 私立学校 0 0 1 2 1

（講　師） 2 1 0 1 1

幼稚園 17 9 13 16 13

小　計　(b) 237 229 228 244 216 小　計　(b) 42 31 小　計　(b) 25 小　計　(b) 60 55 54 64 68 小　計　(b) 4 2 1 2 2

警察 50 50 44 25 21 警察 17 12 警察 6 警察 3 2 2 2 2 警察 6 9 4 7 6

消防 15 18 26 25 13 消防 2 1 消防 2 消防 0 0 0 1 1 消防 30 33 24 18 26

行政 12 22 18 15 6 行政 2 1 行政 1 保育士 3 6 3 4 6 行政 0 0 0 0 1

その他 24 16 13 18 16 その他 3 5 その他 4 その他 3 3 5 8 6 その他 3 2 2 5 2

小　計　(c) 101 106 101 83 56 小　計　(c) 24 19 小　計　(c) 13 小　計　(c) 9 11 10 15 15 小　計　(c) 39 44 30 30 35

1,055 1,089 1,115 951 784 150 146 208 174 183 170 184 171 110 127 119 110 112

49 47 53 40 55 10 12 7 3 2 3 3 2 12 10 15 12 19

11 9 7 1 4 2 2 3 1 3 1 1 2 0 1 0 0 1

91 61 74 88 67 16 21 19 12 8 4 11 12 36 21 14 13 14

0 2 3 9 5 0 1 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0 3

10 15 26 37 22 8 3 8 0 3 3 3 3 1 3 4 9 4

1,216 1,223 1,278 1,126 937 186 185 245 190 199 181 202 192 159 164 152 144 153

99.1% 98.5% 97.5% 95.4% 96.7% 94.9% 97.3% 96.3% 100.0% 98.4% 98.3% 98.4% 97.2% 99.1% 96.2% 96.7% 92.4% 94.1%

87.6% 90.4% 89.5% 88.5% 86.6% 84.9% 81.1% 88.2% 91.6% 93.5% 95.6% 92.6% 91.7% 69.8% 80.5% 80.9% 82.6% 77.8%

19.5% 18.7% 17.8% 21.7% 23.1% 22.6% 16.8% 10.2% 31.6% 27.6% 29.8% 31.7% 35.4% 24.5% 26.8% 19.7% 20.8% 22.9%
卒業生の教職就職率
　　b÷E

就職希望なし（C）

未報告　（D）

未決定者

卒業者計　（E）

就職率
　　A÷（E-B-C）

就職希望率
　　（E-B-C）÷E

留学　（B-2）

就職希望なし（C）

未報告　（D）

未決定者

卒業者計　（E）

就職率
　　A÷（E-B-C）

就職希望率
　　（E-B-C）÷E

公

務

員

14

11

公

務

員

就職者合計　（A）

進学　（B-1）

就職者合計　（A）

進学　（B-1）

体育学部
児童スポーツ
教育学部

63（講　師） 59 68 61

企

　

業

教

員

公

務

員

スポーツ文化学部

企

　

業

9

就職者合計　（A）

進学　（B-1）

0

企

　

業

保健医療学部

教

員

（講　師） 11

企

　

業

教

員

大学
助手・助教

学習指導
補助員

3

1

スポーツ
マネジメント学部

企

　

業

スポーツ関連 28

教

員

（講　師） 5

就職希望率
　　（E-B-C）÷E

卒業生の教職就職率
　　b÷E

スポーツ関連 114 129 143 105 スポーツ関連

進学　（B-1）

留学　（B-2）

就職希望なし（C）

未報告　（D）

未決定者

公

務

員

就職者合計　（A）

卒業者計　（E）

就職率
　　A÷（E-B-C）

82

58

卒業者計　（E）

就職率
　　A÷（E-B-C）

就職希望率
　　（E-B-C）÷E

卒業生の教職就職率
　　b÷E

留学　（B-2）

就職率
の平均

97.0%

公務員就職者
割合（％）

10.6%

就職者数
合計

6,958

卒業者数
合計

8,132

全学統計
20１7～2021

企業就職者数
合計

4,653

企業就職者
割合（%）

66.9%

教職就職数
合計

1,564

教職就職者
割合（％）

22.5%

公務員就職数
合計

741

2

0

教

員

就職希望率
　（E-B-C）÷E

卒業生の教職就職率
　　b÷E

留学　（B-2）

就職希望なし（C）

未報告　（D）

未決定者

卒業者計　（E）

就職率
　　A÷（E-B-C）

留学　（B-2）

就職希望なし（C）

卒業生の公務員就職率
　　ｃ÷E

未報告　（D）

未決定者

公

務

員

就職者合計　（A）

進学　（B-1）

1

0

2

0

2
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フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

－ 学長
ｲｼｲ　ﾀｶﾉﾘ
石井　隆憲

〈令和3年4月〉

62
(高)

博士
(社会学)

1,250
日本体育大学　学長

（令和3年4月～令和7年3月）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その１）

教 員 名 簿

年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）

学 長 の 氏 名 等

保有
学位等

月額基本給
（千円）

教員名簿-1



審査意見への対応を記載した書類（7月）

（目次）スポーツ文化学部　武道教育学科、スポーツ国際学科
　　　　スポーツマネジメント学部　スポーツマネジメント学科

１.「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和６年度開設用（改正前大学設置基準））」の
Ⅳ「１ 各手続の提出書類」において提出を求めている「収容定員の充足状況」について、申請時の
設置認可申請書類として提出されていないことから、適切に作成した上で提出すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（是正事項）・・・１

（是正事項）スポーツ文化学部　武道教育学科、スポーツ国際学科
　　　　　　スポーツマネジメント学部　スポーツマネジメント学科

１.「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和６年度開設用（改正前大学設置基準））」の
Ⅳ「１ 各手続の提出書類」において提出を求めている「収容定員の充足状況」について、申請時の
設置認可申請書類として提出されていないことから、適切に作成した上で提出すること。

（対応）
　日本体育大学の「収容定員の充足状況」について作成し、設置認可申請書類として添付した。

審査意見（7月）（本文）-1
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